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1,本書は、国道141号線がイバス建設に伴う理蔵文化財発縮調査報告書である。

2.調査委記者 佐久市 (都市計画課)

3.調査受話者 佐久市毅育委員会

4.遺跡名及び発掘調査所在地 一本柳遺跡群 西一本柳遣跡Ⅲ・Ⅳ (INPⅢ・Ⅳ)

佐久市岩村田字西‐本柳・常本

5・ 調査期間 `面積 発掘調査1平成7年 7月24日 ～11月 30日

平成8年 4月 8日 ～6月 19日

平成0年 3月 13日 ィ31日

整理調査 平成7年 12月 lE～平成8年 3月al日

平成8年 6月 20日 ～21日

二月26日 ～平成0年 3月 12日

平成9年 4月 1日～平成19年 3月 31日

調査面積 6,550江

6.発掘調査―は平成7年度は佐 木々宗昭・Jヽ林員寿が、平成8年度は須藤隆司・小林真寿が担当

し、整理調査及び本書の執筆 !編集は小林貫寿が行つ.た .。

7.出土獣骨の鑑定は群馬県立大間々高校 宮崎重雄氏に依頼した。

3,本書に使用したと器実測図の内の一部分は仰こくそくが作成したものに小林鼻寿が修正・加

筆したものであり、図版に使用した土器写真の‐部分もいとくそくが撮影した。

9.遺跡全体図及び航空写真は朝日航洋株式会社が作成・撮影したものである。

10.本書及び西■本柳遺跡■・W出土遺物等のすべての資料は.佐久市教育委員会のAfI下に保

管されてヽゝるα



1.遺構の略記号は、住居址
=H・ 掘立柱建物址一F・ 土坑二D・ 溝址―Mである。

2.挿図の縮尺は遺構 1/80、 遺物は1/4を基本としたが、該当しない場合は図■にスケiル

を示してある。

3。 遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、本糸標高を「標高」として示した。

4.土層の色調は、1988年版「新版 標準土色帖―』に基づいた。

5,挿図中の方位は真北を示す。

6.住居址の面積は床面積であり、カマド部分を含んでいる。掘立柱建物址の面積は4隅の柱の

芯により囲まれた範囲である。

7,挿図中における土器断面の黒色塗りつぶしは須恵器断面の表現である。また、赤色は土器の

赤色塗彩範囲を表現―している。

8.挿図中におけるスクリーントーンは以下の表現である。

Letraset Screen Tone

h204-地山 沌687●焼土 聴786-柱痕 NG1216-カ マド粘土範囲

Nx320-住居址掘方埋土

hlll―土師器黒色処理 h1207-灰釉陶器断面
―
聰769-灰釉1陶器釉薬

9,遺物計測表の法量は上段一回径、中段―底径、下段―器高である。重量が必要なものは備考

欄に1表記した。また、表中に一で表現される数値は計測不可能か、丸底を呈する土器朦部であ

る。

10.遺物計測表の備考欄のhl等は、遺構図にoと数字で表記された遺場を表している.。

11.写真図版の遺物の縮尺は原則として実測図と同一であり、hは共適している。
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第 I章 調査の概要

第 I章 調査の概要

第 1節 調査の経緯と経過

西一本柳遺跡を包括する一本柳遺跡群は佐久市大字岩村田に所在し、湯川右岸の岩村田市街地

南部の上野城から、西へ 1にmに渡って続く細長い台地上に展開し、標高689～ 700を測る。西一本

柳遺跡は、一本柳遺跡群のほぼ中央から西半部分をいう。一本柳遺跡群と常木用水を挟んで西方

に位置する中西ノ久保遺跡群や、】ヒ方に隣接する北西の久保遺跡とは便宜的に別遺跡として分離

されているが、ひとつの遺跡群としても捉えられよう。

今回、佐久市により平成 4年度に下水道事業に伴い調査が実施された西一本柳遺跡この調査範

囲を取り込む形で、遺跡内に国道141号線バイパスの建設が計画され、遺跡の破壊が余儀なくさ

れる事態となり,佐久市教育委員会が調査を実施 した。

平rだギ

為

轟
一

ヽ
噂
羊
イ
節

第 1図 西一本柳遺跡位置図 (1:50,000)
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第 2節 調査体制

◎調査受託者

教育長 大井 季夫 (平成 7年 6月 退任) 依田 英夫 (平成 7年 7月 就任 )

◎事務局

教 育 次 長 市川  源 (平成 7・ 8・ 9年度) 北沢 馨 (平成10年度)

埋蔵文化財課長 戸塚  満 (平成 7年度) 北沢 元平 (平成 8・ 9年度)

須江 仁胤 (平成10年度)

管 理 係 長 谷津 恭子 (平成 7年 6月 退任)棚 沢 慶子 (平成 8,9年度)

管  理  係 田村 和広 (平成 7・ 8・ 9年度)

埋蔵文化財係長 大塚 達夫 (平成 7・ 8・ 9年度) 荻原 一馬 (平成10年度)

埋蔵 文化財係 林  幸彦 三石 宗一 須藤 隆司 小林 真寿

羽毛田卓也 冨沢 ―明 上原 学

調 査 担 当 者 小林 員寿 (平成 7・ 8・ 9。 10年度) 須藤 隆司 (平成 8年度)

調 査 主 任 佐々木宗昭 森泉かよ子

調 査 扇J主 任 堺  益子

調  査  員

井上 行雄 並木ことみ 倉見  渡 和久井義雄 成沢 冨子 堀籠みさと 堀籠 滋子

金森 治代 橋詰けさよ 渡辺久美子 浅沼ノブ江 細萱 ミスズ 木内 明美 江原 富子

橋詰 勝子 橋詰 信子 花岡美津子 小林 幸子 宮川百合子 小林よしみ 上原 幸子

堀籠  因 篠崎 清一 清水 六郎 棚沢三之助 樋田 咲枝 柳沢ちなみ 依田 みち

花里香代子 阿部 和人 増野 深志 山浦 豊子 荒井 利男 柳沢千賀子 角田 良夫

小松三喜枝 確氷  健 萩原 宮子 市川チイ子 岩下 吉代 岩下とも子 岩下 文子

工藤 しず子 武田まつ子 武田 千里 堀籠 成子 菊池 喜重 大井みつる 中嶋武二郎

新津  誠 山口 丑男 荒井 かつ 小山 正吉 大井 文雄 中嶋フクジ 中條 悦子

井出徳四郎 安藤  静 中嶋 角治 中嶋 文子 中嶋 良造 中嶋きねよ 中條 繁子

須藤 吉助 相沢今朝義 佐藤 玉枝 高橋かね子 高橋 冬子 田中 章雄 角田 すい

水間 雅義 山田 幸枝 小幡 弘子 飯沢つや子 桜井 牧子 真島 保子 小林 立江

茂木とよ子 岩崎 重子 佐藤志げ子 林 美智子 土屋 貞子 花里四之助 花里三佐子

茂木 幸一 小金沢たけみ 高橋 敬子 佐藤 愛子
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第 3節 調査日誌

平成 7年度

平成 7年 7月 24日 ～25日

機材搬入。

7月 27日 ～28日

重機による表土削平。遺構検出作業。

7月 31日 ～ 8月 4日

遺構の掘り下げ、実測、写真撮影。

8月 7日 ～ 8月 9日

少年考古学教室開催のため通常の調査は中断。市内小学生有志による遺構の掘り下げ

と、それに伴う実測、写真撮影を行う。

8月 10日 ～ 8月 11日

重機による表土削平。遺構検出作業。遺構の掘り下げ、実測、写真撮影。

基準線設定開始。

8月 12日 ～ 8月 16日

盆休み。

8月 17日 ～9月 5日

重機による表土削平。遺構検出作業。遺構の掘り下げ、実測、写真撮影。

8月 24日 中込公民館現場見学。 8月 25日 基準線設定終了。

9月 6日

ベル トコンベア設置。排土処理の効率化をはかる。

9月 7日 ～11月 17日 重機による表上削平。遺構検出作業。遺構の掘り下げ、実測、写真

撮影。10月 11日 ～20日 基準線設定作業。

H月 20日 遺構の掘り下げ、実淑I、 写真撮影。航空測量準備。

11月 29日

現場調査終了。

11,ヨ 30日

機材撤収。

12月 1日 ～平成 8年 3月 31日

土器洗浄、注記、接合、復元、図面修正作業

12月 13日 航空測量実施。
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平成 8年度

平成 8年 4月 2日 機材搬入。

4月 8日                             `

重機による表土の削平。遺構検出作業。

4月 10日 ～4月 15日

重機による表上の削平。遺構検出、遺構の掘り下げ、実淑1、 写真撮影。

4月 15日 ベル トコンベア設置。

4月 17日 ～6月 14日遺構の掘り下げ、実淑I、 写真撮影。

6月 17日 ～6月 19日

航空測量準備。 6月 19日 未買収地分を残し現場調査終了。

6月 20日

機材撤収。

6月 21日

土器洗浄、図面整理。

11月 26日 ～平成 9年 1月 13日 土器洗い、注記、、土器接合・復元、図面修正。

1月 14日 ～ 2月 5日

土器接合・復元作業

2月 6日 ～ 3月 12日

土器接合・復元、実測、拓影作業

3月 13日 ～ 3月 31日

未買収地の発掘調査。重機による表土削平、遺構検出、遺構の掘 り下げ、実測、写真

撮影作業。 3月 31日 調査終了。

平成 9・ 10年度

平成 9年 4月 ～平成11年 3月

土器復元、遺物実浪I、 土器拓影、 トレス、写真撮影、図版作成、原稿執筆、編集を行

い、報告書を刊行する。
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第 4節 遺跡の位置と周辺遺跡

西一本柳遺跡は、一本柳遺跡群のほぼ中央から西半部分を言い、過去 2度にわたる調査が実施

されている。 (西一本柳 I一平成 3・ 4年、西一本柳 Ⅱ一平成 4隼)こ のうち西一本柳 Iの調査

においては、頸部下を欠損した人面付き土器の人面部分が出上している。また、西一本柳Ⅱの調

査では弥生中期～平安時代の竪穴住居址69軒が検出されている。一本柳遺跡群内では、他に昭和

43年 に宅地造成に伴い調査が実施された東一本柳遺跡から、古墳時代後期の竪穴住居址が 5軒検

第 2図 西一本柳遺跡と周辺遺跡 (1:10,000)



第 I章 調査の概要

出されたのをはじめ、豪華な馬具を出土した東一本柳古墳の調査が昭和46年に、また、弥生時代

後期の竪穴住居址 7軒、平安時代の竪穴住居址10軒等が検出された北一本柳遺跡の調査が昭和47

年に実施されている。周辺部では、上の城遺跡が昭和48年に調査され古墳時代後期～平安時代の

住居址が47軒検出されている。昭和58年 に調査された西八日町遺囲では、弥生時代中期～平安時

代の住居址が147軒検出された。昭和57年 に第 1次、昭和60年に第 2次調査が行われた北西の久

保遺跡では、弥生時代中期～平安時代の住居址158軒 が検出されたのをはじめ、弥生時代の木棺

群・方形周溝墓や大量の埴輪を出土した古墳を含む中期～後期古墳群等貴重な発見が数多くなさ

れた。また、遺跡台地から南に続く斜面には中世の石塔婆群が形成されている。西一本柳遺跡の

1段下の湯川河岸段丘上に位置する中西の久保遺跡群では、平成 4年の調査で古墳時代後期～平

安時代の住居址18軒が、平成 7年の調査では弥生～平安時代の住居址34軒が検出されており、立

地する河岸段丘こそ異なるものの、連続する地形上に、同一時期の集落が営まれていることから

考えて、西一本柳遺跡とことさら別遺跡として捉える必然性はない。さらに同遺跡群の大半の部

分には、弥生時代まで遡る可能性を有する水田址を含む 3面の水田面の存在が平成 8年の試掘調

査により確認さており、西一本柳遺跡、中西の久保遺跡群、北西ノ久保遺跡をひとつの古代集落

として捉えてみると、居住域、生産域、墓域を想定する事が可能となる。湯川対岸の仲田遺跡で

も平成 7年の調査により、古墳時代～平安時代の住居址30軒が検出され、奈良時代の鏡である「人

花鏡」力式出土している。この仲田遺跡の 1段上の湯ナII河岸段丘上に位置する寺畑遺跡では、平成

6・ 7年度に行われた調査により、縄文時代草創期の爪形文土器がまとまって出土 している。極

めて貴重な発見である。

第 5節 基本層序

調査地は平坦であり、遺構検出面は標高690m前後である。基本層序は、 I層一耕作土が50cm

前後あり、その下層のⅡ層は北から南に向かい堆積が薄くなる。つまり、湯川河岸段丘の縁に近

ずくにつれ堆積が薄くなる。このⅡ層は、湯,II層の最上層にあたり、砂粒のみで構成される湯川

層に、浅間第一軽石流と思われる責色火山灰が混入したものである。北西ノ久保遺跡の基本層序

第Ⅲ層と同一のものであるが、黄色火山灰の混入率は当遺跡の方が極めて高いため、黄色火山灰

の堆積層そのもののような部分も見受けられる。明責褐色 (10Y R 6/6)を呈する。遺構はⅡ

層上面で検出される。Ⅲ層は湯川層であり、砂粒の堆積層である。大半の遺構はⅢ層中に達する

ため、遺構の壁や柱穴の内面には第Ⅲ層が露出しており、極めて脆い。今回の調査では第Ⅳ層に

6



達する遺構は存在しなかったためその存在は確認してないが、

層が存在する。

第 I章 調査の概要

第Ⅲ層下には追分第一灰流の堆積

第 1層 耕  作  上。

第H層 明 黄 褐 色 土 層 (10YR6/6)。

第 ||1層  にぶい黄橙色土層 (10YR7/2)。

第Ⅳ層 黄 掲 色 土 層 (10YR5/6)。

第 3図 西一本柳遺跡基本層序模式図

lm

第 6節 検出遺構・遺物の概要

橋遺 物連逗

竪穴住居址

弥  生  時  代-58棟

古  墳  時  代-75棟

奈  良・平安時代-52棟

不       明-16棟

合       計-201棟

掘立柱建物址      45棟
土    坑      12基
溝    址      H条
Pit          346基

土   器

弥生土器、土師器、須恵器

陶 磁 器

灰釉陶器、白磁

石器 。石製品

打製石斧、打製石鏃、磨製石斧

磨製石鏃、石包丁、剣形石製品

編物石、臼玉、紡錘車、模造品

金 属 器

刀子、紡錘車、鏃、帯金具



第Ⅱ章 遺構と遺物

第Ⅱ章 遺構と遺物

第 1節 住居址

1 弥生時代の住居址

Hl号住居址 (第 4図、図版― 。九十九)

遺構―Iこ 4グ リットで検出された。調査区域外に延びるため全容は不明である。H3号住居

址を切っている。調査範囲内に炉址は存在せず、 3基検出されたP■ 1よ 全て柱穴と考えられ、そ

の内のPl,P2は 主柱穴の可能性がある。 2基共に直径15cmの柱が確認できた。

遺物一甕 (1～ 8)、 重 (10)、 鉢 (9・ 11)が 出土している。甕には、完全な受口口縁の 1と 、

受口気味な 2・ 3・ 5、 単純口縁の 4・ 7、 不明な 6・ 8が存在する。 1・ 2・ 5の受回あるい

は受口気味の回縁部の上器は、口唇部に縄文が施文されている。回縁部文様帯に施文されるもの

は、 1。 4のみであり他は無文である。確認できるものの内、頸部に簾状文を施すものは 2・ 5

～ 7の 4個体であり、他は斜走文や波状文が体部にまで及んでいる。 2・ 5～ 7の内 6は体部上

半部に波状文が、 5'7は廉状文下に 2条の波状文を巡らし、体部の下半にまで及ぶ斜走文が施

される。施文原体は、縄文と櫛歯状工具の 2種類が用いられている。尚、 7は内面口縁～体部上

半が赤彩されている。壷 (10)は 、内面に刷毛目調整が施され、外面頸部には、箆状工具による

平行沈線により造り出された横位の文様帯に縄文が施文され、その下には箆状工具による刺突列

が巡る。赤彩はされない。鉢 (9)は 、刷毛目調整の後、箆磨きが施されている。甑の可能性も

ある。鉢 (11)は、内外共に赤彩されている。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 奏

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、他は波状文。

-2 甕

13.4 内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、頸部 :廉縄文

体部 :波状文。

-3 甕

内一箆磨き。

外一頸部下斜走文。

第 1表 Hl号住居址出土遺物観察表 (1)

H2号住居址 (第 6図、図版―・九十九)

遺構―Iこ 6グ リットで検出された。調査区域外に延びるため、全容は不明である。

址に切られている。調査範囲には炉址は存在 しなかった。 2基検出されたPitの 内Pl

と思われる。直径15cmの柱が確認できた。

8
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1-1 弥生時代の住居址
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／
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第 4図  Hl号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

歩彙鍵藻憂挙層t招鵡チ銑認報チ:浮みa

<|

乳  (標高690.970m)  ?m

虐
1

］甥

＝

憮

0                    10Cll
I                  I

挿図番号 器  種 法 旦塁 成   形・調   整 備 考

-4 甕

内一箆磨き。

外一波状文。

-5 菱

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、頸部 :廉縄文、体部 :廉状文下に 2条
の波状文、その下に斜走文。

Nは 2

-6 賓

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文、体部上半 :波状文。

hl

-7 甕

20 4 内一口縁部～体部上半まで赤彩。

外一頸部 :廉状文、体部 :廉状文下に 2条の波状文、そ

の下に斜走文。

h3

-8 甕 5.0

内一箆磨き。

外―箆磨き。

-9 鉢

内一刷毛目～箆磨き。

外一刷毛目～角磨き。

甑の可能性あり。

-10 壷

内一刷毛目。

外―頸部 :箆状工具による平行沈線間に縄文、その下に

刺突列。

― ■ 鉢

15.9 内一赤彩。

外―赤彩。

第 2表  Hl号住居址出土遺物観察表 (2)

第 5図  H3号住居址

挿図番号 器  種 法 旦
塁 成   形・調 整 備 考

-1 壷

内一器面剥落。

外―頸部 :箆による平行沈線間に縄文、波状文が施され

る。用」毛目を残し、赤彩される。

第 3表  H2号住居址出土遺物観察表



１
２
議 騨軽棚繰細穂

q  (標高694470n)  ,m

1-1 弥生時代の住居址

遺物一壷が 1点図化できるだけである。

内面は器面の剥落が激しく、調整等は

判然としない。外面頸部には箆による

数条の平行沈線が巡らされており、平

行沈線間には縄文や波状文が施される。

その他の部分は文様は認められず、刷

毛目が残されている。赤彩されている。

H3号住居址

(第 5図、図版二・九十九 )

遺構― Iこ 4グ リットで検出された。

Hl号住居址に切られ、調査区域外に

延びるため、全容は不明である。Pit

が 1基検出されているが、主柱穴であ

るか、否かは分からない。

遺物一甕 (1)、 重 (2～ 3)、 鉢 (4)

が出土している。全て破片である。甕

は底部のみの出土であり、文様は不明

である。壺は頸部 (2)と体部 (3)

が出土している。頸部は箆状工具によ

り数条の平行沈線と波状文が交互に描

かれている。体部は箆状工具により平

行沈線間に鋸歯文が描かれ、その下に

刺突列が巡らされる。鉢は内外面共に

赤彩され、口縁部には焼成前に穿孔さ

れた孔が 1カ 所認められる。

第6図  H2号住居址

H4号住居址 (第 7'8図、図版二・百)

遺構一 Iけ 5の グリットで検出された。H14号住居址を切り、Dl号土坑に切られている。隅

丸長方形の平面形状を呈 し、長軸をN-10° 一Wに とる。覆上の雄積状況は自然堆積である。



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 寮

．

７
．

０

．

内一箆磨き。

外―箆磨き。

-2 壷

内一ナデ。

外―頸部 :箆により平行沈線と波状文が交互に描かれる。

-3 壷

内一ナデ。

外一体部 :銘により平行沈線間に鋸歯文が描かれ、その

下に刺突列が巡る。

-4 鉢

12.6

内外赤彩。日縁部に焼成前穿孔の孔。

第 4表  H3号住居址出土遺物観察表

第Ⅲ章 遺構と遺物

中央北寄りに105×74cmの 炉址を有する。炉址内には石組状の礫が4ヶ 存在 したが、火床とは位

置が異なり、石組部分の方が掘り込みは深くなっている。柱穴は 4基検出され、その内のPl、

P2は主柱穴であり、直径15cmの柱が確認されている。周溝は認められなかった。

遺物―甕 (1～ 3)、 壷 (7～ 10)、 台付甕 (4)、 高杯 (11、 12)、 鉢 (13)、 滑石製石製品

(14、 15)が出土している。甕は受口口縁を呈 し、回唇部に縄文が施される。国縁部文様帯には

縄文が施文され、箆状工具による波状文が 2条巡る。頸部には、廉状文が巡り、体部下半まで波

状文や斜走文が施される。 3は体部に連続「コ」字文が施されている。壺は全容が知れるものは

ない。 7の ような無文で刷毛目を残すものや、 9の ような小型のもの、 5の ように回縁部文様帯

に地文縄文が施され、 2条の山形文が箆状工具により描かれるもの、 8の ように体部に箆状工具

により山形文が幾重にも描かれるもの、または 6のように頸部に箆状工具による平行沈線が数条

描かれ、平行沈線間の文様帯に縄文が施されるものなどが存在するが、赤彩されるものはない。

高杯はHの ように赤彩され、体部が屈曲するものと、12の ように国縁に向かい直線的に開く無彩

のものが存在するが、11は混入と思われる。鉢は内外面赤彩され、口縁部に箆状工具による2条

の波状文が巡る13が出土している。

H6号住居址 (第 9図、図版三・百一)

遺構― Iい 5の グリットで検出された。H30号住居址を切っている。調査区域外に延びるため

全容は不明である。推測される住居の中央やや北よりに、60× 40cm× 8 cmの地床炉が検出された。

2基検出されたPitは主柱穴と考えて良いように思われる。覆土は自然堆積で、単層である。

周溝は存在 しなかった。

遺物一甕 (1～ 7)、 壷 (8～ 12)、 台付甕 (14、 15)、 蓋 (13)、 磨製石鏃 (16)が 出土 してい

る。甕は、単純回縁で口唇部に加飾が加えられるものが多く、加飾には、 1・ 2の ような縄文原

12



1-1 弥生時代の住居址

電
14

ＧＨ十‐・‐″杉
!  (標

高691570m)  i m

1 にぶい黄掲色土層 (I14:力
歩ロック少含。

/5 mn以下パ ミス少含。
2黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)。

炭化物含む。
3 にぶい黄掲色土層 (10YR5/4)。

/5 mm大パミス含む。
4 にぶい黄褐色土層 (10Y15/4)。

黄色粒子多含。
5 にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)。

/5 nln大 パミス少含。
柱      痕 (10YR3/3)。

菱 筆

第 7図  H4号住居址 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

体による押捺や、 3・ 7の ような縄文施文が認められる。頸部下には 1～ 3の ように、櫛歯状工

具による波状文が施文されるものと、 7の ように櫛歯状工具による波状文を 1条巡らし、その

下に廉縄文、更にその下に縄文を施すものが存在する。また、 4の ように受口口縁の甕も存在 し、

口縁部～口唇部に縄文を施文した後、箆状工具による2条の波状文を施 し、頸部には 1条の櫛歯

14

挿図番号 器  種 法 三塁 成   形・調   整 備 考

-1 甕

18.0 内一刷毛目→箆磨き。

外一口唇 :縄文、口縁 :縄文、 2条 の箆描波状文、頸

部 :廉縄文、体部 :下半まで波状文。

-2 甕

‐９

７

．

２４

内一刷毛目→箆磨き。
外一日唇 :縄文、口縁 :縄文、2条 の箆描波状文、頸

部 :廉縄文、体部 :下半まで斜走文。

-3 甕 8.2

内一箆磨き。

外一箆状工具による連続「コ」字文。

-4 台付甕 7.0 内外刷毛目。

-5 壺

内一ナデ。

外一口唇 :縄文、口縁 :地文縄文、箆状工具による2条
の山形文。

-6 壼

内一刷毛目→ナデ。

外―頸部 :数条の平行沈線間に縄文。

-7 壼 内外―刷毛目。

-8 壷

内一刷毛目→ナデ。

外―箆による連続山形文。

-9 壷 3.8

内一刷毛目。

外一銘削り、免磨き。

-10 壼 9.0

内一刷毛目。

外―箆磨き。

-11 高杯 内外一赤彩。

-12 高杯

18.4 内一刷毛目。

外―刷毛目→銘削り。

-13 鉢

18.0 内一赤彩。

外一赤彩。口縁 :箆状工具による2条の波状文。

-14 滑石製
石製品

2.25

1.25

5,5

2.lg。

中央やや下に 1孔

-15 滑石製

石製品

5.45

2.5

0.5

11.9g。

両脇刃部状。

第 5表  H4号住居址出土遺物観察表



1-1 弥生時代の住居址

状工具による波状文が巡り、体部には櫛歯状工具による斜走文が施文される。 5は単純口縁で頸

ｒ

＼
¶ /

「  ヽ ミ

13

10cm

第8図  H4号住居址 (2)

部に廉縄文、口縁部に櫛歯状工具による波状文が施されるもの、 6は体部のみの破片で、全面に

櫛歯状工具による波状文が施文されるものであるが、 2点共に混入品と思われる。重は全容が知

れるものは出上していないが、頸部と体部の文様帯に施文が集中するものが多い。箆状工具によ

る数条の平行沈線間に縄文を施し縄文帯を描出するもの (9。 11)や 、更にその縄文帯に波状文

や山形文を施文するもの (9。 12)、 8の ように頸部と体部の文様帯間に縦の文様帯を4帯設け、

束J突列、条線、波状文を施すものが存在する。口縁部破片である10は、口唇部に縄文と箆状工具



第Ⅱ章 遺構と遺物

による刻目が施文されている。以上の壺の内 8のみが赤彩されている。台付甕14・ 15は地文とし

て縄文が施され、箆状工具による連続「ヨ」字文が施文されている。14に は更に円形貼付文が加

えられている。13は蓋と思われ、内外面が赤彩されている。

第6表  H6号住居址出土遺物観察表

H7号住居址 (第 10図、図版四・百三 )

遺構― Iか 8の グリッ トで検出された。Ml号溝址に切 られる。隅丸長方形の平面プランを呈

16

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 菱

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文原体による押捺。

頸部下 :櫛歯状工具による波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文原体による押捺。

頸部下 :櫛歯状工具による波状文。

-3 賢

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、。

頸部下 :櫛歯状工具による波状文。

-4 甕

21.3 内一刷毛目→箆磨き。

外一口唇部 :縄文。日縁 :縄文、箆状工具による 2条の波状文。頸部 :櫛歯
状工具による波状文。頸部下 :櫛歯状工具による斜走文。

-5 甕

22 2 内一箆磨き。

外一口唇部 :櫛描波状文。頸部 :廉状文。

混入 ?

-6 甕

内一箆磨き。

外一体部 ::櫛歯状工具による波状文。

混入 ?

-7 寮

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文。口縁 :櫛歯状工具による2条の波状文。頸部 :櫛歯状工

具による廉状文。頸部下 :縄文。

-8 重

内一刷毛目。

外―頸部 :縄文、平行沈線、波状文。体部上半 :4単位の区画、刺突列、条
線、波状文。体部下半 :縄文、平行沈線、波状文。赤彩。

-9 重

内一刷毛目、箆ナデ。

外一頸部 :平行沈線、縄文、山形文。体部 :平行沈線縄
文。

-10 壷

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文、刻目。

― ■ 壼

内一刷毛日、箆ナデ。

外一顕部 :平行沈線、縄文。

-12 壷

内一刷毛日、箆ナデ。

外一体部 :平行沈線、縄文、山形文。

-13 蓋 ? 内外一赤彩。

-14 台付甕
内一刷毛目。

外一体部 :縄文、連続「コ」字文、円形貼付文。

-15 台付奏

内一箆磨き。

外一体部 :縄文、連続「コ」字文。

-16 磨製石鏃

2.60

1.25

0.25
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第Ⅲ章 遺構と遺物

し、N-10° 一Wに長軸方位をとる。長軸長3.8m×短軸長3.05m×壁残高0.2mの規模を有する。

主柱穴はPl,P2の 2基で、炉は柱穴間の中央やや北寄りに、長径43cm×短径38cm×深度 6 cm

の規模を有する地床炉が構築 され、 1の壷形土器が敷設されていた。P3、 P4の 2基のPitlよ

出入り口に相当する施設かも知れない。また、本址は掘方の調査により拡張されていることが判

明した。旧住居址は新住居址よりも、長・短軸長共に0.6mほ ど小型の規模であるが、柱は建て

替えられておらづ、炉址は再構築されているもののほぼ同位置であり、床面は嵩上げされている。

遺物―壷 (1)、 高杯 (2.3)が 出土している。壷は炉内に敷設されていたため、熟変化を部分

的に受けている。赤彩はされておらず、外面頸部に4単位の「T」 字文が施される他は、外面に

は箆肖1り と箆磨きが、内面には、刷毛目とヘラナデ、箆磨きが施されている。日径21.4cm× 器高

-57.4cm×底径9.2cmを 測る。高杯は2点出土している。 2点共に脚は短脚で脚内部には刷毛目

調整が施される。 2は脚内部を除き赤彩が施される。日径20.3cm× 器高13.8cm底径9。 2cmを測り、

口縁部が水平に外反する。 3は脚のみの出土であり、底径7.5cmを測る。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 壷

内一刷毛目、箆磨きヘラナデ。

外―頸部 :櫛歯状工具による4単位の「T」 字文。他は

箆削り、箆磨き。

-2 高杯

内一脚内部刷毛目、他は赤彩。

外一赤彩。

-3 高杯 7.5

内一刷毛目。

外―箆磨き。

第 7表  H7号住居址出土遺物観察表

H9号住居址 (第 11図、図版三・百三)

遺構一 Iお 5の グリットで検出された。H5号住居址に切られ、調査区域外にも延びるため平

面形状、規模等は不明である。壁残高は44cmを測る。柱穴、炉址は調査範囲には存在しなかった。

遺物一甕 (3～ 5)、 壺 (6)、 高杯 (1)、 鉢 (2)が 出土 している。甕は全て破片であり全

容は不明である。 3は連続「コ」字文と円形貼付文を施すもの、 4は頸部に廉縄文を巡らし、体

部に櫛歯状工具による波状文を施すもの、 5は体部に斜走文が施される。 6の壷は赤彩されず、

日縁部に櫛歯状工具による斜位の条線を巡らす。 1の高杯は脚部のみの出上である。外面赤彩、

内面は刷毛目調整が施される。 2の鉢は内外面が赤彩される。

H14号住居址 (第 12図、図版八・百五)

遺構― Iけ 6のグリットで検出された。H4号住居址、Ml号溝址に切られている。隅丸長方

18
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

― ユ 高杯

一

５

，

一

内一刷毛目。

外―赤彩。

-2 鉢

２

．

一
　

一

内外一赤杉。

-3 甕

一　

一　

一

内一箆磨き。

外一連続「コ」字文十円形貼付文。

-4 甕

一

５

，

一

内一建磨き。

外―頸部 :廉縄文。体部 :櫛菌状工具による波状文。

-5 甕

２

，

一
　

一

内一箆磨き。

外―斜走文。

-6 重

一　

一　

一

内一ナデ。

外一日縁 :櫛歯状工具による斜位沈線。

第 8表 H9号住居址出土遺物観察表 (2)
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第11図 H9号住居址
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1-1 弥生時代の住居址

形の平面プランを呈するものと思われる。壁残高は0,22mを測り、住居のほぼ中央に長径0,6m

×短径0.37m×深度0。 15mの 地床炉が構築されている。 6基検出されたPitの うちP2、 P3、

P6の 3基が主柱穴と考えられる。周溝は認められず、覆土は自然堆積であった。

遺物―甕 (1～ 3)、 壷 (4～ 9・ 11)が 認められる。10は縄文土器であり混入遺物である。

養は 1、 2共に櫛歯状工具による波状文が施されている。重は4～ 6の ように受口回縁で、口唇

部に縄文が施され、日縁部には縄文とヘラ状工具による1条の波状文が巡るものと、単純回縁で

課 (1雲サ2

に現翻

翼
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第12図  H14号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

7の ように口唇部に縄文が施されるもの、 9の ように櫛歯状工具による刺突列が巡るものが認め

られる。口縁部を欠損するものでは、 8の ように刷毛目調整の残る器面に、箆状工具による波状

文が施されるもの、11の ように、箆状工具による平行沈線、波状文、弧線文が巡り、縄文が施さ

れるものが出土している。10は縄文時代後期の上器である。

H15号住居址 (第13,14図、図版八・百六)

遺構― Iか 5の グリットで検出された。H8号住居址に切られる。隅丸長方形の平面プランを

呈し、N-20° 一Wに長軸方位をとる。長軸長は不明であるが、3.45mの短軸長と0。 25mの壁残

高を有する。柱穴、炉址等は残存部分には存在 しなかった。

遺物―甕 (1～ 7・ 21)、 壷 (8～ 15)、 鉢 (16～ 18)、 高杯 (20)、 ミニチュア土器 (19)、 敲

石 (22)が 出土 している。甕は、櫛歯状工具による波状文が施されるものと (1～ 4・ 6)、 斜

走文が施されるもの (5)、 箆状工具による連続「コ」地文が施されるもの (21)が 存在 し、波

22

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 奏

内一箆磨き。

外―櫛歯状工具による波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一lm歯状工具による波状文。

ど 3 甕

一
８
．

０

．

内外―箆磨き。

-4 壷

-5 重

内一箆磨き。
外一口唇部 :縄文。口縁 :縄文、箆状工具による1条の波状文。

-6 重

17.7 内一箆磨き。
外一口唇都 :縄支。口縁 :縄文、箆状工具による1条の波状文。

-7 士霊

15.9 内一用」毛目。

外一口唇部 :縄文。他は刷毛目。

-8 豆

内一刷毛目。

外一刷毛日、箆状工具による波状文。

-9 壷

内一刷毛目。

外一口唇部 :櫛歯状工具による刺突列。

-10 縄文上器

深鉢

内一箆磨き。

外―沈線、充填縄文。

-11 壷

内一刷毛目。

外一体部上半 :平行沈線、波状文、弧線文、縄文。

第 9表 H14号住居址出土遺物観察表
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1 暗褐色土層 (10YR3/3)。 /2 cll以 下石粒多含。
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第Ⅱ章 遺構と遺物

状文が施されるものには、4の ように頸部にだけ施文するものや、6の ように頸部に廉状文が施

されるものが存在する。壼には赤彩されるもの (10。 11・ 13・ 14)と 、されないもの (8・ 9・

12,15)が存在する。施文は櫛歯状工具による波状文や廉状文が施されるもの (3。 10。 13・

14)や斜走文が施されるもの (11)、 縄文施文で箆状工具による平行沈線や刺突列、弧線文が施

されるもの (12)、 日唇部に櫛歯状工具による刻目が施されるもの (9)な どが存在する。鉢、

高郭、ミニチュア土器は全てが赤彩されている。

一〓

一一十二
十一．

7
16

マ 8奮 19

ロ
プ 2i°

⊂tめ
22
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15
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第14図  H15号住居址 (2)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 賓

内一箆磨き。

外―櫛歯状工具による波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外―櫛歯状工具による波状文。

-3 甕

24.0 内一箆磨き。

外―櫛歯状工具による波状文。

第10表 H15号住居址出土遺物観察表 (1)



1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-4 甕

19,0 内一箆磨き。
外―頸部のみ櫛歯状工具による波状文。

-5 甕

内一箆磨き。
外一口縁 :櫛歯状工具による斜走文、頸部 :廉状文。

-6 寮

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文、体部上半 :他は櫛歯状工具による波状文。

-7 密 7.0 内外一銘磨き。

-8 壼

内一ナデ。

外一口縁部 :波状文。

-9 壺

内一ナデ。

外一口唇部 :櫛歯状工具による刻目。

-10 壼

内一ナデ、刷毛目。

外―赤彩、頸部 :廉状文。

-11 壺

内一ナデ、刷毛目。

外―赤彩、頸部 :斜走文。

-12 重

内一ナデ。

外―箆状工具による平行沈線、刺突列、弧線文。縄文。

-13 壷

一

５

．

一

内一ナデ、刷毛目。

外一赤彩、頸部 :櫛歯状工具による廉状文、波状文。

-14 範

内一刷毛目。

外一赤彩。頸部 :櫛歯状工具による波状文。

-15 重

一

８

．

一

内一刷毛目。

外―箆磨き。

-16 鉢

17.6

内外―赤彩。

-17 鉢 2.1 内外―赤彩。

-18 鉢 内外―赤彩。

-19
ミニチュ

ア
内外―赤彩。

-20 高杯 内外一赤彩。

-21 甕

内一箆磨き。

外一箆状工具による連続「コ」地文。

-22 敲石

２

．

７

．

５

。

第11表  H15号住居址出土遺物観察表 (2)



第Ⅱ章 遺構と遺物

1 黒褐色土層 (10YR2/2)。 パミス、小石少含。

H16号住居址 (第 15図、図版八・百六)

遺構―Ⅲけ 5の グリットで検出された。Ml号溝址に切

られ、H20・ H34号住居址を切る。柱穴、炉址等は検出部

分には存在しなかった。壁残高0.12mを測る他は規模等は

確定できない。

遺物一石包丁の未製品が出土 している。長辺に刃部を造

りだした状態のものである。石材の材質が通常のものと異

なるが、石包丁として取り扱った。

H20号住居址 (第 16図、図版十・百九・百十)

遺構―Ⅲく5の グリットで検出された。H34号を切り、

H16号住居址、Ml号溝址に切られる。隅丸長方形のプラ

ンを呈すると思われるが、東北・南東の二つのコーナーが

Ml号溝址に切られて存在 しないため、0.lmを 測る壁残

高以外は規模は判然とはしない。 4基検出されたPitは位

置的に均等ではないが、主柱穴と考えてよいものと思われ

る。Plか らは直径17cmの 、P4か らは直径15cmの柱痕が

確認された。主柱穴間のほぼ中央部には礫を伴う炉址が構

築されていた。周溝は認められず、覆土は自然堆積であっ

た。

本址がH34号住居址の建て替えなのか、異なる住居であ

るかのかは判断できなかった。

遺物―甕 (1～ 3)、 壺 (4)、 石包丁 (5)が 出土して

C           D

診珍夕多珍珍珍多少坊戌tl
0
O  (標高690270n)

卿

ｍ

‐０

２

廷亜亘動―〕
1

第15図  H16号住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-1 石包丁
66.2g

未製品。

第12表  H16号住居址出土遺物計測表。

いる。甕は受口口縁で、日唇部に縄文を施し、回縁部に縄文と箆状工具による 1条の波状文を巡

らしている。頸部には櫛波状工具による条線が巡らされ、体部には斜走文が施文される。内面に

は刷毛日と箆磨き調整が施されている。 4の壺は口唇部に縄文を施す。他の 2点 は底部しか残存

しないため文様は不明である。

26
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

― ユ 甕

内一刷毛目～箆磨き。

外一口唇 :縄文、口縁 :縄文・箆状工具による 1条の波状文、

頸部 :櫛歯状工具による条線、体部 :櫛歯状工具による斜走文。

-2 重

一

＆

一

内外―箆磨き。

-3 重

一

生

一

内一刷毛目～箆磨き。

外一箆磨き。

-4 壼

５

．

一
　

一

内一刷毛目。

外一日唇 :縄文。

-5 石包丁

63-
3.1

0.4

外一箆磨き。日縁に凹線。

第13表  H20号住居址出土遺物観察表

第Ⅱ章 遺構と遺物

H23号住居址 (第 17図、図版十一 。百十)

遺構一 Iく 8の グリットで検出された。H22号・ H38号住居址に切られる。長軸方位をN-25°

一Wに とる。短軸長 2・ 45m、 壁残高0。 22mを 測る。 1基検出されたPitlよ 主柱穴と考えられ、

H7号住居址と同様な柱穴配置であるうと思われる。覆土は自然堆積で、調査範囲には炉址は存

在しなかった。

遺物―壺と砥石が出土 している。壺は国縁部を欠損するものの、図化した残存部分はほぼ完全

である。頸部に櫛歯状工具による横位の条線を巡らし、その最下線から箆状工具による沈線で鋸

歯文を巡らしている。鋸歯文の内部には 2本の平行短沈線が充填されている。体部の最大径は中

央より上部に位置する。砥石は置砥石で、 1面だけが使用されている。かなり使い込まれており

使用面が若干窪み、縄文時代の石皿のようになっている。住居の南西コーナー下に設置されてい

た。

H26号住居址 (第 18。 19図、図版十三・百十一 。百十二 )

遺構一Ⅲか 5の グリットで検出された。Ml号 。M3号溝址に切 られる。東北、東南コーナー

28

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 壼

一

生

一

内一刷毛目。

外―頸部 :櫛歯状工具による条線、箆状工具による鋸歯文、内部に2本の平

行沈線充填。体部 :刷毛目～箆磨き。

-2 砥 石 3.160g

第14表  H23号住居址出土遺物観察表



1-1 弥生時代の住居址

∞1堅 01

イー
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Ｐ

Ｏ

ｌ
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２

く|〇 |

がMl号により切られ存在 しないため、壁残高0。 2m以外の規模は不明である。 4基検出された

Pitの 内、Pl・ P3・ P4の 3基は主柱穴である。 3基全てから直径20cmの 柱が確認 された。

炉址は地床炉で長径0.8m×短径0,7m×壁残高0.38mの規模を有 し、主柱穴間の中央やや北より
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に構築されていた。周溝は存在せず、覆土は自然堆積であった。

遺物一甕 (1～ 4・ 12～ 14)、 重 (5～ 10)、 台付甕 (H・ 15)磨製石斧、軽石製石製品が出土

している。 1の甕は口唇部に縄文を、頸部下に櫛歯状工具による波状文が施される。 2は口唇部

に縄文を施 し、日縁部に櫛歯状工具による波状文を2条巡らし、体部上半には櫛歯状工具による

斜走文が施されている。内面には刷毛目調整、外面体部下半の無文部分には箆磨き調整が施され

ている。 3は口唇部に刻目を施 し、頸部には櫛歯状工具による廉状文を巡らし、体部に櫛歯状工

具による弧線文が施される。 4は受口状口縁を呈し、口唇部と口縁部に縄文を施す、回縁部には

更に箆状工具による 1条の波状文が巡らされる。頸部には、櫛歯状工具による廉状文が巡り、体

部には櫛歯状工具による斜走文が施される。12は受口状を呈する口縁部に箆状工具による2条の

波状文が巡り、頸部に廉状文、体部には連続「コ」字文が施される。台付甕の可能性も有する。

13は体部に連続「コ」字文が施されるもので、円形貼付文が付加される。14は内面口縁部が赤彩

されている。受口口縁で、国唇部と口縁部、体部上半には縄文が施される。口縁部には、箆状工

具による 1条の波状文と、円形貼付文が付加され、体部には連続「コ」地文と円形貼付文が付加

される。壷 5は受口口縁に縄文と、箆状工具による 1条の波状文、円形貼付文が施される。頸部

下には、縦位の櫛歯状工具による条線の両脇を刺突列で囲み、貼付文を付加する文様帯を4単位

施す。外面と内面口縁部には赤彩が施される。 6は口唇部に縄文を施 し、頸部に箆状工具による

平行沈線と縄文を施す。 7も 頸部に箆状工具による4本の平行沈線を巡らし、縄文を施している。

9は頸部の箆状工具による平行沈線間に波状文を施し、縄文を施文している。 8・ Hは底部の破

片である。11の 台付甕は、受口口縁の回唇と口縁にじょうもんを施し、口縁には箆状工具による

2条の波状文を巡らしている。頸部下には連続「コ」字文と円形貼付文が施される。15は口唇部

に縄文を施し、頸部下には箆状工具による斜走文が施されている。台部は欠損する。16の 軽石製

品は円盤状に周辺部を磨って円形を造り出している。17の磨製石斧は刃部の大半を欠損する。基

部には着柄によるツブレが著しく、ソケット状の柄に着装されていたものと思われる。蛤刃であ

る。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

ａ

一　

一

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文。体部 :櫛歯状工具による波状文。

-2 甕

内一刷毛目。

外一口唇 :縄文。日縁部 :櫛歯状工具による波状文。体

部 :斜走文。

沌 l

-3 寮

内一箆磨き。

外一口唇 :刻 目。頸部 :櫛歯状工具による廉状文。体

部 :弧線文。

Nは 3

-4 甕

20.2 内一箆磨き。

外一口唇 :縄文。口縁 :縄文、箆状工具よる 1条の波状文。頸部 :櫛歯状工

具による廉状文。体部 :斜た文。 h10

第15表  H26号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-5 豆

生

一　

一

内一口縁 :赤彩。他は刷毛目。

外一口唇 :縄文。日縁 :縄文+箆描波状文十円形貼付文。体部 :櫛歯状工具
による縦位条線十刺突列十円形貼付文。4単位。赤彩。

-6 壷

５

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文。頸部 :第状工具による平行沈線+縄
文。

Nα 8

-7 壷

内一用J毛 目。

外―頸部 :箆状工具による平行沈線十縄文。

N儀 4

-8 壷 7.2 内外―刷毛日、箆磨き。

-9 壺

内一刷毛日、箆磨き。

外―頸部 :銘状工具による平行沈線波状文十縄文。

-10 壷 7.6 内外―刷毛目。 血 7

一 H 台付甕

124 内一刷毛目。
外一口唇部 :縄文。日縁 :縄文十箆描波状文。

頸部下 :連続「コ」字文十円形貼付文。

-12 甕

生

一　

一

内一箆磨き。

外一口縁部 :箆描波状文。頸部 :廉状文。体部 :連続
「コ」字文。

-13 甕

内一刷毛目、箆磨き。

外一体部 :連続「コ」字文十円形貼付文。

N儀 5

-14 奏

内一箆磨き、日縁部赤彩。

外一口唇部 :縄文。日縁部 :縄文+箆描き波状文十日形

貼付文。体部 :縄文+連続「コ」字文十円形貼付文。

血 6

-15 台付甕

97 内一箆磨き。

外一口唇 :縄文。体部 :斜走文。軽石製。

N醸 9

-16 円盤

7.0

5.8

32

-17 磨製石斧

13.2

3.4

６８

ｈ

第16表  H26号住居址出土遺物観察表 (1)

1-1 弥生時代の住居址

H27号住居址 (第20図、図版百十二)

遺構一 Iけ 9の グリットで検出された。H10号住居址に切られ、H28号住居址を切る。南北長

4.84m、 壁残高0。 15mを測るが、住居の半分以上をH10号住居址に破壊されているため、長軸や

規模・プラン等については判然としない。P■は2基検出されたが、主柱穴か否かは判断できな

い。炉址は調査範囲内には存在しなかった。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物一甕 (1～ 10)、 壷 (H～ 18)、 鉢 (8)、 打製石鏃 (19)、 磨石 (20)が 出土している。 1

の甕は端部で短く直立する口縁部に櫛描波状文を 1条巡らし、頸部に廉状文、体部上半に波状文、

下半には斜走文を施す。 2も 同様な構成をとるものと思われる。 3は口縁部全体に波状文が施さ



第Ⅱ章 遺構と遺物
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第18図  H26号住居址 (1)
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第19図  H26号住居址 (2)
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れ、頸部には廉状文が巡る。 4は受口口縁を呈し、口唇部・回縁部に縄文が施され、口縁部には

箆状工具による 1条の波状文が巡る。 6・ 7は櫛歯状工具により頸部には廉状文、体部には斜走

文が施される。 7は底部片で内外面に箆磨き調整が施されている。 9。 10は台付甕の可能性も有

するが、底部を欠損するため甕として分類しておく、体部に箆状工具による連続「コ」字文が施

され、10は円形貼付文が付加されている。 8は内外面が赤彩される鉢である。壺11・ 12は赤彩さ

れており、11は縄文が、12は櫛歯による斜位の条線が口唇部に施される。14は頸部に櫛歯状工具

による波状文と廉状文、刺突を充填する鋸歯文が施される。13～ 16は頸部に箆状工具による平行

沈線を巡らし、平行沈線間に縄文を施文している。17は体部に箆状工具による弧線文、刺突列、

縄文が施される。18は箆状工具により体部に弧線文が施されている。

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

９

．

一
　

一

内一刷毛目～箆磨き。

外一口縁 :波状文、頸部 :廉状文、体部上半 :波状文、

体部下半 :斜走文。

-2 甕

６

．

一
　

一

内一刷毛目～箆磨き。

外一口縁 :波状文、顕部 :廉状文、体部上半 :波状文。

-3 奏

３

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口縁部 :波状文、頸部 :廉状文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文。

-5 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-6 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-7 甕

一

５

．

一

内一刷毛目～箆磨き。

外一箆磨き。

-8 鉢

駐

一　

一

内外一赤彩。

-9 甕

内一箆磨き。

外一連続「コ」字文。

-10 甕

内一箆磨き。

外一連続「コ」地文十円形貼付文。

一 H 壷

内一刷毛目～箆磨き。

外―赤彩。日唇部 :縄文。

-12 壷

内一赤彩。

外―赤彩。日唇部 :櫛歯による斜位条線。

-13 壺

内一刷毛目～箆磨き。

外一頸部 :箆状工具による平行沈線+縄文。

-14 壷

内一ナデ。

外一頸部 :櫛歯による波状文十廉状文、刺突を充填する

鋸歯文。

第17表  H27号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

-15 士霊

内一ナデ。

外―頸部 :箆状工具による平行沈線十縄文。

-16 重

内一ナデ。

外―頸部 :箆状工具による平行沈線十縄文。

-17 重

内一刷毛目。

外一体部 :箆描き弧線文十刺突列。

-18 壷

内一刷毛日、ナデ。

外―箆描き弧線文。

-19 打製石鏃

―-20 磨石 193 9g

第18表 H27号住居址出土遺物観察表 (2)

1-1 弥生時代の住居址

H28号住居址 (第21図、図版百十三)

遺構― Iけ 10の グリットで検出された。H27号住居址に切られる。本址は 2次調査におけるH

55号住居址と同一の住居址である。規模については判然としないが隅丸長方形の平面プランを呈

するものと思われる。柱穴、炉址は調査範囲内には存在しなかった。

遺物―甕 (1・ 2・ 5～ 7)、 壷 (3)、 高杯 (4)が出土している。 1・ 2は口縁部に櫛歯状

工具による波状文が施されるもので、 1は更に口唇部に刻目が付加される。 5は受口気味に立ち

上がる国縁端部に櫛歯状工具による波状文を 1列巡らし、頸部には廉状文、体部には波状文が施

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

― ユ 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 目、口縁部 :櫛描波状文。

-2 寮

内一箆磨き。

外一口縁 :櫛描波状文。

-3 壼

内一刷毛目～箆磨き。

外―刷毛目～箆磨き、頸部 :廉状文 ?

-4 高杯

一

６

．

一

内一刷毛目。

外一赤彩。

-5 寮

３

．

一
　

一

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :波状文。

-6 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :波状文、体部 :斜走支。

-7 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :箆描波状文、体部 :斜走文。

第19表  H28号住居址出土遺物観察表
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される。 6は頸部下に 2列の櫛歯状工具による波状文を巡らし、その下には斜走文が施される。

7は頸部下に箆状工具による波状文を2本巡らし、体部には斜走文が施されている。壷は口縁部

の破片である。内外面に刷毛目・箆磨き調整が施され、外面には廉状文と思われる櫛歯状工具に

よる条線が認められる。高杯は脚部の破片である。内面刷毛目調整、外面は赤彩されている。
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H27号住居址
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1-1 弥生時代の住居址

第21図  H28号住居址

H30号住居址 (第22図、図版十四・百十四)

遺構一 Iう 5の グリットで検出された。H6号住居址に切られる。H6号住居址掘方において

検出されたPitは、覆上の観察から本址に伴うものと判断した。調査範囲には、その他の施設は

一切存在しなかった。覆土は自然堆積である。

遺物一壷が1点出土している。国縁部と底部を欠損する。内外面に刷毛目調整が施されており、

赤彩・施文は残存部分には認められない。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調 整 備   考

-1 重 内外一刷毛目。

第20表  H30号住居址出土遺物観察表

H32号住居址 (第23図、図版十四・百十四)

遺構―Ⅱき2の グリットで検出された。住居の大部分が調査区域外に延びるため、0.35mを測



第二章 遺構と遺物

1 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。 /5 1uI以 下石粒、10YR6/6粒 子を含む。
2 にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)。 砂質土。

第22図  H30号住居址

る壁残高以外は一切が不明である。出土遺物が全て弥生土器であったためここに分類 した。覆土

は自然堆積であった。

遺物―図化できたものは全て甕である。 1は底部片で内外面が箆磨き調整される。 2は口唇部

～口縁部に縄文が施されるもの。 3は体部に櫛歯状工具による波状文が施されるもの。 4は体部

に櫛歯状工具による斜走文が施される。

Ｎ

ベ

於

際
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嶼
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ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

皇

一、、民
　　　釜

諜

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 寮

一

＆

一

内外一箆磨き。

-2 甕

内一箆磨き。

外一日唇から日縁部 :縄文。

-3 甕

内一箆磨き。

外一体部 :櫛描波状文。

-4 寮

内一箆磨き。

外一体部 :櫛描斜走文。

第21表  H32号住居址出土遺物観察表
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第23図  H32号住居址

H33号住居址 (第24図、図版十五・百十四)

遺構一Ⅲか 1のグリットで検出された。H25号住居址に切られる。壁残高0.15m以外はH25号

住居址により破壊され不明である。Pit、 炉址等は調査範囲には存在しなかった。

遺物―甕 (1・ 4)、 壷 (2・ 3)が出土 している。 1は口唇部に櫛歯状工具による刺突を巡

らし、頸部に廉状文、体部には斜走文が施されている。 4は受口口縁で、日唇部に縄文、口縁部

には櫛歯状工具による波状文が 1列巡り、頸部下から体部には、円形貼付文を伴う連続「コ」字

文が施されている。2の壷は所謂「太頸」の壷で、日唇部に縄文が施され、頸部には箆状工具に

よる平行沈線と縄文が施文される。内外面に刷毛目調整痕を残している。 3は頸が細く、国唇部

に4ケ所の突起を有する他は2と 同様である。

日
〃
佐

Ⅷ

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

２

，

一
　

一

内一箆磨き。

外一日唇部 :櫛による刺突、頸部 :廉状文、

体部 :斜走文。

-2 壷

21.0 内一刷毛目。

外一口唇部 :縄文、頸部 :箆描平行沈線・縄文。

-3 壼

８

．

一
　

一

内一刷毛目。

外一口唇 :縄文 。突起、体部 :箆描平行沈線・縄文。

-4 甕

一
　

一

９

．

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :櫛描波状文、体部 :円形貼

付文を伴う連続「コ」地支。

第22表  H33号住居址出土遺物観察表



第Ⅱ章 遺構と遺物

H34号住居址 (第25図、図版十五)

遺構―Ⅲく6の グリットで検出された。H16号・H20号住居址、Ml号溝址に切られる。本址

はH20号住居址の建て替え前の住居址の可能性を有する。長軸長5。 77m、 壁残高0。 2mの規模を

有 し、N-20° 一Wに長軸方位をとる。Piげよ3基検出されたが位置的に全てが主柱穴とは考え

にくい、炉址は住居の中央やや北に位置しており、長径0.74m×短径0.66m×深度0.17mの規模

を呈する。遺物は出土していない。

第24図  H33号住居址

H36号住居址 (第26図 、図版十五・百十五)

遺構一Ⅲこ10の グリットで検出された。第 2次調査におけるH61号住居址は、本址と同一の住

居址である。今回の調査範囲内では重複関係は有さないが、 2次調査時分まで合めるとH13号住

居址に切られる。壁残高0.3mを測る。Pitは 3基検出されており全てが主柱穴である。 2次調査

時のP2が主柱穴であり、これを含めて考えると均等に 4本の柱が立てられていたものと考えら

40
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れる。炉址は 4柱間の中央やや北に石囲い炉が構築されていた。

01  (標高69♀.470m)  ?m

!冨彊魯三層1帯総影引:癌⊆窪寧琴善:

於

隠
≦

1-1 弥生時代の住居址

長径0.62m×短径0.45m×深度

0,16mの規模を有する。覆

土は自然堆積で、周溝は有

さない。

遺 物一甕 (1・ 6。 7)、

台付甕 (5)、 壺 (2)、 鉢

(3)、 ミニ チ ュ ア土 器

(4)、 が出土 している。

1の甕は体部に櫛歯状工具

による斜走文が施される。

6は国唇部に刻目を施 し、

頸部には櫛歯状工具による

廉状文が巡り、体部には斜

走文が施文される。 7は口

唇部に縄文を施し、頸部に

は櫛歯状工具による廉状文

が巡り、体部には波状文が

施文されている。 5の台付

甕は台部分だけが出土して

いる。脚内はヘラナデ、他

は箆磨き 調整が施されて

いる。重は体部上半の破片

第25図  H34号住居址

である。箆状工具による平行沈線間に刺突を巡らし、更にこれを縦位に分割する垂線を加えてい

る。その下には、平行沈線間に波状文と縄文を施した文様帯が巡っている。 3の鉢は内外面が赤

彩される。 4の ミニチュア土器は手握土器である。

鮎

ｑ
∞

ｑ

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 奏

内一箆磨き。

外一体部 :斜走文。

-2 壼

内一刷毛目。

外一箆描平行沈線、垂線、刺突列、波状文、縄文。

-3 鉢

一

８

．

一

内外一赤彩。

-4
ミニチュ
ア上器

５

．

一

３

．

手握土器。

第23表  H36号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-5 台付甕
．

５
．

６

・

脚内一ヘラナデ、他は箆磨き。

-6 甕

２３

７

．

２４

内一刷毛日、箆磨き。

外一口唇部 :亥u日 、顕部 :櫛描廉状文、体部 :斜走文。

-7 甕

16.8 内一刷毛日、箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描廉状文、体部 :波状文。

第Ⅱ章 遺構と遺物

第24表  H36号住居址出土遺物観察表 (2)

H37号住居址 (第27図、図版十六・百十五)

遺構一 Iか 10のグリットで検出された。H31号住居址に切られる。 2次調査のH40号住居址は

本址と同一の住居址である。壁残高0.23mを測る。 2基検出されたPitlよ 主柱穴と考えられる。

炉址は調査範囲内には存在 しなかった。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物一甕 (1)、 壺 (2,3)が出土している。甕は回縁部片で、櫛歯状工具による波状文が

施されている。2の壺は頸部に櫛歯状工具による「T」 字文が施される。無彩である。 3は体部

下半の底部との変化点から底部に向かい内湾するもので、内面刷毛目調整、外面は体部と底部の

変化点より上部に赤彩が施されている。

第25表  H37号住居址出土遺物観察表

H38号住居址 (第29図、図版十一 。百十六)

遺構― Iく 9の グリットで検出された。H10号・H22号住居址に切られ、H23号・H39号を切

る。不整形な隅丸長方形の平面プランを呈 し、長軸長3.65m×短軸長3.Om× 壁残高0。 35mの規

模を有する。Pitは 4基検出されたが主柱穴は判然としなかった。Pl,P2の 両Pitか らは焼土

が検出されているが、炉址とは捉えがたい位置に存在する。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物―甕 (3～ 7、 9。 11)、 壷 (8)、 紡錘車 (10)が 出土している。 3～ 5の甕は、櫛歯状

工具により口縁部に斜走文、頸部に廉状文が施されるもの。 6は口唇部に箆状工具による刻目が

42

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :箆描波状文。

-2 壺

内一刷毛目。

外一頸部 :櫛描「T」 字文。

-3 壷

内一刷毛目。

外一体部 :赤彩。
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第26図  H36号住居址

巡り、回縁部には櫛歯状工具による波状文が施される。 7は櫛歯状工具により頸部に廉状文、口

縁部と体部上半には波状文、体部下半には斜走文が施されている。Hは櫛函状工具により、頸部

に廉状文、頸部下には 2列の波状文が巡る。 9は口唇部に縄文が施され、頸部～体部には縄文を

調
査
区
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第Ⅱ章 遺構と遺物

層
層
層戯離艶

黒
黒
褐

(10YR2/1)。 小石少含。

til子44チil:偽 fiむ /機島島鍵彙。

0            10cnl

乳 候叫・Юn Fm

伴う、連続「コ」字文と円形貼付

文が施される。 8の壷は、頸部の

破片で、箆状工具による平行沈線

間に縄文が施される。 1の高杯は

無彩で脚内に刷毛日、邪内と外面

は箆磨き調整が施される。 2は脚

内を除き赤彩される。10の紡錘は

焼き物で、土器片を再利用したも

のではなく、当初から紡錘車とし

て焼成 されている。

H39号住居址

(第28図 、図版十六 )

遺構― Iけ 9の グリットで検出

された。H10号・H22号・H38号

住居址に切られる。長軸長及び短

軸長は不明であり、壁残高0.15m

を波Iる 。平面プランは判然とはし

ないが、隅丸長方形を呈するもの

と思われる。 1基検出 されたPit

は主柱穴と思われ、その位置から

考えるとH7号住居址のような長

軸方向に2基のPitが配置される構

造となるようである。炉址は調査

範囲内には存在 しない。覆土は自

然雄積で、調査範囲内の壁下には

床面から8 cmの深度を波1る 周溝が

巡らされていた。本址からは遺物

の出土は認められないが、住居の

重複関係、弥生時代以前の遺構が

当遺跡では認められない事等から、

本址を弥生時代の住居址とした。

2

第27図  H37号住居址



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 高杯
一
ｍ

一

内一脚 :刷毛目。不部 :箆磨き。

外一箆磨き。

-2 高杯

内一脚 :刷毛目、ヘラナデ、他は赤彩。

外一赤彩。

-3 甕

内一箆磨き。

外一日縁部 :斜走文、頸部 :廉状文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :斜走文、頸部 :廉状文。

-5 甕

内一箆磨き。

外一日縁部 :斜走文、顕部 :廉状文。

-6 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :箆状工具による刻日、口縁部 :波状文。

-7 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :波状文、頸部 :廉状文、体部 :上半は波状

文・下半は斜走文。

-8 重

内一ナデ。

外―頸部 :箆状工具による平行沈線間に縄文。

-9 甕

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、顕部下 :縄文十連続「コ」字文十円形

貼付文。

-10 紡錘車

― H 甕

６

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文、頸部下 2列の波状文。

第26表  H38号住居址出土遺物観察表

ウ冠警鍵 i認組2比
」屍、臀き報F鶏屍壕難。

1-1 弥生時代の住居址

H40号住居址 (第30図、図版十七・十人

・百十六 )

遺構―Ⅱこ6グ リットで検出された。

Ml号溝址に切られる。住居の約半分が

耕作により削平されているため長軸長は

不明である。短軸長4.6m、 壁残高0.12

mを測り、N-8° 一Wに長軸方位をと

る。 6基検出 されたPitの 内Pl～ P4

の 4基が主柱穴である。P3。 P4か ら

直径15cmの柱が確認されている。P5・

P6の 2基のP■については、壁下に構

築され周溝がこの 2基の部分で途切れて

01

(標 高600170m)

第28図  H39号住居址

2m



第Ⅱ章 遺構と遺物

口十 日
ヽ

デ

′

第29図  H38号住居址

いることから、出入り口に関係するものかもしれない。炉址は主柱穴間のほぼ中央に構築されて

いた。長径0,68m×短径0.55m×深度0.15mの規模を有し、南側に礫を4ケ並べた地床炉である。

前記したようにP5・ P6が位置する南壁下の1.2mほ どを除き周溝が巡らされている。覆土は

自然堆積であった。

遺物一甕 (4・ 7～ 9)、 台付甕 (5)、 壷 (6)、 高杯 (3)、 鉢 (2)、 砥石 (1)が 出上 し

46
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1-1 弥生時代の住居址

ている。 4の甕は、受回口縁で口唇部と口縁部に縄文が施され、口縁部には箆状工具による2条

の波状文が、頸部には櫛歯状工具による廉状文が巡る。 7は櫛歯状工具による斜走文が体部に施

されている。 8,9は櫛歯状工具による波状文が施されるもので、 9は頸部に廉状文が巡る。台

付甕は口唇部に縄文を施 し、頸部には櫛歯状工具による廉状文が巡る。体部上半には箆状工具に

よる斜走文が施される。壺 6は頸部片で、残存部分には施文は認められない。高杯 3は内外面赤

彩され、口縁部が内側に稜をなして大きく外反する。鉢 2は国唇部に縄文を施 し、内外面が赤彩

されている。

第27表  H40号住居址出土遺物観察表

H41号住居址 (第31～37図 、図版十九・百十七～百二十二)

遺構一Ⅱあ 8グ リットで検出された。H44号住居址を切り、H13号住居址に切られる。H40号

住居址との重複関係は不明である。隅丸長方形の平面プランを呈 し、長軸長6.4m×短軸長4.78

m×壁残高0,3mの規模を有する。N-35° 一Wに長軸方位をとる。 8基検出されたPitの 内、P

l～ P4が主柱穴であり、全から直径 8～ 18cmの柱が確認された。また、位置的に考えてP5は

炉と思われるが、焼土は確認できなかった。本址は覆土の観察から焼失家屋であることが判明し

ているが、大量に出土した遺物と共に獣骨や礫が出土し、灰の堆積が床面に達している事から推

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 砥 石

-2 鉢

内一赤彩。

外一赤彩、日唇部 :縄文。

-3 高杯

凱

一　

一

内外一赤彩。

-4 甕

内一銘磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文・箆描波状文、頸部 :

櫛描廉状文。

-5 台付甕

２

．

一
　

一

内一刷毛目、箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描廉状文、体部 :銘描斜走

文。

-6 壼

内一刷毛日、ヘラナデ。

外一箆磨き。

-7 甕

内一箆磨き。

外一体部 :櫛描斜走文。

-8 奏

内一箆磨き。

外一体部 :櫛描波状文。

-9 甕

６

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。
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第30図  H40号住居址



1-1 弥生時代の住居址

測すると、住居の廃絶から時間を隔てずに上屋が焼去され、その際に何らかの祭祀が行われたと

思われる。あるいは、祭祀を行うために住居が焼去されたと思われる。周溝は認められず、覆土

は人為埋土である。

遺物―鉢 (1～ 9)、 高杯 (10～ 15)、 甑 (16・ 17)、 甕 (18～ 38・ 40～ 44・ 46)、 台付甕 (45)、

壷 (47～ 62)、 磨製石鏃 (64～ 70)、 打製石鏃 (72)、 石包丁 (71)、 敲石 (73・ 75)、 磨石 (72・

74・ 75)、 凹石 (78)が 出土 している。鉢は 1・ 2の ように口縁部に櫛歯状工具による斜位の条

線や波状文が施され、内外面が赤彩されるものと、施文されずに内外面が赤彩される3～ 8の よ

うなもの、更に、赤彩されずに頸部に櫛歯状工具による波状文を施す 9が存在する。高杯は全て

のもが脚内を除き赤彩される。回縁部は10の ように端部で水平に開くようである。甑は単孔で内

外面刷毛目調整後箆磨きを加えている。甕の施文は全てのものが櫛歯状工具により行われる。口

縁部と体部に波状文を施し、頸部に廉状文を巡らす18～ 29。 32の ようなものや、日唇部に沿って

1列の波状文を巡らし頸部に廉状文、体部に波状文を巡らす33の ようなもの、33の体部波状文下

に斜走文を加える31の ようなもの、または、18～ 29・ 32の体部波状文下に斜走文を加える34・ 40

・46の ようなもの、更には口縁部を無文帯として頸部に廉状文を巡らしただけの37の ようなもの

や、体部に波状文を施す35、 斜走文を施す86・ 41・ 44、 口縁部に斜走文を施し、頸部に廉状文を

巡らし、体部には波状文を施文し、さらに国縁部と体部に円形貼付文を付加する42、 口縁部無文

で頸部に廉状文を巡らし、体部に斜走文を施文して、内面を赤彩する41、 無文の43な どが存在す

る。台付甕は45が 1点出土している。台部のみの破片である。壼は受口口縁の国縁端部に波状文

を巡らし、頸部に廉状文、その直下に数列の波状文を巡らす48～ 50、 52の ようなもの単純口縁で

頸部に廉状文、その直下に数列の波状文を巡らす47の ようなもの、あるいは、頸部に廉状文、波

状文、横位条線などと共に鋸歯文を巡らすもの (56・ 57)、 頸部文様帯の下端に分帯線を巡らし、

波状文や廉状文、横位条線を施す53・ 54・ 59の ようなもの、頸部に「T」 字文を施す58、 口縁端

部に斜位条線を巡らす55な どが存在する。赤彩はされるものが希であり、49は内面回縁部、57・

62は外面体部に赤彩が認められる。磨製石鏃は小型の64か ら大型の68の ようなもの、あるいは孔

をもたない70の ようなものが認めらる。形態的に細分することも可能ではある。石包丁は破損品

が 1点出上している。打製石鏃は黒曜石製で有茎である。敲石・磨石は遺跡の南側を流れる湯川

で採取 したと思われる礫を利用したもの。凹石は便宜的にこのように呼称 したが、住居内に固定

して使用する臼であるう。本址からは、この他に多量の獣骨や鹿の角、淡水に棲息するものか海

水に棲息するものかは不明であるが、巻き貝の貝殻や、赤色顔料の小さな固まりなどが出上して

いる。遺物も住居址覆土の 2層下より出土したものは、埋没時点での一括性は保証された遺物群

である。本址の原稿執筆時点では獣骨の鑑定結果は出ていないので、動物の種類等の諸々の情報

は不明である。詳細については付編を参照していただきたい。
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成 形 。調   整 備   考

-1 鉢

内一赤彩6

外一日縁部 :櫛薗による斜位条線、赤彩。

-2 鉢

22.1

7.2

10.1

内一赤彩。

外一口縁部 :波状文、赤彩。

-3 鉢

一

生

一

内外―赤彩。

-4 鉢

６

，

一
　

一

内外―赤彩。

-5 鉢 内外―赤彩。 N磁 4

-6 鉢

一

５

，

一

内外一赤彩。

-7 鉢

Ｚ

一　
一

内外―赤彩。

-8 鉢

２

，

一
　

一

内外―赤彩。

-9 鉢

14.6

4.0

12.8

内一箆磨き。

外一頸部 :波状文。

h6

-10 高杯

生

一　

一

内外 :赤彩。

-11 高杯 内外 :赤彩。

-12 高杯 脚内刷毛日、他は赤彩。 ぶh22

-13 高杯 脚内刷毛日、他は赤彩。

-14 高杯 脚内刷毛日、他は赤彩。

-15 高杯

一

８

．

一

脚内刷毛日、他は赤彩。

-16 甑

７

．

一
　

一

内外―用1毛 目一箆磨き。

―-17 甑

一

５

，

一

内一刷毛目。

外―刷毛目～銘磨き。

-18 甕

５

，

二

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-19 甕

７

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一日縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

第28表  H41号住居址出上遺物観察表 (1)



1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-20 甕

と4.6 内一箆磨き。

外一日縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-21 甕

11.8

21
6.0

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-22 甕

２

．

５

．

一

内一箆磨き。

外一口縁都・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

Nd20

-23 甕 7.0 内外―箆磨き。

-24 甕

一

５

．

一

内外―銘磨き。 N箋 4

-25 甕

18.0

6.8

22.0

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

―-26 甕

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

NⅨ 5

-27 寮

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :lm描波状文、頸部 :廉状文。

-28 甕

25.4 内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

h6

―-29 甕

22.0 内一箆磨き。

外一日縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

Nは12

-30 甕

5.9

内外 :箆磨き。

-31 密

内一箆磨き。
外一口縁端部・体部上半 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

体部下半 :斜走文。

hユ

-32 甕

＆

一　

一

内一箆磨き。

外 El縁端部・体部上半 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

Nは25

-33 甕

３

．

８

。

一

内一箆磨き。

外一口縁端部・体部上半 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

―-34 甕

14.4 内一箆磨き。

外一口縁部・体部上半 :櫛描波状文、体部下半 :斜走文、

頸部 :廉状文。

醜 5

-35 賢

15,0

7.8

210

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-36 甕

14.8 内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-37 甕

■.3 内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文。

―-38 甕

５

．

一
　

一

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文。

第29表  H41号住居址出土遺物観察表 (2)
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50
(5)
(7)
(11)

46
(24)

鴎ド|

くいず澪ぜヾ沖さ
ぎ
｀
料袂

ヽ 曽

幼
伽
句
一
＼
煤
ミ
萎
一

49

＼
＼(島

多

室垂 垂三:謗

第34図  H41号住居址 (4)



第Ⅲ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

―-39 壷

13.0 内一刷毛目一箆磨き。

外―頸部 :廉状文。

-40 甕

７

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口縁部・体部上半 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-41 甕

15,9 内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛摘波状文、体部下半 :斜走文頸

部 :廉状文。

-42 甕

17.8 内一箆磨き。

外一口縁部 :斜走文十円形貼付文、頸部 :廉状文、体

部 :櫛描波状文十円形貼付文。

-43 甕

ユ

一　

一

内一箆磨き。

外一刷毛目。

-44 甕

17.4 内一箆磨き。

外一体部 :斜走文、頸部 :廉状文。

-45 台付甕

6.7 内一刷毛目。

外―箆磨き。

Nは37

-46 密

内一箆磨き。

外一口縁部・体部上半 :櫛描波状文、体部下半 :斜走文、

頸部 :廉状文。

ぶは24

-47 壷

＆

一　

一

内一刷毛目。

外―頸部 :櫛描波状文、廉状文。

-48 壼

17.0 内一刷毛目。

外一口縁端部 :櫛描波状文、頸部 :櫛描波状文、廉状文。
h2

-49 壷

22,9 内一刷毛日、赤彩。

外一頸部 :櫛描波状文、廉状文。

Nよ 13

―-50 重

内一刷毛目。

外一頸部 :櫛描波状文、廉状文。

-51 壷

内一刷毛目～箆磨き。

外一頸部 :櫛描波状文・廉状文。

―-52 立

184 内一刷毛目。

外一頸部 :櫛描波状文、廉状文。

�19

―-53 豆

内一刷毛目。

外―頸部 :櫛描波状文。

沌17

-54 壺

一

０

・

一

内一刷毛目。

外―頸部 :櫛描波状文。

Nは 30

-55 壺

内一刷毛目。

外一口唇部 :櫛歯状工具による刻目。

-56 重

内一刷毛目・箆磨き。

外―頸部 :櫛描波状文+廉状文+鋸歯文。

Nd23

-57 重

内一刷毛目。

外一頸部 :櫛歯状工具による平行条線十鋸歯文。赤彩。

Nは21

第30 H41号住居址出土遺物観察表 (2)



1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法 三塁 成   形・調 整 備 考

-58 一霊

内一刷毛目。

外一頸部 : PT」 字文。

-59 重

内一ヘラナデ、箆磨き、刷毛目。

外―顕部 :平行沈線間に櫛描波状文。

Nd17

-60 壷 11.2

内一ナデ。

外―箆磨き。

Nは26

-61 重

内一刷毛目。

外―箆磨き。

-62 壷

内一刷毛目。

外一体部上半 :赤彩、体部下半 :箆磨き。

Nd38

-63 重

15.2

内外―赤彩。

-64 磨製石鏃 1.4g

-65 磨製石鏃

-66 磨製石鏃 2.8g

-67 磨製石鏃

3.35

1.8

0.25

1,7g

-68 磨製石鏃

3.75

2.1

0.3

2.5g

-69 磨製石鏃

2.0

1.9

0 25

-70 磨製石鏃

3.25

1 95

0.2

-71 石包丁 51 lg

-72 打製石鏃

―-73 敲石

一

５
，
■

230g
Nは27

-74 磨石
460g
Nは28

-75 敲石・磨石

13.5

7.8

2.1

320g

-76 磨石
２０

�

第31表  H41号住居址出土遺物観察表 (3)
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第37図  H41号住居址 (7)

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-77 磨石 30.9g

一-78 凹石
2390g
Nは29

第32表  H41号住居址出土遺物観察表 (4)

H42号住居址 (第38・ 39図、図版二十・百二十二・百二十二)

遺構一Ⅲく9グ リットで検出された。F4号掘立柱建物址・M4号溝址に切られる。第 2次調

査におけるH52号住居址は本址と同一の住居址である。平面形状は隅丸長方形を呈 し、壁残高0.45

mを測る。第 2次調査の際に、炉址と主柱穴と考えられるPit 2基 が検出されている。しかし今

回の調査範囲からはPiЫよ検出されなかった。覆土は自然堆積である。

遺物一甕 (1～ 10。 19)、 壷 (11～ 17)、 磨石 (18)が 出土 している。 1・ 2・ 10の甕は口縁部

が無文帯で頸部に廉状文を巡らすもので、 2は体部に櫛歯状工具による振り中の小さな波状文と、

大きな波状文を 1列づつ巡らす、10は櫛歯状工具による波状文が施される。 2の ように振り中の

60

〇



1-1 弥生時代の住居址
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異なる波状文を体部に施文するものとしては、 6が認められる。 3は口縁端部に 1列の櫛歯状工

具による波状文を巡らし、頸部に廉状文、体部に波状文を施している。 4・ 5は口縁部と体部に

櫛歯状工具による波状文を施し、頸部に廉状文を巡らす。 8は 4・ 5の施文に体部下半の斜走文

が加えられるもの。 7は体部片で櫛歯状工具による波状文が施されている。 9は内外面に箆磨き

が施される無文の土器である。混入品であるう。19は国縁部～体部上半に櫛歯状工具による波状

文が施されている。壼は13・ 17が無彩の他は赤彩される。12・ 14は回縁端部に櫛歯状工具による

耶 √

I

く
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17
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1

第39図  H42号住居址 (2)



1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文。

-2 甕

８

，

一
　

一

内一銘磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-3 甕

７

．

一
　

一

内一箆削り。

外一日縁端部 :1列櫛描波状文、頸部 :廉状文、体部 :

櫛描波状文。

-4 甕

９

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-5 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文。

-6 甕

内一銘磨き。

外―頸部廉状文、体部 :櫛描波状文。

-7 甕

内一箆磨き。

外一体部 :波状文。

-8 甕

２

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口縁部・体部上半 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、体

部下半 :斜走文。

-9 甕

５

．

一
　

一

内外一銘磨き。

-10 甕

８

．

一
　

一

内一刷毛目～箆磨き。

外一頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-11 壷

内一赤彩。

外一赤彩、頸部 :櫛描波状文・鋸歯文。

-12 重

内一赤彩。

外一口縁端部 :1列櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-13 壷

内一刷毛目。

外―頸部 :櫛描波状文・鋸歯文。

-14 重

３

．

一
　

一

内一赤彩。

外―赤彩、日縁端部 :1列の櫛描波状文。

-15 壺

９

．

一
　

一

内外―赤彩。

-16 董

９

．

一
　

一

内一赤彩。

外―赤彩、頸部 :櫛描波状文・廉状文。

-17 壷

内一刷毛目。

外一頸部 :櫛描波状文・廉状文。

-18 磨石

一

６
．
生

675g

-19 甕

内一箆磨き。

外―櫛描波状文。

第33表  H42号住居址出土遺物観察表
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波状文が施され、12は頸部に廉状文が巡る。16・ 17は頸部に廉状文と櫛歯状工具による波状文が

施される。11・ 13は頸部に波状文と鋸歯文が施文されている。

H44号住居址 (第40～42図 、図版二十一 。百二十五)

遺構― Iう 7グ リットで検出された。H8号・H41号 ,Ml号溝址に切られる。隅丸長方形の

平面プランを呈 し、長軸長8.2m、 壁残高0.2mの 規模を有する。12基検出されたPitの 内主柱穴

はPl・ P7・ P12の 3基であり、PH o P13を 除 く他のPitは 補助的な柱穴であるう。確認 さ

れた柱はP7で直径20cm、 P12で直径17cmで あった。炉址は焼土は確認されなかったものの、P

13と 思われる。位置的には住居の中央やや北に構築されており、地焼炉である。内部に礫が 2ケ

置かれていた。覆土は自然雄積で、周溝は存在しない。

遺物一高杯 (1)、 鉢 (2～ 4・ 6)、 台付甕 (5)、 甕 (8～ 10。 16)、 壺 (11～ 15。 17)、 紡

錘車 (18)、 管玉 (19)、 打製石斧 (20)、 スクレイパー (21)、 横刃型石器 (22)、 磨製石鏃 (23

・25・ 26)、 磨製石鏃未製品 ?(27)、 打製石鏃 (24)、 剣型石製品 (28)、 磨製石斧 (29)、 磨石

(30)が 出土 している。高杯 1は赤彩され、口縁部が直線的に開くlTh身 の深いもの、鉢は 2の よ

うな浅いものと、 4・ 6の ような甕型を呈するものが存在し、 3を除き赤彩される、 3は口唇部

に沈線を巡らし、口縁端部に櫛歯状工具による波状文が巡る。台付甕 5は受口口縁で口唇部に縄

文を施し、頸部下には円形貼付文を伴う連続「ヨ」字文が施文されている。甕には受口口縁の 9

・10,16と 単純口縁の 8が存在する。 8は口唇部に縄文を施し、頸部に櫛歯状工具による波状文

を 1列巡らし、体部には斜走文が施文される。 9は口縁部と頸部に櫛歯状工具による波状文を巡

らし、体部には斜走文を施 している。10は口唇部～口縁部に縄文を施 し、国縁部には箆状工具に

よる波状文を付加 し、頸部に廉状文を巡らす。16は口縁部に縄文を施し、頸部下には斜走文が施

文される。壼も受口口縁のH・ 13・ 14と 単純口縁の12・ 15'17が存在する。H。 13・ 14は 口唇部

～口縁部に縄文を施し、口縁部に箆状工具による波状文を付加する。12は口縁端部に櫛歯状工具

による波状文を2列巡らし、頸部には箆状工具による平行沈線が巡るようである。15は国唇部に

縄文を施 し、頸部には箆状工具による平行沈線と弧線文を巡らし最下段に 1条の波状文を巡らし、

文様帯全体に縄文を施 している。17は器面に刷毛目をのこし、頸部に箆状工具による3本の平行

沈線を巡らし、その間に縄文を施している。 7は底部の破片で、刷毛目調整の後箆磨きが加えら

れている。紡鍾車は焼き物で、土器片を再利用したものではなく、紡錘車として焼成されたもの

である。管玉も土製である。22は石包丁のような機能の石器であろう。27は長辺の両サイドに刃

部が形成されている、磨製石鏃の未製品としたのは、石材が同一であることと、刃部の作り方が

似ているからである。28の剣型石製品は先端部を欠損するものの貴重な出土例である。磨製石斧

29は蛤刃の大型品である。
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1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1 高杯

14.6

内外一赤彩。

-2 鉢

12 6

4,0

4.7

内一赤彩。

外―赤彩。日縁部に突起。

-3 鉢

内一箆削り。

外一口唇部 :1本の沈線、日縁端部 :1列の櫛描波状文。

-4 鉢

8.6 内一口縁部赤彩、他は箆磨き。

外一赤彩。

-5 台付甕

12.4 内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部～体部 :連続「コ」字文+円形

貼付文。

-6 鉢 7.1

内一箆磨き。

外一赤彩。

-7 壼

一

８

．

一

内一ナデ。

外一刷毛目～箆磨き。

-8 甕

18.6 内一刷毛目～箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :波状文、体部 :斜走文。

-9 甕

０

，

一
　

一

内一箆磨き。

外一日縁部～顕部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

-10 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :波状文、顕部 :廉状文。

― ■ 壼

内一ナデ。

外一口唇部 :縄文、口縁部縄文十箆描波状文。

-12 壷

内一ナデ。

外一口縁 :箆描波状文、頸部 :廉状文。

-13 壷

内一ナデ。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文。

-14 壷

20.6 内一刷毛目～銘磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文。

-15 壷

６

．

一
　

一

内一刷毛目。

外一口唇部 :縄文、頸部 :平行沈線十弧線文十波状文十

縄文。

-16 甕

鋭

一　

一

内一刷毛目。

外一日縁部 :縄文、頸部下 :斜走文。

-17 重

132 内一刷毛目、箆磨き。

外一頸部 :平行沈線間に縄文。刷毛目。

-18 紡錘車 赤彩。
22.5g
N働 2

-19 管玉 土製。 0.6g

第34表  H44号住居址出土遺物観察表 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

は
ほ
Ｅ
＼
だ

q  (標高694170m)  ,m

」

Q   s   R

T劾
~

だ
は
ほ
は
ほ
は
ほ
は
ほ

Ｍ ｌ
　

　

　

　

Ｄ
一

ｎ容］）Ｐ８　
「叫〕
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-20 打製石斧

-21 スクレイパー 10.lg

-22 横刃型石器 60.lg

―-23 磨製石鏃 05g

-24 打製石鏃
・

‐
・
４

０
・
４

1.2g

-25 磨製石鏃

一

生

０
．

―-26 磨製石鏃 1.lg

-27 磨製石鏃

一
　

一

０

．

18.Og

-28 剣型石製品 180.lg

-29 磨製石斧
590 0g
h3

-30 磨石
490.Og
h4

第35表  H44号住居址出土遺物観察表 (1)

H60号住居址 (第43・ 44図 、図版二十七・百三十五・百三十六)

遺構―Ⅲう6グ リットで検出された。H54号住居址、F7号・F8号掘立柱建物址に切られ、

H61号住居址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈 し、長軸長8.5m×短軸長6.6m×壁残高0.35

mの規模を有する。N-30° 一Wに長軸方位をとる。Pitlよ 9基検出され、この内のPl～ P6

の 6基が主柱穴を構成するものと思われる。柱は確認されなかった。炉址はPlと P6の 中間と

P2と P5の 中間付近に検出された。双方共に地床炉である。規模的には北側の炉が0.67m×

0.5m× 0。 lm、 南側のものが短径0.5m、 深度0,07mで ある。掘方から検出されたP7・ P8の

性格は不明である。覆土は自然堆積で、周溝は存在しなかった。

遺物一甕 (1～ 3)、 高杯 (4)、 甑 (5)、 壼 (6～ 10)が存在する。 1・ 2は口縁部と体部

に櫛歯状工具による波状文が施され、頸部には廉状文が巡る。 3は口縁部に櫛描き斜走文を施 し、

頸部に廉状文を巡らす、体部には波状文が施される。 4の高杯は脚部の破片である。外面赤彩、

内面には刷毛目調整が施される。 5の甑は単孔で、内外面に箆磨き調整が施される。壼は赤彩さ
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1-1 弥生時代の住居址

―
農争

m   28

第42図  H44号住居址 (3)

れるもの (7・ 8。 10)と されないもの (6・ 9)が存在する。文様は頸部文様帯に集中してお

り、他の部位には認められない。 7は櫛波状工具による斜走文が施されるもの、 8は波状文と横

位条線、 9は「T」 字文が櫛歯状工具により施文されている。10は箆状工具による斜位沈線が 3

本の平行沈線間に充填される。

H61号住居址 (第45'46図 、図版二十七・百三十六 。百三十七)

遺構一Ⅲお 7グ リットで検出された。H43号 。H60号住居址、F7号掘立柱建物址に切られる。

隅丸長方形の平面プランを呈 し、短軸長5,8mを測 り、長軸方位N-5° 一Wに とる。住居址プ

ランは周清により確認されたもので、壁は耕作等により削平され存在 しなかった。 7基検出され

たP■の内Pl・ P4～ P6の 4基は主柱穴を構成するものと思われる。炉址はH43号住居址に

より消滅したものと思われる。西壁下の一部分を除き周溝が巡らされている。床面上に炭化材の

散乱が一部確認された。

遺物一鉢 (1)、 甕 (2～ 7・ 10)、 重 (8)、 台付甕 (9)、 磨製石斧 (11)力 出`土している。

鉢は内画面が赤彩されるもの。甕は全てのものが口唇部に縄文が施されている。 2・ 4は口縁部

を無文帯として、櫛歯状工具により、頸部に廉状文、体部に波状文が施される。 3は頸部に 1列



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛枯波状文、頸部 :廉状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-3 変

18.4 内一箆削り。

外一口縁部 :斜走文、顕部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-4 高杯 11 5

内一刷毛目。

外―赤彩。

-5 甑 63 内外―箆磨き。 単孔。

-6 壺

内一用J毛 目。

外一箆磨き。

-7 壼

内一ナデ。

外一赤彩。頸部 :斜走文。

-8 壺

内一赤彩。

外一赤彩。頸部 :櫛描波状文十横位条線。

-9 一霊

20.8 内一刷毛目、ナデ、箆磨き。

外一頸部 :「T 字文。

-10 笙

28.6 内一日縁部 :赤彩、他は刷毛目。

外一頸部 :箆描平行沈線と斜位沈線。

第Ⅲ章 遺構と遺物

H60号住居址出土遺物観察表

の櫛描波状文が施される。 5～ 7は口縁部に縄文を施し、 7は更に箆状工具による波状文が 2条

巡らされる。 6・ 7は頸部に廉状文が施され、 3点共に体部には斜走文が施文される。10は頸部

に櫛歯状工具による横位の条線を巡らし、体部には斜走文が施される。壼は無彩で回唇部と、頸

部に巡らされる3本の平行沈線間に縄文が施される。台郭甕は回唇部と口縁部に縄文を施し、回

縁部には更に、箆状工具による2本の波状文を巡らす。体部には連続「コ」字文と円形貼付文が

施されている。

H64号住居址 (第47図 、図版二十八・百三十九・百四十)

遺構一Vあ 4グ リットで検出された。H47号住居址に切られ、H82号住居址を切る。隅丸長方

形の平面プランを呈 し、長軸長5.2m×短軸長4。 16m×壁残高0,lmの規模を有する。東南隅を含

む住居の約半分が調査区域外に延びている。長軸方位をN-40° 一Wに とる。炉址は住居の中央

南よりに構築されており、直径0,6m×深度0。 15mの規模を有する地床炉である。 3基検出され

たPitは全て主柱穴である。柱は確認されなかった。覆土は自然堆積で周溝は存在しない。
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1-1 弥生時代の住居址
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挿図番号 器  種 法 三塁 成   形・調 整 備 考

-1 鉢

21.3

内外―赤彩。

-2 甕

一　

一　

一

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部櫛描波状文。

-3 甕

内一箆削り。

外一口唇部 :縄文、頸部 :波状文。

-4 奏

一　

一　

一

内一驚磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部櫛描波状文。

-5 密

３

。

一
　

一

内一箆磨き。

外一日唇一口縁部 :縄文、体部 :斜走文。

-6 甕

16.2 内一箆磨き。

外一口唇～口縁都 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-7 甕

一　
一　
一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文、頸部 :

廉状文、体部 :斜走文。

-8 重

６

。

一
　

一

内一刷毛日、建磨き。

外一日唇部 :縄文、頸都 :3本の箆描平行沈線間に縄文。

-9 台付甕

15.0 内一箆磨き。
外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+2本の箆描き波状文、

体部 :連続「コ」字文+円形貼付文。

-10 甕

24.4 内一刷毛日、箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描平行条線、体部 :斜走文。

-11 磨製石斧 42.4g

第37表  H61号住居址出土遺物観察表
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第Ⅱ章 遺構と遺物

遺物一甕 (1～ 4)、 鉢 (7)、 壺 (5。 6)、 甑 (8・ 9)、 片回 (10)、 砥石 (11)が 出土 し

ている。甕 1は受口口縁で、日縁部には櫛歯状工具による波状文が巡る。体部は縦位の波状文が

器面を4分割 し、横位の波状文が施文される。 2も 受口口縁で口唇部に縄文を施 し、体部に櫛歯

状工具による波状文が施文されている。 3は頸部下の破片である。櫛歯状工具により体部上半に

波状文、下半には斜走文が施されている。 4は口唇部にじょうもんを施し、体部には箆状工具に

よる連続「コ」字文が施され、全体に円形貼付文が付加される。鉢 7は内外面が赤彩される。壼

5は頸部片で、箆状工具により平行沈線、束J突列、弧文が描かれ、円形貼付文が付加される。 6

は内面口縁部と外面が赤彩される。頸部に段を有 し、口縁部には小さな円孔が 2ヶ 穿孔されてい

る。甑は 8。 9共に単孔で鉢型を呈している。片回は内湾する口縁部に1カ 所片国が造られてい

る。11の砥石は自然礫を使用している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-1 奏

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :縦位・横位櫛描波状文。

Nュ 2

-2 甕

一^　一̈̈
一一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部櫛描波状文。

h3

-3 甕

内一箆磨き。

外一体都 :上半櫛描波状文・下半斜走文。

-4 奏

15,8 内一箆磨き。
外一口唇部 :縄文、日縁部 :円形貼付文、体部 :箆描連

続「コ」字文十円形貼付文。

-5 壷

内一刷毛目。

外―顕部 :箆描平行沈線・刺突列 ,弧文・円形貼付文。

-6 壷

生

一　

一

内一日縁部 :赤彩。

外―赤彩、口縁部 :2孔、頸部 :段。

配 6

-7 鉢 内外一赤彩。 配 4

-8 甑

内一刷毛目。

外―刷毛日、箆削り。

醜 5

単孔。

-9 甑

一

５

，

一

内一銘磨き。

外―箆普1り 。

１

孔

沌
単

-10 片口

・^一・ヽ
　一一二

　　　　　　　　　　　　一

内一刷毛日、ナデ。

外―ナデ、箆削り。

N〕 7

― -11 砥石 67.7g

第38表  H64号住居址出土遺物観察表
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第48図  H68号住居址

H68号住居址 (第48図 、図版百四十二)

遺構― Iお 6グ リットで検出された。Ml号溝

址に切られる。住居の大半がMl号溝址により消

失 しているため規模は判然としない、壁残高は

0。 12mを測った。調査範囲内には炉址は存在せず、

Pi引ま1基検出されたが主柱穴ではない。覆土は

自然堆積で、周溝は存在しなかった。

遺物一甕 (1)、 壷 (2)、 砥石 (3)が 出土し

ている。甕は櫛歯状工具により、頸部に廉状文、

体部に斜走文が施される。壷は箆状工具による平

行沈線間に縄文を施す。砥石は扁平な自然礫をそ

のまま使用している。

H72号住居址 (第49図、図版百四十六)

遺構―Ⅶく2グ リットで検出された。H74号住

居址に切られる。長方形の平面プランを呈 し、南

北長3。 95m、 壁残高0.38mを 測 る。Pit・ 炉址・

周溝等は存在しなかった。住居とは異なる性格の

遺構かも知れない。

0
0  (標高690070m)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文、体部 :櫛描斜走文。

-2 重

内一ナデ。

外一頸部 :箆描平行沈線十縄文。

-3 砥石

第39表  H68号住居址出土遺物観察表



第Ⅱ章 遺構と遺物

遺物一甕 (1)、 重 (2)、 蓋 (3)が 出土している。甕は頸部に廉状文が巡り、体部には斜走

文が施される。重は頸部片で箆状工具による平行沈線・波状文・刺突列が施される。蓋は平面は

円形を呈 し、側面は半球状を呈する。中央に鰭状のつまみが付き、縁には円形の小孔が 2孔穿た

れている。

第40表  H72号住居址出上遺物観察表

纂(2

1 灰黄掲色土層 (10YR4/2)。 /2 mn以下石粒、パミス多含。人為埋土。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

― l 甕

内一箆磨き。

外―顕部 :廉状文、体部 :櫛描斜走文。

-2 重

内一ナデ。

外一頸部 :箆描平行沈線+波状文十刺突列。

-3 蓋 内外―箆磨き。縁に 2孔。

第49図  H72号住居址
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H82号住居址 (第50図、図版三十七 。百五十一)

遺構―Ⅲい 5グ リットで検出された。H47号・H54号・H64号住居址、FH号掘立柱建物址に

切られる。隅丸長方形の平面プランを呈 し、東西長4.3m、 壁残高0.lmの規模を有する。N-15°

一Wに長軸方位をとる。 4基検出されたPitは全て主柱穴である。柱は確認 されていない。炉址

は主柱穴の中央に構築されていた。直径0.58mの 円形で、深度0。 25mの 地床炉である。周溝は存

在せず、覆土は自然堆積であった。

遺物一重が 2点出土している。 1は小型で残存部分は無文である。内面刷毛目調整、外面には

箆磨き調整が施されている。 2は口唇部に縄文を施し、頸部には箆状工具による平行沈線が巡り、

その間に縄文が施文される。

LI=

10tlll

(標 高690840m)  2m

Ｌ
Ｗ
Ｅ

＜

0
0

課璽藍目1帯1稲チ雛条ミ勢鍾F与
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炉 掘 方 埋 上。
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 士霊

内一刷毛目。

外一覚磨き。

-2 士霊

内一免磨き。

外―頸部 :免描平行沈線 縄文。

第41表  H82号住居址出土遺物観察表

第 Ⅱ章 遺構と遺物

H86号住居址 (第51図、図版百五十二)

遺構一Vえ 3グ リットで検出された。H57号住居址に切られる。住居の大半はH57号住居址に

より消滅し、しかも調査区域外に延びるため、極僅かな面積を調査したに過ぎない。壁残高は0,08

mである。炉址、Pit等 は調査範囲には存在しなかった。

遺物―甕 (1～ 8)、 壷 (9・ 10)、 鉢 (11・ 12)が 出土している。甕 1は口唇部に縄文が施さ

れ、口縁部には 1条の櫛歯状工具による波状文が巡り、その下には斜走文が施される。 2は 口唇

部に刻目が施され、口縁端部に櫛歯状工具による波状文が 1条巡り、頸部には廉状文が施される。

劃

{〔〔
|||;:雪

:「
i(47

誘
‖

8

理サミξ専ξこ:|ミ
(i～

。
第51図  H86号住居址
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 目、口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-3 甕

内一銘磨き。

外―櫛描波状文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一口縁部・体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-5 甕

一

６

．

一

内外一箆磨き。

-6 甕

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-7 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :連続「コ」字文十円形貼付文。

-8 甕

内一銘磨き。

外一連続「コ」字文・縄文。

-9 重

内一箆磨き、刷毛目。

外一口縁部 :縄文・箆描波状文、頸部 :箆描平行沈線・

刺突列・波状文・縄文。

-10 壷

内一刷毛日、ナデ。

外―箆描平行沈線・弧文・刺突列。

-11 鉢

６

。

一
　

一

内外一赤彩。

-12 鉢

一

α

一

内外―赤彩。

第42表  H86号住居址出土遺物観察表

受口口縁である。 3は回縁部に櫛歯状工具による波状文が施される。 4・ 6は櫛歯状工具による

波状文が口縁部と体部に施され、頸部には廉状文が巡る。 5は底部片で内外面に箆磨き調整が施

されている。 7は台付甕の可能性がある。口唇部に縄文が施され、体部には円形貼付文を伴う連

続「コ」字文が施される。 8も 連続「コ」字文が施されるもので、縄文も施文される。壷 9は口

縁部に縄文を施 し、箆状工具による 1本の波状文を巡らす。頸部には平行沈線が巡り、その間に

波状文・縄文・刺突列が施される。10は箆状工具による弧文と平行沈線、刺突列が施され、更に、

突起状の貼付文が付加されている。H。 12の鉢は 2点共に赤彩される。

H87号住居址 (第52図、図版三十八・百五十三・百五十四)

遺構―Vい 2グ リットで検出された。H73号住居址、F22号掘立柱建物址に切られる。住居の



第Ⅱ章 遺構と遺物

大半は調査区域に延びるため未調査である。南北長5,8m・ 壁残高0。 25mを 浪1る 。Pitは床面上で

4基、掘方から2基検出された。この内のPlと P2が主柱穴である。柱はP2・ P4に おいて

確認され、直径15cmの規模であった。調査範囲内には炉址は存在しなかった。覆土は自然堆積で

周溝は有さない。

遺物一甕 (1か ら11)、 壺 (12～ 17・ 19)、 高杯 (18)、 磨製石斧が出土 している。甕 1・ 3は

国唇部に縄文を施し、頸部に 1条の櫛歯状工具による波状文を巡らし、体部には斜走文を施す。

2も 1・ 3同様の文様構成と思われるが、体部が存在 しないため判然としない。 4は国唇部に縄

文ではなく、押捺が施されれる点が異なるだけで、他は 1・ 2と 同様である。 5は櫛歯状工具に

より頸部に廉状文ないしは条線を巡らし、ここから縦位の条線を垂下させ器面を維位に分割し、

横位の波状文を充填 している。 6は受口口縁で口唇部と口縁部に縄文を施 し、口縁部には箆状工

具による2本の波状文を巡らす。頸部下には櫛歯状工具による波状文が施される。 7は口縁部に

櫛歯状工具による波状文が施される。 8は頸部に廉状文が巡り、体部には櫛歯状工具による波状

文が施される。 9は体部に斜走文が施される点が異なるが、他は8と 同様である。10は頸部下に

縄文が施される。Hは口縁部に廉状文が巡る。壺12は国唇部～口縁部に縄文が施され、口縁部に

は箆状工具による 1本の波状文が巡る。13・ 15は頸部に箆状工具による平行沈線が巡り、沈線間

には縄文が施される。14は箆状工具による平行沈線間に波状文が施される。16は箆状工具による

平行沈線と斜走文が施されている。17は無文で内面口縁部と外面に赤彩される。19は底部付近の

破片で、内面刷毛日、外面刷毛目調整後箆磨き調整が施される。高杯18は脚部の破片である。外

面赤彩、内面には刷毛目調整が施される。磨製石斧20は片刃で基部には着柄の際の痕跡が残って

いる。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

― ユ 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描波状文。

-3 変

153 内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :押捺、顕部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

-5 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :櫛描維位条線 波状文。

-6 寮

内一飽磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文・箆描波状文、体部 :

櫛描波状文。

第43表  H87号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-7 奏

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文。

-8 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸都 :廉状文。

-9 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :櫛描斜走文。

-10 甕

13.6 内一箆磨き。

外一縄文。

― ■ 甕

内一銘磨き。

外一口縁部 :廉状文。

-12 壷

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文・箆描波状文。

-13 壷

内一ナデ。

外一箆描平行沈線間に縄文。

-14 重

内一ナデ。

外―箆描平行沈線間に波状文。

-15 重

内一ナデ、刷毛目。

外一箆描平行沈線間に縄文。

-16 一霊

内一ナデ、刷毛目。

外―免lltt平 イ「沈線・斜走文。

-17 壷

９

．

一
　

一

内外一赤彩。

-18 高杯 112
内一刷毛目。

外一赤彩。

-19 壼

内一刷毛目。

外一刷毛目・箆磨き。

―-20 磨製石斧

15.6

6.7

38
8.300g

1-1 弥生時代の住居址

第44表  H87号住居址出土遺物観察表 (2)

H89号住居址 (第53図、図版三十八・百五十四)

遺構―Ⅶあ 6グ リットで検出された。H65号住居址に切られる。壁残高0,15mを浪1る 。住居の

大半はH65号住居址により消滅 しているため、規模・形状は判然としない。調査範囲内には炉址

は存在せず、Pitは 2基検出されているが、住居全体のPitの配置が不明なため、主柱穴かどうか

は判断できない。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―甕 (1～ 4)、 壺 (6～ 9)、 高杯 (10)が 出土している。甕 1・ 2は口唇部に縄文を施

し、口縁部に櫛描き波状文、頸部に廉状文が施される。 3は頸部に廉状文が2段に施される。 4
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】托赴凄掲色圭層t出路チ数褐報充薙軍多喜F。
1 黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)。 柱痕。

第52図  H87号住居址



1-1 弥生時代の住居址

は体部に櫛歯状工具による縦位の条線と、横位の波状文が施される。壷 5は回唇部に縄文を施 し、

頸部に箆状工具による2本の平行沈線を巡らし、その間に箆描波状文と縄文が施文される。 6は

口唇部と口縁部に縄文が施され、国縁部には更に箆状工具による波状文が施される。 7は受口回

縁の段部分に縄文が施されている。 8は頸部に巡らした箆状工具による平行沈線間に刻目を施 し、

その下部には縄文が施される。 9は頸部に箆状工具による「U」 字状の懸垂文を施し、内部に条

線を充填する。10は高杯の脚部で沈線が 1本巡る。

縛
〃

4

調
査
区
域
外

】筋→越薬争ql層 t招4V酬 :習聖蟹解霧孔無暉 ふ渥
ス多含。

鰯  爾鶏イ 藝酬 8

Ⅷ 9ヽ墨 10

第53図  H89号住居址

H95号住居址 (第54図、図版百五十七・百五十人)

遺構―Ⅶこ8グ リットで検出された。H93号住居址に切られる。第 2次調査におけるH31号住

居址は本址と同一の住居址である。隅丸長方形の平面プランを呈し、長軸長6.12m、 壁残高0。 12

mを測る。調査範囲内にはPitは存在 しなかったが、第 2次調査の際主柱穴と思われるPitが 2基

確認されている。また、炉址も第 2次調査の際確認された 2基の継続部分が今回も確認されてい

る。覆土は自然堆積で、周溝は今回の調査部分には存在しないが、第 2次調査の際には断続する

周溝が確認されている。

遺物―台付甕 (1・ 2)、 甕 (3・ 4)、 壺 (5～ 8)、 鉢 (9)、 片口 (10)、 打製石斧 (■ )

8  (標高690830n) ザ躍

＼
博

＼
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＼
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、



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1 甕
内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描波状文。

-2 奏

内一箆磨き。

外一日縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-3 奏

内一銘磨き。

外―顕部 :廉状文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一体部 :縦位条線・櫛描波状文。

-5 壷

３

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文、頸部 :箆描平行沈線間に縄文と波状
文。

-6 壺

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文、回縁部 :縄文・箆描波状文。

-7 豆

内一ナデ。

外一日縁部 :縄文。

-8 重

内一ナデ。

外―箆描平行沈線間に刻目、下部に縄文。

-9 壺

内一ナデ、刷毛目。

外―箆描沈線文内に条線。

-10 高杯

一

６

．

一

内一ナデ。

外一沈線。

第45表  H89号住居址出土遺物観察表

が出上している。台付甕 1は回唇部に縄文を施 し、体部には櫛歯条工具による波状文が施される。

台部は欠損する。 2は台部のみの出上である。脚内箆ナデ、内外面箆磨き調整が施される。甕 3

は口唇部～口縁部に縄文を施 し、口縁部には更に円形貼付文を付加する。頸部には廉状文が施 さ

れる。 4は口縁部一口唇部に縄文を施 し、回縁部には箆状工具による 1本の波状文が付加される。

壺 5は口唇部に刻目を巡らし、頸部には箆状工具による平行沈線間に波状文が施され、櫛歯状工

具による刺突が充填される。 6は口唇部に縄文原体による押捺が加えられる。 7は頸部に巡らさ

れた箆状工具による平行沈線間に縄文を施 している。 8は頸部に箆状工具による平行沈線間に波

状文を巡らし、体部最大径部分に「U」 字状の文様帯を垂下させ、内部に櫛歯状工具による刺突

を充填する。最大径部分には櫛歯状工具による波状文が 2列巡る。内面口縁部と、外面口縁部か

ら体部最大径部分までは赤彩される。鉢 9は口縁端部に突起が付加される。内外面共に赤彩され

る。10の 片口は鉢の口縁部に片口を造り出したもので、内面刷毛目～箆磨き、外面刷毛目～ナデ

調整が施される。打製石斧11は安山岩製である。完形品で刃部は剥離面に加工を加えずに使用し

ており、かなり摩滅 している。

86
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第54図  H95号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

H97号住居址 (第55図、図版百五十九)

遺構一Vけ 9グ リットで検出された。H106号住居址に切られる。住居の大半は調査区域外に

延びるため規模・形状等は判然としない。壁残高0,4mを測る。調査区域内に炉址は存在せず、

2基検出されたPitも 主柱穴とは思われない。覆土は自然堆積で、周溝は存在しない。

遺物―甕が2点出上している。1は斜走文が施されるもの、2は底部片で内外面に箆磨きが施

される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 台付甕

生

一　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部下 :櫛描波状文。

-2 台付甕
一

＆

一

内一箆ナデ・箆磨き。

外―箆磨き。

-3 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文十円形貼付文、頸部 :

廉状文。

-4 奏

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文、日縁部 :縄文・銘描波状文。

-5 重

生

一　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 日、頸部 :箆描平行沈線間に波状文と櫛
による刺突。

-6 壷

５

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文原体による押捺。

-7 重

内一ナデ。

外一頸部 :銘描平行沈線間に縄文。

-8 重

10.3

6.8

24.6

内一口縁部赤彩。
外―頸部 :箆描平打沈線間に波状文、下部に「U」 字区画・内部櫛による刺

突、体部最大径部分 :櫛描波状文。赤彩。

-9 鉢

16.8 内一赤彩。

外一赤彩、日縁端部に突起。

-10 片口

13.3 内一刷毛目～箆磨き。

外―刷毛目～ナデ。

― ■ 打製石斧

第46表  H95号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備    考

-1 甕

内一箆磨き。

外―斜走文。

-2 甕

一

８

．

一

内外一箆磨き。

第47表  H97号住居址出上遺物観察表
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ち 薫帽色圭層 il:4:チ 】::パ
ミス、小石、10YR6/6粒 子を含む。

第55図  H97号住居址

H99号住居址 (第56図、図版四十一・百六十)

遺構一Vう 4グ リットで検出された。H52号・H79号住居址に切られる。残存部分が僅かなた

め、形状、規模等は不明である。壁残高0.2mを 浪Iる 。調査範囲内には炉址、Pitlま 存在 しなかっ

た。覆土は自然堆積である。

遺物―甕が 1点出土している。受口回縁を呈する。国唇部に縄文を施し、頸部下には櫛歯状工

具による波状文が施文されている。

1 灰黄褐色土層 (10YR4/2)。 /5 11ua以 下石粒、パミスを含む。

H106

D

易

第56図  H99号住居址



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部櫛描波状文。

第Ⅱ章 遺構と遺物

第48表  H99号住居址出土遺物観察表

H100号住居址 (第57図 、図版四十一・百六十一)

遺構―Ⅶあ 4グ リットで検出された。H62号・H66号・H80号住居址、F22号掘立柱建物址に

切られる。住居の大半が消滅 しているため、規模、形状等判然としない。東西長5.4m、 壁残高

0。 4mを測る。調査範囲には炉址は存在しない。Pitlよ 2基検出されたが主柱穴か否かは判断でき

ない。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物一甕 (1～ 3)、 壺 (5～ 7)、 高杯 (4)が認められる。甕 1は口唇部と口縁部に縄文を

施 し、回縁部には箆状工具による2本の波状文を巡らす。 2は頸部に廉状文を施 し、体部には櫛

歯状工具による波状文が施文される。 3は口唇部に縄文を施し、頸部に櫛歯状工具による波状文

を 1状巡らし、体部には斜走文を施す。重 5は国唇部に刻目が施される。 6は頸部に櫛歯状工具

による廉状文と、箆状工具による平行沈線・波状文が描かれる。 7は頸部に箆状工具による平行

沈線間に縄文が施される。高杯 4は脚内に箆ナデが施される他は、赤彩される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :箆描波状文・縄文。

-2 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-3 畜

８

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、顕部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

Nュ 1

-4 高杯

内一赤彩、脚内 :箆ナデ。

外―赤彩。

-5 壷

内一ナデ。

外一口唇部 :刻 目。

-6 壷

内一ナデ。

外―頸部 :廉状文・銘描平行沈線・波状文。

-7 壼

内一ナデ。

外―頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

第49表  H100号住居址出土遺物観察表
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H102号住居址 (第 58・ 59図、図版四十二・百六十一)

遺構―Ⅶこ5グ リットで検出された。H66号・H96号・H98号住居址に切られる。壁が残存 し

ていないため平面プランは判然とはしないが、隅丸長方形を呈する。Pidよ 17基検出されたが全

てが本址に伴うものか否かは判断できなかった。炉址は地床炉で長径0。 75m×短径0.66m×深度

0。 12の規模である。

遺物―甕 (1～ 15)、 台付甕 (16)、 壼 (17～ 23)、 鉢 (24)が 出土 している。甕 1～ 4は受口

ないしは受口気味の口縁を呈 し、口唇部から口縁部に縄文を施し、箆状工具による波状文を 1本

国縁部に巡らす。 2は外面が赤彩される。体部は櫛歯状工具による縦位の条線と波状文を施す 1、

連続「コ」字文を施す4な どが認められる。 5は口唇部に縄文を施し、頸部に条線を施す。 6・

7は頸部下に櫛歯状工具による波状文が施される。 8・ 9は口唇部に縄文を施し、体部に斜走文

を施す。10は櫛歯状工具による横位の条線を頸部に巡らし、この条線の下端から縦位の条線を垂



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文十箆描波状文、体部 :

縦位櫛柏条線十横位波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外―赤彩。日唇部 :縄文、口縁部 :縄文十箆描波状文。

-3 甕

内一箆削り。

外一口唇部 :1本の沈線、口縁端部 :1列の櫛枯波状文。

-4 甕

内一箆磨き。
外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文・箆描波状文、体部 :

連続「コ」字文。

-5 甕

内一銘磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描条線。

-6 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :櫛描波状文。

-7 密

２

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :櫛描波状文。

-3 覆

６

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :斜走文。

-9 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :斜走文。

-10 甕

内一箆磨き。

外一頸部 :櫛描条線、体部 :縦位の条線。

-11 寮

内一箆磨き。

外―櫛描斜走文。

-12 密

内一箆磨き。

外一頸部 :波状文、体部 :斜走文。

-13 奏

内一箆磨き。

外―縄文。

-14 甕

内一箆磨き。

外一縄文。

-15 甕

内一箆磨き。

外一体部 :連続「コ」字文十縄文。

-16 台付甕
．

７
．

２

・

内一箆ナデ。

外―刷毛目・箆磨き。

-17 重

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文。

-18 壷

内一ナデ。

外一頸部 :箆描平行沈線・波状文・縄文。

-19 重

内一ナデ。

外―頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

第50表  H102号住居址出土遣物観察表 (1)
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9   1   10Cll

第59図  H102号住居址 (2)

第51表  H102号住居址出土遺物観察表 (2)

下させる。Hは体部に菱形になる斜走文が施される。12は頸部に櫛歯状工具による波状文を施 し

斜走文を垂下させる。13・ 14は体部に縄文が施される。15は体部に縄文と連続「コ」字文が施さ

れる。台付甕16は脚部の破片で、内面箆ナデ、外面刷毛目・箆磨き調整が施される。壷17は口唇

部と口縁部に縄文を施 し、回縁部には箆状工具による波状文が巡る。18・ 21・ 22は頸部に箆状工

具による平行沈線と波状文・縄文が施される。19は頸部に施された箆状工具による平行沈線間に

縄文を施す。20は赤彩され、体部最大径部分に巡らされた箆状工具による平行沈線間に波状文と

縄文が施される。23は 口縁部内側と外面が赤彩される。鉢24は回縁端部に突起が付され、赤彩さ

れる。

H103号住居址 (第60図 、図版百六十二)

遺構―Ⅲか10グ リットで検出された。M3号溝址とF24号掘立柱建物址に切られる。M3と 調

査区域外に延びるため規模・形状は判然としない。壁残高0.08mを測る。Pitは F24号掘立柱建

物址により消滅したためか存在しない。炉址は地床炉で 3ヶ の礫からなる石組を有する。径0。 62

m、 深度0.08mの規模である。周溝は存在せず、覆土は自然堆積である。

94

23

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-20 壺

内一ナデ。

外一体部 :飽描平行沈線間に波状文・縄文。赤彩。

-21 壺

内一ナデ。

外

「

体部 :縄文・箆描平行沈線・波状文。

一-22 壷

内一ナデ。

外一体部 :縄文・箆描平行沈線・波状文。

―-23 壼

内一口縁部赤彩、他は箆ナデ。

外一赤彩。

―-24 鉢

内一赤彩。

外一赤彩、日縁端部に突起。
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遺物一養 (1～ 3)、 台付甕 (4～ 6)、 壺 (7・ 8)、 鉢 (9)が認められ る。甕 1は 回唇部

に縄文原体による押捺を巡 らし、頸部下には櫛歯状工具による斜走文を施す。 2は口唇部と回縁

「蒻 4 1ER690.… 学鶏
1 黒褐色土層 (10Y43/2)。 焼土そのものは存在しないが、底面は熱変化

1    1    ,Cll
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部に縄文を施 し、頸部には廉状文を巡らす、体部には櫛歯状工具による斜走文が施文される。 3

は 2の体部文様が縄文に置き換えられたものである。台付甕 4は脚部と台部の境に刻み目を施し

た隆帯を巡らす。 5は口唇部と体部に縄文が施される。 6は回唇部と口縁部に縄文が施され、口

縁部には箆状工具による2本の波状文が巡る。体部には縄文と連続「コ」字文が施され、国縁部

と体部には更に円形貼付文が付加される。壼 7は頸部に巡らされた箆状工具による平行沈線間に

縄文が施される。 8は内面刷毛日、外面には箆削りが施される。鉢 9は内外面が赤彩され、口縁

端部には突起が付加される。

第52表  H103号住居址出土遺物観察表

H106号住居址 (第61図、図版百六十三)

遺構―Vく 9グ リットで検出された。H97号住居址に切られる。住居の大半は調査区域外に延

びるため、規模・形状等は判然としない。調査範囲内にはP■、炉址は存在 しなかった。覆土は

自然堆積で周溝は有さない。壁残高0.22mを測る。

遺物―甕が 2点出土している。 1は櫛歯状工具による斜走文が体部に施されるもの。 2は回縁

部に櫛函状工具による波状文を巡らし、円形貼付文を付加する。体部には横位の櫛歯状工具によ

る波状文を巡らし、円形貼付文を付加する。この円形貼付文から櫛歯状工具による条線を垂下さ

96

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

-1 甕

５

。

一
　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文原体による押捺、体部 :斜走文。

-2 甕

21.3 内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄 文、頸部 :廉状文、体

部 :斜走文。

N〕 3

-3 甕

３

．

一
　

一

内一箆削り。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :縄文。

-4 台付甕

内一箆磨き。

外―脚部刻目をほどこした隆帯が巡る。

-5 台付甕

内一箆磨き。

外一口唇部・体部 :縄文。

沌 2

-6 台付甕

内一箆磨き。                     沌 1

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文+貼付文、体部 :縄文十連続
「コ」字文+貼付文。

-7 甕

内一箆磨き、刷毛目。

外一頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

-8 壼

一

６

．

一

内一刷毛目。

外―箆削り。

-9 鉢

内一赤彩。

外一赤彩、口縁端部に突起。
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せている。

挿図番号 器   種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 菱

内一箆磨き。

外一体部 :斜走文。

-2 甕

186 内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文十円形貼付文、体部 :櫛描波状

文十円形貼付文+縦位条線。

割

q  (標高69!440m)  Pm

:悟警冨‖群誘繰命再縛麟巖。

日1◎
1

ド＼8噂｀9

第61図  H106号住居址
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H109号住居址 (第62図、図版四十三・百六十四)

遺構一皿う10グ リットで検出された。H91号住居址に切られる。隅丸長方形の平面プランを呈

するものと思われる。南北長6.96m、 壁残高0。 33mの規模を有する。住居の中央がH91号住居址

により消滅 しているため炉址は存在しなかった。また、H91号住居址の掘方から検出された 2基

のPitの性格も不明である。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―甕 (1～ 7)、 壷 (8～ 11)が 出土 している。奏 1。 2は口縁部に櫛歯状工具による波

状文が施される。 3は頸部に廉状文、体部に櫛歯状工具による波状文が施される。 4は国縁端部

に櫛歯状工具による 1条の波状文が巡らされる。 5は頸部に廉状文が施される。 6は口唇部に縄

文、回縁部には縄文と箆状工具による2本の波状文が施され、頸部には廉状文が巡る。 7は体部

に斜走文が施される甕の底部である。重 8は頸部に巡らされた箆状工具による平行沈線間に、斜

位の条線が充填される。 9は頸部に箆状工具による平行沈線を巡らし、その間に櫛歯状工具によ

る波状文を充填する。更に、前記の文様帯下に刺突を充填した鋸歯文を巡らしている。赤彩され

ている。10。 11は口縁端部に櫛歯状工具による斜位条線を巡らすものである。赤彩されている。

B (標高601040m) 19鶏

ち摺留警層til雑郷:(温うとぜ!影婆。

第62図  H109号住居址

Hl13号住居址 (第63図 、図版百六十四)

遺構一Ⅸき10グ リットで検出された。H136号住居址に切られる。住居の大半がH136号住居址
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1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

内一銘磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一日縁部 :櫛描波状文。

-3 甕

内一銘削り。

外一頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一口縁端部に 1条の櫛描波状文。

-5 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文。

-6 賓

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+銘描波状文、頸部 :

廉状文。

-7 甕

一

＆

一

内一箆磨き、刷毛目。

外一体部 :斜走文。

-8 壷

内一刷毛目。

外一頸部 :箆描平行沈線間に櫛描斜位条線。

-9 壺

内一ナデ。

外一赤彩、頸部 :箆描平行沈線間に櫛描波状文、その下

に刺突充填の鋸歯文。

-10 壷

27.0 内一赤彩。

外―赤彩、口縁端部に櫛描斜位条線。

-11 壷

Ｚ

一　

一

内一赤彩。

外―赤彩、日縁端部に櫛描斜位条線。

掻患哉夏岳曇き島。4朧残ど」即を尋F合編の混在土駐

第54表  H109号住居址出土遺物観察表

第63図  H l13号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

により消滅し、調査区域外にも延びることから、規模・形状については不明である。壁残高0。 38

mを測る。炉址・Pit等の施設は調査範囲内には存在しなかった。覆土は自然堆積である。

遺物一甕 (1・ 2)、 壷 (3～ 5)力S出上している。甕 1は受口回縁で、口唇部に縄文を施 し、

頸部から櫛歯状工具による縦位の条線を垂下させ、その間に横位の櫛歯状工具による波状文を充

填する。 2は口唇部に縄文を施 し、体部に連続「コ」字文を施す。壼 3は箆状工具による平行沈

線間に波状文と縄文を施す。 4は頸部に箆状工具による平行沈線間に縄文を施す。 5は体部に箆

状工具による平行沈線と弧文が描かれ、縄文が施文される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

一 l 甕

１

・

一
　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :櫛描縦位条線・波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :連続「コ」字文。

-3 壷

内一刷毛目。

外―頸部 :箆描平行沈線間に縄文・波状文。

-4 壷

内一刷毛目。

外―頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

-5 豆

内一用J毛 目。

外―平行沈線・弧文・縄文。

第55表  Hl13号住居址出土遺物観察表

Hl16号住居址 (第 64・ 65図、図版四十五・百六十六)

遺構一Ⅲお 2グ リットで検出された。隅丸長方形の平面プランを呈する。長軸長5。 62m・ 壁残

高0.38mの規模を呈する。N-30° 一Eに長軸方位をとる。P■は 4基検出され、全てが主柱宍

である。P3において直径15cmの柱が確認された。炉址は北壁よりのPl、 P4間に構築されて

おり、東南コーナー部分に逆「L」 字状に礫を組んでいる、半石囲い炉である。一辺0.45mで深

度0.17mの規模を有する。覆土は自然雄積で周溝はは有さない。

遺物―甕 (1～ 7)、 壼 (8～ 11)、 鉢 (12・ 13)、 高杯 (14～ 16)が 出土 している。奏 1は 口

唇部に箆状工具による押捺が加えられ、頸部には廉状文が巡る。頸部下には櫛歯状工具による 3

条の波状文が施される。 2は口縁端部が折り返し状に肥厚し、櫛歯状工具による波状文が施され

る。頸部には 2条の廉状文が巡り、体部には波状文が施されている。 3は口縁端部に 1条の櫛歯

状工具による波状文が巡る。 4は受口口縁で、回唇部と口縁部に縄文が施される。 5は体部に斜

走文が施される。 6は回縁部が無文で、頸部に廉状文が巡る。 7は連続「コ」字文と円形貼付文

が施される。壼 8は頸部に箆状工具による平行沈線と刺突列が巡り、その下に箆状工具による沈

100
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第1章 遺構と遺物

第∞回― Hl16号住居址 (2)

線支と縄文が施きれる.。 9は、鎮部に櫛歯状工具による廉状文―と波巌 が施される。10は頸部1.こ

露状工具による平行沈線が巡り、この1間に綺歯状工具による波状文が施きれる,■は外面赤彩が|

施され、1頸部には「TJ字文が施される。12.13の鉢Ⅲ内外面が赤彩される。高杯14は口稼端部

が水平に開くもので内外面が赤彩される315・ 16は口露部が直線的に1開くもので、内外面|が赤彩
―

される。16は即内に刷毛目調整が認められる。

挿回番号 器  種 | 法   重 成  形・調   整 備   考

-1 甕

内i箆磨き―。

外一日唇部I押襟、頸部i廉状文、体部1擬情渡濫

-2 甕

内―IBr落

外―口縁部 :滅状文、票部:廉状文、体部 :櫛鶉波状支.

-3 輩

内i緯磨き,

外‐日縁端部に1.条の機描波状支。

-4 褒

内一箆磨とと

外―口唇 ■白縁郵 I縄文d

i5 養
内一鱗 き。

!外一斜走文。

-6 壽

内一鶴磨き,

外―頸部 :廉渋文。

-7 密
内一露磨営。

外―連続「コ」字文十円形貼付文な

-3 露

内一ナデす

外一建構平行沈線・剰突列・ 沈線文・継

102
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1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-9 重

内一ナデ・刷毛目。

外―頸部 :廉状文・波状文。

-10 壷

０

，

一
　

一

内一ナデ。

外―頸部 :箆描平行沈線間に櫛描波状文。

― ■ 重

内一刷毛目。

外―頸部 :「T」 字文、赤彩。

-12 鉢

７

．

一
　

一

内外―赤彩。

-13 鉢

６

．

一
　

一

内外―赤彩。

-14 高杯

盈

一　

一

内外―赤彩。

-15 高杯

６

．

一
　

一

内外―赤彩。

-16 高杯 内外―赤彩、脚内 :刷毛目。

第57表  H l16号住居址出土遺物観察表 (2)

Hl17号住居址 (第 66・ 67図 、図版四十六・百六十七・百六十人)

遺構一Ⅲい 1グ リットで検出された。H24号住居址に切られる。第 2次調査におけるH67号住

居址は本址と同一の住居址である。隅丸長方形の平面プランを呈し、南北長7.Om、 壁残高0.6m

の規模を有する。住居の中央部分をH24号により破壊されるため、炉址は存在しなかった。 5基

検出されたP■の内Pl・ P2は主柱穴と思われる。P2において直径16cmの柱が確認 された。

覆土は自然堆積であり、周溝は存在 しなかった。

遺物―甕 (1～ 6。 9)、 壷 (7)、 片口 (8)、 磨製石鏃 (11)、 石製品 (10)が出土 している。

甕は 5・ 9を除く全てのもが櫛歯状工具により、回縁部・体部に波状文、頸部には廉状文が施さ

れる。 5が これらと異なるのは、体部波状文下に斜走文が施される点である。 9は受回口縁で口

唇部と口縁部に縄文が施される。口縁部には箆状工具による波状文が 1本巡る。体部には箆状工

具による振 り中の大きな波状文を巡らし、平行沈線を充填 している。壼 7は内面口縁部と外面が

赤彩される。頸部には箆状工具により3本の平行沈線を巡らし、この間に綾杉状に斜位の沈線を

充填する。片口 8は鉢の口縁部に片口をlヶ 所造り出したもので、内外面に刷毛目調整と箆磨き

調整が施される。10に ついては石製品と言うだけで性格は不明である。



第Ⅱ章 遺構と遺物
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第66図  H l17号住居址 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波

状文。

N12

-2 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :波状文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

N〕 1

-3 甕

内一箆磨き。

外一日縁部 :波状文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

Nュ 1

-4 甕

214
9.0

29.8

内一箆磨き。

外一口縁部 :波状文、顕部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

N儀 3

-5 甕 6.4

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波

状文・斜走文。

-6 甕

一

６

．

一

内一箆磨き。

外一体部 :櫛描波状文。

-7 士霊

20.6 内一口縁部 :赤彩。ナデ・刷毛目。

外一赤彩、頸部 :箆梢平行沈線間に綾杉状沈線。

-8 片口 内外―刷毛目・飽磨き。 Nα 4

-9 甕

16.0 内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描き波状文、体部

箆描波状文・平行沈線。

-10 石製品 30g

-11 磨製石鏃

1.30

1.10

0.15

0.5g

第58表  H l17号住居址出土遺物観察表

第Ⅱ章 遺構と遺物

Hl18号住居址 (第68図 、図版百六十八)

遺構―Ⅶく3グ リットで検出された。H72号・ H96号住居址に切られる。耕作による削平によ

り、壁が存在 しない。床面とP■・炉址が確認されている。炉址は地床炉で礫 lヶ を伴 う。長径

0.55m×短径0.4m× 深度0.08mの規模である。 9基検出されたPitの 内、P2・ P3に おいて直

径15cm。 13cmの柱が確認されている。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備    考

-1 壺

内一ナデ・刷毛目。

外―頸部 :箆描平行沈線。

-2 壺

内一ナデ・刷毛目。

外一頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

第59図  H l18号住居址



1-1 弥生時代の住居址

遺物一壷が 2点出土している。 1は頸部に箆状工具による平行沈線が巡るもの、 2は頸部の平

行沈線間に縄文を施している。

嘲
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刊

Ｐう―
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当
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１
２
囀

晶磐青留警層t認鶏チ:):
柱      痕 (10YR3/2)。

乾協急漕あ2次堆積。

第68図  Hl18号住居址

H120号住居址 (第69図、図版四十七・百六十人 。百六十九)

遺構一Ⅶき 1グ リットで検出された。H77号住居址に切られる。H77号住居址による破壊と、

調査区域外に延びるため形状・規模等は判然としない。壁残高0.22mを測る。調査範囲内にはPit

・炉址等の施設は存在しなかった。覆土は自然堆積である。

遺物―甕 (1)、 重 (3～ 5)、 高杯 (2)、 石器 (6。 7)、 鉄器 (8)が 出土している。甕 1

は頸部に廉状文を巡らしその直上に 1条の櫛歯状工具による波状文を施し、体部にも波状文が施

文される。重 3は口唇部に縄文を施し、頸部に巡らした 4本の箆状工具による平行沈線間と下に

縄文を施文する。 5は頸部に巡らした 3本の箆状工具による平行沈線下に縄文を施している。 4

は外面赤彩が施され、頸部から垂下させた刺突列により囲まれた維位の文様帯内に櫛波状工具に

よる条線を充填する。その直下には箆状工具による平行沈線により横位の文様帯が造られ、縄文

が充填される。高杯 2は脚内を除き赤彩される。石器は 6の磨製石鏃と7の編物石が出土してい

�
G  l H



第Ⅱ章 遺構と遺物

る。 8の鉄器は紡錘車の軸である。混入品である。

1 黒褐色土層 (10YR3/2)。 /5 ma以下パミス、10YR6/6粒 子少含。
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1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

-1 奏

24.5 内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波

状文。

-2 高杯

一

０

．

一

内一赤彩、脚内 :ナ デ。

外―赤彩。

-3 壷

13.2

94
37.2

内一刷毛目・ナデ。

外一口唇部 :縄文、頸部 :箆摘平行沈線・縄文。

-4 壺

内一刷毛目。

外―赤彩。頸部 :刺突列により区画された縦位文様帯内

に櫛描条線、その下部に箆描平行沈線と縄文。

-5 重

内一刷毛目・ナデ。

外―頸部 :箆描平行沈線・縄文。

-6 磨製石鏃

-7 編物石 200.Og

-8 紡錘車

第60表  H120号住居址出土遺物観察表
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第70図  H121号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

H121号住居址 (第70図、図版四十七・百六十九)

遺構一Vあ 10グ リットで検出された。H l19号住居址に切られる。H H9号住居址による破壊と、

調査区域外に延びるために形状・規模は判然としない。壁残高0,lmを 浪1る 。調査範囲内には炉

址は存在せず、 3基検出されたP■も性格を判断しかねる。周溝は有 さず、覆土は自然堆積であ

る。

遺物―壷が 2点 出土 している。 1は内面が赤彩 され、外面には箆磨き調整が施 される底部片で

ある。 2は体部の破片で、箆状工具による弧線文が施 されている。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 壷 10 0

内一赤彩。

外―箆磨き。

-2 壷

内一ナデ・刷毛目。

外―箆描弧線文。

第61表  H121号住居址出土遺物観察表
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0  (標 高690540m) 2m 0            10Cll
i         l         l

第71図  H123号住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 壷

一

５

．

一

内一赤彩。

外―箆磨き。

-2 台付壷
一

生

一

内一脚内 :ナ デ・刷毛日、他は箆磨き。

外―赤彩。

第62表  H121号住居址出土遺物観察表

H123号住居址 (第71図、図版百六十九)

遺構一Vけ 10グ リットで検出された。H H4号住居址に切られ、

■0

住居の大半が消滅 しているた



1-1 弥生時代の住居址

め、規模・形状等は判然としない。調査範囲内にはPit・ 炉址等の施設は存在 しなかった。壁残

高0.18mを測る。

遺物一壺 (1)、 台付壺 (2)が 出上 している。壺は内面赤彩、外面箆削 り～箆磨き調整が施

される底部片である。台付壺は、外面赤彩、脚内ナデ・刷毛日、内面箆磨き調整が施される。

H139号住居址 (第72図、図版百七十六)

遺構一Ⅸい 9グ リットで検出された。H153号住居址を切り、F42号掘立柱建物址に切られる。

住居の大半が調査区域外に延びるため形状、規模等は判然としない。壁残高0。 lmを測る。調査

範囲内には炉址は存在 しなかった。P■ 1ま 1基検出されたが性格は不明である。覆土は自然堆積

で、周清は有さない。
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燕章 ミ≧三 _こ

kE鯵 中̈
4

鱒 フ

ちに封凄福色圭層粗I学 4ヽチ靴発Rv巖。
パミス少含。

0
0  (標高690964m)

第72図  H139号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

遺物―甕 (1～ 5)、 重 (6～10)が 出上 している。奏 1は押捺による波状口縁の回唇部に縄

文を施し、頸部には櫛歯状工具による条線を巡らす、体部には斜走文が施文されている。 2は口

唇部に縄文を施 し、口縁部には櫛歯状工具による波状文を、頸部には条線を巡らし、頸部の条線

下端から体部を縦位分割する縦の条線を垂下させる。そしてこの縦の条線間には櫛歯状工具によ

る波状文を横位に充填している。 3は 2と 同様な体部文様構成であるが、口縁部の文様帯を持た

ず、国唇部には刻目が施されている。 4は頸部に 1状の櫛歯状工具による波状文を巡らし、体部

には斜走文が施される。 5は口縁部に箆状工具による波状文が施される。壼 6は ,頸部から刺突

列により区画される文様帯を垂下させ、文様体内部を条線で充填 している。 7は無文の回縁部片、

8は頸部に 1条の沈線を巡らし、外面と内面回縁部が赤彩される。 9は頸部に箆状工具による平

行沈線を巡らし、平行沈線間に縄文を施 している。10は底部で、内外面に刷毛目調整が施されて

いる。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

９

．

一
　

一

内一刷毛目。

外一口唇部 :縄文、顕部 :櫛描条線、体部 :斜走文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、頸部 :櫛描条線、体部 :縦位条線十横

位波状文。

-3 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 日、体部 :縦位条線+横位波状文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一頸部 :櫛描波状文、体部 :波状文。

-5 賽

内一箆磨き。

外一口縁部 :箆描波状文。

-6 重

内一刷毛目。

外―刺突列・条線。

-7 重

４

一　

一

内外―箆ナデ。

-8 壷

＆

一　

一

内一日縁部 :赤彩。

外―赤彩、頸部 :沈線。

-9 壷

内一刷毛日、ナデ。

外一頸部 :箆状工具による平行沈線間に縄文。

-10 重

一

７

．

一

内外―刷毛目。

第63表  H120号住居址出土遺物観察表

H153号住居址 (第73,74図、図版百八十六 )

遺構―XIあ 10グ リットで検出された。H139号・ H157号住居址、F37号・ F42号掘立柱建物
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第Ⅱ章 遺構と遺物

⑬ li。

第74図  H153号住居址 (2)

址、D10号土坑に切られる。本址は耕作等により壁が消滅 しており、住居の範囲は床面の広がり

で把握 した。そのため形状・規模等については判然としない。炉址は地床炉で、住居の中央と思

われる付近に構築 されている。長径0。 65m× 短径0.62m×深度0.05mを測る。Pidよ 9基検出さ

れ、Pl,P4の 2基は主柱家と思われる。Plでは直径12cmの柱が確認された。周溝は確認さ

れなかった。

遺物―甕 (1～ 5)、 台付甕 (6)、 壷 (7～ 9)、 土器片円盤 (10)が 出土 している。甕 1は

頸部に櫛歯状工具による条線を巡らし、体部に櫛歯状工具による波状文を施す。 2は回唇部に刻

目を施 し、先端が 2本の工具により頸部に条線、体部に波状文を巡らす。 3は口唇部に縄文を施

す。櫛歯状工具により頸部には廉状文を巡らし、回縁部と体部には波状文を施している。 4は口

唇部に押捺を加え波状とし、縄文を施す。櫛歯状工具により頸部には条線を、体部には斜走文を

施文する。 5は口唇部に縄文を施 し、櫛歯状工具により、回縁部は波状文、頸部は条線、体部は

器面を縦位に分割する条線と、横位の波状文が施文される。台付菱 6は口唇部に縄文を施 し、櫛

歯状工具により頸部に廉状文、体部に波状文を施文する。これらを頸部から縦位に 4分割する条

線と貼付文が付加される。重 7は回唇部に縄文、頸部に箆状工具による4本の平行沈線を巡らし、

この間に縄文を施 している。 8は口唇部に縄文を施し、口縁部に波状文を巡らす。頸部には箆状
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1-1 弥生時代の住居址

工具による2本の平行沈線が巡り、この間に 1本の波状文が施される。外面が赤彩される。 9は

頸部に箆状工具による平行沈線が巡る。

H168号住居址 (第75図、図版百九十二)

遺構一Xい 6グ リットで検出された。調査範囲では重複関係は有さない。住居の大半は調査区

域外に延びるため規模・形状は不明である。壁残高0,7mを 測る。炉址は調査範囲内には存在 し

なかった。 1基検出されたPitは性格不明である。覆土は自然堆積であり、周溝は有さない。

遺物―甕 (1)、 土器片円盤が出土している。甕は口唇部に刻目を施 し、頸部に廉状文を巡 ら

す。体部には櫛歯状工具による斜走文が施される。土器片円盤は、土器の破片の周囲を打ち欠い

て円盤にしたものである。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描条線、体部 :櫛描波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一口唇 :刻 目、頸部 :条線、体部 :波状文。

-3 甕

内一第磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、口縁部。体部 :櫛描

波状文。

-4 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :押捺・縄文、頸部 :櫛描条線、体部 :斜走

文。

-5 甕

ａ

一　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :櫛描波状文、頸部 :櫛描条線、体部 :縦位櫛描

条線・波状文。

-6 台付甕

８

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、顕部 :廉状文、体部 :波状文・縦位

条線 。円形貼付文。

-7 壷

12.4

8.8

35.4

内一刷毛目・ナデ。

外一口唇部 :縄文、頸部 :銘描平行沈線間に縄文。

-8 壷

３

．

一
　

一

内一刷毛目・ナデ。

外―赤彩、口唇部 :縄文、口縁部 :波状文、頸部 :箆描

平行沈線間に波状文。

-9 壷

内一刷毛日、ナデ。

外―頸部 :銘状工具による平行沈線。

-10 土器片円盤 22.4g

第64表  H153号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 密

７

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 目、頸部 :廉状文、体部 :櫛構斜走文。

第65表  H168号住居址出土遺物観察表 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-2 上器片円盤 65g

第66表  H168号住居址出土遺物観察表 (2)

土
層
層
層
層
層

土
土
土
土
土

色
色
色
色
色

掲
褐
褐
褐
褐

客
黒
暗
黒
黒
黒

i牌繊慾撤魏多幾
i鶴2:瞥どムf擬発。鱗励址。

①日 2

第75図  H168号住居址

H178号住居址

(第76図、図版七十一 。百九十六 )

遺構―Xこ 3グ リットで検出された。H197

号住居址と撹乱に切られる。住居の大半が攪乱

とH197号住居址により消滅するため規模・形

状は判然としない。調査範囲内には炉址は存在

しなかった。 6基検出されたPitの性格は直径

15cmの柱が確認さ れたP3が柱穴であること

は明らかであるが、位置的に主柱穴とは考えに

くく、しかし、規模的に他のPitは 劣るため、

その性格は特定できない。覆土は自然堆積で、

周濤は有さなモ

遺物―鉢 (1～ 3)、 高杯 (4)、 甕 (5・ 6)、 混入品の須恵器蓋 (7)が出土 している。鉢

は全てが内外面ともに赤彩され、回縁端部に 1～ 2ケの小孔が穿たれる。 2は口縁端部に突起が

付加される。高杯も内外面が赤彩され、口縁部が端部で大きく外反する。甕 5は受口回縁を呈 し、

頸部に櫛歯状工具による条線が巡る。体部には波状文を施文した後、箆状工具により連続「コ」

字文と円形貼付文が付加される。 6は口唇部に刻目を施 し、頸部に波状文、体部には斜走文が櫛

歯状工具により施文される。内面には刷毛目・箆磨き調整が施される。須恵器蓋は短頸壼等の壺

類の蓋と思われる。混入品である。
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第76図  H178号住居址



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 鉢 内外―赤彩、日縁端部に小孔。

-2 鉢

７

．

一
　

一

内外―赤彩、口縁端部に小孔・突起。

-3 鉢 9内外―赤彩、回縁端部に小孔。

-4 高杯

17.4

内外一赤彩。

-5 甕

」

一　

一

内一刷毛目・ナデ。
外一頸部 :櫛 描条線、体部 :櫛 描波状文・箆描連続

「コ」字文・円形貼付文。

-6 甕

内一刷毛日・箆磨き。

外一口唇部 :刻 日、頸部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。
須恵器混入品。

-7 蓋

136

3.0
混入品。

第Ⅱ章 遺構と遺物

第66表  H178号住居址出土遺物観察表

H191号住居址 (第 77図、図版七十五・百九十九)

遺構一Xこ 3グ リットで検出された。H198号・H199号住居址に切られる。壁が存在 しないた

め形状は判然としない。また、規模についてもH198号・H199号住居址により消滅 してしまった

部分が多く、不明である。調査範囲内には炉址は存在 しなかった。Pitは 4基検出されたが、そ

の性格は不明である。

遺物―甕 (1～ 5)、 鉢 (6)が 出土 している。甕は 3を除き口唇部に縄文が施 される。 1は

体部に櫛歯状工具による斜走文が施される。 2は口縁部に箆状工具による 1本の波状文が巡り、

体部には櫛歯状工具による波状文が施される。 3は体部に円形貼付文と櫛歯状工具による波状文

が施される。 4は回縁部にも縄文が施され、更に箆状工具による2本の波状文が巡り、円形貼付

文が付加される。 5は口縁部に縄文と箆状工具による 1本の波状文が巡り、体部には縄文を地文

として、円形貼付文を伴う連続「コ」字文が施される。鉢 6は内外面が赤彩される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 寮

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :櫛描斜走文。

-2 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :箆描波状文、体部 :櫛描波
状文。

第67表  H191号住居址出土遣物観察表 (1)



1-1 弥生時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-3 甕

一　

二

内一箆磨き。

外一体部 :櫛描波状文十円形貼付文。

-4 甕

一　

一　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文十円形貼

付文。

-5 甕

６

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文、口縁部 :縄文十箆描波状文、体部 :縄文+連続「コ」字

文十円形貼付文。

-6 鉢

５

．

一
　

一

内外―赤彩。

第68表  H191号住居址出上遺物観察表 (2)

1 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。 10YR6/6粒子少含。

囲 翼 T3フ
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第77図  H191号住居址
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H196号住居址 (第 78図、図版七十八・三百六)

遺構―Ⅸけ10グ リットで検出された。H195号住居址に切られる。住居の大半は調査区域外に

延びるため、規模・形状等は判然としない部分が多い。壁残高0.26mを測る。調査範囲には炉址

は存在しなかった。 2基検出されたPitは共に主柱穴で直径14～ 16cmの柱が確認 された。覆土は

自然堆積で、周溝は有さない。

∞ 艶 物

¶
‖

4 ∴

１
２
３
５
慾 :靭∃‖鰍朧籍絋。

第78図  H196号住居址

遺物―甕 (1～ 4)、 台付甕 (5)、 重 (6・ 7)、 磨製石斧 (8)が 出上 している。甕 1は 回

唇部に縄文を施し、頸部には廉状文が巡る。 2は頸部下に櫛歯状工具による波状文が巡る。 3は

国唇部一口縁部に縄文を施 し、箆状工具による 1本の波状文が口縁部に巡らされる。 4は櫛歯状

工具による縦位の条線が体部を分割し、横位の櫛歯状工具による波状文が充填される。台付甕は

脚部のみの破片である。内面ナデ、外面箆磨き調整が施される。重 6は箆状工具による平行沈線

や弧文間に縄文や波状文が施される。 7は回縁部の突起が4ヶ 所付き、日唇部に縄文が施される。

頸部には隆帯と箆状工具による平行沈線が巡り、その間に鋸歯状の沈線や縄文が施される。磨製

石斧 8は片刃である。
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

一 ユ 甕

一　

一　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描廉状文。

-2 甕

一　

一　

一

内一箆磨き。

外一櫛描波状文。

-3 覆

一　

一　

一

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文・箆描波状文。

-4 甕

一　

一　

一

内一箆磨き。

外一櫛描縦位条線・横位波状文。

-5 台付甕

一

７

．

一

内一ナデ。

外―箆磨き。

-6 豆

一　
一　
一

内一銘磨き。

外―箆描平行沈線・弧文関に縄文・波状文。

-7 重

８

．

一
　

一

内一刷毛目・ナデ。
外一口唇部 :縄文、日縁部 :突起、頸部 :隆帯・平行沈

線間に縄文・箆描鋸歯状沈線。

-8 磨製石斧 64.3g

第69表  H196号住居址出土遺物観察表

1-1 弥生時代の住居址

H200号住居址 (第79図 、図版三百八)

遺構―Ⅸく10グ リットで検出された。住居の大半は調査区域外に延びるため、規模・形状等は

判然としない。壁残高0。 22mを 測る。調査範囲内には炉址は存在 しなかった。1基検出されたPit

の性格は不明である。表土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物一口唇部に縄文を施し、内外面赤彩される壺の回縁部片 (1)と 、土器片の周縁を打ち欠

き円形にした、土器片円盤 (2)が出土している。

うに試凄維圭ql`牌蒙)深碧密詭滋閉【準鞠混社層。解麟址。

⑭ □
2

1 (肥 69+孟rf~坤鶏

第79図  H200号住居址



第Ⅲ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形 。調   整 備   考

-1 壷

一　

一　

一

内一赤彩。

外一口唇部 :縄文、赤彩。

-2 土器片円盤 21.9g

第70表  H200号住居址出土遺物観察表



1-2 古墳時代の住居址

2 古 墳 時代 の住 居 址

H5号住居址 (第80図、図版三・百―)

遺構一 Iか 5グ リットで検出された。H9号住居址を切っている。調査区域外東方向に延びる

ため全容は判然としない。カマ ドは北壁の調査区域外との境において検出され、壁外に延びる煙

道と火床の一部分と思われる焼土が確認された。周溝が調査囲内の住居壁下に巡らされていた。

2基検出されたPitlよ いずれも主柱穴と考えられる。覆土は自然堆積の状況を呈 していたが、 4

・ 5層中及び床面上からは少なからぬ量の炭化物が出土した。

遺物―郭 (1)、 高杯 (2.3)、 壷 (4・ 5。 6・ 9)、 甑 (7・ 8)、 磨石 (10)が出上し

ている。全て土師器である。郭は深い半球状を呈 し、短い口縁部が外反するもので、内面は放射

状の暗文のように、外面は横位に箆磨きが施されている。高杯は 2点共に郭部のみが出土 してい

る。底部と体部の境に稜をもち、回縁端部が内湾気味に立ち上がる。 2は外面底部と口縁部に横

位の箆磨きが加えられる他は、放射状暗文のような箆磨きが施されている。 3は内外面放射暗文

状箆磨きが施される。壺も全容のわかるものは存在しないが、 4の ような小型で丸底の重には、

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

イ

生

一

６
．

内一放射暗文状箆磨き。

外―横位箆磨き。

N】 2

-2
土師器

高杯

８

．

一
　

一

内一放射暗文状箆磨き。

外一口縁・底部 :横位箆磨き、他は放射暗文状箆磨き。
聰 3

-3
上師器

甕

０

．

一
　

一

内外―放射暗文状箆磨き。 醜 7

-4
上師器

壷

内一箆磨き。

外一体部下半～底部 :箆削り。他は箆磨き。

N気 5

-5 壷 外―箆磨き。口縁に四線。 N〕 1

-6
土師器

壷

８

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一箆磨き。

有段口縁。
Nd 6

-7
土師器

甑
内外―箆ナデ。 Nd l

-8
土師器

甑
内外一箆ナデ。 N〕 4

-9
土師器

霊

２

．

一
　

一

内一刷毛目。

外―ナデ。
有段口縁。

-10 磨石
０２

８

２
．
ｈ

第71表 H5号住居址出土遺物観察表
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5の ような口縁端部が内湾気味に立ち上がる口縁部が付くと思われる。また、 9・ 10の ような有

段口縁の壼も存在する。甑は小型で単孔の 8と 大型で底部を有さない 7が出土 している。どちら

も鉢形の形状を呈する。甕そのものは出土していないが、 7の甑の大きさから類推すれば比較的

大きなものが存在するのであろう。

H10号住居址 (第81図 、図版五・七・百三)

遺構一 Iけ 9グ リットで検出された。H22、 27、 38、 39を 切る。隅丸長方形の平面プランを呈

し、N-12° 一Eに長軸方位をとる。長軸長4.75m×短軸長4.5m× 壁残高0.3m、 面積18.65∬

の規模を有する。カマ ドは北壁中央西寄りに構築されており、所謂「石組粘土カマ ド」である。

長径0。 86m× 短径0.85m×深度0.28mの 規模 である。Pitは 8基検 出 され、内 2基 (P8、 P

9)

は掘方で検出された。主柱穴はPl～ P4の 4基 と思われる。柱痕は確認できなかった。覆土は

自然堆積によるものである。

遺物―土師器の邪 (1)、 甕 (2～ 5)、 壺 (7・ 8)、 鉢 ?(6)、 磨石 (9)、 磨製石斧 (10)、

臼玉 (11)が 出土している。郭は有段口縁郷で内面ナデ、外面には箆削りが施されている。甕は

2が内外面ナデ調整、 3は内外面に刷毛目調整を施すもので、灰色で金雲母を多含する特徴的な

胎土を有している。 4は内面箆ナデ、外面刷毛目～箆削り調整が施されるもの、 5は内面箆ナデ、

外面箆削りが施されている。重 7は外面と内面頸部までが赤彩される。 8は丸底で内外面箆磨き

が施される。 6は器種が判然としない。内面箆磨き、外面には箆ナデ調整が施される。 9の磨石

は、ほぼ全面が円滑である。10の 片刃の磨製石斧は混入遺物、11は滑石製の臼玉である。

H13号住居址 (第 82・ 83図 、図版七・百五)

遺構一 Iけ 10グ リットで検出された。H41を 切る。西側半分が調査区城外に延びるが、 INP

Ⅱの調査において、H60号住居址として調査済みである。壁残高0.38mを測る。北壁のほぼ中央

部分にカマ ドが構築されている。カマ ドの規模は深度0.32m以外は不明である。 3基検出された

Pitの 内Pl、 P2の 2基が主柱穴である。Pl覆土において直径12cmの柱が確認 されている。

覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、石器、石製品が出上している。土師器には、郷 (1)、 高杯 (2、 3)、 小型壷

(4、 5)、 甕 (6～ 8)、 重 (9、 10)が認められる。 1の不は口縁部が内湾するもので、内外

面共に箆磨きが施される。高杯は 2点共に放射状の箆磨きが施される。脚は欠損するため形状は

不明である。小型壺は、広口で短い口縁部が緩く外反する球胴のもので、内外面に箆磨きが施さ

れる。甕は 6、 7の ように刷毛目調整の後に箆削りを加えるものと、 8の ように箆削り調整のも



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

不

内一ナデ。

外―箆削り。
有段口縁不。

-2
土師器

甕

15.2

内外―ナデ。

-3
土師器

甕

生

一　

一

内外一用1毛 目。

灰色金雲母多含の胎土。

-4
土師器

甕

19,3 内一箆ナデ。

外一刷毛目～箆削り。

-5
土師器

甕

一

７

．

一

内一銘ナデ。

外一箆Hllり 、箆ナデ。

-6
土師器

?

Ｌ

一　

一

内一箆磨き。

外―箆ナデ。

-7
土師器

壷

14 0 内一頸部まで赤彩。以下は箆ナデ。

外一赤彩。

-8
土師器

壷

一

８

．

一

内外―箆磨き。

-9 磨石

-10 磨製石斧
160g

片刃。

― ■ 臼玉
0,7g。

滑石製。

第Ⅱ章 遺構と遺物

第72表  H10号住居址出土遺物観察表

のが存在する。どちらも、回縁部は内面頸部に鋭い稜をもって「く」字状に外反する。壼 9は体

部中央を欠損するが、球胴を呈するものと思われる。口縁部は甕同様に、内面頸部に鋭い稜を

もって「く」字状に外反する。内外面共に用1毛 目調整の後、箆ナデや箆削りが加えられている。

10は体部下半に箱清水式土器の壼のような稜線を有するもので、内面箆ナデ、外面には箆磨きが

施されている。石器には磨製石鏃 (14～ 16)と黒曜石製打製石斧 (17)、 片刃の磨製石斧 (18)

が認められるが、全て混入遺物と思われる。石製品は紡錘車 (13)、 臼玉 (11、 12)が 出上 して

いる。本址に伴うものと思われる。

H17号住居址 (第84図、図版九・百七)

遺構一Ⅱこ2グ リットで検出された。住居の大部分は調査区域外に延びるため、全容は不明で

あったが、平成 8年度に実施された西一本柳Vの調査により、本址が古墳時代の住居址であるこ

とが判明した。壁下に周溝を巡らし、壁残高0.54mを はかる。

126
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挿図番号 器  種 法 成   形・調 整 備 考

-1 土師器

不

14,7

内外―箆磨き。

-2 珊蔀
18,0

刷毛目～箆磨き。

-3 靭謗
18.7

刷毛目～箆磨き。

-4
土師器

密

11.0 内一刷毛目～箆磨き。

外一箆磨き。

-5
土師器

甕

13.5

内外―箆磨き。

-6 土師器
甕

14.8 内一箆削り。ヘラナデ。

外―刷毛目。

-7
上師器
甕

12.8 内一箆削り。ヘラナデ。

外―刷毛目～箆削り～箆磨き。

-8
土師器

甕

14,7

内外一ヘラナデ。

-9 土師器

壷

６

．

６

．

一

内外―刷毛日、箆削り、ヘラナデ。

-10 土師器

壺
6.0

内一ナデ。

外―箆磨き。

― ■
滑石製

臼玉

12
1.2

0.8

-12 滑石製

臼玉 0.8g

-13 紡錘車 47.lg

-14 磨製石鏃

3.9

1.6

0_25

1,9g

混入遺物。

-15 磨製石鏃

2,9

1.1

0.25

0.9g
混入遺物。

-16 磨製石鏃
．
２
．

４

０
，

２

3.8g

混入遺物。

N弘 2

-17 打製石鏃 1.lg

混入遺物。

-18 磨製石斧

3,0

1.6

0.45

67g
混入遺物、片刃。

聴 3

第73 表 H13号住居址出土遺物観察表
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第82図  H13号住居址 (1)
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遺物一遺構の項で述べたが本址は古墳時代の住居であるが、土器は弥生土器の甕 (1)、 重 (2

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :波状文、顕部 :廉状文。

-2 壷 内外一赤彩。

-3 壷

内一刷毛目。

外一赤彩。頸部 :波状文、廉状文。

-4 編物石 380g

-5 編物石

10.8

5.0

3.3

-6 編物石 230g

第74表  H17号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-7 編物石 215g

-8 編物石

-9 編物石 167.lg

-10 編物石 390g

-11 編物石

10.2

6.0

3.5

1-2 古墳時代の住居址

第75表  H17号住居址出土遺物観察表 (2)

～3)が出土している。また、 4～ 11の編物石は住居南東隅に一括して積み上げられていた。

H18号住居址 (第 85・ 86図、図版九・百七)

遺構一Ⅱけ 2グ リットで検出された。北東 。南東コーナーを含む、住居の東辺が調査区域外に

延びるため短軸長は不明であるが、長軸長4.Om、 壁残高0.45mの規模を有 し、N-25° 一Wに

長軸方位をとる。他遺構との重複関係は有 さない。 5基検出されたPitの 内Plか らP4の 4基

が主柱穴である。Pl覆土から直径12cmの柱が確認された。カマ ドは北壁の中央部と思われる位

置に構築されており、所謂「石組粘土カマ ド」である。覆土は自然堆積で、遺物は 3層から床面

にかけて包含されていた。

遺物―土器は全て土師器である。器種には郭 (1～ 3)、 甕 (4～ 6・ 10。 11)、 小型甕 (8)、

台不甕 (9)、 鉢 (7)、 甑 (13)、 鍋 (12)が 存在する。14の磨製石斧は混入遺物である。イは

全て須恵器邦蓋の模倣を原型とするものである。 3は有段口縁郭と呼ばれるものである。甕は成

形時の刷毛目調整を内面はそのまま残し、外面は箆削り調整が及ばない部分にだけ刷毛目をのこ

す長胴甕で、平底で体部の半ばで弱く張る器形を呈する。小型甕は、広口で頸部の括れが弱い短

胴丸底の器形で、内面はヘラナデ、外面には長胴甕同様に、成形時の刷毛目を残す箆削り調整が

施されている。台郭甕は台を欠損するため、台部分の形状は不明である。内面ナデ調整、外面箆

削り調整が施され、やや内傾 しながら端部で弱く外反する直立する回縁部を有する、球胴の器形

を呈する。鉢は、「植木鉢」の器形を呈する小型のもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施 され

ている。甑は小型の多孔のもので、器形調整は鉢と同様であるが、頸部が明瞭に作出される点が

異なっている。鍋は体部の最大径部分に一組の把手が付けられている。内面に刷毛目・箆磨き調

整、外面に箆削り・箆磨き調整が施されている。平底である。機内で見受けられる同様な器形の
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邪

」

一　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-2
土師器

邦

内一箆磨き。

外―箆削り。

-3
土師器

邦

内一箆磨き。

外一箆削り。

有段口縁lTN。

-4
土師器

密

飢

一　

一

内一昂1毛 目。

外一刷毛目～箆肖1り 。

-5
土師器

養

８

．

６

．

一

内一用J毛 目。

外―刷毛目～箆削り。

聴 5

H18号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-6
上師器

甕

一

α

一

内一ヘラナデ。

外一箆削り。

N“ 2

-7
土師器

鉢

内一ナデ。

外一箆削り。

配 ll

-8
器

奏

師

型

土

小

生

一

３
．

内一ヘラナデ。

外一刷毛目～銘削り。

Na 8

-9
上師器

台不甕

舒

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

聴 9

-10 土師器

甕

一

５

．

一

内一刷毛目。

外―箆削り。

Nょ 4

-11

土師器

甕

」

一　

一

内一刷毛目。

外―箆削り。

Nュ 1

-12 土師器

鍋

内一刷毛日、箆磨き。

外一箆削り、箆磨き。

h3、 6、 7

-13
土師器

甑

17.3

5,8

13.9

内一ナデ。

外一銘削り。

Nは10

―-14 磨製石斧
19.Og

片刃。

1-2 古墳時代の住居址

第77表  H18号住居址出土遺物観察表 (2)

土器と同じ器種名で呼称 した。

H21号住居址 (第87図、図版十一・百十)

遺構一Ⅱお 1グ リットで検出された。H35号住居址、F4号掘立柱建物址、P40、 P42、 P43

に切られる。壁残高0.35mを測る。カマ ド、柱穴は検出されなかったが、重複する遺構により消

滅した可能性が高い。覆土には炭化物や焼土粒子を含んでいたが、人為埋土ではなかった。

遺物―土師器の甑が 1点出土 している。底部全体が開回するもので、内面箆磨き、外面には刷

毛目～箆削り。ヘラナデ調整が加えられている。

H22号住居址 (第88図、図版十一・百十)

遺構一 Iく 9グ リットで検出された。H10号・H ll号住居址に切られ、H38号住居址を切る。

壁残高0.2mを測り、 7基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。P3か らは直径

12cm、 P4か らは直径15cmの柱が確認された。カマ ドはH10号住居址に破壊されたものと思われ

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
土師器

甑

内一箆磨き。

外―刷毛目～箆削り、ヘラナデ。

Nx l

第78表  H21号住居址出土遺物観察表
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第86図  H18号住居址 (2)

る。検出状態で所々に床面が露出しており、覆土が自然堆積なのか人為埋土なのかは不明である。

遺物一出土量は少ないものの、 1の不が、切り合うH ll号住居址出上の破片と接合するほかは、

遺物は床面に密着した状態で出土した。土師器、須恵器、磨石が出土している。土師器には郭 (1

・ 2)と 甑 (4)がみとめられる。 1は丸底で、口縁部が底部との境付近から強く外反するもの

で、内面箆磨き、外面箆磨き、箆削り調整が施されている。 2は丸底で半球状の器形を呈し、内

外面共に箆磨き調整が施されている。甑は底部を欠損する。内外面共に箆磨き調整が施されてい

る。須恵器は不蓋が 1点出土している。口縁部と天丼部の境に 1条の沈線が巡り、回縁端部は内

傾する。天丼部には箆削り調整が施される。田辺陶邑編年のⅢ期 T K10号窯に比定されるものと

１

、，
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第87図  H21号住居址

思われる。

H25号住居址 (第89図 、図版十二 。百十一 )

遺構―Ⅲき 2グ リットで検出された。 H19号住居址に切 られ、H33号住居址を切る。 2次調査

時の H63号住居址は、本址 と同一の住居址である。壁残高0,4mを 測 る。 3基検出されたP■の内

136
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①
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靱

一∞
¶
旧帖
げ
Ｔ
″沖

・ ．

一

鞘
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け

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

156
4.5

4.4-

内一箆磨き。

外―銘磨き、箆削り。

-2
土師器

lTh
内外―箆磨き。

-3 鶴略

生

一

５
．

口縁部と天丼部の境に沈線。日縁端部内傾。

天丼部箆肖1り 。

TK10

-4
土師器

甑

19,4

内外―箆磨き。

-5 磨石 4.5

2.2

118.4g

第79表  H22号住居址出土遺物観察表



1-2 古墳時代の住居址

Plと P2が主柱穴である。柱痕は確認されなかった。カマドは、H19号住居址により破壊され

たものと思われる。周溝は存在せず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器が出土している。土師器にはイ (1・ 2)、 鉢 (3)が存在する。1の

不は丸底で半球状を呈するものであるが、国縁部が直線的に開く。内面黒色処理、外面箆削り調

C
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第38図  H22号住居址
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

不

内一箆磨き～黒色処理。

外一箆磨き。

-2
土師器

不

３

．

０

．

一

内一ナデ。

外一底部箆削り。

口縁部半ばに稜。

-3
土師器

鉢

０

，

一
　

一

内一刷毛日、ヘラナデ。

外―箆削り。

-4
須恵器

不蓋

０

．

一
　

一

口縁部と天丼部の境に沈線。 WT85～TK43

第30表  H25号住居址出土遺物観察表
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1-2 古墳時代の住居址

整が施される。 2の郭は回縁部が底部との境から大きく外反するもので、器高は低い。内面ナデ

調整、外面口縁部の半ばに稜を有し、底部には箆削り調整が施される。鉢は半球状の邪を大型化

した器形を呈する。内面刷毛日、外面箆肖1り 調整が加えられる。須恵器は郭蓋が認められる。田

辺陶邑編年の巨期一M T85～ T K43型式に該当するものと思われる。

H31号住居址 (第90図、図版百十四)

遺構一 Iき 9グ リットで検出された。H ll号住居址に切られ、H37号住居址を切る。第 2次調

査におけるH69は本址と同一の住居址である。南北長4,4m、 壁残高0。 35mを 測 り、 4基検出さ

れたPiげよ全て主柱穴である。柱痕は確認されなかった。カマ ドは北壁に構築 されていたものと

思われるが、HH号住居址により破壊され存在しなかった。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器、石製品、石器が出上 している。土師器には郭 (1～ 8)と 小型甕

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

内一ナデ。

外―底部箆削り。

有段口縁不。

-2
土師器

杯

内一ナデ。

外一底部箆削り。

有段口縁邦。

-3
土師器

不

生

２
．

一

内一ナデ。

外―底部箆削り。

有段口縁邦。

-4
上師器

邪

15.0

122
内一ナデ。

外―底部箆削り。

有段口縁不。

-5
土師器

不

16.1

5.5

64

内一箆磨き。

外一箆磨き、箆削り。

-6
上師器

不

15.6

4,7

44

内一箆磨き～黒色処理。

外一箆磨き、箆削り。

-7
上師器

不

内一黒色処理。

外―底部箆削り。

-8
土師器

邪
内外―箆磨き～黒色処理。

-9
須恵器

邪

12.0

К 10。

-10 小型奏

土師器

内一ヘラナデ。

外―箆削り。

-11
垂石製

円盤
53,7g

-12 磨石 640 0g

第81表 H31号住居址出土遺物観察表
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1-2 古墳時代の住居址

(10)が 認められる。 1～ 4は所謂「有段口縁郷」である。内面ナデ調整、外面底部箆削り、口

縁部には沈線状の凹を巡らすことにより1段あるいは多段の稜が表現される。 5は内外面に箆磨

き調整が施されるもので、須恵器邪蓋の模倣を原型とするもの、 6は底部と口縁部の境から回縁

部が外反して開くもので、内面黒色処理、外面は底部箆削り、口縁部は箆磨き調整が施される。

7は丸底で浅い半球状を呈するもの。 8は内外面箆磨き調整が施され、黒色処理されるものであ

る。小型甕は平底で頸部の括れが弱く、口縁端部が直立気味に立ち上がるもので、内面ヘラナデ、

外面箆削り調整が施される。須恵器郭 9は、田辺陶邑編年のT K10型式に該当するものと思われ

る。Hは軽石製の円盤である。周縁部を磨って円形をつくり出している。12の磨石は 3面全てが

使用されている。

H43号住居址 (第91図、図版百二十三)

遺構一Ⅲお 7グ リットで検出された。H61号住居址を切る。隅丸方形の平面プランを呈し、長

軸長4.6m×短軸長4.3m×壁残高0,35mの規模を有する。長軸方位はN-30° 一Wに とる。 4基

検出されたP■は全て主柱穴で、直径15～ 20cmの柱が確認された。カマ ドは北壁の中央部に構築

されており、長径1,35m× 短径1,lm×深度0。 4mの規模である。構築材は粘土と石であり、所謂

「石組粘土カマ ド」である。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土器は全て土師器である。邦 (1)、 甕 (2～ 5)が認められる。他に混入品の蛤刃の

磨製石斧 (6)、 黒曜石製の石鏃 (7)が 出土 している。郷は半球状を呈するもので、内面底部

と体部との境に段を有し、黒色処理される。甕は長胴で、全てのものが外面は箆削り調整がされ

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-1
土師器

lTN

５

，

一

５

．

内一黒色処理。

外一箆削り。
内面に段。

-2
土師器

甕

一^一一̈̈
一「　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

内一ナデ。

外―箆削り。

-3 土師器

密

137 内一ナデ。

外一箆削り。

-4
土師器

甕

＆

一　

一

内一刷毛目。

外一箆削り。

-5
土師器

密

20.5 内一ナデ。

外―箆削り。

-6 磨製石斧

13.8

6.4

3.0

575g
蛤刃。

-7 打製石鏃
3.lg

黒H翌石。

第32表  H43号住居址出土遺物観察表



第Ⅱ章 遺構と遺物

10cn

(標 高690570m)  2m

含
含

多
多

灰
ス

ｏ

ｏ
　

　

ミヽ
む

入

　

ｏク
パ
含

混

含

ツ

ｏ
ス

が
　
少
口
土
ミ

石

ｏ
灰
ブ
粘
パ

小
含

ヽ
〓
築
下

少ヽ
子
子
構
以

ス
ス
粒
粒
ド

ｍ

ミ
ミ
土
土

マ
５

パ
パ
焼
焼
力
／

Ｍ
町脇
唖

層
層
層
層
土
層
土
痕

韓
韓
韓
韓
抑
弾
理

黒
黒
黒
暗
浅
に
掘
柱

∩
――Ｉ
Ｎ
凶

一

∩
―――Ｉ
Ｍ
）

圃
∪

@辞

氣働
ミ
 93

幸一ヽ一一一一一一一一一一

第91図  H43号住居址



1-2 古墳時代の住居址

ている。内面は 4が刷毛目調整の他はナデ調整が施される。

H48号住居址 (第92図、図版百二十八)

遺構一皿い 8グ リットで検出された。第 2次調査における、H44号住居址は本址と同一の住居

である。今回の調査範囲では重複関係は存在しないが、第 2次調査においては第 2次調査分のH

59号住居址を切 り、H51号住居址に切られている。隅丸長方形の平面プランを呈 し、長軸長5.8

m・ 壁残高0.25mを測る。N-17° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に構築されており、

壁外に短 く延びる煙道部と火床が検出されただけで、袖等は除去されていた。P■ 1ま 2基検出さ

れた。 2基共に主柱穴と考えられる。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には郭 (1)と甕 (3)が認められる。

イは内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。甕は長胴で、内外面ヘラナデ調整のものである。

須恵器は郭 (2)が 1点出土している。底部ヘラ切 りのものである。石器は長方形に磨 り出され

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邦

７

．

一

３

．

内一黒色処理。

外―箆削り。

-2
須恵器

不

14.5

98
41

底部箆切り。

-3
土師器

甕

156
内外―ヘラナデ。

-4 軽石製品

-5 磨石 1010g

第83表  H48号住居址出土遺物観察表

た軽石 (4)と 、磨石 (5)力 d認められる。

H49号住居址 (第93図 、図版百二十人)

遺構一Ⅲお 8グ リットで検出された。H51号住居址に切られる。本址は第 2次調査のH58号住

居址と同一の住居址であり、 2次調査において 2次調査のH49号住居址に切られている。壁残高

0.lmを測る。 5基検出されたPitは P4を除き浅い。 2次調査時に検出されたP託も全て浅い為、

今回の調査で検出されたPitが主柱穴を構成するのかも知れないが、判然としなかった。カマ ド

は第 2次調査においても、今回においても検出されていない。

遺物―土師器と石器が出土 している。土師器には郭 (1)、 壷 (2)、 鉢 (3)、 甕 (4～ 7)

が存在する。邪は半球状を呈するもので、内面箆磨き、外面には箆削り調整が施される。 2の壷
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は回縁端部が外面に弱い稜を形成 しながら立ち上がるもので、内外面に放射状の箆磨きが加えら

れる。 3は内面に刷毛日、外面に箆削り。箆磨きが加えられる。甕は 4。 5の ような刷毛目調整

のものと、6,7の ような箆削り調整のものが認められる。石器は 8の砥石と9の磨石が出土し

ている。

H50号住居址 (第94図、図版二十二・百二十九)

遺構―Ⅲう8グ リットで検出された。重複関係は有さない。第 2次調査のH48号住居址は本址

と同一の住居址である。隅丸長方形の平面プランを呈し、長軸長5。 72m・ 壁残高0.5mの規模を

144
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

内一箆磨き。

外一箆削り。

-2
土師器

壷

15,2

内外―放射状箆磨き。 混入遺物。

-3
土師器

鉢

■

一　

一

内一刷毛目。

外―箆削り～箆磨き。

-4
土師器

甕

18.4 内一ナデ。

外―刷毛目。

-5
上師器

甕

14.4

内外一刷毛目。

-6
上師器

甕
72

内一ナデ。

外一箆削り。

-7
土師器

甕

一

６

．

一

内一ナデ。

外一銘削り。

-8 砥石

-9 磨石 610g

第84表  H49号住居址出土遺物観察表

1-2 古墳時代の住居址

有し、N-4° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構築されており、袖は地山を

削りだしている。 4基検出されたPitの 内Plと P2が主柱穴である。柱は確認できなかった。

覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、石器、石製品、弥生土器が出土 している。土師器には不 (1・ 2)、

高杯 (4)、 甕 (5・ 6)が認められる。 1の邪は須恵器邦蓋を模倣 した形態のもので、内面ナ

デ、外面には箆削り調整が施される。 2は半球状を呈するもので、内面は黒色処理される。外面

には箆削り調整が施される。高杯は脚部のみの出上である。内面箆削り、外面ナデ調整が施され

る。甕は 2点共に内面ナデ、外面箆削り調整が施されるが、箆削りの方向が 5は横位、 6は縦位

である。須恵器には邦 (3)、 広口壷 (7)が認められるとイは底部箆削りである。広口壷は底

部付近に叩き痕が認められる。体部には箆削 り調整が施 される。石器は打製石斧 (14)、 磨石

(15)、 砥石 (13)力 d認められる。打製石斧は混入品で、基部を欠損する。石製品としては11の

臼玉と12の石製模造品が出上している。いずれも滑石製である。弥生土器 (8～ 10)は混入品で

ある。 8は甕、 9。 10は壷である。 8は口唇部に縄文、体部には櫛描波状文を施 している。 9は

鋸歯文内に刺突を充填 し、更に縄文が施される。10は内面に刷毛目調整が施され、外面は赤彩さ
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1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法 量 成 形・調   整 備 考

― ユ
上師器

邦

12.4 内一箆磨き。

外一箆削り。

-2
土師器

罫

13.4

4.0

内外―放射状銘磨き。 混入遺物。

-3
須恵器

IFN

内一刷毛目。

外一銘削り～箆磨き。

-4 珊訪
8.0

内一ナデ。

外一刷毛目。

-5
土師器

甕

16 0

内外―刷毛目。

-6
土師器

甕

21.6 内一ナデ。

外―箆削り。

-7
須恵器

広口壼

12.6

106
148

内一ナデ。

外一箆削り。

-8 推
甕

混入品。

-9 推
壷

混入品。

-10 姓
壷

混入品。

-11 臼玉 0.9g

一ユ2
石製

模造品
9,Og

-13 砥 石 370g

-14 打製石斧
155g

混入品。

-15 磨石 680g

第85表  H50号住居址出土遺物観察表

れている。

H52号住居址 (第95図、図版二十三・百三十)

遺構一Vえ 5グ リットで検出された。H70号・H99号住居址を切る。隅丸長方形の平面プラン

を呈 し、長軸長6.45m×短軸長5,30m×壁残高0.4mの 規模を有する。N-20° 一Wに長軸方位

をとる。カマ ドは北壁の中央部に構築され、長径1.5m×短径0。 9m×深度0,45mの規模を有する。
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1-2 古墳時代の住居址

袖基部を僅かに削りだしており、残存部分は全て粘土により構築されていた。4基検出されたPit

は全て主柱穴である。西南隅の床面上に炭化材の散乱が認められたが、本址は焼失家屋ではない。

覆土は自然堆積である。

遺物一土師器と石器が出土している。上師器には不 (1・ 2)と甕 (3・ 4)力d認められる。

1,2共に口縁部に小さな稜をもつ、 1は内面ナデ調整、 2は黒色処理がなされる。 2は欠損す

るため不明であるが、 1は底部に箆削りが施される。 3の甕は内面刷毛日、外面箆削り調整が施

され、 4は内面刷毛日、外面には箆削り調整後に箆磨き調整が施される。石器としては 5の磨製

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

邪

３

．

一

５

，

内一ナデ。

外―箆削り。

有段口縁不。

-2
土師器

邦

16.5 内一黒色処理。

外―ナデ

有段日縁邦。

-3
土師器

甕

19,0 内一刷毛目。

外一箆削り。

-4
上師器

甕

３

．

一
　

一

内一刷毛目。

外一箆削り～箆磨き。

-5 磨製石斧
520g

混入遺物。

第86表  H52号住居址出土遺物観察表

石斧が出上しているが混入品である。

H53号住居址 (第 96・ 97図 、図版二十四・百三十・百三十一)

遺構一Vき 4グ リットで検出された。M6号溝址に切られ、H75号住居址を切る。隅丸方形の

平面プランを呈 し、長軸長4.8m×短軸長4.8m×壁残高0。 4mの規模を有する。N-10° ―Wに

長軸方位をとる。北壁中央部分に構築されていたであるうカマ ドは、M6号清址により消滅 して

いた。 4基検出されたPi日ま全て主柱穴である。柱は確認されなかった。覆土は自然堆積で周溝

は有さない。

遺物―土師器と石器が出土 している。土師器には不 (1・ 2)、 高杯 (3)、 小型甕 (5・ 6)、

甕 (4・ 7・ 8・ 11)、 壺 (9。 10,12)力 S認められる。 1の不は須恵器郭蓋の模倣を原型とす

るもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2は丸底気味の底部から口縁がやや外反して

立ち上がるもので、内面黒色処理、外面箆磨き調整が施される。高杯 3は内面黒色処理、脚内は

箆削り調整、外面に刷毛目調整後箆削り調整を加えている。 5・ 6の小型甕は頸部の括れが弱い

もので、 5は内外面刷毛目調整、 6は内外面に箆磨き調整が施される。甕は長胴の 4・ 7・ 8と
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1-2 古墳時代の住居址

胴張 りのHが存在する。 4・ 7は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 8は内面刷毛 目調整、

外面箆削り調整が施されている。Hは内面ナデ、外面箆削り調整後ナデ調整が施される。壺 9は

小型で内面ナデ、外面箆削り調整が施される。10は内外面に光沢のある黒色顔料が塗彩 されてい

る。顔料の成分は未分析である。12は国縁部に有段口縁邪の様な稜あるいは段を有する。内面刷

毛目調整、外面刷毛目調整～箆削り調整が施されている。石器には13～ 19の編物石と20の砥石が

挿図番号 器  種 法 二塁 成   形・調   整 備 考

-1
土師器

イ

12.6 内一ナデ。

外―箆削り。

-2 土師器

杯

12.3 内一黒色処理。

外一銘磨き。

-3 土師器

高不

13.8

10,7

8.0

内一黒色処理。脚内 :箆削り。

外―刷毛目～箆削り。

-4
土師器

甕

184 内一ナデ。

外―箆削り。

-5 土師器

小型甕

9.8

内外―刷毛目。

-6 土師器

小型甕

12.8

内外―箆磨き。

-7
上師器

甕

21.6 内一ナデ。

外一箆削り。

-8
土師器

甕

23.0 内一刷毛目。

外―箆削り。

-9
土師器

壷

11.2 内一ナデ。

外一箆削り。

-10 土師器

壷
内外―黒色顔料塗彩。

― ■
土師器

甕

内一ナデ。

外―ナデ・箆削り。

-12 土師器

壼

20 0

7.4

内一刷毛目。

外―刷毛目～箆削り。

-13 編物石 210g

-14 編物石 310g

-15 編物石 230g

-16 編物石 370g

第87表  H53号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備 考

-17 編物石

10.5

50
4.1

-18 編物石 650g

-19 編物石 620g

-20 砥 石 560g

第Ⅱ章 遺構と遺物

第88表  H53号住居址出土遺物観察表 (2)

認められる。

H55号住居址 (第98図 、図版二十五・百三十二・百三十二)

遺構―Vき 5グ リットで検出された。M5号・M6号溝址に切 られる。隅丸長方形の平面プラ

ンを呈し、南北4.6m× 東西5.2m×壁残高0.25mの規模を有する。南北を主軸としてN-10° 一

Wの主軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に構築されていたが、M5に より破壊され、火床だけが

確認 された。 5基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。柱は確認されなかった。

覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器が出土している。土師器には郭 (1～ 3)、 小型甕 (6・ 7・ 9)、 甕 (8

'10)が存在する。邪は須恵器郭蓋の模倣を原型とする 1・ 3と 、丸底で底部と口縁部の境から

回縁部が大きく外反する2が認められる。 1・ 2は内面黒処理が施され、 3点共に外面は箆肖1り

調整がなされる。小型甕 6は内面刷毛目、外面箆削り調整が施 される。 7は内面ナデ、外面箆削

り調整のもの、 9は内外面共にヘラナデ・箆肖Jり 調整の後箆磨き調整を施している。甕は 2点共

に長胴甕で、 8は内面刷毛目調整、10はナデ調整で、外面は双方共箆削り調整が施 される。須恵

器には不 (5)と 不蓋 (4)力く認められる。セットとして捉えて良い法量である。雰・邪蓋共に

口縁部の端部は丸い③郷蓋の口縁部と天丼部境の稜線も不明瞭な沈線により表現されていること

から、田辺陶邑編年のT K43の範疇で捉えられるものと思われる。

H56号住居址 (第99図 、図版二十五・百三十二)

遺構―Vか 8グ リットで検出された。M5号 'M6号溝址に切られる。本址は第 2次調査分の

H37号住居址と同一の住居址である。第 2次調査分において第 2次調査のH50号住居址を切って

いる。壁残高0.5mを測り、南北を主軸とする真北に主軸をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構

築されており長径1.3m、 深度0.55mの規模である。石組みを粘土で被覆 した所謂「石組粘土カ

152



1-2 古墳時代の住居址
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1-2 古潰時代の住居址
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

一 ユ
土師器

邪

生

一　

一

内一黒色処理。

外―箆削り。

-2
土師器

杯

15.2

40

内一黒色処理。

外―箆削り。

-3
上師器

不

142 内一ナデ。

外一箆削り。

-4
須恵器

不蓋

12.9

37

内一ナデ。

外一箆削り。

TK43。

-5
須恵器

不

11.4

3.5

内一ナデ。

外―箆削り。

凹 3。

-6
土師器

小型奏

13.2 内一刷毛目。

外―箆削り。

-7
土師器

小型奏

15.5 内一ナデ。

外―箆削り。

-8
土師器

甕

187 内一刷毛目。

外一箆削り。

-9
土師器

小型壷

内一ナデ、箆磨き。

外―箆削り、箆磨き。

-10
土師器

姿

16.2

50
35,2

内一ナデ。

外―箆削り。

H55号住居址出土遺物観察表

マ ド」である。 2基検出されたPitは 、 2次調査分の 2基のPitと 合わせ 4基の主柱穴を構成する。

柱は確認できなかった。覆土は自然堆積で周溝は存在 しなかった。

遺物―土師器、鉄器、石製品が出土している。土師器にはイ (1～ 3)、 高杯 (4・ 5)、 甕 (6

～ 8)、 甑 (9)が認められる。lThは 3点共に所謂「有段口縁雰」である。 1'2は内面ナデ調

整、 3は放射状の案文が付加される。外面は 3点共に箆削り調整が加えられる。高杯は 2点共に

内面黒色処理され、外面と脚内には箆削り調整が施される。甕は全て長胴である。 6は内面刷毛

目調整、 7'8は ナデ調整が施される。外面は 3点全て箆削り調整が施されている。 9の甑は内

外面箆磨き調整される大型のものである。鉄器は断面円形を呈する棒状のものが 1点出土してい

る。器種は不明である。石製品としては11の 臼玉が出土している。滑石製である。

H57号住居址 (第 100図、図版二十六・百三十二)

遺構―Vえ 3グ リットで検出された。H67号・H86号住居址を切る。隅丸長方形の平面プラン

を呈 し、南北2.8m× 東西3.4m壁残高0,3mの規模を有する。主軸を南北とすると、N-20° 一

156



1-2 古墳時代の住居址
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挿図番号 器  種 法   量 成 形・調 整 備    考

-1
土師器

邦

１
・

一

生

内一ナデ・銘削り。

外一箆削り。

有段口縁不。

-2
土師器

杯

Ｚ

一　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

有段口縁邦。

-3
上師器

邦

３
．

一

生

内一ナデ・放射状暗文。

外―箆削り。

有段口縁不。

-4 珊訪

14.7

11.2

10,7

内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

-5 珊訪

７

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆削り,箆磨き。

-6
土師器

甕

５

．

一
　

一

内一刷毛目・ナデ。

外一箆削り。

-7
土師器

甕

７

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-8
土師器

甕

一

６

．

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-9
上師器

甑

一

＆

一

内外―箆磨き。

-10 鉄器 ?

― 」 臼玉

第Ⅲ章 遺構と遺物

第90表  H56号住居址出土遺物観察表

Wの主軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構築 されており、残存部部には石は存在せず、

粘土だけで構築 されていた。長径1.07m× 短径0,95m×深度0.3mの規模 を有する。Pitは存在せ

ず、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器と磨石が出土している。土師器には小型甕 (2)、 甕 (1)が認められる。小型

甕は広口で内面ナデ調整、外面箆削り調整が施される。甕は長胴で内面ナデ調整、外面刷毛目調

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調 整 備   考

-1
上師器

甕

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外―刷毛目。

-2
器

甕

師

型

土

小

６

．

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-3 磨石

7.5

32
2.2

第91表  H57号住居址出土遺物観察表



1-2 古墳時代の住居址

語ぽ海柔逢媚t器評チ統縦畔配三F溺擁魯畿
カ マ ド構 築 粘 土。

第100図  H57号住居址

整のものである。

H62号住居址 (第 101～103図 、図版二十八 。百三十七～百三十九)

遺構一Vい 4グ リットで検出された。H79号・H100号住居址を切る。隅丸方形の平面プラン

を呈 し、長軸長7.6m×短軸長6.95m×壁残高0。 55mの 規模を有 し、N-2° 一Wに長軸方位を

とる。カマ ドは北壁の中央部分に構築され、長径1.15m× 短径1.lm×深度0.5mの規模を有する。

構造は石芯を粘土で被覆するものであるが、天丼部分は崩壊 しており残存 していなかった。P■

は 6基検出された内のPl～ P4の 4基が主柱穴である。P2では直径18cmの柱が確認されてい

る。P6はカマ ドと相対位置の南壁下に構築されており、出入り口に関係するものと思われる。

カマ ドとP6部分を除く壁下には周溝が巡らされている。中16om、 床面からの深度16cmを測る。

覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には郷 (1～ 3)、 高杯 (6～ 8)、 甕 (9

～19)、 壺 (20)が認められる。 1・ 3の 郭は半球状を呈 し、外面に箆削 り調整が加えられる。

1は内面黒色処理がなされる。 2は平坦な底部をもち、内湾気味に開いた回縁部が端部で外反す

る。内面ヘラナデ、外面箆削り調整が施される。高杯 6・ 7は半球状の不部を有し内面黒色処理

される。 8は脚部の破片で、裾が内面に稜をなして強く開いている。甕は器壁が薄く外面頸部下

に斜位の箆削り調整が施される9,12・ 14。 16の ような「武蔵甕」系のものとそうでないものと



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

郭

９
．

一

生

内一黒色処理。

外―箆削り。

-2
土師器

邪

内一ヘラナデ。

外―箆削り。

-3
土師器

不

18 4

49

内一ナデ。

外一箆肖1り 。

-4
須恵器

lTh
底部箆切り箆削り。

-5
須恵器

不蓋

10.0

22

-6
土師器

高邪

13.3 内一黒色処理。

外―箆削り。

-7 鰯訪

14 7 内一黒色処理。

外一箆削り、箆磨き。

-8 靭部
10,7

内一ヘラナデ、箆削り。

外一箆削り。

-9
土師器

奏

22.0 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-10
土師器

甕

21.3 内一ナデ。

外―箆削り。

-11

土師器

奏

工

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-12 土師基

密

24.0 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-13 上師器

甕

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-14
土師器

甕

８

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-15 土師器

甕

16.0 内一ナデ。

外―箆削り～箆磨き。

-16 土師器

甕

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外―飽削り。

武蔵甕。

-17
土師器

甕
4.0

内一ナデ。

外一箆削り。

-18 土師器

甕

22.4

25.9

内一ナデ。

外―箆削り。

-19 上師器

甕

26.1

34.5

内一ナデ。

外―箆削り。

第92表  H62号住居址出土遺物観察表 (1)
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第101図  H62号住居址 (1)
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1-2 古墳時代の住居址

第103図  H62号住居址 (3)

が混在する。器形てきには15。 16の ような胴張りのものと長胴のものが存在する。壷20は丸底で

球形胴を呈し、回縁部が端部で大きく開く特徴的な器形を有している。内面ナデ、外面箆削り調

整が施されている。須恵器には郷 (4)と 郷蓋 (5)が認められる。郭は比較的小型でロクロか

ら箆で切り離された後、箆削り調整が施されている。 5の不蓋はかえりを有 し、扁平な擬宝珠つ

まみが付されている。不同様小型である。かえりの端部、回縁部の端部共に断面が丸 く仕上げら
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挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

―-20 土師器

笠

15,7

19.2

内一ナデ。

外一箆削り。

-21 編物石

-22 編物石 220g

-23 編物石 530g

一-24 編物石

-25 編物石 460g

第Ⅱ章 遺構と遺物

第93表  H62号住居址出土遺物観察表 (2)

れている。石器 (21～ 25)は全て編物石である。

H63号住居址 (第 104図、図版二十九・百三十九)

遺構―Vい 6グ リットで検出された。H65号住居址を切る。長方形の平面プランを呈する。南

北長3.4m、 壁残高0.4mの規模を呈する。第 2次調査におけるH35号住居址は本址と同一の住居

址である。カマ ドは北壁の中央と北東隅の中間に構築される。煙道部は残存 していたが天丼部分

は流出しており存在しなかった。残存部分は粘土により構築されていた。南北径0,78m×東西径

0.8m× 深度0.44mを浪1る 。Pit、 周清は存在せず、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器が出土している。郭 (1・ 2・ 4)、 鉢 (3)、 甕 (5'6)の器種が認められる。

1・ 2は混入品である。 2点共に底部に回転糸切痕が認められる。 4のイは半球状を呈 し、内面

黒色処理、外面箆磨き調整が施される。 3の鉢は内面黒色処理、外面には箆削 り調整が施 される。

甕は長胴のもので、 5は内面箆磨き、外面には箆削り調整後箆磨き調整が施される。 6は内面ナ

デ調整、外面箆肖1り 調整のものである。

H65号住居址 (第 105。 106図 、図版二十九・百四十・百四十一)

遺構―Vい 6グ リットで検出された。H63号住居J」 r_に 切られ、H89号住居址を切る。第 2次調

査におけるH41号住居址は本址と同一の住居址である。隅丸方形の平面プランを呈 し、N-30°

一Wに長軸方位をとる。長軸長6.48m、 壁残高0.4mの規模を有する。カマ ドは耳ヒ壁の中央部分

に構築 されており、長径1.07皿 ×短径1.05m× 深度0.5mの規模を有する。石芯 を粘上で被覆 し

た所謂「石組粘土カマ ド」である。Pitは 6基検出され、その内のP2～ P5の 4基が主柱穴で

164



1-2 古墳時代の住居址

1 灰黄褐色土層 (10Y14/2)。 上層に握り拳大の礫を少含。

第104図  H63号住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 土師器

不

３
．

一

生

右回転糸切り。 混入品。

-2 土師器

杯

12.7

5.0

3.9

方向不明回転糸切り。 混入品。

-3
土師器

鉢

８

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆削り。
有段口縁不。

-4
土師器

邪

３

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

-5 上師器

甕

２

．

一
　

一

内一箆磨き。

外―箆削り・箆磨き。

-6 土師器

奏

生

一　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

第94表  H63号住居址出土遺物観察表
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1-2 古墳時代の住居址

ある。P2で 20cm、 P3で 15cm、 P5で 22cmの 柱が確認されている。壁下には周溝が巡らされて

おり、カマ ド部分と東壁下の中央部分は途切れている。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、石器、石製品が出土している。土師器には郭 (1～ 4)、 鉢 (5。 6)、 小型甕

(7・ )、 壷 (8)、 甑 (9)力 S認められる。不 (1・ 2・ 4)は須恵器郭蓋の模倣を原形とする

もので、 1・ 2は内面には暗文状の箆磨き、 4はナデ調整、外面は 3点共に箆削り調整が施され

る。 3は須恵器郭身の模倣を原形とするもので内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。鉢 5

・ 6は郭を深く巨大化させた形状のもので、内面箆削り～箆磨き、外面には箆削り調整が施され

る。小型甕 7は平坦な底部をもち、内面ナデ調整、外面箆削り調整が施 される。重 8は内面黒処

理が施される。外面は箆削り調整 され、口縁部には有段口縁郭と同様な手法による段を有 してい

る。甑 9は多孔のもので底部には木葉痕が認められ、内面ナデ調整、外面箆削り調整が施 される。

8の重と同様に、口縁部には有段回縁郭と同様な手法による段を有 している。石器としては■の

打製石鏃と12の砥石が認められる。Hは混入品である。石製品としては10の滑石製臼玉が出土し

爾 法♀◆

第106図  H65号住居址 (2)

ている。

H67号住居址 (第 107・ 108図 、図版二十一 。三十二・百四十二)

遺構―Vお 3グ リットで検出された。H57号住居址・ F10号掘立柱建物址に切られる。隅丸長

方形の平面プランを呈 し、N-15° 一Wに長軸方位をとる。長軸長5.32m、 壁残高0。 35mの 規模

を有する。カマ ドは 2基検出された。北壁の中央やや西寄りに構築されたカマ ドは旧カマ ドであ

り、煙道部が閉塞されていた。南壁の西南隅近くに構築されていたカマ ドが住居廃絶時に使用さ
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挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

14N

131

48

内一暗文状箆磨き。

外一箆削り。

-2
土師器

杯

２

．

一

５

．

内一暗文状箆磨き。

外―箆削り。

沌 6

-3 土師器

不

8.5

45

内一黒色処理。

外―箆削り。

― r
上師器

邦

13 0 内一ナデ。

外―箆削り。

-5
土師器

鉢

内一箆削り～覚磨き。

外―箆削り。

h5

-6
土師器

鉢

内一箆削り～箆磨き。

外一箆削り。

N〕 1

-7
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

配 2

-8 上師器

董

13.1

5.5

13 7

内一黒色処理。

外一箆削り。日縁部に段。

N箋 4

-9 土師器

甑

内一ナデ。

外―飽削り。日縁部に段。

N)3

-10 臼玉

1.4

08
2.6g

-11 打製石鏃

-12 砥石

20 4

91
2.5

６８

ｈ

第Ⅱ章 遺構と遺物

第95表  H65号住居址出土遺物観察表

れていたもので、長径1.05m×短径0.85m×深度0.4mの規模を有する。双方共に所謂「石組粘

土カマ ド」である。P■ 1ま 6基検出され、その内のPl～ P4の 4基が主柱穴であった。P4か

ら直径15cmの柱が確認された。本址は、住居址廃絶時に多量の礫が床面上に廃棄あるいは配置さ

れていた。その散布状態に規則性は見いだせなかった。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、石器、石製品が出土している。土師器には邪 (1・ 2)、 鉢 (3)、 甕 (4)が

認められる。イ 1は有段口縁邪である。邪 2は須恵器郭蓋の模倣を原形とするもので、内面ナデ

調整、外面箆削り調整が施されている。鉢 3は内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。甕 4

は長月同を呈するもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。石器としては 6・ 10の ような磨

石と、 7・ 9の ような編物石、 8。 11の ような凹石が認められる。石製品としは 5の軽石製の円

盤が出土している。
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1-2 古墳時代の住居址

岡
側
∨
〇

む
含

含
多

を
を

子
子

粒
粒

お
お用

冊
ス
ス

含
パ
パ
　

ｏ

少

ヽ

　ヽ
在

ｏ
ｏ
∫

粒
粒
粒
　
混
土
土
土

石
石
石
　
の
粘
粘
埋

下
下
下
　
土
築
築
方

峨
耐
隕
　
船
際
酷
闘

５
５
５
　
船

マ
マ
マ

／
／
／
　
５Ｙ
ヵ
カ
カ

咄隅
躙
呼
叫

層層層層層層層層

笠祉餃飩笠笠土笠

螂錦期錦鞘離色鶏

都那肺肺那ぶし、自都

にににににに灰に

劾扱物10蝕
|  (標

高69+040m)  Pm

1

匡
零垂曇曇了

三エ

モラフ

2

―

②

―

と      1   5

 ヽ      ＼―――一―

＼
｀
＼ ゞ―

下
~~~「~
、 

十_
E7

0
Pl

B静 5

0   u

③P2

第107図  H67号住居址 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

郭

148 内一ナデ。

外―箆削り。

有段日縁郷。

-2
土師器

杯

13.0 内一ナデ。

外―箆削り。

-3
上師器

鉢

17.0 内一黒色処理。

外一箆削り。

-4
土師器

奏

内一ナデ。

外一箆削り。

-5
軽石製

円盤
10.5g

-6 磨石 280g

-7 編物石

-8 凹石

-9 編物石

-10 磨石

12.2

5,7

2.7

-11 打製石鏃 2380g

第Ⅱ章 遺構と遺物

第96表  H67号住居址出土遺物観察表

H69号住居址 (第 109・ ■0図 、図版二十 。百四十三)

遺構―Vこ 6グ リットで検出された。H45号・H46号・H47号・H76号・ H105号住居址、F

16号掘立柱建物址に切られる。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長7.2m×東西長7.32m×壁

残高0。 3mの規模を有する。南北を主軸とした場合、N-3° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは

H45号住居址により破壊 され存在 しなかった。Pitは 4基検出されすべてが主柱穴と考えられる。

柱は確認できなかった。覆土は単層で人為埋土であった。周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、石器が出上 している。土師器には邪 (1～ 4)、 甕 (6～ 9)が認め

られる。邪 1・ 2は内面に段を有 し黒色処理される。底部は平坦で箆削りが施されている。 3は

半球状を呈すもので内面ナデ、外面には箆削り調整が施される。 4も 内面に段を有する。内面箆

磨き、外面には箆削り調整が施される。 6の甕は底部片である。底部だけが突出した形態で、内

170



1-2 古墳時代の住居址

第108図  H67号住居址 (2)

面ナデ、外面箆削り調整が施される。 7は内外面共に刷毛目調整後箆磨きが施されている。 8・

9は内面ナデ調整、外面刷毛目調整が施される。須恵器は邪蓋 (5)のみが出上している。扁平

で、天丼部分には箆削り調整が施される。石器は自然礫をそのまま使用した砥石 (10)が 出上 し
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∩
圏
Ｖ
Ｑ
ハ
脚
）
‐□

い

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

邦

15。 3

3.3

内一黒色処理。

外―箆磨き。

-2
上師器

邦

５
．

一

生

内一黒色処理。

外―箆削り。

-3
土師器

郷

生

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-4
上師器

郷

７

．

一
　

一

内一箆磨き。

外―箆削り。

-5 籍聴
一

＆

一

天丼部箆削り。

-6
土師器

甕

．

５
，

７

・

内一ナデ。

外―箆削り。

第97表  H69号住居址出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-7 土師器密

20.0

内外―刷毛目～箆磨き。

-8 上師器甕

17.5

内一ナデ。外―刷毛目。

-9 土師器甕 内一ナデ。外―刷毛目。

-10 砥石 77.6g

1-2 古墳時代の住居址

第98表  H69号住居址出土遺物観察表 (2)
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H70号住居址 (第Hl～ H3図、図版三十二・二十二・百四十二・百四十四)

遺構―Vえ 6グ リットで検出された。H52号 'H58号住居址に切られる。隅丸方形の平面プラ

ンを呈し、南北長6.56m×東西長6.52m×壁残高0.35mの規模を有する。東壁中央部にカマ ドを

有するため、東西を主軸として捉えると主軸方位はN-81° 一Eと なる。カマ ドの規模は長径1.45

m×短径1,05m×深度0,42mで ある。石芯を粘土で被覆 した所謂「石組粘土カマ ド」である。天

井部分を流出するが、比較的残存状態は良好であった。P■は 5基検出された。その内のPl～

P4の 4基が主柱穴である。P4か らは直径20cmの柱が確認された。周清は有さず、覆土は自然

堆積であった。

遺物―土師器、鉄器、石製品が出土 している。土師器には郭 (1～ 6)、 甕 (7・ 8・ 10～ 12

・14・ 16)、 小型甕 (9。 13・ 15。 )、 台付甕 (18)、 甑 (17)が 存在する。郷 1は 内面に放射状

の暗文を施 し、外面には箆削りが施される。有段口縁郭であろう。 2は内面ナデ、外面箆削り調

整が施される。 3は半球状を呈するもので、内面黒色処理、外面はナデ調整が加えられる。 4～



第Ⅱ章 遺構と遺物

6は丸底の底部から口縁部が内湾気味に大きく開くもので、内面には段を形成する。 4は内面箆

磨き、 5はナデ、 6は黒色処理される。外面は 3点共に箆削りが施される。甕は刷毛目調整を主

体とする 7・ 8と 、箆削り調整を主体とする10。 11、 箆磨き調整を主体とする12・ 16に大きく分

類できる。刷毛目調整を主体とする7'8。 14と 、箆磨き調整を主体とする12・ 16は胎土的には

良く似ており、赤褐色を呈し砂粒を多合する。器形的にも底部が突出し、体部下半が箱清水式土

器の壼のようにこそげた感じになる。箆磨き調整を主体とする12・ 16は壷と呼ぶ方がよいかも知

れない。一方の箆削り調整を主体とする10・ 11は、長胴で弥生土器に連なる佐久地方の普通の胎

土を有 している。器形的には11の体部下半に 7・ 8な どの影響が認められる。小型甕 9は 7・ 8

と同系列のものである。13は焼きの良い、器壁の薄い土器で刷毛目調整後箆磨きを加えている。

15は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。台付甕18は内画面に箆削り調整が施されている。甑

17は単孔で内外面共に刷毛目調整後箆削り、ナデ調整を加えている。鉄器20は器種不明である。

石製品としては19の紡錘車が出上した。表裏に線刻による鋸歯文が描かれている。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

３

．

一
　

一

内一ナデ、放射状暗文。

外―箆削り。
有段口縁不。

-2
上師器

郷

14.3

49

内一ナデ。

外―箆肖1り 。

-3
土師器

郷

14.5 内一黒色処理。

外―ナデ。

-4
土師器

不

３
．

一

生

内一箆磨き。

外―箆削り。

-5 土師器

邪

15.5

9,0

42

内一ナデ。

外―箆削り。

-6
土師器

邦

16 7

4.4

内一黒色処理。

外―箆削り。

No10

-7 上師器

甕

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆削り。
Nα 6

-8
土師器

甕

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆削り。

No 5 ・ 6

-9
土師器

小型奏

内一刷毛目。

外一刷毛目・箆削り。

Nα 6

-10 土師器

甕

内一ナデ。

外一箆削り。

No 5・ 6 7

― H
土師器

甕

21.8 内一刷毛目・ナデ。

外―箆削り。

No 5 ' 7 ・ 8

第99表  H70号住居址出土遺物観察表 (1)
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1-2 古墳時代の住居址
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7

９

１

▽

甲

挿図番号 器  種 法 重
塁 成   形・調 整 備 考

-12 上師器

甕

23.9 内一箆肖1り '刷毛目。

外一箆磨き。

Nα 6

-13
土師器

甕

13.9 内一ナデ。

外―刷毛目・箆磨き。

-14
土師器

甕
5.8

内一ナデ。

外一刷毛目。

-15
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

No 3

-16 土師器

甕

内一箆磨き。

外―刷毛目・箆磨き。

No 2 ・ 4

-17
上師器

甑

15.0

13.1

内一刷毛目・箆削り。

外一刷毛目・箆削り。

No l

-18 上師器

台付甕

8.2

内外―箆磨き。

-19 紡錘草 鋸歯文。
46.9g
Noll

―-20 鉄 器

第100表  H70号住居址出土遺物観察表 (2)
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H71号住居址 (第 114図、図版百四十五)

遺構― Iえ 9グ リットで検出された。H12号住居址に切られ、H H2号住居址を切る。第 2次

調査におけるH62号住居址は本址と同一の住居址である。隅丸方形の平面プランを呈し、南北長

4.7m、 壁残高0.18mの規模を有する。カマ ドは第 2次調査において北壁の中央部分に検出され

ており、Pitも 主柱穴 2基が検出されている。しかし今回の調査では検出されていない。覆土は

自然堆積であった。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

不

３
．

一

舒

内一螺旋十放射状暗文。

外―箆削り。

-2
上師器

邦

６
．

一

生

内一ナデ。

外―底部箆削り。

-3
土師器

邦

」

一

生

内一ナデ。

外一箆削り。

-4
土師器

不

上

一　

一

内一黒色処理。

外―箆削り。

-5
土師器

邪

110
11.1

4,9

内一ナデ。

外一箆削り。

-6
土師器

邦

＆

一　

一

内外一刷毛目～箆磨き。

-7
土師器

奏

６

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-8 推
甕

内一箆磨き。

外一日縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

混入遺物。

-9 推
甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

混入遺物。

-10 推
甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

混入遺物。

-11 推
甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文。
混入遺物。

-12 姓
甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文・波状文、体部 :斜走文。

混入遺物。

-13 弥生

甕

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文。

混入遺物。

-14 推
甕

内一箆磨き。

外一体部 :斜走文。

混入遺物。

-15 魅
甕

内一箆磨き。

外一体部 :斜走文。

混入遺物。

-16 弥生

甕

内一箆磨き。

外一体部 :斜走文。
混入遺物。

第101表  H71号住居址出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-17 魅
甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部箆描波状文+縄文十円形貼付

文。

混入遺物。

-18 弥生

壷

内一ナデ。

外一口縁部 :縄文+箆描波状文。

混入遺物。

-19 姓
壷

内一ナデ。

外―箆描き弧文。

混入遺物。

-20 推
壷

内一ナデ。

外―円形貼付文、赤彩。

混入遺物。

-21 砥 石 78.Og

第102表  H71号住居址出土遺物観察表 (2)

第Ⅱ章 遺構と遺物

遺物―土師器、弥生土器、石器が出土している。土師器にはイ (1～ 5)、 甕 (7)、 鉢 (6)

が認められる。不 1は内面に螺旋と放射状の暗文が施され、外面には箆削り調整がなされる。 3

は丸底から口縁部が大きく外反するもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2・ 4・ 5

は須恵器郭蓋の模倣を原形とするもので、 2・ 5は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 4は

内面黒色処理がなされ、外面には箆削り調整が施される。甕 7は長胴のもので尚面ナデ調整、外

面には箆削りが施される。鉢 6は内外面共に刷毛目調整後箆磨き調整が施される。弥生土器は全

て混入品であり本来はH l12号住居址に帰属するものである。甕 (9～ 17)、 壺 (18～ 20)が認め

られる。石器は21の携帯用の砥石が出土 している。

H73号住居址 (第 115図、図版百四十六)

遺構―Vう 2グ リットで検出された。H87・ H108号住居址を切る。住居の大部分は調査区域

外に延びるため形状・規模等は判然としない。壁残高0.35mを測る。P■は 2基検出されており、

主柱穴の可能性が強い。調査部分の壁下には幅20cm、 床面からの深さ12cmの周溝が巡らされてい

た。

遺物一土師器と須恵器が出土している。土師器には邦 (1)、 甕 (2)が認められる。邪は須

恵器邪蓋の模倣を原形とするもので、内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。甕は長胴で、

内面ナデ、外面箆削り調整が施される。須恵器は甕片が 2点出土している。叩き目と当て具痕が

認められるものである。
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

内一黒色処理。

外一箆削り。

-2
土師器

甕

９

．

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-3
須恵器

甕

内一当て具痕・ナデ。

外一叩き目。

-4
須恵器

甕

内一当て具痕。

外一叩き目。

第103表  H73号住居址出土遺物観察表
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H74号住居址 (第 116図 、図版二十二・百四十六)

遺構―Vく 2グ リットで検出された。H72号住居址を切る。調査区域外に延びるため平面プラ

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

一 l

土師器

甕

５

．

一
　

一

内外―ナデ。

第104表  H74号住居址出土遺物観察表
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(標 高691340m)
ｍ
ｍ

ｍ
ド
Ｚ

ン、規模等は不明である。南北長3.Om、 壁残

高0.3mを 測る。南北が主軸であると仮定する

ならば、N-16° 一Wに主軸方位をとる。カマ

ドは北壁に構築されており、長径1.5m、 深度

0.35mを測る所謂「石組粘土カマ ド」である。

覆土は自然堆積で、Pit、 周溝は調査範囲には

存在しなかった。

遺物―図示出来るものは土師器甕 1点である①

長胴を呈するものと思われる。

H75号住居址 (第H7図、図版百四十六)

遺構一Vき 3グ リットで検出された。H53号

住居址に切られる。住居の大半は調査区域外

に延びるため規模、形状は判然としない。カマ

ドは北壁に構築されており、長径0,8m、 深度

0.24mを測る。石芯を粘土で被覆した所謂「石

組粘土カマ ド」である。 3基検出されたPれは主柱穴とは思われない。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、弥生土器、鉄器が出上している。調査区域外で弥生時代の住居址と重複 してい

るものと思われる。土師器にはlTN(1)と 甕 (2・ 3)が存在する。lTXは須恵器郭蓋の模倣を原

形とするもので、内外面の口縁部に横位の箆磨きを疎らに施し、他の内面にはナデ調整、外面に

は箆削り調整が施される。甕は長胴のもので、 2は体部に最大径をもつ。内面ナデ、外面箆削り

調整が施される。 3は内面に刷毛日、外面に箆削りが施される。弥生土器は甕 (4・ 5)が認め

られる。 4は櫛歯状工具により口縁部と体部上半に波状文、頸部に廉状文、体部下半に斜走文が

施される。 5は口縁部～体部上半に刷毛目調整痕を残 し、頸部に櫛歯状工具による廉状文と波状

文を施 している。鉄器は 2点 (6'7)出上したが何であるかは不明である。

H79号住居址 (第 118・ 119図、図版二十五・二十六・百四十八・百四十九)

遺構一Vう 4グ リットで検出された。H99号住居址を切り、H62号住居址に切られる。隅丸方

形の平面プランを呈 し、長軸長6.25m×短軸長6.05m×壁残高0,85mの規模を有する。長軸方位

をN-15° 一Eに とる。カマ ドは北壁中央部に構築されれるが、 1度造り替えられており、西隣

に煙道と火床が確認された。所謂「石組粘土カマ ド」であり、天丼部が崩落していた他は状態は

極めて良好であった。H62号住居址の掘方に残存 していたものも含め、 5基のPitが 検出された。
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1-2 古墳時代の住居址

この内のPl～ P4が主柱穴で、P2で直径18cm、 P3で直径15cmの柱が確認できた。覆土は自

然堆積で、周溝は存在しない。

遺物一土師器、臼玉、土製品が出土している。土師器には郭 (1～ 5)、 甕 (6・ 9。 10)、 重

(7・ 8。 11)が認められる。不は 1～ 4が須恵器郷蓋の模倣を原形とするもので、 4は内面黒

色処理、他はナデ、外面は箆削り調整が施される。 1・ 2・ 4は所謂「有段口縁杯」である。 5

は内面ナデ、外面箆削り調整がほどこされる。郭と言うよりは皿と呼ぶべきかも知れない。甕は

9の ような胴が弱く張り、内面刷毛日、外面箆肖1り 調整が加えられるものと、10の ような長胴の

小型甕、 6の ように底部がやや突出するものなどが存在する。壼 7は口縁部に有段口縁邪と同様

な手法により段が形成される。内面刷毛目～箆磨き、外面箆削り調整が加えられている。 8は内

面刷毛日、外面箆削り調整のもの、11は恐らく須恵器を模倣 したと思われる。内外面に丁寧な箆

磨き調整が施されている。臼玉は 2点共に滑石製である。14の土製品は何であるか不明である。

H80号住居址 (第 120。 121図、図版二十五・三十六・百四十九・百五十)

遺構一Ⅶこ3グ リットで検出された。H66号住居址に切られ、H96号 。H100号 。H102号住居

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
上師器

邦

生

一

α

内一ナデ・箆磨き。

外一箆削り・箆磨き。

-2
土師器

甕

17 4 内一ナデ。

外一箆削り。

-3
器

生

師

弥

土

甕
8.3

内一刷毛目。

外一箆削り。

-4 甕

23.0 内一箆磨き。

外一口縁部・体部上半 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、体

部下半 :斜走文

-5 推
甕

22 6 内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文・波状文。

-6 鉄 器 60,3g

-7 鉄器 3.8g

第105表  H75号住居址出土遺物観察表
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

― l
土師器

不

12 2

52

内一ナデ。

外―箆削り。

有段口縁不。

-2 土師器

イ

13.6 内一ナデ。

外―箆削り。
有段日縁不。

-3
上師器

不

14.3

4.6

内一ナデ。

外―箆削り。

-4
上師器

不

14.2 内一黒色処理。

外―箆削り。
有段口縁郭。

-5
土師器

不

125 内一ナデ。

外―箆削り。

-6 上師器

奏

一

７

．

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-7
上師器

壷

22.8 内一刷毛目・箆磨き。

外一箆削り。日縁部に有段口縁郷と同様な手法による段。

-8
土師器

壷

19,7 内一刷毛目。

外―箆削り。

-9
土師器

甕

内一刷毛目。

外―箆削り。

-10 土師器

小型奏

169 内一ナデ。

外一箆削り。

-11
上師器

笠

７

．

一
　

一

内外―箆磨き。 須恵器模倣。

-12 臼玉

上

■

α

-13 臼玉

1.3

1.3

0.6

-14 上製品 内外―箆による沈線文。

第106表  H79号住居址出土遺物観察表

1-2 古墳時代の住居址

址を切る。隅丸方形の平面プランを呈し、N-16° 一Wに長軸方位をとる。南北長7.65m×東西

長7.2m×壁残高0.45mの規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に構築され、長径1.25m× 短

径1.Om×深度0.6mの規模を有する。袖の先端部分とその天丼部分に石組をする他は粘土で構築

されており、ほぼ完全に近い状態で残存 していた。Pitは 6基検出された。この内主柱穴はPl
～P4の 4基である。柱は確認されなかった。カマ ド東脇のP6は貯蔵穴、カマ ドと相対する南

壁下中央に存在するP5は、出入り口に関係するものであろう。覆土は自然堆積で、周溝は存在

しない。
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1-2 古墳時代の住居址

遺物―土師器、須恵器が出土 している。土師器には、郭 (1～ 7)、 高杯 (9)、 鉢 (10。 11)、

小型甕 (12・ 15'17)、 甕 (13,14)、 甑 (18)、 重 (16)が 認められる。郭 1～ 3・ 7は須恵器

郭蓋の模倣を原形とするもので、 1～ 3は内面ナデ、外面箆肖Jり 調整が施される。 3は有段口縁

郭である。 7は内面黒色処理、外面箆磨き調整が施されている。4も 須恵器郭蓋の模倣を原形と

するが、国縁部が短く直立気味に立ち上がっている。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 5

は半球状を呈するもので、内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。 6は国縁部が大きく開き、

内面底部と口縁部の境に段が付くもので、内面黒色処理、外面箆削り調整が施 される。高杯は脚

が長く、邪が浅いもので、杯内面の底部と口縁部の境に段を有し、黒色処理される。不外面には

有段口縁邦と同様な手法による段が認められる。鉢10は平底から口縁部が直立するもので、身が

深い。内面黒色処理、外面には箆削り調整が施される。Hは内面刷毛目調整、外面箆削り調整が

施される。小型甕12は須恵器甕を模倣 した口縁形態を呈 し、内面ナデ、外面箆削り調整がなされ

る。15は口縁部外面に有段回縁郭と同様な手法による段が認められる。内面ナデ、外面箆削り調

整が施される。17は内外面に箆磨き調整が施される。小型甕と言うよりは小型広口壷としたほう

が良いかも知れない。甕は 2点共に体部半ばが僅かに膨らむ長胴甕で、内面刷毛目、外面箆削り

調整が施される。甑18は多孔で、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。壺16は内面刷毛目調整、

外面刷毛目・箆磨き調整が施される。口縁部外面には、有段回縁郭と同様な手法による段が形成

されている。須恵器には不蓋 (8)と 瓶 (19)が認められる。必蓋は天丼部に箆削り調整が施さ

れる。田辺陶邑編年のT K43号 窯期に比定されようか、19は瓶類の回縁部である。頸部に 2条の

沈線を巡らす。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邪

135

4.2

内一ナデ。

外―箆削り。

-2 土師器

不

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-3
土師器

不

13.0 内一ナデ。

外一箆削り。
有段口縁イ。

-4
土師器

郷

生

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-5 土師器

邦

生

一

生

内一黒色処理。

外一箆削り。

-6
土師器

邦

７

．

一
　

一

内外―黒色処理。

外一箆削り。

-7
土師器

不

生

一　

一

内一黒色処理。

外―箆磨き。

第107表  H80号住居址出土遺物観察表 (1)
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1-2 古墳時代の住居址
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第Ⅱ章 遺構と遺物
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1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-8 鰯嬬

12.1

3.8

天丼部箆削り。

-9 船訪
内一黒色処理、脚内ナデ。

外一第削り。

有段口縁邦と同様

な段。

-10 土師器

鉢

内一黒色処理。

外―銘削り。

― ■
土師器

鉢

15.6

16.1

内一刷毛目。

外―箆削り。

-12 土師器

小型甕

14.7 内一ナデ。

外一箆削り。

口縁須恵器模倣。

-13 上師器

甕

内一刷毛目。

外一箆削り。

有段口縁不と同様

な段。

-14 土師器

甕

19,9 内一刷毛目。

外―箆削り。

-15
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

有段口縁不と同様

な段。

-16
上師器

壷

０

。

一
　

一

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆磨き。

有段日縁不と同様

な段。

―-17
器

甕

師

型

土

小

14.0

11.0

内外一箆磨き。

-18 土師器

甑

内一ナデ。

外―底部箆削り。

多孔。

-19 須恵器

瓶

7.0

頸部に 2条の沈線。

第108表  H80号住居址出土遺物観察表 (2)
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H81号住居址 (第 122図、図版二十六・百五十・百五十一)

遺構―Ⅶき6グ リットで検出された。H84号住居址、F14号掘立柱建物址に切られる。第 2次

調査におけるH34号住居址は同一の住居址である。壁残高0。 38m規模を有する。Pit、 カマ ドは

調査範囲内には存在しない。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、弥生土器、石器が出土している。土師器には甕 (1)と高杯 (2)カベ認められ

る。甕は長胴で内面ナデ、外面飽削り調整が施される。高杯 2は内面ナデ、外面箆削り調整が施

される。弥生土器は全て混入品である。 5～ 9は甕である。 5は口唇部に縄文を施 し、口縁部に

縄文と箆状工具による 1条の波状文を巡らす、頸部下には櫛歯状工具による波状文が施される。

6も 口唇部に縄文を施す。頸部に廉状文が巡り、体部には櫛歯状工具による波状文が施文される。

7は櫛歯状工具による廉状文が頸部に巡り、体部には斜走文が施される。 8も 櫛歯状工具による

廉状文が頸部に巡り、体部には波状文が施される。 9は体部に櫛歯状工具による波状文が施され

る①10,11は壺で、箆状工具により、平行沈線や鋸歯文、刺突列が施文され、縄文が充填される。

石器は 3の磨石と、 4の砥石が出土している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

甕

22.5 内一ヘラナデ。

外―箆磨き。

-2
土師器

高不

■.2 内一ナデ。

外―箆削り。

-3 磨石

-4 砥 石

15.3

5,7

45
610g

-5
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文、日縁部 :箆描波状文・縄文、体部 :

櫛描波状文。

混入遺物。

第109表  H81号住居址出土遺物観察表 (1)

H88号住居址 (第 123図 、図版百五十四)

遺構―Vく 7グ リットで検出された。H75号住居址、M5号清址に切られる。第 2次調査にお

けるH45号住居址は本址と同一の住居址である。隅丸長方形の平面プランを呈し、壁残高0.53m

を淑1る 。調査範囲内にはカマ ドは存在せず、Pitも 検出されなかった。覆土は人為埋土であった。

遺物―土師器、須恵器、弥生土器が出上 している。土師器には郭 (1)、 甕 (3)が認められ

る。郭は丸底の底部から回縁部が大きく開くもので、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。

甕は成形時の粘上の重ね痕を明瞭に残すもので、内画面にナデ調整が施 される。須恵器は不蓋

192



1-2 古墳時代の住居址

(2)が 出上している。「かえり」を有するものである。弥生土器には甕 (4～ 6)、 壷 (7・

4  (標高69♀胆Om) ぱ撃

1 に小い黄褐色土層 (10YR4/3)。 /1 cll以 下石粒、/5 Dm以 下パミスを含む。
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第Ⅱ章 遺構と遺物

8)が認められる。甕 4は口縁部～体部に櫛歯状工具による波状文が施され、体部においてこれ

を縦位に分割する条線を垂下させている。 5は口縁部に櫛歯状工具による波状文が施され、頸部

には廉状文が巡らされる。 6は頸部に廉状文を巡らし、体部には斜走文が施され、円形貼付文が

付加される。壷 7は箆状工具による「U」 。「X」 字状の文様が描かれる。 8は箆状工具による波

状文が描かれている。

H91号住居址 (第 124・ 125図、図版二十九・百五十五・百五十六)

遺構―Ⅳう10グ リットで検出された。H109号住居址を切る。第 2次調査における、H54号住

居址は本址と同一の住居址である。隅丸長方形の平面プランを呈 し、長軸長5.6m、 壁残高0,45

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-6
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :櫛猫波状文。

混入遺物。

-7
弥生土器

密

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

混入遺物。

-8
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :4m描波状文。

混入遺物。

-9
弥生上器

甕

内一箆磨き。

外―櫛描波状文。

混入遺物。

-10 弥生上器

壷

内一刷毛目・ナデ。

外―箆描平行沈線・縄文。

混入遺物。

-11

弥生上器

童

内一刷毛目・ナデ。

外―箆描平行沈線・鋸歯文・刺突列・縄文。

混入遺物。

第110表  H81号住居址出土遺物観察表 (2)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 土師器

邪

15 4

10.0

40

内一箆磨き。

外―箆削り。

-2 須恵器

不蓋

13.4
「かえり」を有す
る。

-3
土師器

寮

18.0

内外―ナデ。

-4 姓
甕

内一箆磨き。

外―櫛描波状文、体部に縦位条線。

-5 推
甕

内一箆磨き。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

第111表  H88号住居址出土遺物観察表 (1)



1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-6 雑
甕

内一箆磨き。

外一頸部 :廉状文、体部 :斜走文十円形貼付文。

-7 魅
壷

内一ナデ。

外一箆描沈線文。

-8 姓
壷

内一ナデ・刷毛目。

外一箆描波状文。

第‖2表  H88号住居址出土遺物観察表 (2)

~-42

10cll

(標高690740m)  2m

第123図  H88号住居址
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1-2 古墳時代の住居址

した所謂「石組粘土カマ ド」である。Pttは 4基検出され、この内のPl'P2が 主柱穴である。

柱は確認されなかった。P4は貯蔵穴、P3は出入り口に関係する施設であろう。周溝は調査部

分には存在せず、覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、石製円盤、土製勾玉が出土している。土師器には鉢 (1・ 5)、 小型甕 (2～

4)、 甕 (6～ 8)、 重 (9～■)力d認められる。鉢 1は平坦な底部を持ち、体部で外湾しながら

口縁部で外反する。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 5は 円筒形を呈する。内外面ナデ調

整が施されている。小型甕 2は底部から外湾 しながら体部が立ち上がり、回縁部で短く外反して

いる。内面ナデ調整、外面箆削り調整が施される。 3は 2の体部の張 りを弱くして、器高を若千

高くした形態を呈し、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 4は他の 2点が鉢と呼んでも差し

支えない形態を呈していたのに対し、甕をそのまま小型にした形態を呈す、内面ナデ、外面刷毛

目調整が施される。甕は 3点共に長胴で、頸部が括れ、体部が外湾する。 6は内面ナデ、外面刷

毛目調整が施される。 7'8は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。壷 9は有段口縁で内外面

にナデ調整が施される。10・ Hは 2点共に須恵器甕の模倣と考えられる。10は内面ナデ・刷毛目、

外面刷毛目・箆削り調整が施される。11は内面ナデ、外面刷毛目・箆削り調整が施されている。

石製円盤12は薄く扁平な礫の周縁を打ち欠いて円盤にしたもの。13の 上製勾玉はやや粗雑な造り

で、中央やや上部に 1孔が穿たれている。この 2点の遺物を積極的に祭予E遺物として捉えると、

石製円盤は鏡、土製勾玉は勾玉の代用品と考えられ、倹Jの代用品としての石製模造品が伴ってい

たのかも知れない。

H92号住居址 (第 126図 、図版四十・百五十六)

遺構―Ⅳう10グ リットで検出された。M8号溝址を切る。住居の大半は調査区域外に延びるた

め規模・形状については判然としない。壁残高0.55mを測る。調査範囲内にはカマ ドは存在しな

い。 4基検出されたPitの 内P2か らは直径16cmの柱が確認されている。主柱ズであろう。覆土

は 4層が人為埋土の可能性があるが、他は自然堆積である。

遺物一土師器、須恵器、磨製石斧が出土 している。土師器には郭 (1～ 5)、 重 (6)、 ミニ

チュア土器 (7)が認められる。不 1・ 2は須恵器郭蓋の模倣を原形とするもので、内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。 3～ 5は半球状を呈するもので、 3点共に内面黒色処理が施される。

3・ 5は外面箆肖1り 調整、 4は箆磨き調整が施される。壷 6は須恵器甕を模倣 したものと思われ

る。内面ナデ、外面箆磨き調整が施される。ミニチュア土器は器形的には壷型を呈し、手捏で成

形される。内外面箆ナデ、箆削り調整が施される。須恵器は壺の肩部ないしは、提瓶と思われる

破片が出上している。櫛歯状工具による束1突列が施されている。磨製石斧 9は混入品である。蛤

刃を呈する刃部が出土している。
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1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法 成   形・調   整 備 考

-1
上師器

鉢

内一ナデ。

外一箆削り。

-2
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-3
器

甕

師

型

土

小

内一ナデ。

外一箆削り。

-4
上師器

小型甕

10.0

5,0

12.6

内一ナデ。

外一刷毛目。

-5
上師器

鉢

10.4

10.0

13.3

内外―ナデ。

-6
土師器

甕

19.5 内一ナデ。

外―刷毛目。

-7
土師器

甕

18.7 内一ナデ。

外―箆磨き。

-8
上師器

甕

22.4 内一ナデ。

外一箆削り。

-9
土師器

芝

18.7

内外―ナデ。 有段口縁。

-10 土師器

壷

20,0

8.6

41.2

内一ナデ・用」毛目。

外―用」毛目・箆削り。

須恵器模倣。

一 H
土師器

壷

20,0
9,6

31,6

内一ナデ。

外―刷毛目・範削り。

須恵器模倣。

-12 石製田盤 22.9g

-13 上製勾玉 15.2g

第113表  H91号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法 量 成   形・調   整 備 考

-1
土師器

邦

11.0 内一ナデ。

外一箆削り。

-2
土師器

郵

13.8 内一ナデ。

外―箆肖Uり 。

-3
土師器

邦

14 7

4.0

4.3

内一黒色処理。

外一箆削り。

-4
土師器

不

13.0

5,3

内一黒色処理。

外一箆磨き。

第114表  H92号住居址出土遺物観察表 (1)
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H94号住居址 (第 127・ 128図、図版四十・百五十六 。百五十七 )

遺構―Vう 9グ リットで検出された。重複関係はない。住居の大半は調査区域外に延びるため、

規模・形状は判然としない。壁残高0。 3mを測る。調査範囲にはカマ ドは存在せず、 2基検出さ

れたPitも 性格が判断 しかねる状況である。周溝は調査範囲には認められず、覆土は自然堆積で

あった。

遺物―土師器、鉄鏃が出土 している。上師器には邦 (1～ 3)、 小型甕 (4～ 6)、 甕 (7・

200



1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-5
土師器

邪

14.3 内一黒色処理。

外―箆削り。

-6
土師器

壷

18.7 内一ナデ。

外―箆磨き。

-7
土師器

ミニチュア
30 内外―箆ナデ・箆削り。 手握。

-8 須恵器
7

櫛歯状工具による刺突列。

-9 磨製石斧
198 9g

混入遺物。

第115表  H92号住居址出土遺物観察表 (2)

8)が認められる。郷は 3点共に丸底から回縁部が大きく開くもので、内面黒色処理、外面には

箆削り後箆磨き調整が施される。小型甕 4は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 5は内外面

刷毛目調整、 6は 4よ りも回縁部が短く、底部が広い器形で内面ナデ調整、外面は箆削り調整後

体部下半から底部にかけて箆磨き調整が施されている。甕は 7・ 8共に広口で回縁部は緩 く外反

する。体部は張りが弱く、底部に向かって強く収束する。口径に比して極端に小径な平底を呈し

ている。内面ナデ、外面箆磨き調整がほどこされる。鉄器は 9の鉄鏃の基部が出土している。

H96号住居址 (第 129,130図 、図版四十 。百五十九)

遺構一Ⅶく5グ リットで検出された。H80号住居址に切られ、H102号住居址に切られる。隅

丸方形の平面プランを呈 し、南北長5,75m×東西長5.25m×壁残高0.2mの規模を呈する。N―

15° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドが存在したであろう北壁中央部分は、H80号住居址により消

滅 しているためカマ ドは存在 しなかった。 4基存在 したPitは全て主柱床でP2・ P3で直径15

cm、 P4で 18cmの柱が確認された。覆土は人為埋土で、周溝は存在しない。

遺物―土師器、石製品が出土している。土師器には不 (1・ 2)、 鉢 (4・ 5)、 小型甕 (6・

7)、 台付甕 (3)、 甕 (8。 10,11)、 重 (9)が認められる。不 1は半球状を呈するもので内

面黒色処理、外面ナデ調整が施される。 2は丸底から口縁部が大きく開くもので、内面黒色処理、

外面箆削り調整が施される。鉢 4・ 5は 2点共に内面黒色処理で、外面には箆削り調整後箆磨き

が施される。丸底である。小型甕は 6・ 7共に内面ナデ、外面飽削り調整が施 される。台付甕 3

は脚部片である。内面箆ナデ、外面箆削り調整が施される。甕 8は広口で内面ナデ、外面箆磨き

調整が施される。10,11は長胴で10は内外面刷毛日、11は内面刷毛日、外面箆削り調整が施され

る。壺 9は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。石製品は14～ 37の滑石製の臼玉、13の ような
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1-2 古墳時代の住居址

~~―
‐ _

第128図  H94号住居址 (2)

石製模造品、12の ような石製模造品の未製品が出土 している。

H101号住居址 (第 131図、図版四十八・百六十一)

遺構―XⅡ お 2グ リットで検出された。重複関係は有さない。隅丸方形の平面プランを呈 し、

挿図番号 器  種 法 量 成   形・調   整 備 考

-1
土師器

不

13.2

9,0

4.3

内一黒色処理。

外一銘削り・箆磨き。

-2
土師器

不

内一黒色処理。

外一箆削り・箆磨き。

-3
土師器

邦

16.2

58

内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

-4
土師器

小型甕

内一ナデ。

外一箆削り。

-5
土師器

小型甕

11,9

内外―刷毛目。

-6
土師器

小型甕

内一ナデ。

外一箆削り・箆磨き。

-7
土師器

甕

内一ナデ。

外―箆磨き。

-8
上師器

甕

318 内一ナデ。

外―箆磨き。

-9 鉄鏃

一

α

Ｏ
．

40g

第116表  H94号住居址出土遺物観察表
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第1章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法 且
塁 成   形・調 整 備 考

-1
土師器

lTN

11.2

41

内一黒色処理。

外―ナデ。

hlo 3

-2
土師器

不

内一黒色処理。

外―箆削り。

-3
土師器

台付奏
7.8

内一ナデ。

外―箆磨き。

-4
土師器

鉢

16.3 内一黒色処理。

外一箆削り '箆磨き。

No 4

-5
土師器

鉢

14.5 内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

-6
上師器

小型甕

13.0 内一ナデ。

外―箆削り。

No 2

-7
土師器

小型奏
7.1

内一ナデ。

外―箆削り。

No 7

-8
土師器

甕

28.3 内一ナデ。

外一箆磨き。

No 4・ 5

-9
土師器

重

19.4 内一ナデ。

外―銘削り。

-10
土師器

甕

18.4

内外一刷毛目。

-11
土師器

甕

内一刷毛目。

外一箆削り。

No l

-12 石製

模造品
未製品。 8.6g

-13 石製

模造品
15.2g

-14 臼玉

0.95

0.95

0.5

0.6g

-15 臼玉

0,95

0.85

0 25

04g

-16 臼玉 0.5g

-17 臼玉 0.3g

-18 臼玉 0,7g

-19 臼 玉

第117表  H96号住居址出土遺物観察表 (1)



1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法 三塁 成   形・調   整 備 考

―-20 臼玉 0,9g

-2ユ 臼玉 L.4g

―-22 臼玉 1.lg

―-23 臼 玉

0.95

09
0.55

0.9g

-24 臼玉

0.9

0.85

0.55

0,7g

-25 臼玉 0.5g

-26 臼玉

0.95

0.85

0,7

0.6g

-27 臼玉

0 95

0.9

0.6

0.8g

-28 臼玉

0.95

0.9

0.45

0.6g

―-29 臼玉

1.0

0 95

0.35

05g

―-30 臼玉

0.9

0.9

0.3

0.5g

-31 臼玉

0 85

0.8

0.5

0,7g

-32 臼玉

0,95

0.85

0.5

0.5g

―-33 臼玉

0。 95

0,9

0.35

0.4g

-34 臼玉

0.9

0.85

0.5

0.5g

-35 臼玉

0,95

0.75

0.6

05g

-36 臼玉

0.95

0.85

0.55

0.5g

-37 臼玉

0.85

08
0.85

0.3g

第118表  H96号住居LL出土遺物観察表 (2)



第Ⅱ章 遺構と遺物

長軸長5.18m×短軸長4.95m×壁残高0.25mの規模を有する。N-15° ―Wに長軸方位をとる。

北壁中央部に構築されていたカマ ドを東壁中央部に移築したらしく、北壁のカマ ドが構築されて

いたと思われる部分には粘土が認められた。また、東壁に構築された新しいカマ ドは完全に破壊

され煙道部のみが残存 していた。 7基検出されたntの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴で、Pl・

P2で直径15cmの 、P4で 12cmの柱が確認された。覆土は自然堆積で、周溝は存在しなかった。

遺物―土師器の邪 (1・ 2)、 鉢 (3)、 甕 (5'4)が出土している。邪は 2点共に半球状を

呈するもので、 2点共に内面黒色処理される。 1は外面刷毛日、 2は箆削後箆磨き調整が施され

る。鉢は外湾する体部から短い口縁部が内傾気味に立ち上がるもので、内面ナデ、外面箆削り調

整が施される。甕は 2点共に内面ナデ、外面箆削り調整が施される。

H107号住居址 (第 132・ 133図、図版四十二・百六十三)

遺構―Ⅶう5グ リットで検出された。住居の大半は第 2次調査後の工事範囲を越えた違法工事

により消滅 してしまった。東西長5.Om、 壁残高0。 25mを 測る。カマ ドは北壁中央部分に構築さ

れており、袖は地山削りだしで被覆 した粘土が残存 していた。長径0.96m×短径0。 86m×深度

0。 2mの規模を有する。調査範囲内にはPitは存在しなかった。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器が出土 している。邪 (1・ 2)、 小型甕 (3・ 4)、 甕 (5～ 8)、 壼 (9・ 10)

が認められる。郭は 2点共に須恵器不蓋の模倣を原形とするもので、 1は内面ナデ、外面箆削り

調整、 2は内面に放射状暗文、外面には箆削り調整が施される。小型甕は 2点共に内面ナデ、外

面箆削り調整が施される。甕は 4点全てが長胴で、回縁部に最大径を有する。内面ナデ、外面箆

削り調整が施される。重 9は内面ナデ、外面箆肖1り 調整が施される。10は内面ナデ～箆磨き調整、

外面箆削り～箆磨き調整が施される。

208

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邪

」

一

生

内一黒色処理。

外―刷毛目。

-2
上師器

不

13.2

50

内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

-3
土師器

鉢

10.2 内一ナデ。

外―箆削り。

-4
土師器

甕
6.0

内一ナデ。

外―箆削り。

-5
土師器

甕

13.7 内一ナデ。

外一箆削り。

第119表  H101号住居址出土遺物観察表
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

不

２
．

一

生

内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

邦

14.3

11,2

4.6

内一放射状暗文。

外―箆削り。

No 6

-3
上師器

小型甕

内一ナデ。

外一箆削り。

No 2

第120表  H107号住居址出土遺物観察表 (1)
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〒キ
iキ

~キ

iキ i｀

|キ

第132図  H107号住居址 (1)



挿図番号 器  種 法 星
皇 成   形・調 整 備 考

-4
土師器

小型奏

13.4 内一ナデ。

外一飽削り。

No 3

-5
土師器

甕

17.9 内一ナデ。

外一箆削り。

Nα 4 ・ 6 ・ 7

-6
土師器

甕

21.4 内一ナデ。

外―箆削り。

No 4

-7
土師器

甕

22.5 内一ナデ。

外―覚削り。

No 6

-8
土師器

甕

22.5 内一ナデ。

外―箆削り。

Nα 7・ 8

-9
上師器

軍
8.0

内一ナデ。

外―箆肖1り 。

-10
土師器

霊

199
9.9

30.1

内一ナデ～箆磨き。

外―箆削り～箆磨き。

No l

第121表  H107号住居址出土遺物観察表 (2)

1-2 古墳時代の住居址

第133図  H107号 住居llL(2)

Hl10号住居址 (第 134図、図版四十一 。百六十四)

遺構―Ⅶく6グ リットで検出された。 H84号・H98号住居址に切 られる。 2次調査におけるH
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ノ
一一



第 Ⅱ章 遺構 と遺物

33号住居址は本址と同一の住居址である。壁残高0,3mを測 り、隅丸長方形の平面プランを呈す

るものと思われる。調査範囲内にはPit等の施設は存在 しなかった。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、石器が出土 している。土師器には郭 (1～ 6)、 高杯 (7'8)、 小型甕 (9・

10)が認められる。邪 1,3は須恵器杯蓋の模倣を原形とするもので、 1は内面ナデ、外面箆削

り調整、 3は内面放射状暗文、外面箆削り調整が施される。 2は須恵器郭身の模倣である。内外

面が黒色処理されている。 4・ 5は半球状を呈するもので、 4は内面箆磨き～黒色処理、外面は

箆削り調整が施される。 5は内面黒色処理、外面には箆磨き調整が施される。 6は丸底から口縁

部が大きく開くもので、内面黒色処理、外面には箆削り～箆磨き調整が施される。高杯は 2点共

第122表  Hl10号住居址出土遺物観察表

に内面黒色処理、脚内箆ナデ、外面箆磨 き調整が施 される。 8は脚に三角形の透かしが 4ヶ 所穿

212

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邪

０

．

一

２

．

内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

郭

２
．

一

＆

内外―黒色処理。

-3
土師器

邦

＆

一　

一

内一放射状暗文。

外一箆磨き。

-4
上師器

不

２
．

一

生

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

Nα 5

-5
上師器

邪

５

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆磨き。

-6
上師器

不

内一黒色処理。

外一箆削り。箆磨き。

Nα14

-7
土師器

高lTN

内一黒色処理、脚内:箆ナデ。

外一箆磨き。

No 8

-8
土師器

高不

内一黒色処理、脚内 :箆ナデ。

外―箆磨き。三角透かし。

No 6

-9
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

No 4 ・ 2

-10
器

甕

師

型

土

小

生

一　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-11 編物石

-12 編物石 620g

-13 磨石
５７

沌



1-2 古墳時代の住居址

たれている。小型甕は 2点共に内面ナデ、外面箆削り調整が施される。石器は11'12が編物石、

13が磨石である。

∞ｏ】然聡べぺ公ベベベ黙べ黙ベベベベベ買田
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第134図  Hl10号住居址



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

∝

一　

一

内一ナデ。

外―平行沈線。

-2
上師器

甕

３

．

一
　

一

内一箆磨き。

外―箆削り。

-3
須恵器

甕

一

３

．

一

外一箆削り。

第123表 Hl19号住居址

第Ⅱ章 遺構と遺物

Hl19号住居址 (第 135図、図版四十六・百六十八)

遺構―Vあ 10グ リットで検出された。H l14号住居址に切 られ、H121号住居址を切る。H H4

号住居址による破壊と、本址が調査区域外に延びるために形状 。規模等は判然としない。壁残高

は0.45mを測る。Pitは 3基検出されているが主柱穴か否かは不明である。覆土は自然堆積で、

周溝は存在しない。

遺物一土師器と須恵器が出土している。土師器には郭 (1)と甕 (2)が認められる。郭は須

恵器郭身の模倣を原形とするもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。甕は内面箆磨き、

外面箆削り調整が施される。須恵器は甕の底部が出土 している。外面に箆削り調整が施されてい

る。
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第135図  H l19号住居址



1-2 古墳時代の住居址

H122号住居址 (第 136図、図版百六十九)

遺構一Ⅶい 7グ リットで検出された。第 2次調査におけるH22号住居址は、本址と同一の住居

址である。第 2次調査分において第 2次調査分のH26号住居址を切っている。また、本址は東壁

の中央部分にカマ ドを有 しており、第 2次調査時に調査されている。P■も主柱穴と思われるP■

2基が第 2次調査時に検出されている。今回の調査分には 3基のPitが存在 したが、主柱穴とは

思われない。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、弥生土器が出土している。弥生土器は混入遺物である。土師器には、不 (1～

3)、 小型甕 (4・ 5)、 甕 (6・ 7)が認められる。不 1は須恵器邪身の模倣を原形とするもの

で、内面ナデ、外面には箆削り調整が施される。 2・ 3は丸底から口縁部が大きく開くもので、

2は内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。 3は残存部分は内外面共になで調整が施される。

小型甕 4は内面ナデ、外面箆削り調整が施されている。 5は内面ナデ、外面箆削り調整が施され

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

邪

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

邪

内一黒色処理。

外一箆削り。

-3
土師器

邪

15.6

内外―ナデ。

-4
土師器

小型甕
4,0

内一箆磨き。

外―箆削り。

-5
土師器

小型甕

9,3 内一ナデ。

外一箆削り。

-6
土師器

甕

17.0 内一ナデ。

外―箆削り。

-7
上師器

甕
6.8

内一ナデ。

外一箆削り。

-8
弥生上器

甕

10.1 内一箆磨き。

外―櫛摘波状文。

-9
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 目、体部 :櫛描斜走文。

-10 弥生上器

甕

内一箆磨き。

外一頸部 :1条の櫛描波状文、体部 :斜走文。

― ■
弥生上器

甕

内一箆磨き。

外一口縁端部 :縄文、体部 :斜走文。

-12 弥生土器

霊

10.7 内一口縁部 :赤彩、他は箆磨き。

外一赤彩。

第124表  H122号住居址出土遺物観察表



第Ⅱ章 遺構と遺物

る。甕 6・ 7は内面ナデ、外面箆削り調整が施 される。弥生土器には甕 (8～■ )、 壼 (12)が

認められる。

調
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区
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割
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第136図  H122号住居址

H124号住居址 (第 137・ 138図、図版四十八・百六十九・百七十)

遺構一XIか 1グ リットで検出された。H145号住居址・F29号掘立柱建物址に切られ、H155

号住居址を切る。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長4.6m×東西長4。 2m×壁残高0.25mの規

模を有する。N-75° 一Wに長軸方位をとる。カマドは北壁中央部分に構築されており、F29号

掘立柱建物址により東袖を破壊される。長径0,8m×短径0.67m×深度0.25mの規模である。構

造的には石芯を粘土を被覆したもので、袖先端部分にのみ石を用いるものではない。Pitlよ 8基

検出されておりこの内のPl～ P4の 4基が主柱穴である。P2を除く3基から直径15cmの柱が

216

にぶし
にぶし
にぶし



1-2 古墳時代の住居址
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第137図  H124号住居址 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

確認された。本址は覆土、及び床面上に多量の炭化物が認められたことから、消失家屋と考えら

れる。覆土は人為埋土であった。

遺物―土師器と鉄器が出土している。土師器にはイ (1～ 9・ 11)、 高杯 (10)、 鉢 (12)、 小

型甕 (13～ 16)、 甕 (17。 18)が認められる。邪は丸底半球状を呈する体部から短い口縁部が外

反するもので、内面放射暗文状の箆磨き、外面箆削り～箆磨きを基本とするが7の ように箆磨き

調整を用いないもの、9の ような高杯の不部分とどうような形状ものも存在する。また、箆磨き

調整の方向も一定はしていない。高杯10は回縁端部が立ち上がり気味になり、底部と口縁部の境

に稜を有するものである。脚部は欠損する。鉢12は内面黒色処理が施される。外面には箆削り調

整後箆磨きが加えられる。小型甕は13・ 16の ような植木鉢に近い形状で内面ナデ、外面箆削り調

整のものや、これらに近似するものの体部が張り出す15の ようなもの、「く」字状の回縁部を有

し外面に刷毛目調整が加えられる14な どが存在する。甕は2点共に「く」字状の口縁部を有し、

口唇部が面取りされ、最大径を有する体部が外湾するものである。鉄器19は先端部を欠損する鉄

鏃と思われる。

Φ一
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【
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一
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淵
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ポ
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第138図  H124号 住居址 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

郷

11.3 内一放射状箆磨き。

外一箆削り～箆磨き。

-2
土師器

不

13.3 内一箆磨き。

外一箆削り～箆磨き。

-3
土師器

郷

生

一

５
．

内一放射状箆磨き。

外一箆削り～箆磨き。

-4
土師器

不

131 内一箆磨き。

外―箆削り。

-5 土師器

不

12.7

6.2

内一放射状箆磨き。

外―箆削り・箆磨き。

-6
土師器

邪

‐３
．

６

・
５
。
７

内一放射状箆磨き。

外―箆肖uり 。

-7
上師器

郵

生

一

５
．

内一ナデ。

外一箆削り。

-8 土師器

邦

15.0

内外―箆磨き。

-9
土師器

邪

15.5

6.1

内外―放射状箆磨き。

-10 鞘訪

７

．

一
　

一

内外―箆磨き。

― ■
土師器

邪
内外―箆磨き。

-12 上師器

鉢

12.3

10.0

内一黒色処理。

外―箆削り～箆磨き。

-13 土師器
小型甕

３

，

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

―-14 器

甕

師

型

土

小

12.3 内一箆削り。

外一刷毛目。

-15 土師器
小型甕

11.7 内一ナデ。

外―箆削り。

-16 土師器
小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-17 上師器

甕

18.2 内一ナデ。

外―箆削り。

-18 土師器

甕

19.2 内一ナデ。

外―箆Hllり 。

-19 鉄鏃 10.3g

第125表 H124号住居址出土遺物観察表



第Ⅱ章 遺構 と遺物

H128号住居址 (第 139図、図版五十一・百七十二)

遺構―XⅢ け 8グ リットで検出された。攪乱に切られるものの、遺構との重複関係は有さない。

南北長3.lm× 東西長3.4m×壁残高0.25m・ 面積7.98∬ の規模を有する。隅丸長方形の平面プラ

ンを呈 し、南北を主軸とするならば、N-0° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央に粘

土主体で石を併用して構築される。長径0.97m×短径0.9m×深度0.2mの規模である。 3基検出

されたPitは全て主柱穴と思われる。北西コーナー付近に構築されていたであろうP■は、攪乱に

より消滅したものと思われる。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器が出上している。イ (1)、 甕 (2)、 壷 (3)が存在する。lThは 「有段回縁邪」

である。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。甕は口縁部に最大径を有する長胴甕で、内面ナ

デ、外面箆削り調整が施される。壺は底部片で、内外面に箆磨き調整が施される。

第139図  H128号住居址

H136号住居址 (第 140。 141図 、図版五十五・百七十五・百七十六)

遺構―Ⅸか10グ リットで検出された。調査区域外に延びるため規模・形状等は判然としない。
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1-2 古填時代の住居址
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
上師器

不

153 内一ナデ。

外―覚削り。

有段口縁不

-2
上師器

甕

■

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-3
土師器

笠
5,7 内外―箆磨き。

第126表  H128号住居址出土遺物観察表

第 Ⅱ章 遺構 と遺物

H190号・H202号 住居址・P314・ P315を 切 り、H182号住居址に切 られる。南北長5,33m、 壁

残高0.45皿 の規模を有し、南北を主軸とするならばN-15° 一Eに主軸方位をとる。カマ ドは北

壁中央部分に構築されており、袖は地山を削りだして芯として、粘土を被覆している。長径1.37

m×短径1,12m× 深度0.55mの規模である。Pitは 2基検出されており、 2基共に主柱家である。

覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器、弥生土器、石製品が出土している。土師器には郭 (1～ 4)、 小型甕

(10)、 甕 (7・ 8)、 訊 (9)、 ミニチュア土器 (11)が 認められる。邪 1・ 2は半球状を呈す

るもので、 1は内面ナデ、外面箆肖1り 調整が施される。 2は内面箆磨き、外面箆削り調整が施さ

れる。 3・ 4は平坦な底部を有するもので、内面は黒色処理、外面には箆削り調整が施される。

小型甕は底部片である。内面箆磨き、外面箆削り～箆磨き調整が施される。甕は 2点共に口縁部

に最大径を有する長胴のもので、内面ナデ、外面には箆肖Iり 調整が施される。甑は甕と同様な形

状・調整が施されるものと思われるもので、底部全体が開口しているものである。ミニチュア土

14

13

第141図  H136号住居址 (2)
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1-2 古損時代の住居址

器は内外面箆磨き調整が施され、日縁部に円孔が穿たれている。須恵器は混入品の邪が 2点出土

している。 5は底部に右回転の糸切り痕を残す。弥生土器も全て混入品である。櫛歯状工具によ

る波状文が施される甕 (13)、 口唇部に縄文が施される壺 (14)、 赤彩される高杯 (15。 16)が 出

土している。石製品は12の ような石製模造品が出土している。

第127表  H136号住居址出土遺物観察表

H138号住居址 (第 142図、図版百七十六 )

挿図番号 器  種 法 量 成   形・調 整 備 考

― ユ
土師器

邦

11,9 内一ナデ。

外―箆削り。

橙色陶質。

-2
土師器

不

12.6

4.8

内一箆磨き。

外一箆削り。

-3
土師器

邦

内一黒色処理。

外一箆削り。

-4
土師器

邦

15,9

4.7

内一黒色処理。

外―箆肖1り 。

-5
須恵器

不
右回転糸きり。 混入遺物。

-6 須恵器

不

13 7

混入遺物。

-7
土師器

甕

18.9 内一ナデ。

外一箆削り。

-8
土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-9
土師器

甑
78

内一ナデ。

外―箆削り。

-10
器

甕

師

型

土

小

内一箆磨き。

外一箆削り～箆磨き。

-11
土師器

ミニチュア

土器

5。 1

内外―箆磨き。

-12 石製模造品 5.Og

-13 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外―櫛描波状文。

混入品。

-14 弥生土器

壷

15.0 内一箆磨き。

外一日唇部 :縄文。

混入品。

-15 弥生上器

高不
12.9

内一赤彩、脚内 :箆ナデ。

外―赤彩。

混入品。

-16 弥生土器

高不
8.5

内一赤彩、脚内 :箆ナデ。

外一赤彩。

混入品。



第Ⅱ章 遺構と遺物

遺構一Xき 5グ リットで検出された。H187号住居址、F33号掘立柱建物址に切られる。第 2

次調査におけるH25号住居址は本址と同一の住居址である。南北長7.65m、 壁残高0.3mの規模

を有し、隅丸方形の平面プランを呈する。南北を主軸とするならばN-10° 一Eに主軸方位をと

る。カマ ドは北壁の中央部分に構築されているが、今回の調査範囲には東半分がかかっただけで

あった。長径1,35m、 深度0.6mを波Iる 。石芯を粘土で被覆する「石組粘土カマ ド」である。Pit

は 5基検出され、この内のPl,P2が 主柱穴である。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物一土師器、石器が出土している。石器は磨製石斧 (10)で混入遺物である。土師器には邪

(1～ 6)、 鉢 (7)、 高杯 (8)、 甕 (9)が認められる。不 1～ 5は須恵器邪蓋の模倣を原形

とするもので、 1は内面暗文、外面には箆削り調整が施される。 2は内面箆磨き、外面箆削り調

整がほどこされる。 3～ 5は「有段口縁邦」で内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 6は須恵

器郭身の模倣を原形とするもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。鉢 7は内外面が箆磨

き調整され、口縁部が内湾する。高杯は杯身の底部分の破片である。内面黒色処理が施されてい

る。甕 9は長胴で体部が緩やかに外湾するらしく最大径は体部に存在する。内面ナデ、外面箆削

り調整が施される。

挿図番号 器   種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

邪

12.8

42

内一暗文。

外―箆削り。

-2
土師器

不

128 内一箆磨き。

外―箆削り。

-3
土師器

邦

13.5 内一ナデ。

外―箆肖1り 。

有段日縁邦。

-4
土師器

邦

内一ナデ。

外―箆削り。

有段口縁不。

-5
土師器

不

ａ

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

有段口縁不。

-6
土師器

不

内一ナデ。

外一箆肖1り 。

上師器

鉢

118
内外一鈍磨き。

-8
土師器

高郭

内一黒色処理。

外―箆削り。

-9 土師器

甕

170 内一ナデ。

外一箆肖1り 。

-10 磨製石斧 100 4g

第128表  H138号住居址出土遺物観察表
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第Ⅱ章 遺構と遺物

H140号住居址 (第 143図、図版五十六 。百七十七)

遺構一Xき 5グ リットで検出された。調査区域外に延びるため規模・形状は判然としない。壁

残高0.22mを測る。カマ ドは調査範囲内には存在 しなかった。掘方を合め 3基検出されたP託の

性格は不明である。掘方の調査により本址は拡張された住居である事が判明した。覆土は自然堆

積で、周溝は有さない。

遺物―土師器 。須恵器が出土 している。土師器には郭 (1・ 2)、 甕 (3～ 6)が認められる。

不 1は内面に螺旋と放射状の暗文、外面に箆削り調整が施される。 2は須恵器邪蓋の模倣を原形

とするもので、内面ナデ、外面には箆削り調整が施される。甕 3～ 5は 「武蔵甕」の祖系であり、

内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 6も 調整は 3～ 5と 同様であるが、体部が大きく外湾す

る器形である。須恵器は 7の平瓶が出土している。体部下半に箆削り調整が加えられる球胴のも

のである。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

郭

14.3

6.0

4.3

内一螺旋・放射暗文。

外一箆削り。

-2 土師器

邦

135 内一ナデ。

外一箆削り。

-3 土師器

密

一

５

．

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-4
土師器

甕
5.4

内一ナデ。

外―箆削り

-5
土師器

甕
47

内一ナデ。

外―箆削り。

-6
土師器

甕

24.9 内一ナデ。

外一箆削り。

-7
須恵器

平瓶

5.6

外―底部から体部下半削り。

第129表  H140号住居址出土遺物観察表

H141号住居址 (第 144～ 146図、図版五十六 。百七十七～百七十九)

遺構―XⅡ け4グ リットで検出された。F43号掘立柱建物址を切る。隅丸方形の平面プランを

呈し、長軸長7.Om×短軸長6.35m×壁残高0.4mの規模を有する。N-5° 一Wに長軸方位をと

る。カマ ドは北壁の中央部分に構築されており、天丼部が崩落している他は比較的良好な状態で

あった。構造的には石芯を粘土で被覆する「石組粘土カマ ド」である。Pidよ 5基検出され、こ

の内のPl～ P4の 4基が主柱穴である。Pl・ P3・ P4か らは直径16cmの柱が確認されている。



1-2 古墳時代の住居址

夕

新H140

Ⅷ 糊 i鶴チ籐 抒肺跳

第143図  H140号住居址

P5については性格は不明である。覆土は自然堆積で、周溝は存在しなかった。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には郭 (1～ 12)、 高杯 (14。 15)、 奏 (16

～19)、 小型甕 (20～ 23)、 重 (24)が 認められる。イ 1～ 5は須恵器郭蓋の模倣を原形とするも

のの中でも、比較的小振りで、橙色の色調を呈 し、焼成も陶質で良好なものである。内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。郷 6～ 12も須恵器郷蓋の模倣を原形とするもので、6'7'9・ 10
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第Ⅱ章 遺構 と遺物

は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 8は内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。mは内

面黒色処理が施され、放射暗文が描かれ、外面には箆削り調整が施される。12は内外面黒色処理

で、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。高杯は 2点共に内面黒色処理が施され、外面箆削

り、脚内箆ナデ調整が施される。短脚である。甕は全て長胴で、体部が弱く外湾する。16は内面

刷毛目、他のものはナデ調整が施され、外面は全てのもが箆削りされる。小型甕は20の内面に刷

毛目調整が施 されている他は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。壷24は内外面共に箆削り調

整後、箆磨きが施される。須恵器は13の 雰の底部が 1点出土している。外面底部に箆削り調整が

施される。石器は25～30の編物石、31の砥石、32の打製鏃が出上している。

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

ITh

上

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

橙色陶質。

-2
土師器

lTh

Ｌ

一

生

内一ナデ。

外―箆削り。

橙色陶質。

-3
上師器

不

２
．

一

生

内一ナデ。

外一箆削り。

橙色陶質。
No 7

-4
土師器

lTN

１

，

一
　

一

内一ナデ。

外―箆肖1り 。

橙色陶質。

-5
土師器

不

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

橙色陶質。

-6
上師器

lTN

内一ナデ。

外―箆削り。

-7
土師器

jTN

■

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-8
土師器

邦

12,7

3.0

4.6

内一暗文状箆磨き。

外―箆削り。

-9
上師器

イ

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

No 5

-10
土師器

郭

12.9 内一ナデ。

外―箆削り。

-11

土師器

邪

12.8

20
4.1

内一黒色処理、暗文。

外―箆削り。

-12 土師器

邪

内一黒色処理、箆磨き。

外一黒色処理、箆削り。

-13 須恵器

不
底部箆削り。

-14
土師器

高イ

内一黒色処理、脚内 :ナ デ。

外―箆削り。

No 2

第130表  H141号住居址出土遺物観察表 (1)
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第144図  H141号住居址 (1)
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1-2 古墳時代の住居址

岡
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第146図  H141号住居址 (3)

挿図番号 器  種 法 旦
鼻 成   形・調 整 備 考

-15 土師器

高邦

内一黒色処理、脚内 :ナ デ。

外―箆削り。

-16 土師器
甕

内一刷毛目。

外―斃削り。
NQ 9 ・ 13

-17 土師器

甕

20.4 内一ナデ。

外―箆削り。

Nα 10

-18 上師器

甕
4.5

内一ナデ。

外―箆削り。

No 4・ 8

-19 土師器

甕

21.6 内一ナデ。

外―箆削り。
Nα 6

-20 土師器

小型甕

内一刷毛目。

外一箆削り。
No l ・ 3

第131表  H141号住居址出土遺物観察表 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形 ・調 整 備 考

-21 土師器

小型奏

152 内一刷毛目。

外―箆削り。

-22 器

甕

師

型

土

小

154 内一ナデ。

外―箆削り。

No15

-23 器

奏

師

型

上

小

14.3 内一ナデ。

外―飽削り。

-24 土師器

霊

４

．

一
　

一

内一箆削り～飽磨き。

外―箆削り～箆磨き。

-25 編物石

9_8

5,1

3_8

330g

-26 編物石

10 9

74
43

-27 編物石 320g

-28 編物石

-29 編物石 280g

-30 編物石

-31 砥 石

-32 打製石鏃 13g

表132表  H141号住居址出土遺物観察表 (3)

H143号住居址 (第 147～ 149図 、図版五十八・百七十九)

遺構―XIけ 4グ リットで検出された。H133号住居址に切 られる。隅丸方形のプランを呈 し、

南北・東西長共に7.7m、 壁残高0.lm・ 面積37.17ゴ の規模を有する。南北を主軸と考えるなら

ばN-25° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央に石芯を粘土で被覆して構築されていた。

長径1,3m×短径1.Om× 深度0.25mの規模を有する。本址は焼失家屋であり、床面上には多くの

炭化材が散乱 していた。掘方まで合めると12基のPitが検出されており、この内Pl～ P4が主

柱穴であり、P7は出入り口に関連した施設。P5'P6は 補助的は柱のための柱穴と思われる。

また、掘方で検出されたPH・ P12は、カマ ドの側面空間が住居の中で区画されていた事を推測

させる。周溝は存在 しなかった。

遺物―土師器、須恵器が出上 している。土師器にはイ (1～ 3)、 鉢 (8。 9)、 小型甕 (6・
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1-2 古墳時代の住居址
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備 考

-1
土師器

14N

Ｚ

一

生

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

-2 土師器
ITN

103 内一ナデ。

外一箆削り。

-3 土師器

邦

122 内一ナデ。

外―箆削り。

-4
須恵器

不

11.1

8.5

37
底部箆削り。 阻 08

-5
須恵器

高郭

15 8

体部 :稜線間に櫛描波状文。 T】(208

-6
土師器

小型甕

169 内一ナデ。

外―箆削り。

-7
土師器

小型甕

15,3 内一ナデ。

外―箆削り。

-8 上師器

鉢

５

，

一

８

．

内一箆磨き。

外―箆削り～箆磨き。

-9
土師器

鉢

14 2

102

内一ナデ。

外一箆削り。

-10 土師器

霊
内外―刷毛目。

-11
土師器

霊
3.5

内一ナデ。

外―箆削り～箆磨き。

-12 土師器

甑
40

内一ナデ。

外―箆削り。

第133表  H143号住居址出土遺物観察表

1-2 古墳時代の住居址

7)、 壼 (10,H)、 甑 (12)が 認められる。郭 1須恵器郭蓋の模倣器形で、内面黒色処理、外面

には箆削り調整が施される。 2は丸底から口縁部が弱く外反 して立ち上がる。内面ナデ、外面箆

削りが施される。 3は半球状の体部から口縁部が短く強く外反する。内面ナデ、外面箆削り調整

が施 される。鉢は 2点共に丸底で、身が深く、短い口縁部が受口気味に立ち上がるもので、 8は

内面箆磨き、外面箆削り～箆磨き調整、 9は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。小型甕 6は

「く」字状の口縁部で、比較的器壁が薄く、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 7は 「コ」

字気味の口縁部で器壁が厚く、内面ナデ、外面箆削り調整が施 される。壷10は球形胴で、内外面

に用J毛 目調整が施される。11は小型の壷で、やや扁平な球形胴を呈 し、内面ナデ、外面は箆削り

調整後箆磨き調整が施される。甑12は単孔で内面ナデ、外面には箆削り調整が施される。須恵器

には郭 (4)、 高杯 (5)が認められる。不は、たちあがり、受部の端部は丸 く、底部には箆削



第Ⅱ章 遺構と遺物

り調整が施 される。高杯は体部に上下を稜線で区画した櫛描波状文が施文される文様帯を持つ。

口縁端部は平らに仕上げている。 2点共に田辺陶邑編年のT K208号 窯式に比定されて良いよう

に思われる。

第149図  H143号住居址 (3)

H144号住居址 (第 150～ 152図、図版五十七・百八十・百八十一 )

遺構一 XⅡ あ 2グ リッ トで検出された。 H134号住居址、 F38号掘立柱建物址に切 られる。隅

丸方形の平面プランを呈 し、南北長7.9m×東西長7.7m× 壁残高0.35m・ 面積51.99だ の規模 を

有する。カマ ドは北壁の中央部分に構築されるが、撓乱により焚き田部分を除き消滅していた。

Pitlよ 6基検出され、Pl～ P4の 4基が主柱穴であった。 4基全てで直径15～ 18cmの柱が確認

された。P6は出入り口に関連する施設の可能性が高いが、P5については不明である。覆土は

自然堆積で周溝は有さない。

遺物―土師器、弥生土器、石器が出上している。土師器には邦 (1～ 10)、 鉢 (■ '12)、 高杯

(13,14)、 甕 (15～ 17)、 甑 (21)が 認められる。lTN lは須恵器郭身の模倣を原形とするもので、

内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2・ 3は須恵器不蓋の模倣を原形とするもので、 2は内

面箆磨き、外面箆削り調整が施される。 3は内外面箆磨き調整で、内面黒色処理が施される。 4

～ 8は丸底から口縁部が大きく開くもので、 4が内面箆磨き、外面飽削りの他は、内面箆磨き～

黒色処理、外面箆削り調整が施される。 9。 10は半球状を呈するもので、身が深く、内面箆磨き

～黒色処理、外面箆削り～箆磨き調整が施される。鉢11は器面が剥落しており調整は識別不可能

である。12は 「有段国縁不」を大型にしたもので内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。高杯

13は体部に稜を有 し、日縁部が大きく開くもので、内面黒色処理、外面には箆削り調整が施され

236



1-2 古墳時代の住居址

る。14は脚部の破片で、内面箆ナデ、外面箆削り調整が施される。甕は全て長胴で、15は器壁が

厚く、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。16は頸部の括れが弱く、内面ナデ・箆磨き、外面

箆削り調整が施される。甑の可能性を有する。17は底部が突出するもので、内面ナデ、外面箆削

り調整が施される。甑は単孔の小型のもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。弥生土器

は全て混入品である。甕 (18～ 20)、 鉢 (22)が 出上している。18は回唇部～口縁部に縄文を施

し、口縁部には箆状工具による 1本の波状文を巡らし、頸部にも波状文が施される。19は口唇部

に縄文、他は柿歯状工具による波状文が施される。20は口唇部、体部に縄文が施される。22の鉢

は内外面が赤彩される。石器は磨製石鏃の未製品 (23)、 編物石 (24～ 27)力式出土 している。

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

邪

106
2.0

40

内一ナデ。

外―艶削り。

-2
土師器

必

３

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一箆削り。

-3
土師器

郷

14.3 内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

-4
土師器

不

14.4

4.8

内一箆磨き。

外―箆削り。

-5
土師器

14N

生

一

生

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

No10

-6
土師器

邪

14.0

40
43

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

Nα  4

-7
土師器

不

14.7

55

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

-8
土師器

邪

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り～箆磨き。

No 8

-9
土師器

邦

14.4

70

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り～箆磨き。

No 5

-10 土師器

不

11,0

57

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆磨き。

Nα 5

-11

土師器

鉢
器面剥落。 No 2

-12
土師器

鉢

21.8

76

内一箆磨き。

外―箆削り。

No l

有段口縁。

-13 土師器

高邪

172 内一黒色処理。

外一箆削り。

-14 土師器

高不
119

内一箆ナデ。

外一箆削り。

No13

第134表  H144号住居址出土遺物観察表 (1)
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第152図  H144号住居址 (3)

２
ω

27

挿図番号 器  種 法 旦
塁 成   形・調 整 備 考

-15 上師器

甕

17.9 内一ナデ。

外―箆削り。

No12

-16 上師器

甕

15,6 内一ナデ。

外―箆削り。

Noll

-17 土師器

甕
6.3

内一ナデ。

外―箆削り。

-18 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文・箆描波状文、頸部 :

波状文。

-19 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部～体部 :櫛描き波状文

-20 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部・体部 :縄文。

-21 土師器

甑

15.2

11.2

内一ナデ。

外一箆削り。

Nα 7

-22 弥生土器

鉢

20.4

内外―赤彩。

-23 磨製石鏃
99g
未製品。

-24 編物石
200.5g
No 3

-25 編物石 145 9g

-26 編物石
530g
Nα 9

-27 編物石 452g

第135表  H144号 出土遺物観察表 (2)



1-2 古墳時代の住居址

H148号住居址 (第 153図、図版五十九・百八十二)

遺構一XⅡ く2グ リットで検出された。H127号住居址に切られ、H173号住居址を切る。隅丸

方形の平面プランを呈する。南】ヒ長4.6m× 東西長4.5m× 壁残高0,22mの規模を呈する。N-5°

一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構築されており、東袖の一部分の構築粘土と

火床が残存 していた。 5基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。覆土は自然堆

積で周溝は有さない。

遺物一土師器、鉄器、石器が出土 している。土師器には不 (1～ 4)、 高杯 (5)、 壼 (6)、

甕 (7)、 甑 (8)が存在する。邦 1～ 3は半球状を呈するもので、 1は内面箆磨き、外面箆削

り、 2は内面ナデ、外面箆削り、 3は内面黒色処理、外面刷毛目調整が施される。 4は須恵器郭

蓋の模倣を原形とするもので、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。高杯は長脚で、脚内箆

削り、内面箆磨き、外面箆削り～箆磨き調整が施される。重 6は小型広口のもので、内面箆ナデ

・箆磨き、外面箆削り調整が施される。甕 7は最大径を体部半ばに有する長胴のもので、内面ナ

デ、外面箆削り調整が施される。甑 8は単孔で内面ナデ、外面箆削り調整が施される。鉄器は紡

錘車の軸が、石器は10の編物石が出土している。

挿図番号 器   種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

9.6

3.6

内一箆磨き。

外―箆削り。

-2
上師器

邦

２
．

一

４

内一ナデ。

外一箆削り。

-3
上師器

郷

129 内一黒色処理。

外―刷毛目。

-4
土師器

邪

133

44

内一箆磨き。

外一箆削り。

-5 靭訪
内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

No l

-6
土師器

壷

80 内一箆磨き、脚内 :箆削り。

外―箆削り。

-7
土師器

甕

19.4 内一ナデ。

外―箆削り。

-8
土師器

甑

内一ナデ。

外一箆削り。

-9 紡錘車
No 2

8.4g

-10 編物石

第136表  H148号住居址出土遺物観察表
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1-2 古損時代の住居址

H150号住居址 (第 154・ 155図、図版六十一 。百八十四 。百八十五)

遺構―XⅡ く3グ リットで検出された。H131号住居址、F30号・F31号掘立柱建物址に切 ら

れる。第 2次調査におけるH15号住居は本址と同一の住居である。南北長6.6m、 壁残高0。 15m

の規模を有する。カマ ドは東壁中央南よりに検出され、袖基部を地山削り出しで構築している。

南袖と火床が残存 していた。PiЫよ5基検出されこの内のP3と P5の 2基は主柱穴である。覆

土は自然堆積で周溝は存在しなかった。

遺物一土師器邦 (1～ 3)、 鉢 (4・ 5)、 甑 (6)、 壺 (7)、 甕 (8)が 出上している。郷 1

は邦蓋の模倣を原形とするもので、内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。 2は半球状を呈

するもので、内外面箆磨き調整が施される。 3は須恵器不身の模倣を原形とするもので、内面箆

磨き、外面箆削り調整が施される。鉢 4は丸底で口縁部が短く強く外反するもので、内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。 5は内面黒色処理で、外面には箆削り調整が施される。甑は大型の

もので、底部全体が開口する。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。重 7は球形胴で回縁部は

「く」字状に外反する。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。甕 8は体部半ばに最大径を有す

る長胴のもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。

H152号住居址 (第 156図 、図版六十一 。百八十五)

遺構―XⅡ け 4グ リットで検出された。H185号住居址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備 _ 考

-1
土師器

不

０
・

一

生

内一箆磨き～黒色処理。

外一箆削り。

-2
土師器

邦

140

4.5

内外一箆磨き。

-3
土師器

不

13.9 内一箆磨き。

外―箆削り。

-4
土師器

鉢

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-5
土師器

鉢

16.7 内一黒色処理。

外―箆削り。

-6
土師器

甑
74

内一ナデ。

外一箆削り。

-7
土師器

壷

９

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-3
土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

第137図  H150号住居址出土遣物観察表
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H13

1 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。 10YR6/6粒 子、/5 mm大パミス多含。

:増 亀色子彊t認報チ琳:

4 黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)。 灰を多含。
5 灰 黄 掲 色 土 層 (10YR4/2)。 石粒多含。カマド掘方埋土。
6 掲 色 土 層 (10YR6/1)。 カマド構築粘土。

＼もよム

第154図  H150号住居址



1-2 古墳時代の住居址

イ|||

!!|!>!!_「 十『

第155図  H150号住居址 (2)
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第156図  H152号住居址



1-2 古墳時代の住居址

す。南北長3.42m、 壁残高0.3mの規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に構築されているが、

P47に より大半が破壊されている。構造的には石芯を粘土で被覆した「石組粘土カマ ド」である。

8基検出されたPitの 内、Pl・ P2の 2基が主柱穴と考えられる。本址は床面及び覆土中に炭

化物、炭化材が包含されており焼失家屋と考えられる。

遺物一土師器甕 (1～ 3)、 壼 (4)が 出上している。甕は全て長胴で 1・ 2は内面ナデ、外

面箆削り調整が加えられる。最大径は口縁部に有する。 3は口縁部が平縁ではなく、波状を呈す

る。内面刷毛目・ナデ、外面箆削り調整が施される。最大径は体部に有する。壺 4は内外面の回

縁部に箆磨き、他の内面はナデ、外面には箆削り調整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

甕

19,0 内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

奏

21.5 内一ナデ。

外一箆削り。

-3
上師器

甕

内一刷毛目・ナデ。

外一箆削り。

-4
土師器

芝

６

。

一
　

一

内一箆磨き。ナデ。

外一箆磨き。箆削り。

第138表  H152号住居址出土遣物観察表

H158号住居址 (第 157・ 158図、図版六十四 。百八十八)

遺構一XIき 9グ リットで検出された。H130号・H146号・H154号・H175号住居址に切られ、

H172号 ・H173号住居址を切る。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長6.37m×東西長6.2m×

壁残高.37mの規模を有する。N-17° 一Eに長軸方位をとる。北壁中央部分にカマ ドは粘土で

構築されている。 9基検出されたPitの 内、Pl～ P4の 4基が主柱穴である。Pl・ P3に お

いて直径15cm前後の柱が確認された。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物一土師器と混入品の打製石鏃が出上 している。土師器には不 (1～ 5)、 鉢 (6)、 高杯

(7)、 台付鉢 (8)、 甕 (9)が認められる。郭 1'2は須恵器不蓋の模倣を原形とするもので、

内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2は有段口縁邪である。 3・ 5は半球状を呈 し、口縁部

が内傾する。 5は内面飽磨き 。ナデ、外面箆削り、 4は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。

5は比較的平坦な底部から開いた回縁部が端部で外反するもので、内面箆磨き、外面箆削り調整

が施される。鉢 6は深い半球状で、回縁部が内側に肥厚する。内面黒色処理、外面には箆削り調

整が施される。高杯 7は脚部片で、内面箆ナデ・箆削り、外面箆削り～箆磨きで、内面黒色処理

が施される。台付鉢 8は脚内箆ナデ、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。甕 9は内面刷毛
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にぶい黄褐色土層 (10YR6/4)。 10YR6/6粒 子、焼上、炭化物を含む。
黒 掲 色 土 層 (10YR3/2)。 砂粒、10YR6/6粒 子少含。
黄 橙 色 上 層 (10YR8/6)。 ロームプロック。
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第157図  H158号住居址 (1)



1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法 三塁 成   形・調 整 備 考

-1
土師器

郭

11.8 内一ナデ。

外一箆削り。
橙色陶質。

-2
上師器

邦

内一ナデ。

外一箆肖1り 。
有段口縁邪。

-3
上師器

不

10.9

3.7

内一箆磨き・ナデ。

外一箆削り。

-4
土師器

邪

14 5

5.1

内一ナデ。

外一箆削り。

橙色陶質。

-5
土師器

邪

13.2

4.8

内一箆磨き。

外―箆削り。

-6 上師器

鉢

内一黒色処理。

外一箆削り。

-7
土師器

高不
12.9

内一黒色処理、脚内 :箆ナデ。

外―箆削り・箆磨き。

-8
土師器

台付鉢

内一脚内 :箆ナデ、箆磨き。

外―銘削り。

-9 土師器

甕

21.2 内一刷毛目。

外一箆削り。

-10 打製石鏃

第139表  H158号住居址出土遺物観察表
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第Ⅱ章 遺構と遺物

目、外面箆削り調整が施される長胴のものである。

H159号住居址 (第255図 、図版六十四・百八十人)

遺構一XIえ 10グ リットで検出された。H142号・H145号住居址に切 られる。南北長5.5m、

壁残高0。 25mの規模を有する。南北を主軸とするならば、N-5° 一Wに主軸方位をとる。カマ

ドは北壁の中央部と思われる位置に粘土で構築されていた。 6基検出されたPitの 内Pl～ P4

の 4基は主柱穴である。柱は確認されなかった。覆土は自然堆積で、周溝はは有さない。

遺物―土師器郭 (1～ 5)、 鉢 (6)、 甕 (7)が出土している。jTh lは平坦な底部を有し、内

外面に箆磨き調整が施される。 2～ 5は須恵器邪蓋の模倣を原形とするもので、 2は内面ナデ、

外面箆削り、 3・ 4は内面黒色処理、外面箆削り、 5は内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。

4・ 5は有段口縁イである。鉢は回縁部が内傾 しながら端部で短 く外反する。内面箆磨き、外面

箆削り～箆磨き調整が施される。甕は長胴で最大径を回縁部に有する。内面ナデ、外面箆削り調

整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邦
内外一銘磨き 。赤彩。

-2
上師器

邪

12.6

4.3

内一ナデ。

外―箆削り。

橙色陶質。

-3
上師器

イ

13.2

3.8

内一黒色処理。

外―艶削り。

No l

-4
土師器

不

12.2

4.2

内一ナデ。

外―箆削り。

有段口縁邦。

-5
土師器

不

15 1 内一箆磨き。

外―箆削り。

有段口縁郷。

-6
土師器

鉢

５

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一箆削り～箆磨き。

Nα 2

-7
上師器

甕

22.8

5。 1

39.7

内一ナデ。

外一箆削り。

No 3

第140表  H159号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

168
内外―ナデ。 有段口縁不。

-2
土師器

奏

」

一　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

第141表  H161号住居址出土遺物観察表



1-2 古墳時代の住居址

H161号住居址 (第 159図、図版百八十九)

遺構―XⅢ く6グ リットで検出された。H164

号住居址を切る。調査区域外に延びるため形状

・規模等は不明である。壁残高0。 35mを 測る。

調査範囲内にはカマ ドは存在 しなかった。 1基

検出されたP上の性格は不明である。

遺物一土師器有段口縁郵の口縁部片 (1)、

内面ナデ、外面箆削り調整の施される土師器長

胴甕 (2)が出土している。

第159図  H161号住居址

H162号住居址 (第 161図 、図版六十五・百八十九)

遺構―Xあ 5グ リットで検出された。H167号住居址を切り、H132号住居址に切られる。隅丸

長方形の平面プランを呈 し、南北長5,Om×東西長4.3m× 壁残高0.35mの規模を有する。N-5°

一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に粘土で構築される。袖は残存していなかった。 4基

検出されたPitは全て主柱穴である。柱は確認されなかった。覆土は人為埋土で周溝は存在 しな
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1-2 古墳時代の住居址

劾 8∞ |
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↓ゝ 。

遺物一土師器不 (1,2)、 小型甕 (3)、 壷 (4)、 甕 (5)が 出土 している。郭 1は半球状

を呈し、内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。底部に「×」の記号が刻まれている。 2は

須恵器郭蓋の模倣を原形とするもので、内面放射嗜文、外面箆削り調整が施される。小型甕は長

胴甕を小型にしたもので、内面ナデ、外面箆肖1り 調整が施される。壷 4は球胴で、内面ナデ、外

面箆削り調整が施される。甕 5は長胴で、口縁部に最大径を有する。内面ナデ、外面箆削り調整

が施される。

H163号住居址 (第 162・ 163図、図版百八十九・百九十)

遺構―XⅡ こ6グ リットで検出された。第 2次調査におけるH17号住居址は本址と同一の住居

である。今回の調査では他遺構との重複関係は存在しないが、第 2次調査においてはH ll号 住居

址に切 られ、H19号住居址を切っている。壁残高0.48mを波Iり 、カマ ド・Pit等 の施設は調査範

囲内には有さない。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器郭 (1～ 8)、 鉢 (9。 10)、 小型壺 (■ )、 高杯 (12)、 甕 (13～ 17)が 出土して

いる。邪 1～ 5は須恵器郷身の模倣を原形とするもので、 5が内面黒色処理される他は、内面は

箆磨き、外面全てのものが箆削り調整される。 6,7は丸底から口縁部が大きく開くもので、 2

点共に内面は黒色処理、外面は 6が箆削り。箆磨き、 7は箆削り調整が施される。 8は半球状を

呈するもので、底部は比較的平坦である、口縁端部は短く内傾する。内面箆磨き、外面箆削り～

箆磨き調整が施される。鉢 9は邪 1～ 5を大型にしたもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施さ

れる。10は平坦な底部から体部で外湾し、口縁部が内湾 しながら外反する。内面黒色処理、外面

は刷毛目・箆削り調整が施される。小型壷Hは内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。高杯

254

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

郷

２
．

一

生

内一黒色処理。

外―箆削り。

「×」の記号。

-2
上師器
イ

３
．

一

生

内一放射暗文。

外―箆削り。

-3
上師器

小型甕

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-4
上師器

重

一

８

．

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-5
土師器

甕

０

・

一
　

一

内一ナデ。

外一銘削り。

第142表  H162号住居址出土遺物観察表
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第Ⅱ章 遺構と遺物

12は長脚で不体部に稜を有する。脚は棒状のものをくりぬいて成形 している。内面黒色処理、脚

内箆削り、外面邪の稜を境に上部は箆磨き、下部は箆削り調整が施される。甕は全て長胴で、13

は内面ナデ、外面箆削り調整、14・ 15は内面刷毛日、外面刷毛目・箆削り調整が施される。16は

体部下半底部近くで底部に向かい体部が内湾する。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。14は

内面刷毛目・ナデ、外面箆削り調整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
上師器

邪

内一箆磨き。

外―箆削り。

No 4  11

-2
上師器

不

２
．

一

生

内一箆磨き。

外一箆削り。
No 8

-3
土師器

lTh

132

3.8

内一箆磨き。

外一箆肖1り 。

-4
土師器

邦

122

4.2

内一箆磨き。

外―箆削り。

Noll

-5
上師器

邪

５

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆削り。

No 3

-6
上師器

イ

15.6 内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

NQ 3

-7
土師器

邪

22.8

51
39.7

内一黒色処理。

外一箆削り。

Nα 7

-8
土師器

邪

内一箆磨き。

外一箆削り・箆磨き。

Nα 6

-9
土師器

鉢

内一ナデ。

外―箆削り。

No 8

-10 上師器

鉢

内一黒色処理。

外一刷毛目・箆削り。

Noll

-11

土師器

小型重

内一黒色処理。

外―箆削り。

Noll

-12 靭訪
内一黒色処理・脚内 :箆削り。

外―箆削り・箆磨き。

配孔0

-13 土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

No l

-14 土師器

甕

内一ナデ・刷毛目。

外―刷毛目・箆肖ばり。

No l

-15 上師器

甕

内一ナデ・刷毛目。

外―刷毛目・箆削り。

No l

第143表  H163号住居址出土遺物観察表 (1)
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115

第163図  H163号住居址 (2)

H166号住居址 (第 164。 165図、図版六十六・百九十 。百九十一)

遺構一Xお 4グ リットで検出された。F34号・F36号掘立柱建物址に切られ、H177号・H179

号住居址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈 し、東西長6.5m×南北長5.6m×壁残高0.28mの

規模を有する。N-77° ―Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に石芯を粘土で被覆し

て構築されている。長径0。 9m×短径0,85m×深度0。 45mの 規模である。Pitlま 5基検出され、P

l～ P4の 4基が主柱穴である。柱は確認されなかった。覆土は自然堆積で、西南隅から東南隅

イ・′イ′，，，‐イ‐‐′‐′‐　　　　　　　　‐，，′，′′イ．

ｌ

ｉ
止
――
旦
相

―
―
′‐ｈ
什
キーキ
ャ

々へ|ガ
忌
↓ミ一瘍

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-16
土師器

奏
内外―箆磨き。 No l

-17 土師器
甕

内一刷毛目・ナデ。

外―箆削り。

NQ 2

第144表  H163号住居址出上遺物観察表 (2)
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に及ぶ南壁下に幅16cm、 深さ12cmの周溝が巡らされる。

遺物―土師器不 (1～ 4)、 高杯 (5)、 鉢 (6・ 7)、 甕 (8～ 12)、 壷 (13)が 出土している。

必 1は有段口縁不で、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2～ 4は半球状を呈するもので、

2・ 3は内面黒色処理、 4は箆磨き調整が施される。外面は 2が箆磨き、 3・ 4は箆削り後に箆

磨き調整が施される。高杯は内面黒色処理、外面には箆削り調整が施される。鉢 6は回縁端部が

内傾するもので、内面黒色処理、外面箆磨き調整が施 される。 7は内面箆磨き、外面は箆削 り後

箆磨き調整が施される。甕は全て長胴で、 8。 10。 11・ 12は内面ナデ、外面箆削り調整が施され

る。 9は内面刷毛日、外面には箆削り調整が施される。重13は口縁端部が直立する。内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備    考

-1
土師器

邦

内一ナデ。

外一箆削り。

有段口縁不

-2
土師器

不

10 9 内一黒色処理。

外一箆磨き。

-3
土師器

不

10,7

4,9

内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

-4
土師器

不

２

．

一

５

，

内一箆磨き。

外―箆削り ,箆磨き。

-5
土師器

高JTN

14 0 内一黒色処理。

外―箆削り。

Nα  l

-6
上師器

鉢

117 内一黒色処理。

外一箆磨き。

-7
土師器

鉢

19.2 内一箆磨き。

外一箆削り・箆削り。

-8
土師器

甕

21,7 内一ナデ。

外―箆削り。

-9
上師器

甕

内一用J毛 目。

外―箆削り。

-10 土師器

甕

216
38

内一ナデ。

外―箆削り。

Nα 2

― H
土師器

密

内一ナデ。

外一箆削り。

-12 土師器

密

23.0 内一ナデ。

外一箆削り。

-13 土師器

霊

23.3 内一ナデ。

外―箆削り。

第145表 H166号住居址出土遺物観察表
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H167号住居址 (第 166～ 168図 、図版六十七 。百九十二・百九十二)

遺構―Ⅶい 4グ リットで検出された。南壁中央に張 り出し部を有する隅丸長方形を呈する。H

107号 。162号住居址に切られる。南北長7.92m、 壁残高0。 15mの規模を有する。N-2° ―Wに

長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構築されていた。カマ ド焚き田部分の袖石は抜 き去

られれていたが、他の部分は良好に残存 して。 7基検出されたPitの 内主柱穴はP2・ P3の 2

基である。直径13～15cmの柱が確認された。カマ ド東腸のPlは貯蔵穴であろう。本址が拡張住

居であることが、掘方の調査において判明した。北壁にカマ ドを有 し、南北長5。 36mの規模を有

している。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、石器が出土 している。土師器には郭 (1～ 7)、 鉢 (8・ 13)、 高杯 (9～ 12)、

壺 (14・ 19)、 小型甕 (15)、 甕 (16・ 17)、 甑 (16)力 S存在する。邪 1～ 5は須恵器邪蓋の模倣

を原形とするもので、 1・ 2は内面ナデ、外面は箆削り後、箆磨き調整が施される。 3は内面箆

磨き、外面箆削り調整が施される。 4・ 5は内面黒色処理で、外面は 4が箆削り、 5は箆磨 き調

整が施される。 6,7は半球状を呈するもので、 6は内外面箆磨き、 7は内面黒色処理、外面箆

削り調整が施される。鉢 8は不を大型化したもので、内外面箆磨き調整後赤彩を施 している。13

は外湾 した体部から回縁部が外反するもので、内外面にナデ調整が施される。高杯は 9～ 11は 内

面黒色処理が施され、脚内には箆削り・ナデ調整、外面は箆削り。箆磨き調整が施される。郭部

分は郭 1～ 5と 同様な形態である。11は脚に三角透かしを有する。12は須恵器を模倣 して造 られ

たもので、器面には灰黒色の顔料が塗布されている。体部に櫛描き波状文、脚には長方形透か し

を有する。田辺陶邑編年のM T15型式に比定されようか。重14は口縁部が短く、広回のもので内

面ナデ～箆磨き、外面箆削りから箆磨き調整が施される。19は丸底で、長頸のもので内面ナデ～

箆磨き、外面箆削りから箆磨き調整が施 される。小型奏15は平底で内面ナデ、外面箆削り調整が

施される。甕は 2点共に長胴で最大径を体部に有する。16は内面刷毛目～ナデ、外面箆削り、17

は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。甑18は大型で、底部全体が開口する。内面ナデ、外面

には刷毛目～箆削り調整が施される。石器は20の混入品の磨製石斧が出土 している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

邪

14.8 内一ナデ。

外―箆削り～箆磨き。

-2
土師器

不

内一ナデ。

外―箆削り～箆磨き。

-3
上師器

不

14.4 内一箆磨き。

外―箆削り。

第146表 H167号住居址出土遺物観察表 (1)
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第168図  H167号住居址 (3)
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べ爬

H167新 住居

挿図番号 器  種 法 成   形・調 整 備 者

-4
土師器

不

内一黒色処理。

外―箆削り。

-5
土HW器

不

13.4

4.3

内一黒色処理。

外一銘磨き。

No 4

-6
土師器

不

12.2

4.5

内外―箆磨き。 No 9

-7 上師器

郭

12.5

5.9

内一黒色処理。

外―飽削り。
Nα 2

-8
土師器

鉢

16.6

7.0

内外―赤彩。 NQ l

-9
土師器

郭

内一黒色処理、脚内 :箆削り。ナデ。

外一箆削り,箆磨き。

No 3

-10 土師器

高不

内一黒色処理、脚内 :箆肖Jり ・ナデ。

外―箆削り、箆磨き。

Na 8

第147表  H167号住居址出土遺物観察表 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

一 H
土師器

高不

内一黒色処理、脚内 :箆削り・ナデ。

外一箆削り、箆磨き。

三角透かし。
Nα 6

-12 土師器

高不

18.6

9.6

11.5

内外一灰黒色顔料塗布。
須恵器模倣。

方形透かし。
Nα 7

-13 上師器

鉢

10.3

内外―ナデ。

-14 土師器

宝

11.3

9.4

内外―箆削り '箆磨き。 No 5

-15 器

甕

師

型

土

小

13.6

6.6

14.0

内一ナデ。

外―箆削り。

No 9

-16 土師器

甕

内一ナデ・刷毛目。

外―箆削り。

No12・ 13

-17 土師器

甕

17.6 内一ナデ。

外―箆削り。

-18 土師器

甑

27.0

90
27.5

内一ナデ。

外―刷毛目・箆削り。

-19 土師器

霊

■

一

盈

内一箆削り ,箆磨き。

外―箆削り ,箆磨き。

No l

―-20 磨製石斧

103
6.3

4.1

混入遺物。
480g

第148表  H167号住居址出土遺物観察表 (3)

H172号住居址 (第 169・ 170図、図版六十人・百九十三・百九十四)

遺構―XIか loグ リットで検出された。H126号・H127号・H146号・H158号住居址に切られ

る。住居の半分以上が重複関係により消滅しているため、形状・規模等については不明な部分が

多い。南北長5.56m、 壁残高0.32mの規模を有する。調査範囲内にはカマ ドは存在 しなかった。

9基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。P3では直径17cmの柱が確認 された。

覆土は人為埋上で、周清は有さない。尚、掘方の調査において本址が拡張住居であることが判明

した。南壁の内側0,8m前後に旧住居の壁が確認されている。

遺物―土師器郭 (1。 2)、 鉢 (3・ 4)、 甕 (5～ 7)、 甑 (8)が 出土 している。邪 1は須

恵器邪蓋の模倣を原形とするもので、所謂「有段口縁郷」である。内面ナデ、外面箆削り調整が

施されている。 2は深い半球状を呈する底部から回縁部が内傾 しながら立ち上がるもので、内面

放射状箆磨き、外面箆削り調整が施される。鉢 3は平坦な底部を有し、口縁部に向かい緩やかに

内湾 しながら開くもので、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。 4は口縁部と体部の境に稜

を有する。内面放射状箆磨き、外面箆削り調整が施される。甕は 3点共に内面ナデ、外面箆削り
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調整が施される。口縁部が残存する6・ 7は口縁部に最大径を有する。甑 8は多孔のもので、内

面刷毛目、外面刷毛目 。箆削り調整が施される。

第170図  H172号住居址 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 土師器

邪

３
．

一

＆

内一ナデ。

外一箆削り。

有段日縁lTh。

-2
土師器

不

11,7

4.0

6.5

内一箆磨き。

外―箆削り。

-3
土師器

鉢

内一箆磨き。

外―箆削り

-4 上師器

鉢

24 6 内一箆磨き。

外―艶削り。

第149表  H172号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-5
土師器

奏
60

内一ナデ。

外一箆削り。

-6
土師器

甕

186 内一ナデ。

外一箆削り。

-7
土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-8
土師器

甑

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆削り。

多孔

第150表  H172号住居址出土遺物観察表 (2)

第Ⅱ章 遺構と遺物

H173号住居址 (第 171'172図 、図版百九十四)

遺構一XIけ 10グ リットで検出された。H127号・H130号・H148号・H149号・H157号・H

158号・H175号・H180号住居址に切 られる。南北長9,Om×東西長10.15m× 壁残高0.15mの規

模を有 し、長軸方位をN-80° 一Eに とる。カマ ドは調査範囲内には存在 しなかった。Pttは 22

基検出されたが、全てが本址に伴うのではない。つまり、本址の覆土はすでに存在しない部分も

多く、その場合床面を切 り込んでいるPitは 、本址に付随させて処理 しているからである。その

ため、Pl～ P4の 4基が主柱穴である他は光の性格は判然としない。P2～ P4の 3基におい

て15～25cmの柱が確認されている。周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器、石器が出土している。土師器にはイ(1'4～ 6)、 甕 (3)、 鉢 (7)が

認められる。 1の内面黒色処理のJThは 墨書が認められる。混入遺物である。 4は回縁部が受口状

に内湾する。内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。 5'6は丸底で日縁部が短く外反する

もので、内外面に箆磨き調整が施される。鉢 7は異なる器種かもしれない。内外面にナデ調整が

施される。須恵器は 2の雰が出土 している。底部には糸切り痕が認められる。混入遺物である。

石器は 8の石包丁の未製品と9の打製石鏃が出上している。何れも混入品である。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
上師器

不

16.8

内面黒色処理。
墨書。

混入品。

-2
須恵器

郭
回転糸きり。 混入品。

-3
土師器

密

17.9 内一ナデ。

外一箆削り。

須恵器模倣。

-4
土師器

不

13.0 内一黒色処理。

外―箆削り。

第151表  H172号住居址出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-5
土師器

不

２

．

一
　

一

内外―箆磨き。

-6
土師器

郷

生

一　

一

内外―箆磨き。

-7
土師器

鉢

鋭

一　

一

内外―ナデ。

-8 石包丁
未製品・混入遺物

30 3g

第152表 H172号住居址出土遺物観察表 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-9 打製石鏃

3 05

1.1

0.45

混入遺物。

09g

第153表  H172号住居址出土遺物観察表 (3)

H176号住居址 (第 173・ 174図、図版七十・百九十五)

遺構―Ⅸえ 1グ リットで検出された。H171号住居址・F28号・F40号掘立柱建物址に切 られ、

H182号住居址を切る。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長4.9m× 東西長5,25m×壁残高0。 25

mの規模を呈する。N-80° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に石芯を粘土で被

覆して構築 されている。 7基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴と考えられる。P4

から直径12cmの柱が確認されている。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器が出土 している。土師器には郷 (1)、 高杯 (2)、 甕 (3・ 5'7)、

小型甕 (4)、 甑 (6)、 ミニチュア土器 (8)が出土している。不は須恵器郭蓋の模倣を原形と

するもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。高杯は半球状の不部を有し、内面黒色処理、

外面箆削り調整が施される。甕は 3・ 5が内面ナデ、外面箆削り調整が施され、 7は内面刷毛日、

外面刷毛目・箆削り調整が施される。小型甕は平坦な底部を有 し、回縁部が短く広回のもので、

内面ナデ、外面には箆削り調整が施される。甑 6は大型で、底部全体が開口するものである。内

面ナデ、外面箆削り調整が施される。ミニチュア土器は高杯を模倣 したもので、手捏である。須

恵器はハソウの頸部片 (9)が 1点出土している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邦

２
．

一

生

内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

高不

０

・

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆削り。

-3
土師器

甕

５

，

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-4
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―銘削り。

-5
土師器

甕
内一ナデ。

-6
土師器

甑

内一ナデ。

外一箆削り。

-7
土師器

甕

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆削り。

第154表  H172号住居址出土遺物観察表 (1)
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器   種 法   量 成   形・調   整 備    考

-8
土師器
ニチュア

手捏。

-9 須恵器
ハソウ

櫛描波状文。

第155表  H172号住居址出土遺物観察表 (2)

H177号住居址

(第 175図、図版七十・百九十六 )

遺構―Xお 4グ リットで検出された。H166号

住居址・F13号掘立柱建物址に切 られ、H179号

住居址を切る。H166号住居址により住居の半分

が消滅するため、形状・規模等は判然としない。

東西長3.12m、 F_7残高0.12mの規模を呈する。カ

マ ドは北壁の中央部に構築されており、西袖と火

床が残存 していた。構造的には石芯を粘上で被覆

した「石組粘土カマ ド」である。調査範囲内には

Pitは存在 しなかった。覆土は自然堆積で、周溝

は有 しない。

遺物一土師器壷の底部が 1点出土 している。平

底で内面刷毛目調整、外面箆削り～箆磨き調整が

施される。

tilと :ヽチ:|:押摯γ鰭考亀望粒多含。
(10YR5/6)。 カマド構築粘土。

|  (標
高69!664m)  12m

層層
層

土笠
土

色熱
色

褐
肺褐

暗
に黄

第175図  H177号住居址

H179号住居址 (第 176。 177図、図版七十二・百九十六・百九十七)

遺構一Xか 3グ リットで検出された。H166号・H177号住居址、F13号・F33号掘立柱建物址

に切られ、H181号住居址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈 し、東西長5。 5m、 壁残高0。 3m

の規模を有 し、N-18° 一Eに長軸方位をとる。調査範囲内にはカマ ドは存在 しなかった。Pit

274

挿図番号 器  種 法   量 成   形 調   整 備   考

-1
土師器

壷

．
８
，

０

．

内一刷毛目。

外―刷毛目～箆削り。

第156表  H177号住居址出土遺物観察表



1-2 古墳時代の住居址

は 6基検出され、この内のPl～ P4の 4基が主柱穴である。 4基全てにおいて柱が確認された。

規模的には直径16～ 28cmで ある。覆土は単層で、人為埋土ないしは人為的な攪拌をうけた上の 2

次堆積である。周溝は有さない。

遺物一土師器郭 (1～ 3)、 甕 (4～ 6)、 重 (7～ H)、 甑 (12・ 13)が 出土 している。不 1

は半球状を呈するもので、内面箆磨き～黒色処理、外面箆削り調整が施される。 2・ 3は須恵器

郭蓋の模倣を原形とするもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。甕は 3点共に内面ナデ、

外面箆削り調整が施されるもので、長胴である。 5・ 6は下脹れの底部に最大径を有している。

壷は 7・ 9の ような大型のものと、 8・ 10。 11の ような小型のものが存在する。 7な内面ナデ・

箆磨き、外面箆削り～箆磨き調整が施される。 9は内面刷毛目～箆磨き、外面箆磨き調整が施さ

れる。体部下半が弥生後期の壷のように若干こそげた状態を呈する。 8は内面箆磨き・ナデ、外

面箆削り～箆磨き調整が施される。10。 11は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。甑は小型で

単孔の12と 大型で底部全体が開回する13が存在する。12は内面ナデ、外面箆削り、13は内面箆磨

き、外面箆肖1り
,刷毛目～箆磨き調整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

13.6

4.8

内一箆磨き。黒色処理。

外一箆削り。

-2
土師器

不

６

．

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-3
上師器

不

内一ナデ。

外―箆削り。

-4
土師器

甕

167 内一ナデ。

外―箆削り。

-5
土師器

甕
5,0

内一ナデ。

外一箆削り。

No 2

-6
土師器

甕

一

生

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-7
土師器

壷

19.9 内一ナデ・箆磨き。

外―箆削り・箆磨き。

-8
土師器

壷

内一ナデ・箆磨き。

外一箆削り。箆磨き。

No l

-9
土師器

gE

一

６

．

一

内一ナデ・刷毛目・箆磨き。

外―範磨き。

No 3

-10
上師器

霊

11.9

12.2

内一ナデ。

外―箆削り。

-11

上師器

童

12,7 内一ナデ。

外―箆削り。

第157表  H179号住居址出土遺物観察表 (1)
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第177図  H179号住居址 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-12 土師器

讀

内一ナデ。

外一箆削り。

-13 上師器

甑

内一箆磨き。

外一箆削り ,刷毛目・箆磨き。

No 4

第158表  H179号住居址出土遺物観察表 (2)

H130号住居址 (第 178図、図版七十二・百九十七)

遺構一XIけ 9グ リットで検出された。H130号・H157号・H175号住居址に切られ、H173号

住居址を切る。住居の大半が他住居との重複関係による消滅や、調査区域外に延びるために調査

できなかったため、規模・形状等は判然としない。壁残高は0.25mを 測る。カマ ドは北壁の中央

部分と思われる位置に存在するが、調査区城外に延びるため完掘はできなかった。構造的には石

芯を粘上で被覆 したものである。Pitは 1基検出されたが、住居全体での配置が不明であるため

主柱穴とは断定しかねる。覆土は自然堆積で、周子は有さない。

遺物―土師器ITh(1～ 6)、 鉢 (7)が出土 している。郭は全て須恵器郭蓋の模倣ないし模倣

を原形とするもので、全て内面黒色処理が施 される。 1・ 2・ 5は内面に箆磨き、 4は放射暗文

が認められる。外面は 2が箆削り調整後に箆磨きを施す他は、箆削り調整が施される。 5・ 6は

「有段口縁郭」である。鉢 7は外湾する体部から口縁部が内傾 しながら端部で立ち上がるもので、

最大径を体部に有する。内面ナデ、外面箆肖1り 調整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 土師器

邦

12.3

38

内一箆磨き・黒色処理。

外―箆削り。

-2
土師器

不

＆

一

生

内一箆磨き・黒色処理。

外―箆削り '箆磨き。

No l

-3
土師器

不

14.4

5.1

内一黒色処理。

外―箆削り。

-4 土師器

不

135

40

内一放射暗文・黒色処理。

外―箆削り。

-5 上師器

邪

13.4

42

内一箆磨き ,黒色処理。

外―箆削り。

-6 土師器

不

内一黒色処理。

外―箆削り。

-7
土師器
鉢

内一ナデ。

外―箆削り。

第159表  H180号住居址出土遺物観察表
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H181号住居址 (第 179図、図版七十三・百九十七 )

遺構―Xか 3グ リットで検出された。H179号住居址・F33号掘立柱建物址に切られ、H186号

住居址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈 し、東西長4.05m、 壁残高0.2mの規模を有 し、N

-5° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央に構築されているが、煙道部分と火床が残存

していただけである。 4基検出されたP■は全て主柱穴で直径16～24cmの 柱がP2を 除 く3基で

確認された。覆土は自然堆積で、周溝は存在 しなかった。

遺物―土師器不 (1)、 甕 (2・ 4)、 甑 (3)が 出上している。邪は須恵器郭蓋の模倣を原形

とするもので、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。甕は 2点共に内面ナデ、外面箆削 り調

整が施される。甑は内外面にナデ調整が施されている。この甑は底部が存在 しないため厳密には

甑とは断定出来ない。
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(標 高690_964m)  2m

H182号住居址 (第180図 、図版七十三・百九十人)

遺構―Ⅸお10グ リットで検出された。H171号・H176号住居址に切られ、H136号 ・H190号住

居址を切る。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長5。 15m×東西長4.95m×壁残高0,25の規模を

有 し、N-4° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に粘土で構築され、長径1.2m×短径

0.8m× 深度0。 37mの 規模を有する。床面上で 5基、掘方で 6基検出されたPitの 内、Pl～ P4
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

邦

３

．

一
　

一

内一箆磨き。

外一箆削り。

-2 上師器

甕

３

，

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。
No l

-3
上師器

甑

９

。

一
　

一

内外―ナデ。

-4
土師器

密

内一ナデ。

外一箆削り。

第160表  H181号住居址出土遺物観察表

1-2 古墳時代の住居址

の 4基が主柱穴である。柱は確認されなかった。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器が出土 している。須恵器邪蓋 (3)は混入品である。上師器には郭 (1

・ 2)と甕 (4)が認められる。郭 1は半球状を呈するもので、内面黒色処理、外面箆削り調整

が施される。 2は須恵器不蓋の模倣を原形とするもので、内面箆磨き、外面箆削り調整が施され

る。甕 4は底部片である。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。

H183号住居址 (第 181図、図版七十四・百九十八)

遺構一XⅡ け 3グ リットで検出された。カマ ドと思われる焼土と礫を内包する落ち込みと、Pit、

床面が確認 された。そのため形状・規模等は不明である。 6基検出されたPitの性格 も判然とは

しなかった。

遺物一土師器郭 (1～ 3)、 須恵器壷 (4)、 白磁 (5・ 6)、 打製石斧 (7)が 出土 している。

土師器郭 1は須恵器邦身の模倣である。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2は丸底から口

縁部が大きく開くもので、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。 3は須恵器雰蓋の模倣を原

形とするもので、内面箆磨き、外面箆削り～箆磨き調整が施される。須恵器壼は口縁部～体部上

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1 土師器

不

３

，

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆肖Jり 。

-2
上師器

不

３

．

一
　

一

内一箆磨き。

外―箆削り。

-3 須恵器

不蓋

19.3

天丼部箆削り。 混入遺物。

-4
土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

第161表  H182号住居址出土遺物観察表
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第180図  H182号住居址

半が存在しないため器種を特定できない。外面に箆削り調整が施される。混入品である。白磁は

2点共に碗と思われる。 5は高台を有する。混入品である。打製石斧 7も 混入品である。

H184号住居址 (第 182図、図版百九十人)

遺構―Xか 5グ リットで検出された。H138号住居址を切る。本址は第 2次調査のH13号住居

址と同一の住居址である。住居の大半は第 2次調査の際に調査されており、今回の調査ではPit

282

10cm
(標 高690764n)  2m

Ｓ
一

甥



1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法   量 成   形 調   整 備   考

-1
土師器

邪

内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

邦

生

一　

一

内一箆磨き。

外―箆削り。

-3
土師器

不

な

一

５
．

内一箆磨き。

外―箆削り。

-4
須忘器

壷
10,9

内一ナデ。

外―箆削り。
混入遺物。

-5 餓
硫

58 混入遺物。

-6 白磁

碗
3.6 混入遺物。

-7 打製石斧
190g
混入遺物。

引

⊇
）

（団
ゝ

第162表  H183号住居址出土遺物観察表
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1-2 古墳時代の住居址

1基が検出されたにすぎない。 2次調査において、カマ ドが北壁の中央部に構築される「石組粘

土カマ ド」であること、主柱穴 2基が確認されている。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物―土師器と混入品の弥生土器の赤彩される壺の底部が出土 している。土師器にはlTh(1～

3)、 高杯 (4)、 鉢 (5)、 壼 (6・ 7)、 甕 (8)が認められる。郭 1は小型で半球状を呈する。

内面箆磨き調整～黒色処理、外面箆磨きが施 される。 2・ 3は須恵器郭蓋の模倣を原形とするも

ので、 2は内面放射暗文～黒色処理、顔面箆削 り調整が施される。「有段口縁郭」である。 3は

橙色で陶質の焼成がなされる。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。高杯は内面黒色処理、外

面箆削り調整が施される。内面の底部と体部の境に段を有する。鉢 5は内面黒色処理、外面箆磨

き調整が施される。重 6・ 7は 2点共に内外面に刷毛目調整が施される。甕 8は内面ナデ、外面

箆削り調整が施される。「武蔵甕」の祖形である。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

7.2

3.3

内一箆磨き～黒色処理。

外―箆磨き。

-2 土師器
イ

14.2

45

内一放射暗文～黒色処理。

外―箆削り。
有段口縁郭。

-3 土師器

邦

■

一

生

内一ナデ。

外―箆削り。
橙色・陶質。

-4
土師器

高不

163 内一箆磨き～黒色処理。

外―箆削り。

-5 土師器

鉢

16 8 内一黒色処理。

外一箆磨き。

-6
土師器

重

29.5

内外一用J毛 目。

-7
土師器

gE

盈

一　

一

内外一刷毛目。

-8 土師器

姿

内一ナデ。

外―箆削り。

-9 弥生土器

璽
7.0

内一刷毛目。

外―赤彩。
混入遺物。

第163表  H184号住居址出土遺物観察表

H185号住居址 (第 183図、図版百九十九)

遺構―XⅡ こ3グ リットで検出された。H135号・H152号住居址、F38号掘立柱建物址に切 ら

れる。住居の大半は他遺構との重複により消滅 しており、カマ ド、Pit等 は検出されなかった。

壁も耕作等により削平されており存在しなかった。床面は地山の砂層との識別が容易であった。

遺物―土師器郷 (1)、 高杯 (2・ 3)、 甕 (4)が出土している。郭は半球状を呈 し、口縁端



第Ⅱ章 遺構と遺物

部が短く外反するもので、内外面共に箆磨き調整が施される。高杯 2は内面ナデ、外面箆磨き調

整が施される。底部と体部の境に稜を有する。 3は脚部の破片で、内面箆削り'箆ナデ、外面箆

肖とり調整が施される。甕 4は底部片で、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。

第183図  H185号住居址

H186号住居址 (第 184・ 185図 、図版百九十九)

遺構―Ⅸき2グ リットで検出された。H181号・H192号住居址、F43号掘立柱建物址に切られ、

H193号住居址を切る。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長5,75m×東西長5.6m× 壁残高0.4

286

挿図番号 器  種 法    量 成   形 調   整 備   考

-1
土師器

邦

97

内外―箆磨き。

-2
土師器

高不

17.8 内一ナデ。

外―箆磨き。

-3
土師器

高不

内一箆削り・箆ナデ。

外―箆削り。

-4
土師器

密
54

内一ナデ。

外―箆削り。

第164表  H185号住居址出土遺物観察表
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1-2 古墳時代の住居址
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第Ⅱ章 遺構と遺物

mの規模を有し、N-0° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドは剪ヒ壁の中央部に粘上で構築され、長

径1.lm×短径0.56m×深度0.4mの 規模である。 3基検出されたPitの 内Pl・ P2の 2基が主

柱穴である。直径25cmの柱が 2基共に確認された。本来は 4基の主柱穴で構成されるのであるう

が、 2基はF43号掘立柱建物址により破壊されたものと思われる。覆土は自然堆積で、周溝は存

在しなかった。

遺物―土師器、石製品、石器、鋼製品が出土 している。土師器には郭 (1・ 2)、 小型甕 (3

・ 4)、 甕 (5～ 8)が認められる。郷 1は須恵器不蓋の模倣を原形とするもので、内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。 2は口縁部片であり、形状は不明である。内面箆磨き、外面箆削り

調整が施される。小型甕は 2点共に内面ナデ、外面箆削り調整が施される。甕は全て長胴で、 7

・ 8は国縁部に最大径を有する。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 6は体部上半の肩に最

大径を有 し、内面刷毛目 。ナデ、外面箆削り調整が施される。石製品は 9～ 15の滑石製の臼玉が

出土 している。石器は17の打製石鏃が出土しているが、混入品である。銅製品は16の 帯金具の丸

輛の裏止め金具が出土している。

廷I勘 |

13
原寸

16

２
寸

１
原

１
寸

１
原

③

晒
⑦
爾

４
寸

１
原

）
蜘 ５

寸

⑥

⑤

⑤

④
司原 17

原寸

第185図  H186号住居址 (2)

H193号住居址 (第 186図、図版七十六・三百―)

遺構一Xく 1グ リットで検出された。H191号・H192号住居址、F43号掘立柱建物址に切られ

る。住居の大半が他遺構との重複関係により消滅しているため、規模・形状等は判然としない。

壁残高0.15mを測る。調査区域内にはカマドは存在せず、覆土は自然堆積であった。周溝は有さ

288



1-2 古墳時代の住居址

挿図番号 器  種 法 二塁 成 形・調   整 備 考

-1
土師器

邪

12.9 内一ナデ。

外―箆削り。

-2 土師器

不

15.4 内一銘磨き。

外一箆削り。

-3
上師器

小型甕
4.8

内一ナデ。

外―箆削り。

-4
土師器

小型甕

13 8 内一ナデ。

外―箆削り。

-5
土師器

甕
8.4

内一ナデ。

外―箆削り。

-6
土師器

甕

15.5 内一ナデ・刷毛目。

外一箆削り。

-7
上師器

甕

内一ナデ。

外―箆肖1り 。

-8
上師器

甕

18 7

28 3

内一ナデ。

外―箆削り。

-9 臼玉 18g

-10 臼玉

1.1

1.05

0.6

1.2g

― H 臼 玉 1.3g

-12 臼 玉

1.25

11
0 85

1,9g

-13 臼玉 2.Og

-14 臼玉 1 lg

―-15 臼玉 0.5g

-16
銅製品

丸細

裏上金具

2.3g

-17 打製石鏃 1.7=

第165表  H184号住居址出土遺物観察表

ない。

遺物―土師器郭 (1)、 鉢 (2)が 出土 している。郭は須恵器不蓋の模倣 を原形 とするもので、

内面箆磨 き、外面箆削 り調整が施 される。鉢は深い半球状を呈するもので、内面黒色処理、外面



挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

-1
上師器

郭

内一箆磨き。

外―箆削り。

-2
土師器

鉢

＆

一　

一

内一刷毛目→箆磨き→黒色処理。

外―刷毛目→箆肖1り 。

第166表  H193号住居址出土遺物観察表

第Ⅱ章 遺構と遺物

第186図  H193号住居址

には刷毛目調整後箆削り調整が施される。

H194号住居址 (第 187・ 188図、図版七十六 。三百―・三百二)

遺構―Ⅶう10グ リットで検出された。F44号掘立柱建物址に切られる。隅丸長方形の平面プラ

ンを呈 し、南北長6.2m× 東西長5.55m×壁残高0.5mの規模を有 し、N-0° 一Eに長軸方位を

とる。カマドは北壁の中央部分に構築される。石芯を粘土で被覆した、「石組粘土カマド」であ

る。3基検出されたPitは全て主柱穴で、直径10～ 16cmの柱が全てのPitに おいて確認された。覆

土は自然堆積で、カマド部分を除き壁下に幅12cm、 床面からの深度12cmの周溝がめぐる。

遺物―土師器不 (1～ 4)、 壼 ?(5)、 鉢 (6)、 小型甕 (8・ 9)、 甕 (7・ 10～ 13)、 壼 (14

・15)が 出土している。不 1・ 2は須恵器郭蓋の模倣を原形とするもので、 1は内面ナデ、外面

箆削り調整、 2は内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。 3は半球状を呈し、国縁部が短く外

反するもの、内面箆磨き、外面箆削り～箆磨き調整が施される。 4は半球状を呈し、内外面に箆

磨き調整が施される。壼 5は小型で、内面箆磨き、外面箆削り～箆磨き調整が施される。鉢 6は

290
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1-2 古墳時代の住居址

丸底で、外湾する体部から口縁部が短く外反する。内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。小

型甕 8は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 9は内面ナデ、外面刷毛目調整が施される。 8

と異なり、底部が突出する。甕は10'12の ように、体部が下脹れに張り、底部が突出するものと、

7・ H・ 13の ように長胴で、最大径を国縁部に有するものが存在する。調整は、 7・ 10。 13が内

面ナデ、外面箆削り、11が内面ナデ・刷毛日、外面刷毛目・箆削り調整、12が内面ナデ、外面刷

毛日・箆肖1り 調整が施される。壷は 2点共に内面ナデ・箆磨き、外面箆削り '箆磨き調整が施さ

挿図番号 器  種 法 三塁 成   形 。調 整 備 考

-1
土師器

不

11.5

4.1

内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

邦

内一箆磨き。

外一箆削り。

-3
土師器

lTN

内一箆磨き。

外―箆削り 箆磨き。

No l

-4
土師器

不

13.1

内外―箆磨き。 No 3

-5
土師器

12 2 内一箆磨き。

外一箆削り・箆磨き。

須恵器ハソウの模

倣 ?

-6
土師器

鉢

15 2

11_5

内一箆磨き。

外―箆削り。

No 2

-7
上師器

甕
62

内一ナデ。

外一箆削り。

-8
上師器

小型甕

17.3

73
21.8

内一ナデ。

外―箆削り。

Nα l ・ 2 ・ 4

-9
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―刷毛目・箆削り。

-10 土師器

甕

内一ナデ。

外一覚削り。

一 H
土師器

甕

内一刷毛目・ナデ。

外一刷毛目・箆削り。

No l

-12
土師器

甕

16 8

72
32 5

内一ナデ。

外―刷毛目・箆削り。

-13
上EW器

甕

21.0 内一ナデ。

外一箆削り。

No 2

-14 土師器

壷

内一ナデ・箆磨き。

外一箆削り・箆磨き。

-15 土師器

aF

14 9 内一ナデ。 ・箆磨き。

外―箆削り・箆磨き。

No l

第167表  H194号住居址出土遺物観察表
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1

多揚乏考
/// //ノ

勿ク

カマ ド掘方埋土。
カ マ ド構 築 土。10Y17/4、 7.5YR3/3の 2種類の上が使用されている。
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第187図  H194号住居址 (1)
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第Ⅱ章 遺構 と遺物

れる。

H195号住居址 (第 189～ 197図 、図版七十七・二百三～二百六)

遺構―Xあ 1グ リットで検出された。H196号住居址、M8号溝址を切る。隅丸長方形の平面

プランを呈 し、南北長8.3m× 東西長7.5m×壁残高0.6mの規模を有 し、N-10° 一Eに 長軸方

位をとる。北壁の中央部分に構築されたカマ ドは、焚き口先端部分に石組を用いる他は粘上で構

築 され、長径1.75m×短径1.Om× 深度0.4mの 規模である。 6基検出されたPitの 内Pl～ P4
の 4基が主柱穴で、直径20～ 25cmの 柱が全てのPitで確認 された。覆土は自然堆積で、周溝は有

さない。

遺物―土師器、須恵器、弥生土器、石器、鉄器が出土 している。土師器には郭 (1～ 11)、 小

型壷 (15・ 16・ 24)、 鉢 (14・ 21～ 23)、 小型甕 (17～ 19)、 奏 (20・ 25～ 29・ 32)、 重 (30)、 高

杯 (31)、 甑 (33)が 出土 している。不 1～ 9,11は須恵器不蓋の模倣を原形とするもので、 1

～ 8は内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2は有段回縁不である。 9・ Hは内面箆磨き、外

面箆削り調整が施される。10は半球状を呈 し、内面箆磨き、外面箆削り調整が施される。小型壷

15は内面ナデ・箆磨き、外面箆磨き調整が施される。16は 内面箆磨き、外面箆削り調整が施され

る。国縁部には有段口縁郭と同様な手法による段を有する。24は内面ナデ、外面箆削り調整が施

される。 3点共に箆状工具により口縁部と頸部の境が削り込まれ、段をなす特徴を持つ。鉢14は

内面黒色処理され、外面には箆削り調整を施す。21～23は平底から体部が外湾 して開き、回縁部

が外反する。21は器面が剥落 して調整が不明。22は内面箆磨き、外面箆削 り調整、23は内面刷毛

目、外面箆削り調整が施される。小型甕17は内面ナデ、外面箆削り調整、18は 内外面刷毛目調整、

19は 内面ナデ、外面刷毛目調整が施 される。甕は32を 除き長胴で回縁部に最大径を有する。調整

は20・ 27が内面ナデ、外面箆削り、25。 28・ 29が内面ナデ・刷毛目、外面用J毛 目・箆肖1り 、26が

内面刷毛目・ナデ、外面箆削り調整が施される。32は短胴で口縁部に最大径を有する。内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。壺30も 口縁部に有段口縁邪と同様な手法による段を有する。内面ナ

デ・箆磨き、外面箆磨き調整が施 される。高杯は脚部の破片である。比較的長脚で内面箆削り。

箆ナデ、外面箆削り調整が施される。甑は小型で多孔のもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施

される。須恵器には郭 (12)と 郭蓋 (13)が 認められる。郭は受部上面に凹線が巡る。lTh蓋は端

部が丸い。田辺陶邑編年のT K 209型 式に比定されるように思われる。弥生土器は全て混入品で

ある。34～40は甕、41は壺である。石器は42・ 43の ような編物石、44の砥石、45の磨石、46の紡

錘車、47の磨製石斧、48の凹石、49の打製石鏃が出土 している。47・ 49は混入品である。鉄器は

50の鉄鏃の基部と思われるものが出土 している。
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法 量 成   形・調 整 備 考

-1
土師器

不

11.9 内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

不

125

48

内一ナデ。

外一箆削り。

有段口縁不。

-3
土師器

邦

12.9 内一ナデ。

外―箆削り。

-4
土師器

邦

12,7

4,3

内一ナデ。

外―箆削り。

-5
土師器

邪

13.5

4.7

内一ナデ。

外―箆Hllり 。

-6 土師器

邪

13.3

4.8

内一ナデ。

外―箆削り。

-7
土師器

不

15.0 内一ナデ。

外―箆削り。

-8
土師器

不

14.0 内一ナデ。

外―箆削り。

-9
土師器

不

12.8 内一箆磨き。

外―箆削り。

-10 土師器

邪

14.8 内一箆磨き。

外一箆削り。

-11

土師器

不

H.8

4.4

内

「

箆磨き。

外一箆削り。

No 6

-12 須恵器

邦

No 5

1】 (―-209

-13 須恵器

不蓋

ll.5

TK―-209

-14 土師器

鉢

14.4

12.0

内一黒色処理。

外―箆削り。

-15 土師器

小型童

9,4 内一箆磨き。

外一箆削り・箆磨き。

-16 土師器

小型壷

内一箆磨き。

外一箆削り。

No 4

-17 土師器

小型甕

15.2 内一ナデ。

外―箆肖1り 。

-18 土師器

小型甕

15.2

内外―刷毛目。

-19
器

甕

師

型

土

小

16.9 内一ナデ。

外―刷毛目。

第168表  H195号住居址出土遺物観察表 (1)



1-2 古墳時代の住居址
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法 量 成   形・調   整 備 考

-20
土師器

甕

19.8

5,7

28。 1

内一ナデ。

外―箆削り。

No 3

-21 上師器

鉢

22.0

88
9.2

―-22 土師器

鉢

24.3

8.0

12 7

内一箆磨き。

外一箆削り。

―-23 土師器

鉢

25,0

7.4

15 2

内一刷毛目。

外一箆削り。

-24 土師器

壷

内一ナデ。

外―箆削り。

No 4

―-25 上師器

甕

内一刷毛目。

外一刷毛目・銘削り。

No 4

-26
上師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-27 土師器

甕

23.3 内一ナデ。

外―箆削り。

―-28 土師器

甕

22.5 内一刷毛目・ナデ。

外―刷毛目・箆削り。

-29 上師器

甕

19.1

36.5

内一刷毛目。ナデ。

外一刷毛目・箆削り。

No 2

-30
土師器

壷

23 4 内一ナデ・箆磨き。

外一箆磨き。

No l

-31
上師器

高邪

内一箆ナデ・箆削り。

外―箆削り。

-32
土師器

甕

６

．

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

―-33 土師器

甑

18 6

6.0

134

内一ナデ。

外一飽削り。

-34 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文・箆描波状文、体部 :

櫛描廉状文。

-35 弥生上器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部・口縁部 :縄文。

-36 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 日、頸部 :櫛描条  線、体部 :斜走文。

-37 弥生土器

奏

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文。体部 :斜走文。

-38 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一斜走文。

第169表  H195号住居址出土遺協観察表 (2)



1-2 古墳時代の住居址
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第Ⅱ章 遺構と遺物
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法 量 成   形 。調 整 備 考

―-39 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :櫛描波状文。

-40 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外―櫛描波状文。

-4 弥生土器

壷

内一ナデ。

外―箆描平行沈線間に刺突列 。波状文・縄文。

-42 編物石 450g

-43 編物石

11 0

5.8

40
460g

-44 砥石

-45 磨石

-46 紡錘草

-47 磨製石斧

-48 凹石 2000g

-49 打製石鏃 0。 7g

―-50 鉄鏃 2.8g

第170表  H195号住居址出上遺物観察表 (3)



1-3 奈良 。平安時代

3 奈良 。平安時代の住居址

H8号住居址 (第 194図、図版五・百三)

遺構― Iえ 7グ リットで検出された。H15号住居址、Ml号溝址を切っている。隅丸長方形の

平面プランを呈し、長軸をN-10° 一Wに とる。長軸長4.45m×短軸長3.38m×壁残高0,38mの

規模を有する。カマ ドは北壁の中央部に構築されており、長径1,04m×短径0,94m×深度0.5m

の規模を有するが構築材は残存 していなかった。主柱穴と考えられるPl～ P4の 4基のPitlま

南西コーナーに片寄って構築されておりt柱痕は確認できなかった。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調  ′整 備   考

-1
土師器

不

12.3

8.1

2.6

内一放射状暗文。

外―箆削り。

Nα  l

混入遺物。

-2
土師器

不

内一黒色処理。

外―底部箆削り。

上
　
ｏ

Ｆ

書

「下」の墨

-3
須恵器

不
底都回転糸切り。

-4
須恵器

不
底部回転糸切り。

-5
須恵器

郭
底部回転糸切り。

-6
須恵器

邪

生

一　

一

底部回転糸切り。

-7
須恵器

邦

一

６

．

一

底部回転糸切り。

-8
須恵器

邦

」

一　

一

受部、たちあがりを有する。 混入遺物。

-9
上師器

甕

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外―銘削り。

コ字口縁。

武蔵甕。

-10 上師器

甕

一

３

．

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-11

土師器

甕

０

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

混入遺物。

武蔵甕。

-12 上師器

甕

１

・

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

コ字口縁。

武蔵甕。

-13 鉄鏃

151g
木質残存。

825 0g

-14 凹 石 両面に lヶ 所の凹

第171表 H8号住居址出土遺物観察表 (3)



第Ⅱ章 遺構と遺物

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土 している。土師器には邪 (1～ 2)、 甕 (9～ 12)

の器種が認められる。 1の不は混入遺物と考えられる。非ロクロ成形で内面には放射状暗文が、

外面には箆肖1り が施されている。 2は内面黒色処理、底部箆削り調整が施されるロクロ成形の郭

(標 高690″Om)
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I-3 奈良・平安時代

で、「上」ないし「下」の墨書が認められる。甕は全て「武蔵甕」で、 9、 12は 「コ」字口縁を

呈する。11は混入遺物と考えられる。須恵器は郷 (3～ 8)のみの出土である。 8が混入遺物で

ある他は本址に伴うものと思われる。全て回転糸切 りによリロクロから切り離されている。13の

鉄器は鉄鏃と思われる。基部周辺には本質が残存 している。先端部分は欠損しており形状は不明

である。14の 石器は凹石で、両面に lヶ 所づつ凹が認められる。

Hll号住居址 (第 195図、図版六・百三)

遺構― Iく 10グ リットで検出された。H22、 H31号住居址を切る。北西、南西コーナーを含む

住居の西壁部分は調査区域外に延びるが、 INPⅡ の調査 (H68)において調査済みである。隅

丸長方形の平面プランを呈し、長軸方位をN-10° 一Wに とる。長軸長3.92m、 壁残高0.35mの

規模を有する。カマ ドは北壁の中央に構築されており、長径0,96m×短径0.75m×深度0。 35mの

規模であるが、構築材はほとんど残存 していなかった。Piげよ7基検出され、この内のPl～ P

4の 4基が主柱穴である。柱痕は確認できなかった。カマ ド以西の北壁部分を除き周溝が壁下を

(標 高690970m)

7
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第Ⅱ章 遺構と遺物

巡っている。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器が出土している。土師器には郷 (1)と甕 (8)が認められる。 1の邪

は、内面に放射状暗文、外面に箆削り調整が施される非ロクロ成形のものである。 8の甕は内面

ナデ調整、外面箆削りの「武蔵甕」である。須恵器には郭 (2～ 5)、 高杯ないし高盤 (6)、 郭

蓋 (7)が認められる。不は底部が残存するものは全て箆切りである。また、 5は有台郭と思わ

れる。 6は底部部分の破片であるが、体部の立ち上がりの角度から考えると高盤の可能性が強い。

7の邪蓋は外面天丼部に箆削り調整が認められる。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
土師器

不

内一放射状暗文。

外一箆削り。
非ロクロ成形。

-2
須恵器

不
底部箆切り。

-3
須恵器

不
底部箆切り。

-4
須恵器

邦

15,3

ロクロナデ。

-5
須恵器

不

生

一　

一

ロクロナデ。 有台。

-6
須恵器

高盤 ?
ロクロナデ。

-7
須恵器

不蓋

一

７

，

一

外面天丼部箆削り。

-8
土師器

奏

22.7 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

第172表  Hll号住居址出土遺物観察表

H12号住居址 (第 196・ 197図、図版六・七・百四)

遺構― Iお 9グ リットで検出された。H71、 H l12号住居址を切る。隅丸長方形の平面プラン

を呈 し、N-5° 一Wに長軸方位をとる長軸長5。 lm×短軸長4.05m×壁残高0.4mの規模を有す

る。北壁中央に構築されたカマ ドは長径1.7m×短径1.01m× 深度0,7mの規模で、所謂「石組粘

土カマ ド」である。P■は 1基 しか存在せず、掘方の状態でも他に確認 されなかった。北壁部分

を除く壁下に周濤が巡らされていた。また、配 1、 2の甕は底部を抜いた状態で床面に正位で埋

設されていた。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、須恵器、磨石、磨製石鏃が出土 している。土師器には邪 (1、 2)と甕 (7～

12)が認められる。郷は内面黒色処理され、底部には箆削り調整が施されるロクロ成形のもので、

2は外面に箆磨き調整が認められる。甕は全て内面ナデ調整、外面箆削り調整が施 されており、

306



1-3 奈良 。平安時代
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第Ⅱ章 遺構と遺物

<=工 K三>15

原寸

第197図  H12号住居址 (2)

10、 12を 除き「武蔵甕」である。10は、外面の箆削りの方向が縦位であること、口縁部がやや短

く外反も弱い点が「武蔵甕」とは異なっている。12は下膨れの丸底を呈する底部が「武蔵甕」と

は異なっている。須恵器も郭 (3～ 6)と甕 (13)力 S認められる。 3、 4は回転糸切りの後、外

底周縁に箆肖1り 調整を加えるもの、 5、 6は回転箆切 りによリロクロから切 り離されている。13

の甕は底部のみの出上であり、外面に叩き痕が認められる。14の 磨石は 1面のみ使用されている。

15の磨製石鏃は混入品である。

H19号住居址 (第 198図、図版十・百九)

遺構― Eき 1グ リットで検出された。H25号住居址を切っている。住居の半分以上が、東方向

の調査区域外に延びるため全容は不明である。この部分は 2次調査 (INPⅡ )の際に調査が実

施されているが、開発側から示される工事範囲と、実際の工事範囲が異なるため、今回の調査区

域との間に未調査部分が生 じており、本址と2次調査のH66号住居址との重複関係の存在、存在

する場合の新旧関係については確認できなかった。壁残高0。 2mを測り、覆土は自然堆積であっ

た。カマ ド、柱穴、周溝等は調査部分には存在しなかった。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土している。土師器には郭 (1～ 9)、 有台郭 (10,11)、 甕

(14・ 15)が存在する。郭は 9を除き内面黒色処理が施される。ロクロからの切り離し、及び底

部の調整は 1・ 4・ 5'7が回転糸切り、 2・ 3・ 6が手持ち箆削り、他は不明である。有台郭

は回転糸切 リー回転箆削→付高台の成形、調整がなされ、Hは黒色処理 される。甕は 2点共に

308
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1-3 奈良・平安時代

「コ」字口縁の武蔵甕であり、内面ナデ調整、外面箆削り調整が施されている。須恵器には郭 (12

・13)、 甕 (16)が存在する。底部を欠損するためロクロからの切 り離 し方法等は不明である。

甕は叩痕がロクロナデにより完全に消去されている。広口で短い口縁部が弱く外反しながら立ち

上がり、肩部に最大径を有している。東信地方の該期には普遍的な器形の甕である。刀子は中央

部で折れているがほぼ完形である。

挿図番号 器  種 法 旦
皇 成   形・調 整 備 考

-1
土師器

不

内一黒色処理。

外―底部飽削り。

ロクロ成形。

-2
土師器

JTN

内一黒色処理。

外―底部箆削り、免磨き。

ロクロ成形。

-3
須恵器

郷

13.6

8.4

39
底部回転切り～外底周縁箆削り。

-4
須恵器

jITN
底部回転切り～外部周縁箆削り。

-5
須恵器

不
回転ヘラ切り。

-6
須恵器

邦
回転ヘラ切り。

-7
土師器

密

22 0 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-8
土師器

甕

24,6 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-9
土師器

甕

25.6 内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

-10 土師器

甕

24 8 内一ナデ。

外一箆削り。

-11

土師器

密

22.5 内一ナデ。

外―箆肖1り 。

武蔵甕。

-12 土師器

甕
65 底部箆切り。

-13
土須恵器

甕
12.0

内一ナデ。

外―飽削り。

-14 磨石

12 9

51
1.9

一面使用。

…15 磨製石鏃 21
0 35

ロクロナデ。 混入遺物。

第173表  H12号住居址出土遺物観察表 (1)
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0            1oc l
01  (標高694.170m)  ,m

l 黒褐色土層 (10YR3/2)。 10YR6/6粒 子、/5 1ul大 石粒少含。

11
(1)

第198図  H19号住居址



挿図番号 器  種 法    量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

邦

一

６

．

一

内一黒色処理。

外―右回糸切り。

-2
土師器

不

一

盈

一

内一黒色処理。

外―底部箆削り。

-3
土師器

郭

内一黒色処理。

外―底部箆削り。

-4
上師器

邦

14.1

5.7

4.1

内一黒色処理。

外―右回糸切り。

-5
土師器

邦

内一黒色処理。

外―右回糸切り。

-6
土師器

不

内一黒色処理。

外―底部箆削り。

-7
土師器

郭

内一黒色処理。

外一右回糸切り。

-8
土師器

郷

20.0

内一黒色処理。

-9
土師器

不
外―右回糸切り。

-10
器

不

師

台

上

有
73

内一黒色処理。

外一回転糸切り→回転ヘラ削り→付高台。

-11

器

不

師

台

土

有

21.7 内一黒色処理。

外一回転糸切り→回転ヘラ削り→付高台。

No l

-12 須恵器

邪

14,7

-13 須恵器

不

15.6

-14 土師器

寮

21.7 内一ナデ。

外―箆削り。

縁日字
　
ｏ

Ｊ

甕
コ
蔵

Ｆ

武

―-15 土師器

奏

22.0

内一ロクロナデ。
「コ」字口縁。
武蔵甕。

-16 須恵器

奏

６

．
３

．

一

叩き痕をロクロナデにより消去。

外面底部周縁箆削り。

-17 刀子

22.5

2.1

0.6

46.8g

第174表  H19号住居址出土遺物観察表

1-3 奈良・平安時代

H24号住居址 (第 199図 、図版十二・百十一)

遺構―Ⅱい 1グ リットで検出された。H H7号住居址を切る。長軸長4.3m、 壁残高0。 45mの規



第Ⅱ章 遺構と遺物

模を有し、長軸方位をN-0° 一Wに とる。カマ ドは北壁の中央部と思われる位置に構築されて

おり、長径1.65m×短径0。 95m×深度0.68mを 測る。所謂「石組粘土 カマ ド」である。P比は掘

方状態でも検出されなかった。周溝も存在せず、覆土は自然堆積であった。

遺物一土師器、須恵器、鉄器が出上している。上師器には郭 (1)、 河ヽ型甕 (4)、 甕 (5)が

認められる。rTNは 非ロクロ成形の丸底半球状を呈するもので、内面黒色処理、外面箆削 り調整が

施される。小型甕は体部部分を欠損する。丸底で受口状の回縁部を有する。内面ナデ調整、外面

箆削り調整が施される。奏は底部のみの出土であるが、内面ナデ調整、外面箆削り調整が施され

る「武蔵甕」である。須恵器には邪蓋 (2)、 有台郭 (3)、 小型広口壺 (8)、 短頸壷 (7)、 長

頸壷 (9)、 甕 (6)が認められる。蓋はかえりを有するもので、口縁 とつまみ部分を欠損する。

有台郭は箆切り、付高台である。小型広口壷と短頸壼は、共に窯体や、破損あるいは窯内部に敷

設されていたと思われる他個体の一部分が、自然釉により接着している。短頸重は肩と体部に 2

本の沈線が巡らされている。長頸壺は体部に叩き痕を残 し、頸部半ばに 3本の沈線が巡り、頸部

の付け根には4ヶ の玉が貼付 されている。甕は広口で、短い口縁部が弱 く外反しながら立ち上が

挿図番号 器  種 法 成   形 。調   整 備   考

-1
上師器

不

内一黒色処理。

外―箆削り。

非ロクロ成形。

-2 須恵器

不蓋
かえりを有する。

-3 須恵器

有台邪

14 8

111
3,7

底部回転覚削り、付高台。

-4
土師器

小型甕

」

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

受口状口縁。

-5
土師器

甕

一

４

一

内一ナデ。

外―飽削り。

武蔵甕。

-6 須恵器

姿

34 2 内一ナデ。

外―叩き。

-7 須恵器

短頸壼

Ｚ

一

＆

肩部と体部に 2本の沈線。

叩痕。
窯体付着。

-8
須恵器

小型

広日立
窯体付着。

-9
須恵器

長頸壷

頸部に 3本の沈線。

頸部付け根に4ヶ の玉貼付。

叩痕。

-10 ? 155g

-11 鉄 鏃

6.1

0.3

0.4

第175表  H24号住居址出土遺物観察表



1-3 奈良・平安時代
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遺構―Ⅱか 2グ リットで検出された。H21号住居址を切る。

ため、0.85mを測る壁残高以外の規模、施設は不明である。

遺物―須恵器の大甕が 1点出土 している。口縁部の破片で、

る。

第Ⅱ章 遺構と遺物

り、最大径を肩部に有するものである。Hの鉄器は鉄族の基部、10は不明である。 7～ 9の 3個

体は床面上で一括 して出土した。

H35号住居址 (第 200図 、図版百十五)

住居の大半が調査区域外に延びる

2列の櫛描波状文が巡らされてい

<1  0 く1         10cm
O  (標 高690570m)  2m

調
査
区
域
外

≦→麟蔦舒豊1層 t認学寺:チ謝:免亀緞巖 。ЮY誦/嘘多含。

第200図  H35号住居址

H45号住居址 (第201・ 202図 、図版二十一・百二十六 。百二十七)

遺構一Ⅲあ 6グ リットで検出された。H69号住居址を切り、撓苦とに切られる。隅丸方形の平面

314

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
須恵器

変
2列の櫛描波状文。

第176表  H35号住居址出土遺物観察表



1-3 奈良・平安時代

プランを呈 し、長軸長5,95m×短軸長5.75m×壁残高0.35mの規模を有する。N-5° 一Wに長

軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央に構築されていたが、火床がが残存 しているだけであった。

Pitは床面で 5基、掘方から6基検出された。住居廃絶時の主柱穴はPl～ P3・ P5である。

掘方から検出されたP6～ P llの 6基のPitは 、本址の建て替え以前の主柱穴である。住居の床

面積の拡大、あるいは縮小の痕跡は認められないことから、上屋だけが建て替えられたものと推

浪1さ れる。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、土製品、鉄器、石器が出土 している。土師器には邪 (1・ 2)、 鉢

(3)、 不蓋 (4・ 5)、 甕 (15～ 20)が認められる。邪は内面黒色処理がなされ、底部は箆削 り

が施される。鉢は郭の法量を大きくしたものであり、調整等はイと同様である。墨書が認められ

る。郭蓋は須恵器を模倣 した形態で、 4は内面黒色処理が施されている。甕は20を 除き全て「武

蔵甕」である。20は掘方より出土 したもので本址に伴 うものではない。須恵器には郭 (6～ 12)、

野蓋 (13)、 甕 (14・ 21)、 短頸壷 (22)が 認められる。不は全てが底部回転糸切りである。邪蓄

は扁平な擬宝珠つまみの付くもので天丼部に箆削りが施されている。14は甕ないしは重の底部で

あるが、外面が円滑になっており転用硯と思われる。土製品としては23の紡錘車が出土 している。

鉄器は27・ 28の ような鉄族と、用途不明な26の ようなリング状のものが出土 している。石器は24

の砥石と、本址に伴うものではないが、25の片刃の磨製石斧が出土 している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 土師器

邦
7.4

内一黒色処理。

外一底部箆削り。

-2 土師器

邪

内一黒色処理。

外―底部箆削り。

-3 土師器

鉢

内一黒色処理。

外―底部箆削り。
墨書。

-4
土師器

郭蓋

内一ナデ。

外―箆削り。

-5
土師器

不蓋

内一ナデ。

外―箆削り。

-6 須恵器

邪
底部右回転糸切り。

-7
須恵器

郭
底部右回転糸切り。

-8 須恵器

不
底部右回転糸切り。

-9 須恵器

不

13.7

60
41

底部右回転糸切り。

第177表 H45号住居址出土遺物観察表 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法 量 成   形・調 整 備 考

-10 須恵器

邦
底部右回転糸切り。

-11

須恵器

邪
底部右回転糸切り。

-12 須恵器

イ
底部右回転糸切り。

-13 須恵器

不蓋
天丼部銘削り。

―-14 須恵器

甕
転用硯。

-15 土師器

甕

19.8 内一ナデ。

外一銘削り。

武蔵密。

-16
土師器

甕

13,0 内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

-17 土師器

甕
40

内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

-18 上師器

甕
5。 1

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-19 土師器

甕
5.2

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵奏。

-20 土師器
甕

内一ナデ・刷毛目。

外―ナデ・刷毛目。

混入品。

-21
須恵器

奏
15,2 叩き痕。

-22 短頸壷 底部回転糸切り・箆削り。

―-23 紡錘車

7.4

2.3

-24 砥 石 520g

-25 磨製石斧 114g

―-26 鉄器 ?

2.0

0,3

3,7g

-27 鉄鏃 16.4g

―-28 鉄鏃 6.8g

第178表 H45号住居址出土遺物観察表 (2)



1-3 奈良・平安時代

―

一　

　

　

　

Ｋ

一
　

　

Ｃ

一

4  (標
高694770n) イ臀

/=荘拳 //零坐受基

ち侯讐看握良き屠ti群説チ】た筆亀賢埜F石粒、側YR6か泣子多含。
帝 住 居 掘 方 埋 土。

第201図  H45号住居址 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

13

か 十 一
¬ ■ ■ ■

生
4

囀 28

一　

　

缶⑬

□ イ25

―

◎

―

◎ Q2623

24

‖IM肌
 ` キⅢ

ヤ キ

＼＼`

一
三
二

第202図  H45号住居址 (2)



1-3 奈良 。平安時代

H46号住居址 (第203図 、図版二十二・百二十七)

遺構―Vけ 6グ リットで検出された。H69号住居址・F16号掘立柱建物址を切る。隅丸方形の

平面プランを呈 し、長軸長4.3m×短軸長4.25m×壁残高0。 28mの 規模を有する。N-4° 一W

に長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央やや西よりに構築されており、長径0.95m×短頸0.9m×

深度0。 2mの規模である。袖石の一部と支脚石が残存 しており、粘土は確認されなかった。Pitは

2基確認されたが主柱穴か否かは不明である。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には邦 (1)、 皿 (2)、 甕 (6。 7)が

認められる。lTXは糸切り底で内面黒色処理される。皿は有台で内面黒色処理が施されている。台

は、糸切り後回転箆削りを施 し接合されている。甕は 6の武蔵甕と7の ロクロ甕が共伴してい

る。須恵器にはITh(3～ 5)が認められる。全てが回転糸切り底である。石器は、編物石 (8～

■)と磨石 (12)が 出土 している。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
上師器

邪

内一黒色処理。

底部右回転糸切り。

-2
土師器

有台皿

内一黒色処理。

底部回転糸切り→回転箆削り→付け高台。

-3
須恵器

lIN
底部右回転糸切り。

-4
須恵器

ITN
底部右回転糸切り。 No l

-5
須恵器

不
底部右回転糸切り。

-6
土師器

甕

21.0 内一ナデ。

外―箆削り。

No 2

武蔵甕。

-7
上師器

甕

24.8 内一ナデ。

外一口縁～体部上半ロクロナデ、下半銘削り。

No 3

-8 編物石

12.1

6.3

49

-9 編物石

-10 編物石

-11 編物石 310g

-12 磨石

一

２

」

19.Og

第179表  H46号住居址出土遺物観察表
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1-3 奈良・平安時代

H47号住居址 (第204図 、図版二十二・百二十八)

遺構―Ⅲあ 5グ リットで検出された。H69号・H64号・H82号住居址を切る。隅丸方形のプラ

ンを呈 し、長軸長5.58m×短軸長5.4m×壁残高0.65mの規模を有する。カマ ドは北壁の中央に

構築され、長径1.2m×短径1.2m×深度0.65mの規模を有する。粘土と石で構築された所謂「石

組粘土カマ ド」である。 5基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。柱は確認で

きなかった。P5は出入り口に関係するのかも知れない。周濤は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、鉄器、石器が出土 している。土師器は全て甕 (1～ 4)である。口縁部に最大

径をもつ「く」字回縁の武蔵奏 (1～ 3)と胴張の武蔵甕底部 (4)カベ認められる。鉄器 (5)

は刀子が出上している。先端部分を欠損している。石器は 6の黒躍石製のスクレイパーと7の編

物石が認められる。 6は混入品である。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

甕

26.3 内一ナデ。

外―銘削り。

武蔵甕。

-2
土師器

菱

23.4 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵奏。

-3
上師器

甕

21.5 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵奏。

-4
上師器

甕

内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵奏。

-5 刀子

-6
ス ク レ イ

パー ８ｇ嚇
０
・
黒

-7 編物石

第180表  H47号住居址出土遺物観察表

H54号住居址 (第205'206図、図版二十四 。百三十二)

遺構一Ⅲう5グ リットで検出された。H80号・H60号住居址を切り、F8号掘立柱建物址に切

られる。南北4.55m×東西5,Om×壁残高0,45mの規模を有する。南北軸を主軸としてN-15°

一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央に構築 されており、長径1.lm、 深度0,45mの規模

を有する。カマ ドは向かって右の袖 しか残存 していなかった。 4基検出されたP■は全て主柱穴

である。柱は確認できなかった。覆土は自然堆積である。検出面において本址埋没後に廃棄され

た礫が数個検出された。
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第Ⅱ章 遺構と遺物

遺物―土師器が出土している。郭 (1)、 小型甕 (2・ 6)、 甕 (3～ 5'7～ 8)が認められ

る。邦は半球状を呈 し、内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。小型奏は 2の ような長胴の

ものと、 6の ような下脹れの球形胴のものが存在する。どちらも内面ナデ・箆磨き調整、外面箆

削り調整が施される。甕も長胴の 3～ 5と 胴張りの 7・ 8が存在する。長胴のものには更に器壁

が厚く外面に縦位の箆肖1り を施す 3と 器壁が薄く外面に斜位の箆削りを施す 4・ 5が存在する。

胴張 りのものも、 7が箆磨きを多様するのに対し8は箆肖1り を多用する。

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

邪

14.5

54

内一黒色処理。

外一箆削り。

No 5

-2
上師器

小型甕

３

．

一
　

一

内一箆ナデ・箆磨き。

外一箆削り。

-3
土師器

奏

22.4 内一ナデ。

外―銘削り。

-4
土師器

奏

24.8 内一ナデ。

外―箆削り。

No l

武蔵甕。

-5
土師器

甕

Ｚ

一　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-6
土師器

小型甕

内一箆ナデ、箆磨き。

外―箆削り。

l即α2

-7
土師器

甕

23.4

内外―箆磨き。 No 4

-8
土師器

甕

21.6

27.7

内一ナデ、箆磨き。

外一箆削り、箆磨き。

No 3

第181表  H54号住居址出土遺物観察表
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1-3 奈良・平安時代

H58号住居址 (第207図 、図版二十六・百三十四)

遺構―Vう 7グ リットで検出された。H59号住居址を切る。第 2次調査におけるH38号住居址

は本址と同一の住居址である。壁残高0。 15mを 測る。カマ ドは第 2次調査において北壁の中央部

に検出されている。柱穴は 4本柱構成の内 2基が検出されているが、今回の調査範囲には存在 し

なかった。 2次調査の結果から本址の平面プランは隅丸方形で、N-8° 一Wに長軸方位をとる

ことが判明している。凝土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土 している。土師器には郭 (1)、 有台郭 (2)、 甕 (10～

12)、 高杯 (13)が存在する。この内、12の甕と13の 高杯は、本来はH59号住居址に帰属する混

入品であるう。 1の郭は内面黒処理される。 2の有台邪は右回転糸切後回転箆削りを施 し、台を

付けている。内面黒色処理される。甕10。 11は内面ナデ、外面箆削り調整が施される「武蔵甕」

である。須恵器には不 (3～ 8)と有台イ (9)が存在する。底部の残存するものは全て回転糸

切り痕が認められる。 9の台は回転糸切り後回転箆削りを加え付けられている。石器は14の 凹石

と、15の磨石が出土 している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形 調 整 備   考

-1
上師器

lTh

147
内面黒色処理。

-2
器

不

師

台

土

有

一

＆

一

内面黒色処理。

底部回転糸切り→回転箆削り→付け高台。

-3 須恵器

邦
底部右回転糸切り。

-4
須恵器

不

13.7

-5
須恵器

lTN

15 0

-6 須恵器

不
底部右回転糸切り。

-7
須恵器

jTN

14.1

7.1

38
底部回転方向不明糸切り。

-8 須恵器

郷

一

６

．

一

底部右回転糸切り。

-9 須恵器

有台イ
底部回転糸切り→回転箆削り→付け高台。

-10 土師器

奏
4.6

内一ナデ。

外―箆肖1り 。
武蔵実。

-1]

土師器

菱

212 内一ナデ。

外―箆削り。
武蔵表。

第182表 H58号住居llL出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-12 土師器

奏

23 4 内一ナデ。

外―箆削り。
混入品。

-13 土師器

高不

19 0

140 内外一箆削～ナデ。 混入品。

-14 凹 石

17.6

12.8

75
2125g

-15 磨 石 125g

第183表  H58号住居址出土遺物観察表 (2)

第Ⅱ章 遺構と遺物

H59号住居址 (第208・ 209図 、図版百三十五)

遺構―Vえ 7グ リットで検出された。H58号住居址に切られ、H70号住居址を切る。第 2次調

査におけるH39号住居址は本址と同一の住居址である。隅丸長方形の平面プランを呈 し、長軸長

6.23m、 壁残高0.25mの規模を有し、N-15° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分

に構築され、長径1.6m、 深度0.36mの規模を有する。構築材は残存 しておらず、本址内には存

在 しなかった事から、再利用のため持ち出されたものと思われる。Pitは 2基検出されており、

主柱穴である。第 2次調査の際も2基検出されており、 4基の主柱穴を有 していたことが判明し

ている。柱は確認できなかった。覆土は自然堆積で、カマ ド部分を除き壁下に周溝が巡らされる。

遺物―土師器、須恵器、弥生土器、石器、鉄器が出土 している。土師器にはJTh(1～ 3)、 台

付甕 (4)、 高杯 (7)、 甕 (8～ 10・ 12～ 15)が認められる。郷 1は半球状を呈し、口縁端部が

弱 く外反する。内面黒色処理、外面箆削り調整が施される。 2は丸底気味の底部と口縁部の境か

ら口縁部が外傾 して開くもので、内面黒色処理、外面箆磨き調整が施される。 3は扁平な底部か

ら口縁部が大きく外反して開くもので、内外面に箆磨き調整が施される。 4は台付甕の脚部で内

面箆磨き、脚内は箆削り。ヘラナデ、外面箆削り調整が施 される。 7は高杯と思われるもので内

外面に箆磨き調整が施される。甕の内、 9,10。 15は 「武蔵甕」であり、本来はH58号住居址に

帰属するものである。「コ」字あるいは「コ」字気味の口縁部形状を呈する。他の甕は内面ナデ、

外面箆削り調整が施される器壁の厚いものである。全器形の知れるものはないが、体部が直線的

なものはなく、張 るもの、あるいは球形状を呈するようである。須恵器には郭 (5)と 不蓋

(6)が認められる。口縁部の形状から5は、本来 H58号住居址に帰属するものであるう。 6の

イ蓋は内面に「かえり」を有する比較的口径の大きなものである。弥生土器11は 、体部に連続

「コ」字文と貼付文、口唇部に刻目が施されるもので混入品である。石器16は磨石、鉄器17は鉄

鏃である。
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1-3 奈良・平安時代

1 黒褐色土層 (例YR3/2)。 少量の炭化物。/5 mln以下石粒、パミスを含む。
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第Ⅱ章 遺構と遺物
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1-3 奈良・平安時代

E117哺
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第209図  H59号住居址 (2)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備 考

-1 土師器

郭

２
．

一

生

内一黒色処理。

外―箆削り。

-2
土師器

不

16.2 内面黒色処理。

外―箆磨き。

-3
上師器
郭

176
9,0

2.6

内外―箆磨き。

-4 土師器

台付甕
67

内一箆磨き。

外―箆削り。

-5 須恵器
イ

13.2

混入品。

-6 須恵器

不蓋

14.3

-7
土師器

高不

15.7

内外一箆磨き。

-8
土師器

甕

16.8

内外―ヘラナデ。
混入品。
武蔵甕。

-9 土師器

密

19.2 内一ナデ。

外一箆削り。

混入品。

武蔵甕。

-10 土師器

甕

19.8 内一ナデ。

外―箆削り。

混入品。

武蔵甕。

― ■
弥生

台付密

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 目、体部 :連続「コ」字文十貼付文

混入品。

-12 土師基

甕

一

生

一

内一箆削り～ナデ。

外―箆磨き。

第184表 H59号住居址出土遺物観察表 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-13 土師器

甕

一

６

。

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-14 上師器

密

一　　　　　　^
中・〔い̈
一　　　　　　一

内一ナデ。

外―箆削り。

-15 土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

混入品。

武蔵甕。

-16 磨石

11.7

6.6

3.5

-17 鉄鏃 33.7g

第185表 H59号住居址出土遺物観察表 (2)

H66号住居址 (第 210図 、図版三十・百四十一)

遺構―Ⅶこ4グ リットで検出された。H80号・H100号・H102号住居址を切る。隅丸長方形の

平面プランを呈 し、N-15° 一Eに長軸方位をとる。長軸長5。 75m× 短軸長5。 3m×壁残高0.55

mの規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に構築されており、袖の基部は地山を肖1り だして造

られていた。残存部分には石は使用されていなかった。長径1.48m×短径1,15m× 深度0。 4mの

規模であるc Pitは 4基検出され、全てが主柱穴である。 4基全てにおいて柱が確認されてお り、

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

邦

生

一

５
．

内一黒色処理。

外―箆磨き。

-2
上師器

不

内一黒色処理。

外―箆削り。

-3
上師器

ljTN

内一黒色処理。

外―箆削り。

-4
須恵器

不
底部箆切り箆削り。

-5
土HT器

甕

一

生

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵奏。

-6
土師器

密

15.5 内一ナデ。

外一箆削りe

武蔵甕。

-7
土師器

寮

22.6 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-8 磨製石斧

一

６

．

１

．

140g

-9 敲石

13.2

7.0

4.7

第186表  H65号住居址出土遺物観察表



1-3 奈良・平安時代

直径15cm～ 20cmの規模であった。カマ ドと東壁下の一部分を除き巾20cm前後、床面からの深度12

cm前後の周溝が巡らされていた。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土 している。土師器には不 (1～ 3)、 甕 (5～ 7)が認め

られる。郭は全て内面黒色処理され、 2・ 3は底部に箆削り処理が施されている。 1は丸底で外

面には箆磨き調整が施されている。甕は 3点共に武蔵甕で、内面ナデ、外面箆削り調整が施 され

ている。須恵器は不 (4)力Sl点認められる。底部箆切り、箆削りのものである。石器は混入品

の磨製石斧 (8)の基部と敲石 (9)が 出土している。

H76号住居址 (第211図 、図版百四十七)

遺構―Vけ 7グ リットで検出された。H88号・H105号住居址を切る。第 2次調査におけるH

45号住居址と同一の住居である。隅丸長方形の平面プランを呈して南北長6.55m、 壁残高0.55m

の規模を有する。南北を主軸と仮定するならばN-23° ―Wに主軸方位をとる。カマ ドは火床の

み残存 していた。Pttは床面上で 4基、掘方から13基検出された。床面上の 4基は主柱穴で、P

l・ P2に おいて直径24と 28cmの柱が確認されている。覆土は自然堆積であった。

遺物―須恵器、土師器、鉄器が出土している。須恵器は全て郭である。有台 (3)の ものと無

台 (1・ 2)の ものがある。 3点共に底部に糸切り痕が認められる。土師器は甕 (4)が 出土し

ている。ロクロ成形の小型甕である。鉄器は鉄鏃 (5)が出土 している。断面四角形の棒状で、

先端部分で三角形に尖るものである。



第Ⅱ章 遺構と遺物
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1-3 奈良・平安時代
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
須恵器

邦
底部右回転糸切り。

-2
須恵器

不
底部右回転糸切り。

-3
須恵器

有台不
底部右回転糸切り→回転箆削り→付け高台。

-4
土師器

甕
67 内外―ロクロナデ。 ロクロ甕。

-5 鉄鏃

第187表  H76号住居址出土遺物観察表

第Ⅱ章 遺構と遺物

H78号住居址 (第 212・ 213図 、図版二十四・百四十七)

遺構―Ⅶえ2グ リットで検出された。隅丸方形の平面プランを呈する。長軸長5。 18m×短軸長

4.95m×壁残高0.3mの規模を有する。N-10° 一Eに長軸方位をとる。北壁の中央部分にカマ

ドが構築されていた。石芯を粘土で被覆する所謂「石組粘土カマ ド」である。天丼部が流失 して

いた他は残存状態は良好であった。 4基検出されたPitは全て主柱穴で、P3に おいて直径20cm

の柱が確認された。カマ ドと、カマ ドの東側の北壁下を除き壁下には周溝が巡らされている。巾

20cm、 床面からの深度12cmの規模である。周清が途切れる部分に出入りが存在 した可能性もある。

住居址内に残存する礫は、覆土の堆積状況から明らかなように、本址廃絶時のものではなく埋没

過程のものである。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器と石器が出土 している。土師器には邪 (1～ 7)、 高杯 (8。 9)、 鉢 (10)、 甕

(11～ 16)、 小型甕 (17)が 認められる。邦 1～ 4は半球状を呈するもので、 1・ 3。 4は内面

黒色処理がなされる。 4点共に外面には箆削り調整が施される。不 5。 6は内面に螺旋・放射暗

文が描かれる。外面には箆削り調整が施されている。 7は鉢としても良いのかも知れない。内面

黒色処理、外面にな箆削り調整が施されている。不は全て非ロクロ成形である。高杯 8は半球状

を呈する不部分で邪 1・ 3・ 4と 同様である。 9は脚部分で、内面箆削り・箆ナデ、外面箆削り

調整が施されている。鉢はヘルメット状のもので内面黒色処理、外面には箆削り調整後、箆磨き

調整が加えられている。甕は11・ 13の ような武蔵甕系のもと、他の古墳時代的な長胴甕が出土し

ている。どちらも内面ナデ、外面箆削り調整を基本とする。小型甕17は内面刷毛目・ナデ、外面

箆削り調整が施される。石器は18の 砥石と19の編物石が出土している。20は判然としないが石製

模造品かも知れない。
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1-3 奈良・平安時代

挿図番号 器  種 法 三塁 成   形・調   整 備 考

一 l
土師器

郷

12.3 内一黒色処理。

外―箆削り。

-2
上師器

不

12.0 内一ナデ。

外一箆削り。

-3
土師器

邪

134 内一黒色処理。

外―箆削り。

-4
土師器

lTN

生

一　

一

内一黒色処理。

外―箆削り。

-5
土師器

邪

14.2 内一螺旋十放射暗文。

外―箆削り。

-6
土師器

不

15.2

110
4.3

内一螺旋十放射暗文。

外一銘削り。

-7
土師器

邦

13.3

8.0

内一黒色処理。

外―箆削り。

-8
土師器

高不

16.4 内一黒色処理。

外―箆削り。

-9
土師器

高不

内一ナデ・箆削り。

外―箆削り。

-10 土師器

鉢

31.2 内一黒色処理。

外一箆削り～箆磨き。

-11

土師器

甕

21.0 内一ナデ。

外一銘肖1り 。
武蔵甕。

-12 土師基

甕

22.2 内一ナデ。

外―箆削り。

-13 上師器

甕

22 3 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-14
土師器

甕

22.9 内一ナデ。

外一箆削り。

―-15 土師器

甕

12.2 内一ナデ。

外―銘削り。

-16 上師器

甕

22.4 内一刷毛目・ナデ。

外―箆削り。

-17
上師器

小型甕

内一刷毛目・ナデ。

外一箆肖1り 。

-18 砥 石 3620g

-19 編物石 500g

第188表  H78号住居址出土遺物観察表 (1)
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H83号住居址 (第214図 、図版二十七・百五十一)

遺構―Ⅶお 4グ リットで検出された。隅丸方形の平面プランを呈し、南北長4.65m×東西長4.26

m×壁残高0.35mの規模を有する。N-70° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部に構築

されており、石芯を粘土で被覆する所謂「石組粘土カマ ド」である。長径1.26m×短径1.15m×

深度0.4mの規模である。 4基検出されたPitは全て主柱穴で、直径12～25cmの 柱が確認された。

P2の柱は板状の可能性が強い。カマ ドの東脇に設置された須恵器の大甕 (6)は長胴甕の置台

である。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物一土師器と須恵器が出土している。土師器には不 (1)と 甕 (5)が認められる。不は内

面黒処理で、底部には箆削り調整が施される。甕 5は長胴で内面ナデ、外面箆削り調整が施され

ている。須恵器には邪 (2・ 3)、 郭蓋 (4)、 甕 (6)が認められる。遺構の項で述べたように

6の甕は土師器長胴甕の置台である。不 2は右回転糸切りの後外底周縁に手持ち箆削りが施され

る。 3は底部全面に手持ち箆削りが施される。郭蓋 4は混入品である。田辺陶邑編年のT K10号

窯期に比定されるものと思われる。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-20 石製
模造品 ?

3.5

1,9

0.3

0.35g

第189表  H78号住居址出土遺物観察表 (2)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

不

15 3

7.0

47

内一黒色処理。

外一箆削り。

No 2

-2
須恵器

郷
底部右回転糸切り→外部周縁箆削り。

-3 須恵器

不

15,0

77
3.6

底部箆削り。

-4
須恵器

郭蓋

一

５

．

一

混入遺物。

田辺陶邑編4TK
10。

-5
土師器

奏

触

一　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

-6 須恵器

甕

０

．

一
　

一

内一青海波紋の当具痕。

外―平行叩目。

No l

長胴甕置台。

第190表  H83号住居址出土遺物観察表
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H84号住居址 (第215図 、図版二十六・百五十二)

遺構―Ⅶく6グ リットで検出された。H81号・H HO号住居址を切り、F14号掘立柱建物址に

切られる。隅丸長方形の平面プランを呈すると思われ、南北長6.25m、 壁残高0.57mの規模を呈

する。南北を主軸とするとN-0° 一Wに主軸方位をとる。第 2次調査におけるH32号住居址は

本址と同一の住居址である。カマドは北壁のほぼ中央部と思われる部分に構築されており、長径

0.85m、 深度0.6mの規模である。Pilげよ1基検出されただけであるが、F14号掘立柱建物址のPit

により消滅したPitが 1基存在したものと思われる。柱は確認できなかった。周溝は存在せず、

覆土は自然堆積であった。

遺物―須恵器、石器、鉄器が出土している。須恵器は不が2点出土している。 2点共に右回転

糸切り痕を底部に残す。 2は更に「↓」の刻書が成される。石器 (3・ 6)は編物石、鉄器 4は

刀子、 5は鉄鏃である。

H85号住居址 (第215'216図、図版三十八・百五十二・百五十三)

遺構一Ⅶお 5グ リットで検出された。H83号住居址に切られ、M9号清址を切る。隅丸方形の

平面プランを呈 し、長軸長5。 6m×短軸長5.55m×壁残高0.35mの規模を呈する。長軸方位をN

-25° 一Wに とる。カマ ドは北壁の中央部分に構築されており、長径1.3m×短径0.95m×深度

0.45mの規模を有する。石芯を粘土で被覆 した所謂「石組粘土カマ ド」である。P■は床面上で

4基、掘方において 2基検出され、床面上で検出された 4基は主柱穴である。P2・ P3か らは

直径16cmの柱が検出されている。周濤は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出上している。土師器には、郭 (1～ 5)、 高杯 (6～ 8)、 甕
ノ

340

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-1
須恵器

邦
右回転糸切り。

-2 須恵器

不
有回転糸切り。 「↓」の刻書。

-3 編物石

-4 刀子 8.3g

-5 鉄鏃

-6 編物石 350g

第191表  H84号住居址出土遺物観察表



1-3 奈良 。平安時代

調
査
区
域
外
　
　
　
１
２
３

―

―
１

９

第215図  H84号住居址

(10。 12・ 14)、 小型甕 (H。 13)が 認められる。郷 1は須恵器郷蓋の模倣を原形とするもので、

内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2～ 5は半球状を呈するもので、 2・ 3は内面ナデ、外

面箆削り調整が施される。 4は内面黒色処理、外面箆磨き調整が施される。 5は内面黒色処理、

外面刷毛目調整後箆削り、箆磨き調整が施されている。高杯は3点共に短脚で不身も比較的小さ

い。内面黒色処理が施され、外面には箆削り、箆磨き調整が施される。甕10は丸底で内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。12は平底で内面ナデ、外面箆削り調整が施されている。14は肩部に

最大径を有する。調整は11・ 12と 同様である。台が付くのかも知れない。小型甕11は日縁部に最

蹴藻色圭層i粥畿触猛糾縄通 /ヽ3硼幻粒を含む。
カ マ ド構 築 粘 土。

‐

，

一

‐

Ｇ



第Ⅱ章 遺構と遺物

大径を有 し、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。13も 11と 同様な調整が施されるが、体部中

央に最大径を有している。須恵器は高杯 (9)が 出土している。脚部を欠損した、半球状の郭身

部分だけが残存している。鉄器は15の 鉄鏃と、16の 刀子が出土している。

挿図番号 器  種 法 三
塁 成   形・調 整 備 考

-1
上師器

邪

13.0 内一ナデ。

外―箆削り。

-2
土師器

邦

内一ナデ。

外一箆削り。

-3
土師器

邪

135

3.8

内一ナデ。

外―箆削り。

-4
上師器

郷

内一黒色処理。

外―箆磨き。

-5
土師器

不

15,8

5.8

内一黒色処理。

外―刷毛目→箆削り→鈍磨き。

-6
土師器

高不

内一黒色処理。

外―箆削り。

No 4

-7 珊訪

11.4 内一黒色処理。

外―箆削り。

No 5

-8 珊訪
内一黒色処理。

外―箆削り。箆磨き。

No 7

-9 須恵器

高郭

168

-10 土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

No 2

-11

土師器

小型甕

15 0 内一ナデ。

外―箆削り。

-12 土師器

奏
5。 7

内一ナデ。

外―箆削り。

-13 土師器

小型甕

15 2 内一ナデ。

外―箆削り。

No l

-14 上師器

姿

14.6 内一ナデ。

外―箆削り。

No 3

-15 鉄鏃 191g

-16 刀子
No 8

51g

第192表  H85号住居址出土遺物観察表 (2)
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H90号住居址 (第218図 、図版二十九・百五十四)

遺構一Ⅶき3グ リットで検出された。隅丸方形の平面プランを呈する。南北長4.55m×東西長

4.5m×壁残高0.2mの規模を有し、N-6° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に

構築 されており、長径1,05m、 深度0,9mを測る。西袖 しか残存 していないが、残存部分は粘土

で構築されている。Pitは 4基検出され、全てが主柱穴である。柱は確認 されなかった。覆土は

自然堆積である。

遺物―須恵器、土師器、石器が出上している。須恵器は不 (1・ 2)が認められる。 2点共に

底部箆切り後箆削り調整が施される。土師器は甕 (3)が 出土している。内面ナデ、外面箆肖1り

調整の施される、「武蔵甕」である。石器は 4の磨石と5の砥石が認められる。

H93号住居址 (第219図 、図版百五十六)

遺構一Ⅶこ9グ リットで検出された。H95号住居址を切る。住居の大半は調査区域外に延びる

ため、規模、形状等は判然としない。壁残高0,35mを測る。調査範囲にはカマ ドは存在しなかっ

た。東壁の東北 。東南コーナー部分を除いた壁下には周溝が巡 り、壁柱穴と思われるP比が 2基

構築されている。柱は確認できなかった。周溝は幅20om、 床面からの深さ12cmを測る。覆土は自

344
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然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。上師器には郷 (1)、 有台郭 (2)、 鉢 (3)が

認められる。郭 1は内面黒色処理 され、底部に手持ち箆削り調整が施される。有台郷 2は内面黒

◎ュ
Ol。
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第Ⅱ章 遺構と遺物

第193表  H90号住居址出土遺物観察表

色処理が施され、底部箆削り調整の後高台が付けられている。欠損のため判読不可能な墨書が認

められる。鉢 3も 黒色処理 される。外面には箆削 り。箆磨 き調整が施 される。須恵器には郭

(4)、 有台邪 (5)、 雰蓋 (6)、 超頸壷 (7)が認められる。不 4は底部箆削 り、有台郭 5も

底部箆削り後高台を付けている。郷蓋 6は扁平で小振りである。超頸重 7は肩部の破片で、櫛歯

状工具による刺突列が巡らされる。石鏃 8。 9は混入遺物である。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
須恵器

邪
底部箆切り、箆削り。

-2
須恵器

rTN

一

α

一

底部箆切り、箆削り。

-3
上師器

甕

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-4 磨石

-5 砥 石 4.6

2,7

156g

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
土師器

不

一

６

．

一

内一黒色処理。

外―底部箆削り。

-2
器

イ

師

台

土

有

内一ナデ。

外一底部箆削り→付高台。

墨書。

-3
土師器

鉢

21,9 内一黒色処理。

外―箆削り・箆磨き。

-4
須恵器

郷
底部鍵削り。

-5
須恵器

有台邦

一

Ｌ

一

底部箆肖1り →付高台。

-6
須恵器

不蓋

０

．

一
　

一

-7
須恵器

長頸重
櫛歯状工具による刺突列。

-8 石 鏃

2.6

0.45

0.4

0.7g

-9 石鏃 0.5

0.5

第194表  H93号住居址出土遺物観察表
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H98号住居址 (第220図 、図版四十一・百六十)

遺構―Ⅶけ 6グ リットで検出された。 H102号・H l10号住居址を切る。隅丸長方形の平面プラ

ンを呈 し、南北長3.7m、 壁残高0.28mの規模 を呈する。カマ ドは北壁の中央東よりに構築 され

ている。袖等は残存せず、火床 と煙道部が残存 していた。Pitは 4基検出 され、全てが主柱穴で

ある。柱は確認 されなかった。覆土は自然堆積で、周溝は存在 しない。



第Ⅱ章 遺構と遺物

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土している。上師器には邪 (1)、 甕 (9～ 12)が 認

められる。JTNは 内面黒色処理される。甕は全て「武蔵甕」で、「コ」字ないし「コ」字気味の口

縁部を呈する。内面ナデ、外面飽肖Jり 調整が施される。須恵器には不 (2～ 4)、 郭蓋 (5～ 7)、

挿図番号 器  種 法 二
塁 成   形・調   整 備 考

-1
土師器

郷

139
内一黒色処理。

-2
須恵器

jTN
底部右回転糸切り。

-3
須恵器

lTN

135

-4
須恵器

ITN
69 底部右回転糸切り。

-5
須恵器

邪蓋
146
29

天丼部箆削り。

-6
須恵器

不蓋
14.7 天丼部飽削り。

-7
須恵器

不蓋
158

-8
須恵器

長頸壼

9,8

-9
土師器

甕

19.6 内一ナデ。

外―箆肖1り 。

武蔵甕。

-10 土師器

密

215 内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

-11

土師器

甕
43

内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

-12
土師器

甕

21,0

37
28 6

内一ナデ。

外―箆晋1り 。

武蔵甕。

-13 刀 子 13.7g

-14 紡錘車 188g

-15 編物石 350g

-16 編物石

11.5

4.1

38
270g

-17 砥石

第195表  H98号住居址出土遺物観察表
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第Ⅱ章 遺構と遺物

超頸壼 (8)カベ認められる。杯は底部に右回転の糸切痕を残す。邦蓋は扁平な擬宝珠つまみで天

井部に箆削り調整が施されている。鉄器には13の 刀子と、14の 紡錘車が認められる。石器は15・

16の編物と、17の砥石が存在する。

H104号住居址 (第221図 、図版四十二・百六十二)遺構一Ⅶお 2グ リットで検出された。住居中

央部分に撓乱が入るが、遺構間の重複関係は有さない。調査区域に延びるため規模・形状等につ

いては判然としない。南北長6.12m・ 壁残高0.2mの規模を有する。調査範囲内にはカマ ドは存

在せず、 5基検出されたPitの 内Pl・ P2・ P4の 3基が主柱穴と考えられる。Plか ら直径

16cm、 P2か ら直径12cmの柱が確認された。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器が出土 している。土師器には甕 (3～ 6)が認められる。 3～ 5は 「武

蔵甕」で内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 6は胴張りの甕で内面ナデ調整～箆磨き、外面

箆削り～箆磨き調整が施される。須恵器は提瓶 (1)、 甕 (2)が認められる。 1は同心円状の

沈線間に櫛歯状工具による刺突列が綾杉状に施される。 2は口縁端部断面を丸く仕上げるもので

ある。

H105号住居址 (第222図 、図版四十三・百六十二)

遺構一Vけ 7グ リットで検出された。H76号住居址に切られる。第 2次調査におけるH42号住

居址は、本址と同一の住居址である。住居の大半がH76号住居址により消滅しているため、規模

・形状等については判然としない。壁残高0。 15mを測る。カマ ドは耳ヒ壁の中央部分に構築されて

350

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 須恵器

提瓶
同心円状沈線間に櫛歯による刺突を稜杉に施文。

-2
須恵器

甕

■

一　

一

-3
土師器

甕

５

，

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

-4
土師器

密

一

生

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵奏。

-5
土師器

奏

６

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。
武蔵甕。

-6
土師器

密

２

．

一
　

一

内一ナデ～箆磨き。

外―箆削り～箆磨き。

第196表  H104号住居址出土遺物観察表
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第221図  H104号住居址

おり、袖先端部分の石芯が残存 していた。長径0.55m×短径0.5m×深度 0。 2mの規模であった。

Pitlよ H76号住居址の掘方から2基検出された。 2基共に主柱穴 と考 えられる。覆土は自然堆積
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第Ⅱ章 遺構と遺物

で、調査範囲内には周溝は存在 しなかった。

遺物一土師器、須恵器が出土 している。土師器には不 (1)と 甕 (7)が認められる。lThは 内

面黒色処理が施され、底部には箆削り調整が施される。甕は「武蔵甕」で内面ナデ、外面箆削り

調整が施される。須恵器には郭 (2・ 3)、 有台邪 (4)、 不蓋 (5。 6)、 甕 (8)が認められ

る。郭は 2点共に底部に右回転糸切り痕を残す。有台郭は糸切り後回転箆削りを施 し、台を付け

ている。邦蓋は皿状つまみの 5と 扁平な擬宝珠つまみの 6が存在する。 2点共に天丼部には箆削

り調整が施される。甕は内面に当具痕、外面には平行叩き目が認められる。

Hl14号住居址 (第 223・ 224図 、図版四十四・百六十四・百六十五)

遺構一Vこ 9グ リットで検出された。H H9号・H123号住居址を切る。第 2次調査におけるH

43号住居址は本址と同一の住居址である。隅丸長方形の平面プランを呈 し、南】ヒ長4.88m。 壁残

高0.5mの規模を有する。カマ ドは北壁中央部分に構築されており、石芯を粘土で被覆した「石

組粘土カマ ド」である。Pitは 3基検出され、全てが主柱穴と考えられる。P2で直径20cmの 柱

が確認されている。覆土は自然堆積で周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土している。土師器には甕が認められる。 3・ 6はロ

クロ甕で体部の最大径部分を境に、上はロクロナデ、下は箆削り調整が施されている。 4・ 5は

「武蔵甕」で内面ナデ、外面箆削り調整が施される。須恵器には不 (1・ 2)、 甕 (7・ 8)が

352

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 須恵器

邦

13.6

7.1

3.5

内面黒色処理。

底部箆削り。

-2 須恵器

不
底部右回転糸切り。

-3
須恵器

lTN
底部右回転糸切り。

-4
器

イ

恵

台

須

有

一

７

．

一

回転糸切り→回転箆削り→付高台。

-5
須恵器

郷蓋

皿状つまみ。

天丼部箆肖Jり 。

内面円滑転用覗の

可能性有り。

-6 鶴嬬
3.9

扁平な擬宝珠つまみ。

天丼部箆削り。

-7
土師器

甕

一

２

．

一

内一ナデ。

外一箆削り
武蔵奏。

-8 須恵器

甕

内一当具痕、ナデ。

外―平行叩き目。

第197表  H105号住居址出土遺物観察表
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0  (標 高690S40m)  2m
I      I      I
O            ~~~~    10Cm
i           l           l

1 暗 褐 色 土 層 (10YR3/4)。 パミス、小石多含。
2 にぶい赤褐色土層 (5YR4/4)。 焼土粒子多含。

一
/多 歩

第222図  H105号住居址

認められる。lThは 2点共に右回転糸切後、外底周縁部分に箆削 り調整を加えている。甕は口縁部

が短 く広国のもので、叩き痕をロクロナデと箆削 りにより消去 している。鉄器は 9の 角釘と10の

刀子が認められる。石器は11の 砥石が出土 している。

一励
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挿図番号 器  種 法 成   形・調 整 備 考

-1
須恵器

郷

14.1

9,0

4.3

右回転糸切り→外底周縁箆削り。 Nα l

-2
須恵器

邦

14.2

8.0

41
右回転糸切り→外底周縁箆削り。 No 6

-3
土師器

奏

17.3 内一ナデ。

外―上半 :ロ クロナデ、下半 :箆削り。

ロクロ甕。

-4
土師器
密

20。 9 内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵奏。

Nα 4

-5
土師器

甕
50

内一ナデ。

外―箆肖1り 。

武蔵甕。
No 4と 同一個体。

-6
土師器

甕
6.8

内一ナデ。

外一上半 :ロ クロナデ、下半 :箆削り。

ロクロ甕。

-7
須恵器

奏

内一ナデ。

外―平行叩目→箆削り。ナデ。

武蔵密。

No 3

-8
須恵器

甕
12,9

内一ナデ。

外一叩目→箆削り 'ナ デ。

No 2

-9 釘
15,9g
卜b5

-10 刀子 1.54g

-11 砥 石 63g

第198表  H l14号住居址出土遺物観察表
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第Ⅱ章 遺構と遺物

Hl15号住居址 (第225図 、図版四十五・百六十五・百六十六)

遺構―Ⅶお 8グ リットで検出された。今回の調査範囲では重複関係を有さないが、第 2次調査

時に本址はH27号住居址であり、第 2次調査のH30号住居址と第 2次調査のM17号溝址 (今回の

調査ではM8号溝址)を切っている。隅丸長方形の平面プランを呈 し、南北長6.8m。 壁残高0.35

mの規模を呈する。カマ ドは北壁中央部に構築されており、石芯を粘上で被覆した「石組粘土カ

マ ド」である。長径1.15m。 深度0.52mを はかる。 2基検出されたPiげよ主柱穴で、覆土は自然

堆積である。周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、石器、石製品、鉄器が出土している。土師器には小型甕 (2)、 甕 (3

・ 4)、 台付鉢 (5。 6)が認められる。小型甕は内面にロクロナデを施 し、外面には箆削り調

整がなされる。甕 3は内面ナデ、外面には刷毛目調整が施される。 4は内面ナデ、外面箆削り調

整が施される。台付鉢とした5'6は同一個体と思われるが、接合点がない。内面ナデ、外面箆

削り調整が施される。須恵器は有台郭が 1点出土している。底部糸切り後、回転箆削り調整を施

し、台を付けている。石製品としては、10の 砥石と8・ 9の ような滑石製の国玉が出土している。

鉄器としては 7の ようなものが出上しているが、性格は不明である。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

― ユ
須恵器

有台郷
回転糸切り→回転健削り→付高台。

-2
器

甕

師

型

土

小

内一ナデ。

外一箆削り。

-3
土師器

甕

122 内一ナデ。

外―刷毛目。

-4
土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-5
土師器

台付鉢

10.4 内一ナデ。

外―箆削り。

6と 同一個体。

-6
土師器

台付鉢
10.9

内一ナデ。

外一箆削り。

-7 鉄器

-8 臼玉

1.15

1.1

04
04g

-9 臼玉

-10 砥 石

第199表  Hl15号住居址出土遺物観察表
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拿昌掲自三層‖鮨繰韓離狩趣三争島弘蜘粘土多缶
5 灰 自 色 土 層 (10Y18/1)。 カマド構築粘土。

♀ 曇掲色圭層iti穏 :チを}:亮員酢覇摩聟夢書。住居掘方埋上。

調査区城外
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H125号住居址 (第226図 、図版四十九・百七十一)

遺構―XIえ 4グ リットで検出された。H142号住居址をきる。隅丸方形の平面プランを呈す

る。南北長4,75m・ 壁残高0.35mの規模を有 し、N-15° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁

の中央に構築されており、長径1.4m×短径0.85m×深度0。 45mの規模で、石芯を粘土を被覆 し

た「石組粘土カマ ド」である。 3基検出されたP■はいずれも浅いが、掘方状態においても他にPit

が存在しないことから考えて、主柱穴とおもわれる。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には郭 (1)、 甕 (2～ 5)が認められ

る。郷は底部に右回糸切痕を残す。甕は 4点共に「武蔵甕」で、内面ナデ、外面箆削り調整が施

され,最大径を体部に有する。須恵器には超頸壼 (7)、 甕 (6)が認められる。超頸壺は小型

で器壁が薄い。甕は底部片で外面には箆削り調整が施される。石器は 8の凹石が出土している。

第200表  H125号住居址

H126号住居址 (第227図 、図版五十・百七十一)

遺構一XIか 10グ リットで検出された。H146号住居址に切られ、H172号住居址を切る。隅丸

長方形の平面プランを呈 し、長軸長3.5m×短軸長3.05m×壁残高0。 35m、 面積8。 15ド の規模を

有する。カマ ドは北壁の中央部分に構築されるが、火床と煙道以外は残存 していない。Pttは 2

基検出されたが主柱穴とは考えにくいが、Plで直径22cmの柱が確認された。覆土は自然堆積で

ある。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
土師器

邦
右回転糸切り。

-2
上師器

甕
5.0

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-3
土師器

甕

０

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆WIり 。

武蔵甕。

-4
上師器

甕

218 内一ナデ。

外―鈍削り。

武蔵甕。

-5
土師器

甕

20。 9 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵奏。

-6
須恵器

甕
15,9

内一ナデ。

外一箆削り。

-7
須恵器

長頸重

-8 凹石 130g
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遺物―土師器甕が 1点出土 している。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成   形 調 整 備   考

-1
土師器

甕
7.8

内一ナデ。

外一箆削り。

第201表  H126号住居址出土遺物観察表

にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。

侵鱗 勢 層齢 筏 せ醤独呂三食雑軍多魯F。

H127号 住居址 (第228～ 230図 、図版五

十・百七十一・百七十二)

遺構―XⅡ き1グ リットで検出された。

H147号 ・H148号・H155号・H172号・

H173号 住居址を切る。隅丸長方形の平

面プランを呈し、長軸長5。 53m× 短軸長

5.Om×壁残高0.3m、 面積22.75∬ の規

模を有し、N-15° 一Eに長軸方位をと

る。カマ ドは北壁の中央に粘土で構築さ

れている。長径1.25m×短径1.Om×深

度0。 45mの規模 を呈す る。Pitは 8基検

出され、この内のP2,P3・ P6・ P

7の 4基が主柱穴と考えられ、他の 4基

は補助的な柱と思われる。周溝は有さず、

覆土は自然堆積である。

尚、本址が拡張 された住居であること

が掘方の調査で判明した。旧住居は北壁

のカマ ド以西と西壁の北から70%が新住

居と共有 された位置にあり、北西コー

ナーと南東コーナーを結ぶ対角線を延長

して、住居を拡張 したものと思われる。

遺物―土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器

が出上している。土師器には、不 (1～

12)、 有台琢 (14)、 有台不皿 (13)、 甕

(22)が 認められる。郭は 1・ 2の よ

うに、内面黒色処理で底部に箆削り調整

が施されるものと、 3～ 8の ように内面

F

H146

0
0 (標 高691206m)

卿
　
ｍ

ｌ０

２

第227図  H126号住居址
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黒色処理で底部に右回転の糸切り痕を残すもの、13の ように黒色処理が施されないものが存在す

る。また、 3・ 9～ 12の ように墨書が認められるものも多い。有台郭14は底部片で、回転糸切り

後、高台を付加する部分に箆削り調整を施している。有台皿13は内面黒色処理で、底部中央に方

向不明の糸切り痕を残す。甕22は混入遺物である。H148号かH173号住居址に帰属するものであ

るう。須恵器には邦 (15～ 17)、 有台郭 (18)が 認められる。全てが底部に右回転の糸切り痕を

残す。灰釉陶器は碗 (19～ 21)が出土している。釉薬はつけがけで、口縁端部は外反し、高台は

三日月高台である。大原 2号窯期に比定されようか ?鉄器23は鉄板を円錐状に丸めたものである。

性格は不明である。

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

邪

内面黒色処理。

底部箆削り。

-2
上師器

不

内面黒色処理。

底部箆肖1り 。

-3
上師器

不

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

「刑」の墨書。

-4
上師器

不

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

-5
土師器

不

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

-6
上師器

邦

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

-7
土師器

邦

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

-8
土師器

不

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

-9
土師器

不

141 内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

墨書。

-10 上師器

邪
墨書。

― H
土師器

邪
墨書。

-12 土師器

邪

134
「告」の墨書。

-13
器

皿

師

台

土

有

内面黒色処理。

回転糸切り '付高台。

第202表  H127号住居址出土遺物観察表 (1)
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面
２ｍ

層
層
層
層
層
層
層
層

径
土
儀
土
土
土
土
土

鎖
色
錦
色
色
色
色
色

紳
褐
船
褐
褐
褐
褐
褐

に
黒
に
嗜
黒
黒
黒
黄

発亀炒麟
含、10YR8/4砂 粒少含。

10YR4/6粒 子含む。
10YR6/6粒 子含む。
貼床。
掘方埋上。
砂多含。 1日 住居掘方埋土。
焼上、灰、炭化物多含。
カマ ド構築土。

蓬塾ぎて証%ワZ。

団 T2硬匡垂てて    4
｀

…

18

第228図  H127号住居址 (1)



◎

1-3 奈良・平安時代
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凸

第229図  H127号住居址 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-14
器

不

師

台

土

有
87 回転糸切・付高台。

-15 須恵器

不
右回転糸切り。

-16 須恵器

邦
右回転糸切り。

-17 須恵器

不

14.6

6.1

4.1

右回転糸切り。

-18
器

イ

恵

台

須

有

一

盈

一

回転糸切・付高台。

-19 灰釉陶器

碗

ａ

一　

一

釉薬つけがけ。

-20 灰釉陶器

硫

生

一　

一

-21
灰釉陶器

碗

一

８

．

一

三日月高台。

-22
土師器

甕

内一ナデ。

外一箆削り。

混入遺物。

-23 鉄器

5,0

19
1.6

13 1g

第203表  H127号住居址出土遺物観察表 (2)

第Ⅱ章 遺構と遺物

H130号住居址 (第 231・ 232図 、図版五十一・五十二・百七十二・百七十二)

遺構―XIく 9グ リットで検出された。H158号・ H175号住居址を切る。隅丸長方形の平面プ

ランを呈する。長軸長4.9m×短軸長4.2m× 壁残高0。 3mの規模を有 し、N-5° 一Eに長軸方

位をとる。カマ ドは北壁中央部分に構築されており、袖は残存せず、粘上で造られた煙道部分だ

けが残っていた。P■は 4基検出されているが、その配置に規則性は認められない。P4は貯蔵

穴の可能性が高い。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、灰釉陶器、石器が出土している。土師器には郷 (1～ 10)、 有台杯 (11

～13)、 甕 (19～ 23)、 羽釜 (24)が認められる。郭は全てのものが内面黒色処理され、底部が残

存するものの内 1・ 2は手持ち箆削り、他は右回転の糸切り痕を残す。有台郭も全て内面黒色処

理され、底部は回転糸切り→回転ヘラ削り→付け高台の成形・調整が施される。 7～ Hには墨書

が認められる。甕は19,21,23の ようなロクロ甕と20・ 22の ような内面ナデ・外面箆削りが施さ

れるものが存在する。羽釜24は ロクロ痕を残す。須恵器は郭 (14)、 有台不が存在する。郭は底

部箆切りで、有台郷は回転糸切リー回転ヘラ肖1り →付け高台の成形・調整が施される。灰釉陶器

364



1-3 奈良・平安時代

には皿 (16～ 18)、 長径瓶 (25)が 認められる。皿は 3点共につけがけ施釉で、三日月高台であ

る。大原 2号窯式に比定 されようか ?長径瓶は口縁部片である。石器は打製石鏃 (26)・ 石錐

(27)、 磨製石斧 (28)が 出土している。全て混入遺物である。

挿図番号 器  種 法 量
塁 成   形・調 整 備 考

-1
土師器

邦

■.6

5.6

44

内面黒色処理。

底部箆削り。

-2
土師器

ITh

内面黒色処理。

底部箆削り。

-3
土師器

邪

13.0

5.5

3.1

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

「刑」の墨書。

-4
上師器

不

12.5

5.8

41

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

-5
土師器

不

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

-6
土師器

郭

15 5

内面黒色処理。

-7
土師器

郭

一　

一　

一

内面黒色処理。 墨書。

-8
土師器

不

７

．

一
　

一

内面黒色処理。 墨書。

-9
土師器

不

内面黒色処理。

底部右回転糸切り。

墨書。

-10 土師器

邪
内面黒色処理。 墨書。

-11

土師器

有台邪
7.1

内面黒色処理。

回転糸切り→回転箆削り→付高台。

墨書。

-12
土師器

有台不

内面黒色処理。

回転糸切り→回転箆削り→付高台。

-13 土師器

有台イ

15.7

7.3

54

内面黒色処理。

回転糸切リー回転箆削り→付高台。

-14 須恵器

郷
6.5 底部箆削り。

-15 須恵器

有台邪
86 回転糸切り→回転箆削り→付高台。

-16 灰釉陶器

皿

13.4

6.8

2.8

つけがけ施釉。

三日月高台。

-17 灰釉陶器

皿
7.0

つけがけ施和。

三日月高台。

第204表  H130号住居址出土遺物観察表 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物
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第231図  H130号住居址 (1)
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2 2

28

耐
―――――
爛
Ｖ

〔
＝
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２６耐

一

<)  27
原寸

第232図  H130号住居址 (2)

◆

挿図番号 器  種 法 三塁 成 形・調   整 備 考

-18 灰釉陶器

皿
8.2

つけがけ施釉。

三日月高台。

-19
土師器

甕
8.9 内外―ロクロナデ。

―-20 土師器

甕

18.0 内一ナデ。

外―箆削り。

-21
上師器

甕

21.5

内外―ロクロナデ。

-22
土師器

甕

21.6 内一ナデ。

外一箆削り。

-23 上師器

変

216 内一ロクロナデ。

外一口縁～体部上半 !ロ クロナデ、体部下半 :箆削り。

-24
土師器

羽釜

23.6

内外―ロクロナデ。

第205表  H130号住居址出上遺物観察表 (2)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-25 灰釉陶器

長径瓶

12.9

―-26 打製石鏃

-27 石 錐

-28 磨製石斧 53.2g

第Ⅱ章 遺構と遺物

第206表  H130号住居址出土遺物観察表 (3)

H131号住居址 (第233図 、図版五十二・百七十二)

遺構一XⅡ く4グ リットで検出された。H150号住居址を切る。南北長3.2m× 壁残高0。 2mの

規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に構築されるが、東袖は残存しなかった。残存部分は粘

G 4   H

劾

~

乳 粽騨廿れOm),m

にぶとキ婁輻色圭層社群ヽ4チ:):発繹燻生:彰竹皿謙斎でス、石粒多含。
黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)。 砂粒多含。
灰 白 色 土 層 (10YR8/1)。 カマド構築粘土。

♀   1   :OCm

第233図  H131号住居址

上で構築 されていた。Pitlよ 5基

構築されているが、性格は判断し

かねる。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器邪が 2点出土 して

いる。 1は丸底から口縁部が開く

もので、内面黒色処理で、外面箆

削り調整が施される。 2は内面に

ロクロナデが認められる。外面に

は箆肖1り 調整が施される。

H132号住居址 (第234図 、図版五

十二・百七十二)

遺構―Xあ 5グ リットで検出さ

れた。H162号住居址を切る。隅

丸方形の平面プランを呈し、南北

長5.Om×東西長4.95m×壁残高

0.45m・ 面積20.78ド の規模 を有

する。長軸方位はN-0° 一Wで

ある。カマ ドは東南コーナーに構

築されている。火床と構築材と思

③◎ 12

P4

P5    ⑥
P3

一十一耐 2



1-3 奈良 。平安時代

挿図番号 器   種 法    量 成   形 調   整 備   考

― l

土師器

邦

生

一　

一

内一黒色処理。

外―箆磨き。

-2
土師器

不

内一ロクロナデ。

外一覚削り。

第207表  H131号住居址出土遺物

Q

帝

q  (標高69!864m) ♯器

含

』］６粒子多含。
Ｗ飾Ｗ痕。

１０
／
１０
柱

層
層
層
層韓弾韓韓

暗
に
暗
灰

１

２

３

寒

第234図  H132号住居址

われる礫が散乱 した状態であり、袖等は残存 していなかった。Pitは 5基検出 されたが、配置に

規則性は認められなかった。 P4に おいて直径12cmの柱が確認 されている。覆土は自然堆積で周



第Ⅱ章 遺構と遺物

溝は有さない。

遺物一土師器、灰釉陶器が出土 している。土師器には皿 (1)、 不 (2)が存在する。皿は底

部に右回転の糸切り痕が認められる。灰釉陶器は碗 (3)が出上している。つけがけ施釉、三日

月高台のものである。

H133号住居址 (第235図 、図版五十三・百七十二)

遺構一XIう 9グ リットで検出された。D9号土坑に切 られ、H143号住居址を切る。隅丸長

方形の平面プランを呈 し、南北長4.6m×東西長3.67m×壁残高0.lm・ 面積9.9だの規模を有す

る。N-35° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構築されていたが、火床が残存

していたのみである。Pitは 8基検出されたが、その配置に規則性はなく、性格は判然としない。

覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、須恵器が出土 している。土師器にはlTh(1)と 甕 (5・ 6)が存在する。邪は

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

イ

内一螺旋+放射暗文。

外―箆削り。

-2 須恵器

不

13.5

9.2

3.3

底部箆切り ,箆削り。

-3
須恵器

不

17.0

底部箆切り。箆削り。

-4
須恵器

不蓋

15,7

3.3

天丼部範削り。

-5
土師器

甕

一

生

一

内一ナデ。

外―箆削り。
武蔵甕。

-6
土師器

甕

８

，

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

第209表  H133号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

皿
右回転糸切り。

-2 土師器

不

３

．

一
　

一

-3 灰釉陶器

碗
10.2 つけがけ施釉。

第208表  H132号住居址出土遺物観察表
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内面に螺旋十放射暗文が施され、外面箆削り調整が施される。甕は 2点共に「武蔵甕」で内面ナ

デ、外面箆削り調整が施される。須恵器には不 (2・ 3)と lTh蓋 (4)が認められる。不は底部

箆切り。箆削りのものである。邪蓋は天丼が高く、扁平な擬宝珠つまみが付されている。

4 F

571058

4帥平細ωμ`＼＼、`
K

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10

５７‐。」彰彩杉　器攀器幹攀攀攀仲攀幹

1劾

旦

‐０５Ｐ鮎

‖賜禁:曽之望
'Z写

訣脚吻名
‖冊幾瞥砦盈三歩口

"、
帆多缶

(10YR4/6)。 砂粒、ローム多含。

til畿 :チ:;:慾建を,暮:

＼`

第235図  H133号住居址
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H134号住居址 (第 236・ 237図 、図版五十四・百七十四・百七十五)

遺構―XIこ 1グ リウトで検出された。H144号住居址を切る。平面隅丸長方形の住居址で、

南北長3.48m×東西長4.68m×壁残高0.28m。 面積11.64だ の規模を有する。南北を主軸と考え

るならN-12° 一Eに主軸をとる。カマ ドは北壁の中央西寄りに検出された。大半が石で構築さ

れており、極めて少量の粘上が隙間を充填する程度に使用されていた。Pitは 4基検出されてい

るが、配置に規則性は認められない。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、灰釉陶器、弥生土器が出土 している。土師器には郭 (1～ 12)、 有台

郭 (13。 14)、 耳皿 (15)、 甕 (18・ 19。 21・ 22)、 小型甕 (20。 23)が認められる。郭 1・ 2・

4は底部箆削り、 3は回転糸切り後周縁部に箆削り、他の底部が残存するものは右回転の糸切 り

痕が認められる。内面は黒色処理されるものと、されないものが存在 し、暗文が認められるもの

も多い。有台不は回転糸切り後回転箆削りを施 し、高台を付けるもので、内面は13が黒色処理、

14は暗文が認められる。耳皿は内外面が黒色処理される。回転糸切り後回転箆削りを施 し、高台

を付けている。甕は、18・ 19の ように内面ナデ、外面飽削り調整のものと、21・ 22の ようなロク

ロ甕が存在する。小型甕も甕同様に、内面ナデ、外面箆削り調整の20と 、23の ようなロクロ甕が

存在する。須恵器は壷の底部 (24)と短頸壼 (25)が出土している。灰釉陶器陶器は三日月高台

が付される碗の底部片16と 、つけがけ施釉される碗の口縁部片17の 2点が認められる。混入遺物

である弥生土器は、26の甕と27の壷の 2点が出土している。

挿図番号 器  種 法    量 成   形 。調   整 備   考

一 l
上師器

不

内面黒色処理。

底部箆削り。

-2
上師器

郭

内面黒色処理。

底部箆削り。

-3
土師器

邪

内面黒色処理。

底部回転糸切り→周縁箆削り。

-4
土師器

JTh

射

一

生

底部箆削り。

-5
土師器

不

内面黒色処理。

右回転糸切り。

-6
土師器

不

２
．

一　
生

内面黒色処理。

右回転糸切り。

-7
土師器

邦

内面黒色処理。

右回転糸切り。

-8
土師器

ITN

内面黒色処理。

右回転糸切り。

第210表  H134号住居址出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法 旦望 成   形・調   整 備 考

-9
土師器

lTN

内面黒色処理。

右回転糸切り。

-10
土師器

邦

内面黒色処理。

右回転糸切り。

-11
土師器

不
右回転糸切り。

-12 土師器

不
右回転糸切り。

-13 土師器

有台不
6.4

内面黒色処理。

回転糸切り→回転ヘラ削り→付け高台。

-14
土師器

有台不
6.7

噌文。

回転糸切り→回転ヘラ削り→付け高台。

-15
土師器

耳皿

一

α

＆

内面黒色処理。

回転糸切り→回転ヘラ削り→付け高台。

-16 灰釉陶器

硫
40 三日月高台。

-17 灰釉陶器

碗

81
つけがけ施釉。

-18 土師器

甕

25 7 内一ナデ。

外―箆削り。

-19 土師器

奏

24.3 内一ナデ。

外―箆肖1り 。

―-20 土師器

小型姿

16.2 内一ナデ。

外―箆肖Ⅲり。

-21
土師器

甕

24 3 内一ナデ。

外一口縁～体部上半 :ロ クロナデ、下半 :飽肖1り 。

ロクロ姿。

-22 土師器

甕

22 6 内一用」毛目。

外一口縁～体部上半 :ロ クロナデ、下半 :箆削り。

ロクロ寮。

-23 土師器

小型密

168
ロクロ甕。

-24 須恵器

壷
13.7

底部周縁箆肖Jり 。

付け高台。

-25 須恵器

短頸重

10.5

9,3

21.0

体部下半箆削り。

-26 弥生土器

奏

11.6 内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、顕部 :廉状文、体部 :斜走文。

-27 弥生土器

箆

152 内一刷毛目。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文、頸部 :

範描平行沈線間に縄文十波状文。

第211表  H134号住居址出土遺物観察表 (2)

1-3 奈良 。平安時代
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挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

不

内面黒色処理。

回転糸切り～周縁箆肖1り 。

掘方出土。

-2
上師器

不

15.7

8.5

4.1

内面黒色処理。

右回転糸切り。

-3 須恵器

郷
右回転糸切り。

-4
須恵器

不
右回転糸切り。

第212表  H135号住居址出土遺物観察表



1-3 奈良・平安時代

H135号住居址 (第238図 、図版五十五・百七十五)

遺構一XⅡ あ4グ リットで検出された。H185を 切り、P279に 切 られる。南北長4.3m、 壁残

高0.4mの規模を有する。隅丸台形の平面形状を呈 している。調査範囲内にはカマ ドは存在 しな

かった。Pitは 6基検出され、この内のPl～ P4が主柱穴である。周溝は有 さず、覆土は自然

堆積であった。

遺物一土師器、須恵器のlThが 出土している。土師器郷は 2点共に内面黒色処理が施され、 1は

回転糸切りから周縁に手持ち箆削り調整が施される。 2は右回転の糸切り痕を残 している。須恵

器不は 2点共に右回転糸切り痕を残 している。尚、 1は掘方から出土 している。

Ｄ
一
調
査
区
域
外

/ 鮎 :靴

層
層
層
土弾雑帷攀

に
明
掲
明 靭癖営書を蛾打)鋸榔

(標 高690206m)

第239図  H142号住居址



第Ⅲ章 遺構と遺物

H142号住居址 (第239図 、図版百七十九)

遺構一XIあ 4グ リットで検出された。H125号住居址に切られ、H159号住居址を切る。南北

長5。 2m、 壁残高0。 3mの規模を有する。南北を主軸とするならばN-17° 一Eに主軸方位をとる。

カマ ドは北壁の中央部分に構築されており、粘上で構築された西袖と火床が残存していた。 6基

検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。P2か らは直径16cmの柱が確認 された。

覆土は自然堆積で、周溝は存在しない。

遺物―須恵器が出土 している。不 (1・ 2)、 不蓋 (3)が認められる。郭は 2点共に底部箆

切り、箆削りである。lTh蓋はつまみ部分を欠損する。天丼部分には箆削り調整が施される。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

一 ユ
須恵器

邦

12.9

5.3

4.4

箆切り、箆削り。

-2
須恵器

不
箆切り、箆晋1り 。

-3
須恵器

イ蓋
14.3 天丼部箆削り。

第213表  H142号住居址出土遺物観察表

H145号住居址 (第 240図 、図版五十七・百八十一)

遺構一XⅡ え 1グ リットで検出された。H159号住居址を切 り、F29号掘立柱建物址に切 られ

る。隅丸長方形の平面プランを呈し、長軸長6.15m×短軸長5,4m×壁残高0。 35m・ 面積26.91∬

の規模を有する。カマ ドは北壁の中央に構築されているが、ほとんど残存 していないのに加え、

攪乱が更に破壊 してしまい、煙道部の石芯が lヶ 存在するだけである。 5基検出されたP■の内

Pl～ P4の 4基が主柱穴である。覆土は自然堆積で、周溝はは存在しない。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土 している。土師器には邦 (1。 2)、 小型甕 (6・

7)が存在する。郭 1は内面に放射暗文、 2は放射と螺旋暗文が施され、外面は箆削り調整が施

される。小型甕は 2点共に、平底で、内面ナデ、外面には箆削り調整が施される。 6は更に箆磨

きが体部下半に施 される。須恵器には不 (3・ 4)、 郭蓋 (5)、 壷 (8)、 平瓶 (9)が存在す

る。不は 2点共に底部箆削り調整が施される。不蓋は皿状のつまみでかえりを有するもので、器

壁が厚いものである。壷 8は小型の広口壺の国縁部片である。日縁端部がつまみ上げられたよう

に短く直立する。平瓶 9は口縁部の破片である。体部は存在しないが、把手を有さないものと思

われる。鉄器は11の 鎌が出土している。基部を欠損している。石器は10の軽石製の磨石が出土し

ている。
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1-3 奈良・平安時代
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挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

JTN

18.5

11.8

6.1

内一放射暗文。

底部箆削り。

-2
土師器

邦

内一放射・螺旋暗文。

底部箆削り。

-3
須恵器

不
底部箆切り→箆削り。

-4
須恵器

郭
底部箆削り。

-5
須恵器

不蓋
皿状つまみ。

-6
土師器

小型甕

内一ナデ。

外一箆削り・箆磨き。

-7
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-8
須恵器

小型広口壷

７

．

一
　

一

-9
須恵器

平瓶

10.3

-10 軽石製

磨石
17.5g

一 H 鎌 17.5g

第214表  H145号住居址出土遺物観察表

第Ⅱ章 遺構と遺物

H146号住居址 (第 241・ 242図 、図版五十八・百八十一・百八十二)

遺構一XIか 9グ リットで検出された。H126号・H154号・H158号・H172号住居址を切る。

隅丸長方形の平面プランを呈 し、南北長5.55m×東西長5.Om×壁残高0。 2m・ 面積22.43ド の規

模を有する。長軸方位をN-10° 一Eに とる。カマ ドは東壁の中央やや南に構築されている。石

芯を粘上で被覆 した「石組粘土カマ ド」である。P■は 3基検出され、その全てが主柱穴である。

本来は 4本で構成されるものが、境乱により1基が消滅したものと思われる。P2に おいて直径

16cmの柱が確認されている。周溝は存在しない。

遺物一土師器、須恵器、灰釉陶器が出上している。土師器には不 (1～ 12・ 14)、 鉢 (13)、 有

台皿 (15)、 甕 (28～ 30)が出上している。郭は全て底部に回転糸切 り痕を残 し、内面黒色処理

を施すものと (5～ 12・ 14)、 施 さないもの (1～ 4)が存在する。14は「東」の刻書が認めら

れる。有台皿は内面黒色処理が施され、回転糸切→回転箆削り→付高台の成形が成されている。
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1-3 奈良・平安時代
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第Ⅱ章 遺構と遺物

鉢はイをそのまま大型にしたもので、内面黒色処理が施される。甕は28の ような短い口縁部が大

きく開き、内面ナデ、外面箆削り調整が施されるものと、29。 30の ようなロクロ甕が存在する。

内面ナデ、外面口縁部から体部の最大径までがロクロナデ、他は箆肖1り 調整が施される。須恵器

はjTh(16～ 22)、 有台jTN(23)、 邪蓋 (24～ 25)、 長頸重 (31)が 認められる。IThは 全て底部に右

回転糸切り痕を残す。23は台部分を欠損する。郭蓋は 2点共に天丼部に箆削り調整が施される。

31の長頸壷は回縁部～頸部を欠損する。底部には回転糸切り痕が認められる。灰釉陶器は皿が 2

点出上している。27は段皿、26は通常の皿である。

長
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I-3 奈良 。平安時代

挿図番号 器  種 法 旦
塁 成   形・調 整 備 考

-1
土師器

不

12 8

5.8

4.2

右回転糸切り。

-2
土師器

邪
右回転糸切り。

-3
土師器

不
右回転糸切り。

-4
上師器

郷

13.3

右回転糸切り。

-5
土師器

不

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-6
土師器

不

126
4.2

44

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-7
上師器

邦

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-8
土師器

郷

14.3

6.5

4.0

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-9
土師器

不

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-10 土師器

郷

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-11

土師製

不

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-12 上師器

邪

14.0

55
4.6

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-13 土師器

鉢

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-14
上師器

不

一　

一　

一

内面黒色処理。 「東」の刻書。

-15 上師器

有台皿

回転糸切り→回転箆削り→付高台。

内面黒色処理。

-16 須恵器

邪
右回転糸切り。

-17 須恵器

邦

125
右回転糸切り。

-18 須恵器

不
右回転糸切り。

-19 須恵器

イ

13.0

右回転糸切り。

第215表  H146号住居址出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-20 須恵器
lTN

右回転糸切り。

-21 須恵器

不

133
右回転糸切り。

-22 須恵器

不

13 7

4.5

43
右回転糸切り。

―-23 須恵器

有台邪

14.0

-24 須恵器

不蓋

13.5

2.6

天丼部箆削り。

-25 鶴鳩

３

，

一
　

一

天丼部箆削り。

-26 灰釉陶器

段皿

152

-27 灰釉陶器

皿

143

-28 上師器

甕

８

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

-29 上師器

奏

189 内一ナデ。

外一口縁～体部最大径 :ロ クロナデ、他は箆削り。

ロクロ奏。

-30 土師器

甕

22 4 内一ナデ。

外一口縁～体部最大径 :ロ クロナデ、他は箆削り。

ロクロ奏。

-31 須恵器

長頸重
48 回転糸切り。→回転箆削り→付高台。

第Ⅱ章 遺構と遺物

第216表  H146号住居址出土遺物観察表 (2)

H147号住居址 (第243図 、図版二十九・百八十二)

遺構一XⅡ か 2グ リットで検出された。H124号・H127号住居址・F35号掘立柱建物址に切ら

れ、H155号住居址を切る。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長4.52m×東西長4.65m×壁残

高0。 2mの規模を呈する。南北を主軸とするならば、N-30° 一Eに主軸方位をとる。北壁中央

に構築されていたであるうカマ ドは、H127号住居址により消滅 したものと思われる。Pitは 1基

も存在せず、壁下には幅12cm、 床面からの深度 8 cm前後の周溝が巡る。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器郭 (1・ 2)、 有台郭 (3)力 S出土 している。邪は 2点共に内面黒色処理、底部

右回転糸切りである。 1は 「告」の墨書が認められる。有台lTh 3は 台部分を欠損する。内面黒色

処理で、底部回転糸切り後回転箆削りを施し、台を付けている。

384



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邪

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-2
土師器

lTN

13.1

5.8

4,1

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-3
器

イ

師

台

土

有

15 0 右回転糸切り。

内面黒色処理。

付高台。

第217表  H147号住居址出土遺物観察表

1-3 奈良・平安時代

10cm
(標高69+106m)  ?m

ち≦嗚麟暫争層t阻 :サ謝:習聖堅移堤冤ヽ只震ば下パミス緒。

第243図  H147号住居址

H149号住居址 (第 244・ 245図 、図版六十・百八十二・百八十四)

遺構一XIこ 10グ リットで検出された。H157号・H173号住居址を切る。隅丸方形の平面プラ

ンを呈 し、南北長5。 15m×東西長4.9m× 壁残高0。 15mの 規模を有 し、N-14° 一Eに 長軸方位

をとる。カマ ドは北壁の中央に構築されているが、西袖の心材と思われる礫が 2ヶ と火床が残存

するだけであった。Pitは 8基検出され、この内のPl～ P4の 4基が主柱穴である。内部に礫
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第244図  H149号住居址 (1)



1-3 奈良・平安時代

を内包 しており、この上に礎石を置いたか、このまま状態で礎石にして柱を建てたものと思われ

る。また、P5。 P7の 2基のPitも 、P7内で確認された柱の存在から柱穴であることが明ら

かになった。柱は直径15cmの規模であった。P6はカマ ドに付随する施設、P7は出入り口に関

係する施設であろう。P7も礎石を内包 してた。覆土は自然堆積で周溝は存在 しなかった。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土 している。土師器には皿 (1)、 郭 (2～ 7)、 甕 (15～

19)、 鉢 (20)が出土している。皿は小型で内面黒色処理で底部には箆削り調整が施される。不

は全て内面黒色処理で、2.3は 回転糸切 り後外底の周縁部に箆削 り調整を施 している。他のもの

は全て右回転糸切り痕を残している。また、 4・ 7に は墨書が認められる。甕は全て「武蔵甕」

で内面ナデ、外面箆削り調整が施される。口縁部が存在するもは「コ」字ないし「コ」字気味の

形状である。20の鉢は混入品で内面刷毛目～ナデ、外面には箆削り調整が施されている。須恵器

には不 (8～ 13)、 盤 (14)、 壷 (21)、 円面硯 (22)が 認められる。郭は全て底部に右回転糸切

り痕を残す。 9に は墨書が認められる。盤14は混入品と思われる。21の壼の底部片は外底の周縁

に箆削り調整を施す。円面硯22は脚部に方形の透かしを有する。本遺跡で唯一出土 した円面硯で

ある。石器は23の軽石製の石器と、混入品の打製石斧が出土している。尚、図示不可能な緑釉陶

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

― ユ
土師器

不

箆肖1り 。

内面黒色処理。

-2
土師器

邪

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-3
土師器

不

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-4
土師器

不

一

α

一

右回転糸切り。

内面黒色処理。

墨書。

-5
土師器

不

14.1

6.4

4.3

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-6
土師器

不

右回転糸切り。

内面黒色処理。

土師器

不

12,7 右回転糸切り。

内面黒色処理。

墨書。

-8
須恵器

邦
右回転糸切り。

-9
須恵器

邦
右回転糸切り。 墨書。

-10 須恵器

郭
右回転糸切り。

第218表  H149号 出土遺物観察表 (1)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-11
須恵器

不
右回転糸切 り。

-12 須恵器

不
右回転糸切り。

-13 須恵器

不
右回転糸切り。

-14 須恵器

盤

18,7

混入遺物。

-15 土師器

奏
3.5

内一ナデ。

外一箆削りc

-16
土師器

甕

21.7 内一ナデ。

外―箆削り。

―-17 土師器

甕

21.7 内一ナデ。

外―箆削り。

-18 土師器

甕

22.0 内一ナデ。

外―箆肖1り 。

-19 土師器

甕
61

内一ナデ。

外一箆削り。

-20 土師器

鉢

14 7 内一刷毛目→ナデ。

外―鈍削り。

混入遺物。

-21 須恵器

童
77 外底周縁箆削り。

-22
器

覗

恵

面

須

円

生

一　

一

方形透かし。

―-23 軽石 20 9g

―-24 打製石斧
150.Og

混入遺物。

第Ⅱ章 遺構と遺物

第219表  H149号 出土遺物観察表 (2)

器碗の口縁部片が 1点出土している。

H154号住居址 (第246図 、図版六十二・百八十六)

遺構―XIか 9グ リットで検出された。H146号住居址に切られ、H158号住居址を切る。南北

長5。 32m、 壁残高0.4mの規模を有 し、北壁の中央と思われる位置にカマ ドが構築される。カマ

ドは火床が残存するだけであった。Pitは 6基検出されたが、主柱穴は判断 しかねる。覆土は自

然堆積で、周溝は存在しなかった。

遺物―土師器、須恵器が出土 している。土師器には不 (1・ 2)、 と甕 (3)が認められる。

388



1-3 奈良・平安時代
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第245図  H149号出土址 (2)            24

不 1は平底で内面黒色処理が施される。 2は半球状を呈 し、内面箆磨き、外面箆削り調整が施さ

れる。甕は「武蔵甕」で口縁部に最大径を有する。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。須恵

器は小型広回壷 (4)と甕が 2点 (5・ 6)出土 している。広口重はロクロ成形である。甕は 2

点共に内面に当具痕、外面に平行叩目が認められる。

H156号住居址 (第247。 248図 、図版六十三・百八十七)

遺構―Xう 2グ リットで検出された。M13号溝址を切り、F28号掘立柱建物址に切られる。隅

丸方形の平面プランを呈 し、南北長5。 lm×東西長4.85m×壁残高0.3mの規模を有する。N-2°

一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構築されるが、火床と煙道の一部分が残存 し

1



第Ⅱ章 遺構と遺物
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1-3 奈良 。平安時代

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
上師器

不
内面黒色処理。

-2
土師器

邪

13.2 内一箆磨き。

外一箆削り。

-3
上師器

甕

19,0 内一ナデ。

外―箆削り。
武蔵甕。

-4
須恵器

小型広口壷

５

．

一
　

一

-5
須恵器

奏

31.0 内一当具痕。ナデ。

外―叩目。箆削り。

-6
須恵器

奏

一

８

．

一

内一当具痕、ナデ。

外―叩日、箆削り。

第220表  H154号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

一 ユ
上師器

郵

内一黒色処理。

外一箆削り→箆磨き。

-2
上師器

小型甕

137

13_0

内一ナデ。

外―銘削り。
武蔵甕。

-3
土師器

小型甕

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-4
土師器

甕

９

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-5
上師器

密

21.5 内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵密。

Nα l

-6
土師器

甕

21.4 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-7
須恵器

重
12.1

付高台。

外面箆削り。

-8 紡錘車 30,Og

-9 凹石

第221表  H156号住居址出土遺物観察表
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1-3 奈良 。平安時代

一⑧
週Ь

9

第248図  H156号住居址 (2)

ていたに過ぎない。 4基検出されたPitは全て主柱穴で、全てから直径18cm前 後の柱が確認 され

た。覆土は自然堆積で、周溝は存在 しなかった。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土 した。土師器には不 (1)、 小型甕 (2・ 3)、 甕 (4～

6)が認められる。郭は須恵器邪蓋の模倣を原形とするもので、内面黒色処理、外面箆削り調整

後箆磨きが施される。混入品である。小型甕、甕は全て「武蔵甕」である。小型甕は球胴を呈 し、

最大径を体部に有する。甕は最大径を口縁部と体部に有する。口縁部は「く」字を呈 し、内面ナ

デ、外面箆削り調整が施される。須恵器は壺の底部が 1点 (7)出上している。石器は 8の紡錘

車と9の凹石が出土 している。

H157号住居址 (第249図 、図版六十二・百八十七)

遺構一XIこ 9グ リットで検出された。H149号住居址に切られ、H153号・H173号・H180号

住居址を切る。南北長4.Om、 壁残高0.35mの規模を有する。カマ ドは北壁の中央と思われる位

置に構築 されている。粘土は使用されない石組カマ ドである。Pitは 4基検出されたが、主柱穴



第Ⅱ章 遺構と遺物

ではない。掘方においても柱穴と思われるPttは存在しなかった。覆土は自然堆積で周溝

は有さない。

遺物―底部箆切 りの須恵器不 (1)、 土師器甕の口縁部片 (2)、 砥石 (3)が 出土している。

バ

iヽ

D  K  4

印  島 B  (標高690.564m) 」撃
″    I     I     I
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2

第249図  H157号住居址

H160号住居址 (第250図 、図版六十五・百八十九)

遺構一 Xえ 3グ リットで検出された。 F28号・F36号掘立柱建物址に切 られる。
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
須恵器

邦
底部箆削り。

-2
土師器

甕

３

．

一

３

．

内外―ナデ。

-3 砥 石
No l

2.lg

1-3 奈良・平安時代

第222表  H157号住居址出土遺物観察表

×東西長3.Om× 壁残高0.2mの規模を有する。長軸方位をN-2° 一Eに とる。カマ ドは東壁の

北東隅よりに位置 し、焚口部分にだけ石組を施 し、他は粘土で構築 される。長径 0。 92m×短径0,75

m×深度0.2mの規模である。Pitは 6基検出され、この内のPl・ P2は主柱穴 と思われる。覆

土は自然堆積で周溝は有 さない。

遺物―内面ナデ、外面箆磨 き調整が施 される土師器甕 (1)、 有台の須恵器壷 (2)底部が出

土 している。

第223表  H160号住居址出土遺物観察表

H165号住居址 (第251図 、図版六十六・百九十)

遺構一Xう 4グ リットで検出された。F34号・ F36号・F39号掘立柱建物址に切られ、M13号

溝址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈し、東西長5,25m×南北長4,3m×壁残高0.2mの規模

を有する。N-90° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央東よりに構築されている。火床

が残存 しているだけであった。 4基検出されたPiltは 全て主柱穴である。P3以外の 3基からは

直径15～18cmの柱が確認された。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、弥生土器が出上している。土師器には邪 (1)、 鉢 (3)が認められ

る。邪は内面に放射暗文が、外面には箆削り調整が施されている。鉢は外湾した体部から回縁部

が内湾する。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。須恵器は郭 (2)力式出土している。底部は

箆切りである。弥生土器には甕 (4～ 7)、 重 (8)が認められる。甕 4は口唇部と口縁部に縄

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

奏

24.2 内一ナデ。

外―箆磨き。

-2 須恵器

霊

一

０

．

一

外面箆削り。
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上

励

立

0
0  (標 高690860m)

Ⅷ徽 総の蝉。
ｍ
ｍ
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２

文を施し、口縁部には 2本の箆描波

状文を巡らす。 5は櫛歯状工具によ

り頸部に条線を巡らし、この条線か

ら縦位の条線を垂下させ器面を縦位

に分割し、横位の波状文を充填する。

6,7は体部に櫛歯状工具による斜

走文を施す。 8の壷は、頸部に箆状

工具による平行沈線を巡らし、その

間に刺突列・波状文を施文する。弥

生土器は全て混入品である。

H169号住居址 (第252図 )

遺構―Xう 6グ リットで検出され

た。H170号住居址を切る。本址は

第 2次調査におけるH16号住居址と

同一の住居であり、第 2次調査分の

H23号住居址を切っている。壁残高

0,6mを 測るが、規模・形状につい

ては調査区域外に延びるため判然と

しない。調査区域外との境において

検出された焼土が本址のカマ ドと関

連するか否かについてもいても不明

である。Pidよ 掘方において 1基検

出されたが性格は不明である。覆土

は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土師器甕の底部が 1点出土

している。「武蔵甕」の底部片で内

面ナデ、外面箆削り調整が施される。

拶”仲幹韓　弾仲

灰
灰
に
黒
灰
　
力
に (10YH4/3)。 カマド構築土。

堤垂垂≦垂生
=翌

Jと
″
2

第250図  H160号住居址

H171号住居址 (第253図 、図版六十八・百九十二 )

遺構―Ⅸえ10グ リットで検出された。 H176号・ H182号住居址を切る。住居の約半分が調査区

396



1-3 奈良 。平安時代

域外に延びる。隅丸方形のプランを呈するものと思われる。南北長4.3m、 壁残高0。 lmの規模を

有する。南北を主軸とするならば、N-5° 一Eに主軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央と思わ

れる位置に検出されたが、約半分が調査区域外に延びている。西袖の石芯と火床が認められれた。

P■は 6基検出されたが主柱穴は不明である。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土 している。土師器には郭 (1～ 3)、 皿 (4)、 甕 (7・

8)が認められる。不は 3点共に底部右回転糸切りで、内面黒色処理が施される。皿は有台と思

われる。内面黒色処理が施される。甕は 2点共に「武蔵甕」である。内面ナデ、外面箆削り調整

が施される。 7は「コ」字回縁を呈する。須恵器は不 (5・ 6)が 2点出土 している。いずれも

底部回転糸切りである。石器は 9の凹石が 1点出土している。

4 (標
高69!764m) 学鵠

Φ

∞

』
Ｉ

○幽②Э身
調
査
区
域
外

Ｃ
一
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．漿

冨1ぜ蓄Υ層1輔 :サ卦:世錘錐。5短縫ヨ
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第251図  H165号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

13.8

4.2

内一放射暗文。

外一箆削り。

-2
須恵器

邪
底部箆切り。

-3
土師器

鉢

11.8 内一ナデ。

外―箆削り。

-4
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、口縁部 :縄文・箆描波状文。

-5 弥生土器

奏

内一箆磨き。

外―頸部 :櫛描条線、体部 :縦位櫛描条線・横位波状文。

-6
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一斜走文。

-7
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一斜走文

-8 弥生土器

壷

内一ナデ。

外―頸部 :箆描平行沈線間に刺突列・波状文。

第224表  H165号住居址出土遺物観察表 (2)
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第252図  H169号住居址



1-3 奈良 。平安時代

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

甕

一

生

一

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

賤

0  (標高690964m)  2m
I      I      I

第225表  H169号住居址出土遺物観察表
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

内一黒色処理。

右回転糸切り。

-2
土師器

不

13.6

5,6

39

内一黒色処理。

右回転糸切り。

-3
土師器

邪

134
61
50

内一黒色処理。

右回転糸切り。

-4
土師器

皿

13.6

内一黒色処理。 有台 ?。

-5
須恵器

邪
回転糸切り。

-6
須恵器

邦
右回転糸切り。

-7
上師器

甕

191 内一ナデ。

外一鈍削り。

武蔵甕。
「コ」字口縁。

-8
土師器

甕
3.4

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵奏。

-9 凹 石 163.9g

第 Ⅱ章 遺構と遺物

第226表  H171号住居址出土遺物観察表

H174号住居址 (第 254図 、図版六十九・百九十四・百九十五)

遺構一Ⅸい 1グ リットで検出された。本址は床面が部分的に残存し、床面に接する状態で遺物

の出土が確認できたため住居址として調査を行ったものである。当然の事ながら、住居の形状・

規模等は不明である。また、検出されたPitも 、本址の床面を切 り込むもの全てを本址に帰属 さ

せている。ただし、床面下から検出された、P7・ P8の 2基については本址に先行する可能性

を有している。いずれのP■からも柱は確認されていない。

遺物―土師器、弥生土器が出土している。土師器には邪 (1～ 6・ 8・ 9)、 有台郷 (7)、 甕

(10)、 小型甕 (H)が認められる。底部が残存する郭・有台邪は全て底部回転糸切りで、方向

が特定できるものは、全て右回転である。また、 6・ 9を除き内面黒色処理が施される。8に は

墨書、9に は「尖」 ?の刻書が認められる。甕10は「武蔵甕」である。内面ナデ、外面箆削り調

整が施される。11の小型甕は「ロクロ甕」である。内外面にロクロナデが施される。弥生土器は

赤彩される高杯の口縁部 (12)と脚部 (13)が 認められる。混入遺物である。

H175号住居址 (第255図 、図版六十九・百九十五)

遺構―XIけ 9グ リットで検出された。H130号住居址に切られ、H158号・H173号・H180号

400



1-3 奈良 。平安時代

住居址を切る。調査区域外に延びるため規模・形状は判然としない。壁残高0,2mを 測る。カマ

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
上師器

邦

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-2
土師器

不

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-3
土師器

不

生

一　

一

右回転糸切り。

内面黒色処理。

-4
土師器

lTh

14 5 右回転糸切り。

内面黒色処理。

-5
土師器

不

17.7 右回転糸切り。

内面黒色処理。

-6
土師器

邦
右回転糸切り。

-7
土師器

有台邪
7.4

回転糸切り→回転ヘラ削り→付高台。

内面黒色処理。

-8
土師器

不
内面黒色処理。 墨書。

-9
土師器

不
刻書 「尖」

-10 土師器

奏

217 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-11

土師器

小型甕
7.2 内外―ロクロナデ。 ロクロ甕。

-12 弥生土器

高lTh

22,0

内外―赤彩。 混入遺物。

-13 弥生土器

高lTN
6.5

内一ナデ。

外―赤彩。

混入遺物。

第227表  H174号 出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不
62

右回転糸切り。

内一暗文。

-2
土師器
イ

12.7

方向不明糸切り。

-3
土師器

有台不

右回転糸切り→回転箆削り→付け高台。

内面黒色処理。

-4
土師器

甕

23 2 内一ナデ。

外一箆削り。

第228表  H175号住居址出土遺物観察表
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第Ⅱ章 遺構と遺物

ドは北壁の中央と思われる位置に石芯を粘土で被覆 して構築 されている。Pitは 9基検出された

が主柱穴は判断しかねる。柱は確認されなかった。周溝は有さない。

遺物―土師器郭 (1・ 2)、 有台郷 (3)、 甕 (4)が 出土している。郭 1は内面に暗文が施さ

れ、底部には右回転の糸切 り痕を残す。 2は方向不明の糸切り痕が認められる。有台界は内面黒

色処理で方向不明の糸切り後、回転箆削り調整を施し、高台を付けている。甕は内面ナデ、外面

箆削り調整が施される「武蔵甕」風のものである。髭削りの方向は「武蔵甕」に特有なものであ

るが、器壁の厚さや、器形が異なっている。



1-3 奈良・平安時代

H192号住居址 (第 256・ 257図 、図版七十五・三百)

遺構―Xく 2グ リットで検出された。F32号掘立柱建物址に切 られ、■186号住居址を切る。

隅丸方形の平面プランを呈 し、東西長5,75m×南北長5。 65m× 壁残高0.25m、 面積28,48∬ の規

模を有し、N-71° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に石芯を粘上で被覆して構

築されていたが、袖は存在 しなかった。 4基検出されたPitは全て主柱穴で、直径15～ 21cmの 柱

が全てのPitで確認された。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、石器、金属器が出土 している。土師器には郭 (1～ 3)、 小型甕 (12

～14)、 甕 (15～ 16)が存在する。不 1は内面黒色処理で底部に箆削 りが施 される。 2は 内面黒

色処理で墨書が認められる。 3は内面放射暗文、外面箆削り調整が施される。小型甕は12の よう

な「武蔵甕」と13・ 14の ような「ロクロ密」が存在す る。甕 は 2点共に「武蔵甕」で、15は

「コ」字口縁を呈する。須恵器には邪 (6)、 有台邪 (4)、 邪蓋 (5・ 7～ 10)、 高盤 (11)、 甕

(17・ 18)が認められる。不は底部右回転糸切りである。有台不は底部箆切り後回転箆削りを加

え高台を付けている。邦蓋 5'9はかえりを有する。 7・ 8・ 10は天丼部に箆削り調整が施され

る。高盤は脚部の破片である。甕17・ 18は口縁部に櫛描波状文が施される。石器は19。 20の砥石、

21の凹石、22の磨石が出上している。金属器は24の鉄製の刀子、23の ような銅製の毛抜が出土し

ている。尚、23の毛抜本体は銅製であるが、上部のリング状の部分は鉄製である。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
土師器

不

一

６

。

一

底部箆削り。

内面黒色処理。

-2
上師器

邦

153
内面黒色処理。 墨書。

-3
土師器

邦

５

．

一
　

一

内一放射暗文。

外―箆削り。

-4
須恵器

有台邪

15 7

箆切り→回転箆削り→付け高台。

-5
須恵器

不蓋

10.9

29
天丼部箆削り。 かえりを有する。

-6
須恵器

邪
右回転糸切り。

-7 須恵器

不蓋

15,9

天丼部銘削り。

-8 須恵器
lTN蓋

16.3

天丼部箆削り。

-9
須恵器

不蓋

６

．

一
　

一

天丼部箆削り。

H192号出土遺物観察表 (1)
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1-3 奈良 。平安時代
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挿図番号 器  種 法 旦
星 成   形・調   整 備 考

-10 須恵器

不蓋

16.9

天丼部箆削り。

-11
須恵器

高盤
12.7

-12
土師器

小型密

13.4 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-13
土師器

小型甕

13.1

内外―ロクロナデ。 ロクロ甕。

―…14
器

甕

師

型

土

小

内一ロクロナデ。

外一口縁一体部上半 :ロ クロナデ、体部下半 :箆削り。

ロクロ甕。

No 4

-15 上師器

甕

19,7 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

No 3

-16 土師器

甕

20.6 内一ナデ。

外―箆肖1り 。

武蔵甕。

-17 須恵器

甕
口縁部に櫛描き波状文。

-18 須恵器

甕
口縁部に櫛描き波状文。

-19 砥 石 200g

-20 砥 石
650g
No 5

-21 凹石
4000g
No l

-22 磨石
550g
No 2

―-23 胴製品

毛抜
5.9g

-24 刀子 43g

第1章 遺構と遺物

第230表  H192号 出土遺物観察表 (2)

H197号住居址 (第258図 、図版七十八・三百七)

遺構一Xあ 3グ リットで検出された。H178号住居址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈 し

南北長3.65m×東西長3.22m×壁残高0.28mの規模を有し、N-30° 一Eに長軸方位をとる。カ

マドは北壁の中央部に構築されるが、火床以外は残存していなかった。Pitは存在せず、覆土は

自然堆積で、周清は有さない。

遺物一土師器、須恵器が出上しているも土師器には邪 (1・ 2)、 甕 (5・ 6)が認められる。

408



1-3 奈良 。平安時代
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挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邦

‐３

７

３

．

底部箆削り。

内面黒色処理。

-2
土師器

不

５
。

一

＆

底部箆削り。

内面黒色処理。

-3 須恵器

邦
右回転糸切り。

-4
須恵器

邦
右回転糸切り。

-5
土師器

密

158 内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-6
土師器

甕

α

一　

一

内一ナデ。

外一箆削り。

武蔵甕。

第231表  H197号住居址出土遺物観察表
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郭は 2点共に内面黒色処理、

外面箆肖Jり 調整が施される。

切り痕が認められる。

底部手持ち箆削りである。甕は 2点共に

須恵器は郭 (3・ 4)が出土している。

「武蔵甕」で、内面ナデ、

2点共に底部に右回転の糸
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第259図  H198号住居址

H198号住居址 (第259図 、図版七十八・三百七)

遺構一Ⅶう7グ リットで検出された。H191号住居址を切る。調査区域外に延びるため規模・
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1-3 奈良・平安時代

形状等は判然としない。壁残高0.24mを測る。カマ ドは北壁の中央と思われる部分に存在する。

しかし、火床と構築材と思われる礫が認められるだけであった。Pitは 11基検出され、この内の

Pl～ P4の 4基が主柱穴である。 4基全てで、直径18～20cmの柱が確認された。/FC土は自然堆

積で、周溝は存在しない。

遺物一土師器郭 2点 (1・ 2)と須恵器盤 1点 (3)が出上している。土師器不は 2点共に底

部に回転糸切り痕が認められ、 1は内面に暗文と黒色処理が施される。須恵器杯蓋は混入遺物で

あろう。天丼部には箆削 りが施 され、「井」の刻書が認められる。このような「井」の刻書は中

野市清水山窯跡で数多く出土 しており、胎土分析も実施 していない段階で言及すべき問題ではな

いかも知れないが、刻書の書体等も近似しており清水山窯跡産の可能性も皆無ではない。清水山

窯跡 1号灰原から出上した「佐玖郡」と刻書された無頸壷の存在も含め、新たな視点から考慮す

る必要があろうかと思われる。

第232表  H198号住居址出土遺物観察表

H199号住居址 (第260～ 262図、図版三百七・三百八)

遺構―Ⅶう9グ リットで検出された。H191号住居址を切る。調査区城外に延びるため形状・

規模等は判然としない。東西長8。 12m、 壁残高0.3mを 測る。調査範囲内にはカマ ドは存在 しな

かった。掘方も合め21基検出されたPitの 内P2～ P4・ P7の 4基が主柱穴と思われる。P2
～P4の 3基からは直径14か ら16cmの柱が確認された。また、本址の掘方からは旧住居址の火床

と壁の一部が確認され、本址が拡張された住居であることが判明した。覆土は自然堆積で、周溝

は有さない。

遺物一土師器、須恵器、灰釉陶器、弥生土器、石器、鉄器が出土している。土師器には郭 (1

・ 6・ 7)、 小型甕 (9)、 甕 (10。 12)、 甑 (m)が認められる。邦 1は内面黒色処理で底部箆

削り調整、6,7は内面黒色処理で墨書が認められる。 6は底部に右回転の糸切り痕を残す。 6

・ 7は混入遺物である。小型甕は内面ナデ、外面箆削り調整が施される胴張りで広国のものであ

る。甕10は丸底で内面ナデ、外面箆削り調整が施される。12は 「武蔵甕」で内面ナデ、外面箆削

り調整が施される。甑11は小型で単孔のもので、内面黒色処理が施される。須恵器には郭 (2・

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

不

内面黒色処理・暗文。

右回転糸切り痕。

-2
上師器

郷

２

．

一

３

．

回転方向不明糸切り。

-3
須恵器
イ蓋

一

＆

一

箆肖Ⅲり。 「井」の刻書。
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留

第260図  H199号住居址 (1)



1-3 奈良 。平安時代

3)と有台郭 (4・ 5)が認められる。郭は 2点共に底部に手持ちの箆削り調整が施される。有

台郭は 2点共にはロクロから箆で切り離され、回転箆肖1り 調整を施 した後高台が付けられている。

灰釉陶器は 8の皿が 1点出上している。釉はつけがけで三日月高台である。大原 2号窯式に比定

されるように思われる。混入遺物である。弥生土器は全て混入遺物である。13～ 18・ 21は甕、19

。20・ 22・ 23は壼である。石器は24の敲石が 1点出上した。鉄器は25～28は不明、29は刀子であ

る。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

lTh

底部箆削り。

内面黒色処理。

-2 須恵器

邦
底部箆削り。

-3
須恵器

lTh

＆

一　

一

底部箆削り。

-4
須恵器

有台邦
底部 :箆肖1り →回転箆削り→付け高台。

-5
器

不

恵

台

須

有

18.6

4^8

底部 :箆削り→回転箆削り→付け高台。

-6
土師器

不

内面黒色処理。

右回転糸切り。

墨書。

混入遺物。

-7
土師器

邦

12.5

内面黒色処理。
墨書。

混入遺物。

-8
灰釉陶器

皿

一

７

．

一

つイナが1)。

三日月高台。

混入遺物。

-9
器

甕

師

型

土

小

13.1

10.5

内一ナデ。

外―箆削り。

-10 土師器

甕

内一ナデ。

外―箆削り。

-11

土師器

甑

17.9

11.6

内一黒色処理。

外―ナデ。

-12 土師器

甕
5,3

内一ナデ。

外―箆削り。

武蔵甕。

-13 弥生上器

甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文。

混入遺物。

-14 弥生土器

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文・刻目、頸部 :廉状文。

混入遺物。

-15 弥生土器

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :斜走文。

混入遺物。

第233表  H199号住居址出土遺物観察表 (1)
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10cll

(標高691060n)  ?m

斡 甥 斡

: §看g言§言#専税|〕愁嘗:|:元::ェFをそとζこ♯以下
パミス、砂粒少含。

:曇糧色圭遷1イ

I隣(:ケめ♂高撮,発撃!YIirtX 1048/4ロ
ームの混在土層。住居掘方埋土。

R8/4ロ ーム粒子を含む。

V3目
4

砥
餞

Ｌ
ャ
い
よ

第261図  H199号住居址 (2)



1-3 奈良・平安時代

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-16 弥生土器

内一箆磨き。

外―櫛描波状文。

混入遺物。

-17 弥生土器

内一箆磨き。

外―櫛描波状文。

混入遺物。

-18 弥生土器

内一箆磨き。

外一櫛描波状文。

混入遺物。

-19 弥生土器

内一刷毛目。

外一箆描き平行沈線・鋸歯文・縄文。
混入遺物。

-20 弥生土器

内一刷毛目。

外一箆描き平行沈線・波状文・斜位短沈線・縄文。

混入遺物。

-21 弥生上器

内一箆磨き。

外一連続「コ」字文。
混入遺物。

-22 弥生土器

内一ナデ。

外一平行沈線。

混入遺物。

-23 弥生上器

内一ナデ。

外一平行沈線間に縄文。

混入遺物。

-24 敲石

-25 鉄器 41.8g

-26 鉄器

-27 鉄 器 29g

-28 鉄器 11.6g

-29 刀 子

第234表  H199号住居址出土遺物観察表 (2)
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第262図  H199号住居址 (3)



調
査
区
域
外

1-4 時期不明の住居跡

4 時期 不 明 の住 居 址

H29号住居址 (第263図 、図版十二)

遺構一 Iえ 10グ リットで検出された。住居址の大

半調査区域外に延びている。規模は壁残高0,3mの

他不明である。東壁下に検出された 2基のPitの 性

格は不明である。覆土は自然堆積であった。

遺物―出上しなかった。

H51号住居址 (第264図 )

遺構―皿か 8グ リットで検出された。M3号溝址

に切ら、H49号住居址を切る。このような重複関係

から本址の構築された上限の年代はH49号住居址の

廃絶時に置くことができ、下限はM3号溝址の構築

時に置くことが出来る。

0  (標高690570m)  2m

ち彊氏長違塾層t認織:チ3:ラ i器歓雫署雑ケ暮:

第263図  H29号住居址

調
査
区
域
外

第 2次調査の際には本址が

】程勁審蘊設II寺解|):“亀絆縄理磐fむ
。

確認されていないためプラン

第264図  H51号住居址   は不明である。壁残高0.4m

の他は規模も不明である。

遺物一出土しなかった。

H77号住居址 (第265図 、図版二十四・百四十七)

遺構一Ⅶか 2グ リットで検出された。H120号住居址を切 り、

H104号住居址に切られる。隅丸方形の平面プランを呈するも

のと思われる。南北長4.8m、 壁残高0。 42mの規模を有する。

南北を主軸と仮定するならば、N-8° ―Eに主軸方位をとる。

北壁の中央部分と思われるところにカマ ドが構築されている。

地山削り出しの袖基部と火床が残存 していた。 4基検出された

Pitの 内Pl～ P3が主柱穴である。P2に おいて直径15cm、

P3に おいて直径12cmの柱が確認 された。覆土は自然堆積で

あった。重複関係、カマ ドを有する事から考えると本址は、古

墳時代～奈良時代の所産と思われる。

遺物一本来は、H120号住居址に帰属するであるう弥生土器q  (標高60♀ 340m)  Pm



第Ⅱ章 遺構と遺物

が 2点出土 している。 1は甕で、頸部下に箆状工具による斜走文が施されている。 2は壺の底部

で、内面は用J毛 目調整、外面は刷毛目調整後箆磨きを加え、赤彩している。

第235表  H77号住居址出土遺物観察表

∞

り
　
　
　
　
つ

侵彊】愚壇捷:層 ‖踊猛識醜。
パミ入Ю帥粒子名

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 奏

５

．

一
　

一

内一飽磨き。

外一体部 :箆状工具による斜走文。

-2 壼

一
　

一

９

．

内一刷毛目。

外―赤彩。

C)    ブ

02
①

ШI H104

第265図  H77号住居址



1-4 時期不明の住居跡

H108号住居址 (第266図 )

遺構―Vい 2グ リットで検出された。H73号住居址に切られ、

H87号住居址を切る。H73号住居址と、調査区域外に本址が延び

るため規模・形状等は判然としない。壁残高0.3mを 測る。調査

範囲内にはPit等 の施設は存在 しなかった。また、遺物 も出土 し

ていない。

Hlll号住居址 (第 267図 、図版四十二)

遺構一Ⅶう2グ リットで検出された。H78号住居址に切られる。

西南コーナー部分が残存 していただけなので規模・形状は不明

である。Pitは 2基検出されており、 2基共に主柱穴と思われる。
第266図  H108号住居址

B

78

笏

q  (標高694840m)  Pm

l にぶい黄褐色土層 (10Y15/3)。 10YR6/6粒 子含む。/5 nl大 パミス少含。

第267図  Hlll号住居址

土器が、本来は本址に帰属するものと思はれるが、本址

から遺物が出上していないため断定は出来ない。

H129号住居址 (第296図 、図版五十一)

遺構―XⅢ こ8グ リットで検出された。H137号住居址を

切る。調査区域外に延びるため形状・規模等は判然としない。

カマ ド・炉址等の施設は調査範囲内に

は存在 しなかった。遺物も出土していな

いため時期は確定できないが、弥生時代

の住居址の可能性が高い。

Hl12号住居址 (第268図 )

遺構― Iえ 9グ リットで検出された。

H12号・H71号住居址に切られる。第 2

次調査におけるH29号住居址は本址と同

一の住居である。第 2次調査分を含め、

Pit等の施設は調査範囲内には存在 しな

い。H71号住居址覆土から出土した弥生

Q H12

く|       く|

01  (標高691070n)  ♀m

調
査
区
域
外

I醤】U

第268図  H l12号住居址



第Ⅱ章 遺構と遺物

D
調

q  (標高691210m)  ?m

:薪発襲{認4影3:鰍建多喜:粘
土ブロック含む。

4 黒褐色土層 (10Y12/2)。 砂礫多含。

第269図  H129号住居址

H151号住居址 (第271図 、図版百八十五) 遺構―XI

あ10グ リットで検出された。H124号・H145号住居址に

切られる。形状・規模等は一切不明で、カマド・炉址、

Pit等の施設は存在しない。壁残高0,lmを測る。

遺物―土師器甕が1点 出土している。「く」字状の回

縁を呈し、内面ナデ、外面箆削り調整が施される。本址

覆土から出土遺物ではあるが、出土状況等から必ずしも

本址に伴うものとは言えない。

壁残高0.15mを測り、西壁下に周溝を有する。

2基検出されたPitの性格は不明である。調

査範囲にはカマ ド、あるいは炉址は存在しな

かった。覆土は自然堆積で、遺物は出土しな

かった。

H137号住居址 (第270図 )

遺構一XⅢ こ8グ リットで検出された。H

129号住居址に切られる。住居の大半がH129

号住居址と撓乱により消滅しているため、形

状・規模等は不明である。壁残高0。 2mを 測

る。カマ ド・炉址等は調査範囲内には存在 し

ない。 1基検出されたPitの性格 も不明であ

る。覆土は自然堆積で周溝は有さない。遺物

は出土していない。

2m

F

甥

禁案樹畿写静讐争
鈴°

第270図  H137号住居址



1    4甥 n押
1 黒褐色土層 (10YR3/2)。 砂粒多含。
2 暗褐色土層 (10YR3/3)。 ローム多含。住居掘方埋上。

黒褐色上層 (10YR3/2)。 砂粒多含。

第272図  H155号住居址

1-4 時期不明の住居跡

H164号住居址 (第273図 )

遺構一XⅡ う4グ リットで検出された。H161

号住居址に切られる。形状・規模等は不明であ

る。壁残高0,18mを 測 る。 1基検出されたP■

の性格も判然とはしない。本址の隼代について

は下限をH161号住により押 さえることは可能

であるが、それ以外は不明である。出土遺物は

皆無である。

H170号住居址 (第274図 )

遺構一Xう 6グ リットで検出された。H168

号・H169号住居址に切 られる。第 2次調査に

第271図  H151号 住居址

第236表  H151号住居址出土遺物観察表

H155号住居址 (第272図 、図版六十二)

遺構一XⅡ か 1グ リットで検出された。H127号・H147号住居址に切られる。住居の大半が消

滅 しているため、規模・形状・施設等は不明である。壁残高0.15mを測る。出土遺物は皆無で

あった。

挿図番号 器   種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

15.1 内一ナデ。

外―箆削り。

47
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町  (標高69牛610m)  Pm

第273図  H164号住居址

1 灰黄掲色土層 (10YR4/2)。 10YR6/6粒 子少含。
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Ol  (標高69!906m)  Pm

10YR3/3)。 石粒、砂粒多含。

韓 鵬
。
朧 推 局酵退 五

第274図  H170号住居址

おけるH23号住居址と

本址との関係、規模・

形状については判然と

しない。壁残高0。 6m

を波1る 。覆土は自然堆

積で周溝は有さない。

遺物は出上してない。

日187号住居址

(第275図 、

図版百九十九)

遺構一Xく 4グ リッ

トで検出された。H138

号住居址、F33号掘立

柱建物址に切られる。

隅丸長方形の平面プラ

客   土。
暗褐色土層
黒褐色土層
褐 色 土 層
黒褐色土層

01

LI

422

第275図  H187号住居址



1-4 時期不明の住居跡

ンを呈 し、南北長5。 7m×東西長4.55mに規模を有 し、N-6° 一Wに長軸方位をとる。壁は耕

作等により消滅 し存在 しない。 4基検出されたPitの 内Plは主柱穴と思われる。炉址・カマ ド

等は調査範囲内には存在しなかった。遺物が出土 しないため時期は不明であるが、弥生時代の所

産の可能性が高い。

0  (標高691160m)  2m

H188号住居址

(第276図 、図版七十八・
)

遺構―Ⅸう7グ リットで検出された。

他遺構との重複関係は有さない。住居

の大半は調査区域外に延びるため形状

・規模は不明である。壁残高0.42mを

測る。炉址・カマ ド等は調査範囲内に

は存在しなかった。2基検出されたP止

の性格も不明である。遺物は出土 しな

かった。
第276図  H188号住居址

H189号住居址 (第277図 、図版百九十九)

遺構―XⅡ け 3グ リットで検出された。床面とこれを切 り込むPitの存在から住居址とした。

H152号住居址、F30号・ F38号住居址と重複関係を有するが、新旧関係は不明である。また、

8基検出されたPitの性格も判然としない。炉址・カマ ド・焼土等も確認されなかった。

遺物一土師器有台邪 (1)、 弥生土器壷 (2)が出土 した。有台郷は底部に方向不明回転糸切

痕を有する。弥生土器壷は内外面に刷毛目調整が施される。

H190号住居址 (第278図 、図版七十四)

遺構―Xか 1グ リットで検出された。H136号・H182号住居址に切られる。住居の大半が消滅

しているため、規模・形状等は不明である。壁残高は0。 5を測る。調査範囲には炉址 。カマ ド等

は存在 しなかった。Plと した落ち込みは、間仕切り溝と呼称される類のものである。遺物の出

土は認められなかった。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

有台邦

．
８
．
８

・

回転糸切り→回転銘削り→付け高台。

-2 弥生土器

壷
内外一刷毛目。

第237表  H189号住居址出土遺物観察表
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:於① ⊂

恥

勧

j浜讐看握良き層ti群磁チ】;:絨避g獣子、砂粒少含。

第277図  H189号住居址

⑬W

qド
〇

0  (標高691.260m)  2m
l      l      l

を岳誓麗軽朧影計:考亀》艤 と製お粒子多含。

第278図  H190号住居址



1-4 時期不明の住居跡

H201号住居址 (第279図 、図版七十九)

遺構―Ⅶえ10グ リットで検出された。調査区域外に延びるため、規模・形状は不明である。壁

残高0.35mを測る。調査範囲に炉址・カマ ド等は存在しなかった。掘方を合め12基検出されたHt

の性格も判然とはしない。部分的に周溝が認められ、覆土は自然堆積であった。

遺物―弥生土器、土師器、須恵器が出土 している。弥生土器は甕 (1・ 2)、 壷 (3)が認め

られる。甕 1は口唇部に縄文が施され、頸部には櫛歯状工具による条線が巡り、その下部には斜

走文が施文される。 2は櫛歯状工具による縦位の条線が体部を縦に分割し、波状文が充填される。

壷 3は底部片で内面刷毛日、外面箆磨き調整が施される。土師器は内面ナデ、外面箆削り調整が

施される「武蔵甕」(4)が 出土 している。須恵器は有台郷の壼 (5)の底部片が出上している。

Ｈ
一

認肇冨‖祥導41#韓塗:三餡ζ喜:き『を居蝉。

甥

％物一　飾２ｍ

¨ 駈

0
0

第279図  H201号住居址出土遺物
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
弥生上器

甕

一　
一　
一

内一第磨き。

外一口唇部 :縄文、体部 :斜走文。

-2
弥生土器

甕

一　
一　
一

内一銘磨き。

外一縦位条線・横位波状文。

-3 弥生上器

壷

一

９

．

一

内一刷毛目。

外一箆磨き。

-4
土師器
甕

生

一　

一

内一ナデ。

外―箆磨き。

-5
須恵器

歳

一

９

．

一

第238表  H201号住居址出土遺物観察表



2 掘建柱建物址

第 2節 掘立柱建物址

Fl号掘立柱建物址 (第280図 、

遺構― Iき 6グ リットで検

出された。Ml号溝址を切る。

南北 3間、東西 2間の10本柱

の側柱式の掘立柱建物址であ

る。桁 行4.5m、 梁 間3.55m

を測り、長軸方位をN-10° 一

Wに とる。柱間は一定しない。

P3と P8で確認された柱は直

径15～18cmで あった。出土遺

物はなく時代は不明である。

図版八十 )

F2号掘立柱建物址

(第281図 、図版八十)

遺構―Ⅱく2グ リットで検    三

出された。調査区域外に延び

るものと思われる。 2間 1列
E

の 3基 のP託が検 出 されてい

る。R明 方 の長 径 は58～52

cm、 短径は52～ 50cm、 深度は

30～ 28cmと ほぼ均等な規模を    争

有 している。柱間は1.5mで

あり均等である。柱は確認されかった。

鰻
旦

⑥3二◎
Ｐ６

乳  (標高694270m)  ,m

浜壽糧琶圭層tilttBチ :;:赳弩:/斃
軍才暮:

第280図  Fl号掘立柱建物址

出土遺物は皆無である。

F3号掘立柱建物址 (第282図 、図版三百九)

遺構―Ⅲく7グ リットで検出された。F5号掘立柱建物址を切る。南北 1間、東西 2間の側柱

式の掘立柱建物址の中央に 1本の柱を有する変則的な掘立柱建物址である。柱は 7本である。桁

行3.25m×梁間2,95mを浪1り 、N-80° 一Eに長軸方位をとる。梁間は東に向かって狭くなって

いる。桁行方向の柱間は西から2m、 1.4mで安定 している。全てのPitで柱が確認され、直径28

◎
Ｐｓ

Q
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q  (標高68早 970m)  Pm

1 黒褐色土層 (10YR3/2)。 パミス、石粒、ローム粒子少含。

第281図 F2号掘立柱建物址

cm～ 36cmの規模であった。

遺物―須恵器の郷片が

1点出土している。口縁

部の破片であ り、口径

13.2cmを 測る。口縁端部

外面には、浅い凹線が 1

本巡る。推波Iではあるが

有台郭であろうと思われ

る。

q  (標高691470m) ぱ響

◎

◎

Ｐ

く‐

剣ａ

Ｑ

第282図  F3号掘立柱建物址

(第283図 )

ッ トで検出 された。 H21号住居址を切 る。

咀
|

鐙1

◎ Ω
<1       01

:昌輻署多層1鶴 :チa:Ё甚争輝斃β
む。

F4号掘立柱建物址

遺構―Ⅲお 2グ リ

428

2間 1列の 3基のPたが検出され



2 掘建柱建物址

⑬
過
Ｐ３生
QQ:

ている。P■の掘方規模は長径76～ 80cm、 短径70～ 78cm、

深度60～70cmと ほぼ均等である。柱は確認されなかった。

出土遺物は皆無である。

F5号掘立柱建物址 (第284図 、図版八十一)

遺構一皿く7グ リットで検出された。F3号掘立柱建物

q 儒高69♀ 070m)Pm  址に切られる。南北 2間、東西 2間の 9本の柱で構成され

る総柱の掘立柱建物址である。部分的に清掘のP■で構成

第283図 F4号掘立柱建物址   されており、F3号掘立柱建物址と完全に重複する事から、

本址はF3号掘立柱建物址の建て替え前の掘立柱建物址の

可能性が強い。柱が確認されなかった事と、Pitの 一部が溝掘 りされるため柱間は判然としない。

東西3.68m×南北2.75m、 面積10.12∬ の長方形の平面プランを呈 し、N-95° 一Wに長軸方位

をとる。出土遺物は皆無であった。

性 (標高69♀ 470m) Im

ａ

Ｑ

ｏ‐

第284図  F5号掘立柱建物址
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q  (標高69♀ 470n)  Pm

】曇掲琶圭彊til織】チ
'}:奢

是み巻F格盆Э患プロックを含む。

Ｑ
．

F6号掘立柱建物址

(第285図 、

図版八十一)

遺構―Ⅲく8グ リット

で検出された。H42号住

居址を切る。南北4.15m

×東西2.55mの長方形の

平面プランを呈 し、10.58

∬の面積を有する。N―

5° 一Wに長軸方位をと

る。梁間は 1間で安定し

ているが、桁行は東が 3

間、西が 2間の変則的な

構成である。また、南の

梁間だけが、溝掘されて

いる。柱は確認されず、

遺物も出土 しなかった。

◎
Ｐ５

◎
Ｐ４

◎
Ｐ６

◎
Ｐ３

Ｃ

一 ⑥
Ｐ２

第285図  F6号掘立柱建物址

F7号掘立柱建物址 (第286図 、図版八十二・三百九)

遺構―Ⅲえ6グ リットで検出された。H60号・ H61号住居址を切る。南北 2間、東西 3間で11

基の柱で構成 される。桁行6.55m×梁間3,7m、 面積24.23ば の規模を有し、N-90° 一Eに長軸

方位をとる。西から2列 目の梁間だけが 1間の構成をとり、Pl・ P4・ P5で検出された柱は、

直径15～27omの規模であった。柱間は桁行方向が西から2.5m、 1.8m、 2.lm、 梁間が1.8mで安

定 している。P■の掘方は長径が1.4m～ 0,73m、 短径が0.96m～ 0.6m、 深度は0.55m～0.25m

の規模である。

遺物―黒曜石製の石鏃が 1点出上している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 打製石鏃 17g

第239表  F7号掘立柱建物址

Ｄ
一



◎
Ｐ７
０
Ｐ６

６
れ
⑥
Ｐ．
鐙
３‐

◎
Ｐ９

〈〔］〕》Ｐ５　‐

第286図  F7号掘立柱建物址

F8号掘立柱建物址 (第287図 、図版八十二・三百九)

遺構―Ⅲい 7グ リットで検出された。H54号・ H60号住居址を切る。南北3.5m×東西4.92m

の長方形の平面プランを呈 し、17.22ド の面積を有す。N-70° 一Eに長軸方位をとる。桁行 3

間、梁間 2及び 1間で、 9本の柱により構成される。柱間は梁間が1.7m、 桁行が西から1.5m、

2.Om、 1.2mと 一定しない。Pitの 掘方はP3が清掘 りされる他は単独である。 5本確認 された

柱は直径15～ 21cmの規模であった。

遺物―底部回転箆削りの郭が 1点出上している。

P8

Ｂ
一③

Ｐ‐

2 掘建柱建物址

峯

沸
十‐‐

―‐‐

‐―Ｉ

Ψ

一

10cln

(標高690070m)  2m

層
層
層層

土
土針
土

色色熱
色

掲褐
都褐

黒
黒に
黒

(10YR3/1)。 /1 cln以 下石粒を含む。

lII丑 :チ;}:ジF留敏辛著電話鉄 sCm以
下石粒・パミ不を含む。

(10YR3/2)。 柱痕
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 須恵器

邦

14.0

8.4

41
底部回転箆削り。

C

A  3

模である。

432

⑮

Ｐ ４

２

0ユ

第240表  F8号掘立柱建物址

Ｄ

Ｐ５

Ｅ

一

岬咄咄削咄

層
層
層
層
層韓雑韓弾弾

灰
灰
明
に
に

(標高690670m)

F9号掘立柱建物址

(第288図 )

遺構―Vお 6グ リットで検

出された。 2間 1列の 3基の

Pitが 検出 されている。M6

号溝址により他の部分は消滅

したものと考えられる。柱間

は1.6mで 、Pitの 掘方は長径

56～ 60cm、 短径45～ 55cm、 深

度16～ 35cmの規模である。遺

物の出土は皆無であった。

F10号掘立柱建物址

旦    (第 289図 、図版八十二)

遺構―Vか 4グ リットで検

出された。M7号清址を切る。

南北長3.45m×東西長3.4m

の方形プランを呈 し、H.73

∬の平面積 を有す る。N―

10° 一Wに長軸方位をとる。

桁行 2間、梁間 1間の 6本の

柱により構成される側柱式の

掘立柱建物址である。柱間は

桁行が東から1.5m、  1.8m、

梁間が3.3mで ある。H明方

は長径が70～ 100cm、 短径が

65～ 95cm、 深度37～62cmの規

帥
ｍ

‐０

２

1脇難籍
柱痕。

第287図 F8号掘立柱建物址

柱はPlで確認 され、直径18cmで あった。遺物は出土していない。



◎
Ｐｌ
◎
Ｐ２
℃
Ｐ３Ｓ

Ｆ
一

2 掘建柱建物址

F ll号掘立柱建物址

(第290図 、図版八十二)

遺構―Ⅲい 4グ リットで検出された。H64号

・ H82号住居址を切り、H47号住居址に切られ

る。南北長3.75m×東西長3.6m、 面積13.5ポ

の規模を有する方形の掘立柱建物址で、桁行、

梁間共に 2間の側柱式である。柱間は桁行1.8

m、 梁間が東から1.5m、 2.Omである。

柱は確認 されなかった。P■の掘方は長径45

～65cm、 短径52～ 60cm、 深度45～57cmで ある。

遺物の出土は認められなかった。

F12号掘立柱建物址

(第291図 、図版八十四)

遺構一Vく 6グ リットで検出された。

M5号溝址に切られる。東西長4.16m×

南北長3.26mの長方形の平面プランを呈

する。N-60° 一Wに長軸方位をとる。

桁行 2間、梁間 2間の 8本の柱で構成さ

れる側柱式の掘立柱建物址と思われるが、

M5号溝址により破壊 され、 7基のPit

が残存 していた。柱間は桁行が西から

2.3m、 1.5m、  梁間が耳しから1.8m、  1.3

mで ある。Pitの 掘方は長径が60～ 90cm、

短径が57～ 80cm、 深度45～60cmで ある。

柱は確認されなかった。出土遺物は皆無

である。

F13号掘立柱建物址

(第293図 、図版209)

遺構―Ⅸか 4グ リットで検出された。

H179号・H181号住居址を切る。南北長

q  (標高69♀ 740m)  ,m

i 黒褐色土層 (10YR3/2)。 /5 mln以 下パミス、石粒少含。

第288図  F9号 掘立柱建物址

q  (標高69♀ _940m)  ,m

にぶい黄糧色土層 (10YR6/4)。 /51t大パミス、石粒を含む。

援ぶ子壌糧琶圭屠モII寺静チユ}:II織息チ4日 三去遷旱多笙粒子を含む。

第289図  F10号掘立柱建物址
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。東西長共 に3.Omで

9,0∬の面積を 第289

図 F10号掘立柱建物

址 有する。南北を主

軸とするならば、N一

10° 一Eに とる。桁行

2間、梁間 2間の側柱

式の掘立柱建物址であ

る。Pitの 掘方 は長径

50～ 70cm、 短径37～52

cm、 深度25～42で ある。

P7で唯一確認された

柱は直径20omで あった。

柱間は桁行・梁間共に

1.5mで均等である。

遺物―土師器の甑が

出土してる。 1は底部

を欠損するため推測で

はあるが器形から甑と

Ｑ
全

ω‐

Ｏ

Ｐ

◎

劉

Q

構鞄繰熱二露輩亮藍塾命
第290図  F ll号掘立柱建物址

q  (標高69!740m)  Pm

層
層
層
層

雑
軽
韓
韓

灰
暗
黒
黒

考えて間違いはないものと思われる。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。 2は小型で単孔の

ものである。内面ナデ、外面箆削り調整が施される。以上 2点共に本址を構成するPit内 から出

土してはいるものの、本址が住居址との重複関係を有することから、本址に確実に伴う遺物であ

るとは断言できない。

F14号掘立柱建物址 (第292図 、図版八十四)

遺構一Ⅶき6グ リットで検出された。H81号 ・H84号住居址を切る。南北長3.5m× 東西長2.85

阻、平面積9.97面 の規模を有する。N-20° ―Wに長軸方位をとる。桁行の東辺が 4間、西辺が

434

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
上師器

甑 ?

23.4 内一ナデ。

外―箆削り。

-2
上師器

甑

内一ナデ。

外―箆削り。

第241表  F13号掘立柱建物址
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工
|

◎1旦

◎
Ｐ７

◎
Ｐ２

1 黒褐色土層 (10YR3/2)。 パミス・小石を含む。

: 驀彊長き層til寺髄完;:ご i至建享多含。

q  (標高094040m)  Pm

第291図  F12号掘立柱建物址

／
ロ
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柱

　

　

　

　

９２

q  (標高69!740m)  ,m
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鋭⑨ Q
P7

Ｂ

一⑥
Ｐ‐

⑨

Ｐ６

◎
Ｐ２

〈い〕）Ｐ３　　２

◎
Ｐ４

C   I                        旦

!     1     10Cn q (標 高691760m) ,m

l 褐 色 土 層 (10YR4/6)。 砂層

隼 糧
ぶい黄褐色土

展。
10YR4/8)。 10YR8/4ロ ーム粒子を含む。

第293図  F13号掘立柱建物址

1間 、梁間が 2間の変則的な側柱の掘立柱建物址である。P2,P4・ P5'P6・ P7は溝掘

りされる。 4基のPitに おいて検出された柱は直径12～ 21cmの 規模であった。出土遺物は皆無で

ある。

F15号掘立柱建物址 (第294図 、図版八十五)

遺構一Ⅶお 3グ リットで検出された。H77号・H104号住居址に切 られる。南北 3間、東西 2

間の側柱式の掘立柱建物址と思われるが、他遺構との重複により半分近くが消滅しているため判

然とはしない。前記のような掘立柱建物JILを 想定すると、南北が桁行であり4。 4mの 長さを測る。

長軸方位はN-0° 一Wである。桁行きの柱間1.5m、 1.3m、 1.5m、 梁間の柱間1.5mで ある。

Pitの 掘方は、長径が52～ 72cm、 短径が50～ 54cm、 深度32～50cmで Plに おいて検出された柱は

直径24cmで あった。出土遺物は皆無である。

436

「
Ｗ

証



1

2

◎
Ｐ５
◎
Ｐ４

◎

刊

黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)。 10YR7/6粒 子、不定大ロームプロックを含む。

歴員長違基層(器監チ微棘。

第294図  F15号掘立柱建物址

q  (標高69!940m)  Pm

にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)。 砂粒、10YR6/6粒 子多含。

第295図  F16号掘立柱建物址

2 掘建柱建物址

F16号掘立柱建物址

(第295図 、図版八十五)

遺構一Vけ 6グ リットで検

出された。H46号・H69号住

居址に切 られる。東西2.8m

×南 北2.6m、 面 積7.28だ の

方形の平面プランを呈す。N

-82° ―Wに長軸方位をとる。

桁行、梁間共 に 1間 で、Pit

の掘方は長径80～ 120cm、 短

径72～ 85cm、 深度13～20cmの

規模である。柱は確認されず、

出土遺物も皆無であった。

F17号掘立柱建物址

(第296図 、図版八十五)

遺構一Ⅶお 3グ リットで検出された。

H77号・H83号住居址、F15号掘立柱

建物址に切 られる。南北長3.9mで 東

西長は他遺構との重複により不明であ

る。南北を長軸 (桁行)と するならば、

N-10° 一Eに長軸方位をとる。柱間

は1.4～ 1.5mで 安定 してい る。Pitの

掘方は長径52～ 55cm、 短径45～ 48cm、

深度20～41cmで 、P6で確認された柱

は直径21cmで あった。

出土遺物は皆無である。

F18号掘立柱建物址

(第297図 、図版八十五)

遺構―Ⅶお 4グ リットで検出された。

H83号・H85号に切られる。他遺構と

(標高691040m)  2m

一Ｃ
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ω
Ｐ２

q  (標高69!840m)  Pm

岳鷺 主層‖祥静燃:そ亀誹邦`ミ麦?熟話か粒子を含む。

第296図  F17号掘立柱建物址

。l     fll

◎旦
Pl

1

2

乳  (標高69+040m)  Pm

にぶIキ婁掲琶圭層iti靴チ:|:出寺:チ鶴季t野 :冊歓雫バミ条客揺多魯F。

の重複により規模等は不明である。

Pit掘 方の規模は長径55～ 67cm、 短

径45～ 50cm、 深度22～41cmで ある。

柱は確認 されなかった。柱間は1.2

～1.5mと 安定 しない。出土遺物は

皆無である。

F19号掘立柱建物址

(第298図 )

遺構―Vけ 4グ リットで検出され

た。H53号住居址、M5号 。M6号

溝址に切られる。 2間×2間の総柱

の掘立柱建物址 と思われ る。南北

5,2m、 東西4,8mの規模を有する。

PitJE方 は長径67～ 100cm、 短径52～

75cm、 深度12～ 57cmで ある。柱は確

認されず、出土遺物は皆無である①

F20号掘立柱建物址

(第299図 )

遺構―Ⅶこ8グ リット

で検出された。H95号住

居址を切り、H93号住居

址に切られる。 2間 1列

を構成す る3基 のPitが

検出 された。PitlS方 の

規模は長径86～ 53cm、 短

径25～ 36cm、 深度23～30

cmで ある。柱は確認され

なかった。柱間は1.4m

で均等である。出土遺物

は皆無であった。

Q

第297図  F18号掘立柱建物址
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(標高690840m)  2m

2 掘建柱建物址

F21号掘立桂建物址

(第301図 )

遺構―Vく 9グ リット

で検出された。H97号・

H106号住居址に切 られ

る。 4基 のPitで 構成 さ

れる3間 1列の柱列が検

出された。柱間は北から

2.5m、 1.3m、 1.7mと

安定 しない。Pitの 掘方

は長径47～ 72cm、 短径45

～65cm、 深度30～50cmの

規模である。柱は確認さ

れず、出土遺物もかいむ

であった。

F22号掘立柱建物址 (第

300図 、図版八十六)

遺構一Vく 9グ リット

で検出された。H62号・

H79号・H80号 ・H100

号住居址に切られる。他

遺構との重複により全容

Ｅ
一

ぢ鶏 暫Υtt t器踏チ数鯉策鵜ζ竃熟 ムブロック裕む。
第298図  F19号掘立桂建物址

が 判然としないが、 2間× 2間の側柱の掘立柱建物址と思われる。南北長、東西長共に3.8m

の方形の平面プランである。南北を長軸 (桁行)と 考えるなら、N-10° 一Eに長軸方位をとる。

柱間は桁行・梁間共に1.8mで ある。Pitの掘方は長径50～ 70cm、 短径48～ 60cm、 深度20～60cmの

規模である。P6に おいて確認された柱は直径20cmで あった。出土遺物は皆無である。

F23号掘立柱建物址 (第303図 、図版八十六)

遺構一Ⅶけ 2グ リットで検出された。H72号・ H80号住居址に切 られる。南北長4.2m、 東西

長3.3mの 長方形の平面プランを有 し、N-4° 一Eに長軸方位をとる。桁行 1間 ×梁間 3間の

側柱の掘立柱建物址と思われる。柱間は桁行が4.2m、 梁間が東から0.9m、 1.lm、 1.4で あり、

HttP2
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皇《⊃
旦

P2

◎
Ｐ‐

◎
Ｐ３

H6

q  (標高69♀ 640m)  Pm

歩 宿梶呉き彊til穏影4;:イ↓ミЭ龍議を含む。

第299図  F20号掘立柱建物址

一定 していない。Pitの 掘方は長径36～ 45cm、 短

径30～ 42om、 深度15～ 40omで ある。柱は確認され

なかった。出土遺物は皆無である。

q  (標高691040m)  Pm

第300図  F22号掘立柱建物址

F24号掘立柱建物址 (第302図 )

遺構―Ⅲか10グ リットで検出された。M3号溝址に切 られ、H103号住居址を切る。調査区域

外に延びるため、規模・形状等は判然としないが、総柱の構成をとるようである。南北 2間、東

西 1間の 2列の柱列が検出され、柱間は南北が1.5m、 東西が1.7mで ある。柱はPlで直径13cm、

P3で直径16cmの ものが確認された。Pitの掘方は長径が60～ 136cm、 短径が50～ 85cm、 深度が33

～70omで ある。総 じて北端と南端のPitは大きく深く、中央は小型で浅い傾向が看取 される。出

土遺物は皆無であった。

F25号掘立柱建物址 (第304図 )
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q  (標高69!740n)  12m

l 暗褐色土層 (10YR3/3)。 バミス、石粒を含む。
2 褐 色 土 層 (10YR4/4)。 ローム粒子、石粒を含む。

第301図  F21号掘立柱建物址

01

2 掘建柱建物址

遺構―Ⅶか 8グ リットで検出された。

調査区域外に延びるため、規模・形状

は判然としない。 4基のPitで構成 さ

れる3間 1列の南北方向の柱列が検出

された。全長3.2mで ある。柱間は1.0

mで均等である。Pitの 掘方は長径50

～62cm、 短径45～ 52cm、 深度40～45cm

である。柱は確認されず、出土遺物は

皆無であった。

F26号掘立柱建物址

(第305図 、図版八十七)

遺構―Ⅶく5グ リットで検出された。

H96号住居址に切られる。南北 1間 (梁

間)、 東西 4間 (桁行)の長方形の平

面プランを呈する側柱の掘立柱建物址

で、梁間3.8m、 桁行5.3の規模である。

長軸方位をN-5° 一Wに とる。桁行

いる。Pit掘方の規模は長径が

46～ 140m、 短 径 が45～ 70m、

深度21～44cmである。柱は確認

されず、出土遺物は皆無であっ

た。

F27号掘立柱建物址

(第306図 、図版八十七)

遺構一Ⅶく5グ リットで検出さ

れた。H89号住居址に切られる。

遺構間の重複関係により規模・

形状は不明である。南北 1間、

調
査
湛
醐
跡

1 褐灰色土層 (10YR4/1)。 砂粒多含。

: 軍塔雹圭糧til織なチ】;患 淫遣:/6粒
子多含、

く|       ~1

R  (標
高69!270m)  Pm

/5 mm大パ ミスを含む。

調
査
区
域
外

第302図  F24号掘立柱建物址
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q  (標高691740m)  rm

ち屠福琶襲 (都学聯数ベミ套ケ肇呂二会夢Eサ タを魯殺

第303図  F23号掘立柱建物址

東西 2間 を構成する4基のP託が検出された。

東西長3.8mを測る。柱間は南北1.9m、 東西が

西から2.lm、 1.8mで ある。P上の掘方は長径

が37～ 50cm、 短径32～ 50om、 深度15～ 41omで あ

る。柱 はP3に おいて検出 され、直径17cmで

あった。出土遺物は皆無である。

q  (標高69!940m)  I m

ち蟹耳y整発き層til鶏チち):』避暫ぞ籍rむ
。

第304図  F25号掘立柱建物址

腕
膝
嘘
域
界

F28号掘立柱建物址 (第307図 、図版八十九)

遺構一Xう 2グ リットで検出された。H156号・H160号・H176号住居址、M13号溝址を切る。

東西長5.5m、 南北長4.3m、 面積23.65ば の規模を有 し。N-90° 一wに長軸方位をとる。桁行

の中央部分のみPita方が溝掘される。桁行 3間、梁間 2間の長方形の平面プランを有する、側

柱の掘立柱建物址である。柱間は桁行が西から2m、 1.8m、 1.5m、 梁間が2mである。Pl・

P2で確認 された柱は直径15cm～ 16cmで あった。Pitの掘方は長径が90～ 272cm、 短径が75～ 125

om、 深度24～55cmで あった。出土遺物は皆無であった。

F29号掘立柱建物址 (第308図 、図版八十八)

442

調
査
区
域
外
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Ｐ ７

2 掘建柱建物址

遺構―XⅡ お 1グ リット

で検出 された。H101号・

H124号・H145号住居址を

切る。南北長4,65m、 東西

長4.35m、 面 積20。 22ド の

方形の平面プランを呈する。

N-42° 一Wに長軸方位を

とる。桁行 3間、梁間 3間

の側柱の掘立柱建物址であ

る。Plに おいて確認され

た柱は直径20で あった。柱

間は桁行の西列が1.5mで

均等なのに対 し、東列は南

か ら1.8m、  1.2m、  1.5m

と一定ではない。梁間は

1.2m～ 2.0の 間で南北列共

に一定 しない。Pitの 掘方

は長径44～ 73cm、 短径が35

～65cm、 深度20～45cmで あ

る。出土遺物は皆無であった。

F30号掘立柱建物址

(第309図 )

遺構―XⅢ く4グ リットで検出さ

れた。H131号・ H150号住居址を切

る。境乱に切られるため全容は不明

である。 5基 のPitに よる南北 2間

3.5mの 東列 と東西 1間 の北・南列

が確認された。P4に おいて確認さ

れた柱は直径15cmで あった。柱間は

南北が1.8m、 東西が2,Omで あった。

Ht掘方は長径63～ 102cm、 短径57～

４５

Ｂ
一

1

2

H斡

ユ

最簑藉老圭彊til織 :チ;;:

1 にぶぃ黄褐色土層 (10YR6/4)。 loYR4/2、 loYH6/6プ ロック (不定大)粒子を含む。

第305図  F26号掘立柱建物址

①
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＠
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Ｐ２

q  (標高69♀ 940m)  Pm

第306図  F27号掘立柱建物址
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①

Ｅ

一

第307図  F28号掘立柱建物址

65cm、 深度18～ 40cmで あった。出土遺物は皆無である。

F31号掘立柱建物址 (第310図 、図版八十九)

遺構一XⅢ く3グ リットで検出された。H150号住居址を切り、F35号掘立柱建物址に切られ

る。南北長、東西長共に1.8mの 1間× 1間の掘立柱建物址である。Plに おいて確認された柱

は直径14cmで あった。PittE方 は長径52～ 55cm、 短径45～ 50cm、 深度17～27cmで あった。出土遺

444

!  (標高69!864m)  ,m

灰黄褐 色土層 (10Y14/2)。 10YR6/6粒 子少含。

そ
離 継
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鰐 繊
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2 掘建柱建物址

物は皆無である。

F32号掘立柱建物址

(第311図 、図版三百九)

遺構―XⅢ く1グ リットで

検出された。H192を 切 る。

東西長8.25m、 南北長4.Om、

面積33.0∬ の長方形の平面プ

ランを呈 し、N-70° 一Wに

長軸方位をとる。桁行 2間、

梁間 1～ 2間の変則的な構成

の側柱の掘立柱建物址である。

柱間は桁行きの北列が4.2m、

南列が西から2.2m・ 5,6m、

梁間の東列が2.lmで ある。

P2で確認された柱は直径20

omで あった。Pitの 掘方 は長

径75～ 160cm、 短径75～ 110cm、

深度35～68cmで あった。

遺物―土師器、須恵器が出

土 している。土師器には郭

(1)・ 甕 (3)が 認め られ、

郷は内面に螺旋及び放射暗文

が施される。混入遺物と思わ

れ る。甕 は「武 蔵 甕」で

底部に右回転の糸切り痕が認

◎

Ｐ９

◎
Ｐ８

◎
Ｐ７

Ｄ
一　
　
　
二

Ｏ
Ｐ２
③
Ｐ３

④
Ｐ６ Q4旦

B

q  (標高601106m)  Pm

l窮馨暫層柱‖律誘指せ増と力経子縁致

第308図  F29号掘立柱建物址

「コ」字状の回縁部を呈する。須恵器は郭 (2)が 出土している。

められる。

F33号掘立柱建物址 (第312図 、図版九十・三百九)

遺構―Xか 4グ リットで検出された。H138号・H179号・H181号・H187号住居址を切る。南

北長4.95m、 東西長3.4m、 面積16.85∬ の長方形の平面プランを呈す。N― H° 一Eに長軸方位

をとる。桁行 3間、梁間 2間の側柱の掘立柱建物址である。柱間は桁行が南から1.4m、 2.2m、
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A  2

H131

乳  (標高69♀ 810m)  Pm

!撓亀い唐彊長:層 構榊髄繰蓮猶予織農長鍵簑勢伽以下石粒を含視

第309図  F30号掘立柱建物址

<|

q  (標高69♀ 810m)  Pm

1尋票鳳聾落麿上層t樹 4影釧:線P下
パミス、石粒、側YR6/6粒 子塘。

◎
Ｐ３Ｐ４

1.4m、 梁間が1.7mで ある。P

4～ P7に おいて確認された柱

は直径13～ 20cmで あった。P■

の掘方は部分的に濤掘りされ、

長径82～ 222cm、 短径55～ 115cm、

深度40～70cmで あった。

遺物一土師器の不が 1点出土

している。内外面に箆磨き調整

が施される。本址に伴うものか

否かは不明である。

F34号掘立柱建物址

(第313図 、図版九十・三百九)

遺構―Xえ 4グ リットで検出

された。H165号・H166号住居

址 を切 る。南北長4.Om、 東西

長2.4m、 面積9.6ドの長方形の

平面プランを呈する。N-5° 一

Eに長軸方位をとる。桁行 2間、

梁間 1間の側柱の掘立柱建物址

である。柱間は桁行が南か ら

1.5m、  2.2m、 梁 間 が2.4mで

ある。柱 は確認 されず、Pitの

掘方は長径75～ 140cm、 短径55

～70cn、 深度15～72cmで あった。

遺 物―弥 生 土 器 の 台 付 甕

(1)、 重 (2)が出土 してい

る。台付甕は台部分の破片で内

面刷毛日、外面箆削り調整が施

される。壷も底部片で、内面刷

毛日、外面箆削り調整が施され

る。混入遺物である。

◎
Ｐ‐H13

Q旦

ｑ

　

◎

Ｐ．

Q

第310図  F31号掘立柱建物址
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不
9,6

内一螺旋・放射暗文。

外―箆削り。

混入遺物。

-2
須恵器

不
底部右回転糸切り。

-3
土師器

甕

＆

一　

一

武蔵甕。

第242表  F32号掘立柱建物址

③
Ｐ７P6

二
≪ ⊃

三
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①
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曾
Ｂ．劾

言盟軸 :郷億汁

第311図  F32号掘立柱建物址
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

jFN

124
内外―箆磨き。

第243表  F33号掘立柱建物址

廻2二

B

Ｅ
一　

　

　

　

Ａ
一

身 帥粋746mj拌絆

第312図  F33号掘立柱建物址



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 弥生土器

台付甕

一

＆

一

内一刷毛目。

外―箆削り。

混入遺物。

-2
弥生土器

重

一

α

一

内一刷毛目。

外―箆削り。

混入遺物。

2 掘建柱建物址

F35号掘立柱建物址

(第314図 、図版九十一)

遺構一XⅡ き2グ リットで検出され

た。 H131号・ H150号・ H147号 ・H

148号住居址を切 り、境乱に切 られる。

南北長3.95m、 東西長5.3mの 長方形

プランを呈し、N-85° 一Wに長軸方

位をとる。桁行 2～ 3間、梁間 1～ 2

間の変則的な構成の側柱式の掘立柱建

物址である。柱間は桁行の北列が西か

ら3m、 2.5m、 南列 が2m、 梁間が

2mである。P2・ P3・ P7で確認

された柱は直径15～ 1 7cmで あった。P■

の掘方は長径67～ 90cm、 短径が57～80

om、 深度20か ら50cmで あった。出土遺

物は皆無であった。

F36号掘立柱建物址

(第315図 、図版九十一・三百九)

遺構―Xえ 42グ リットで検出された。

H160号・H165号・H166号住居址 を

切り、F34号掘立柱建物址に切られる。

東西長6.Om、 南北長5,Omの長方形の

平面プランを呈する。N-90° 一Wに

長軸方位をとる。桁行 3間、梁間 2間

の側柱の掘立柱建物址である。柱間は

桁行の北列 が西か ら1.5m・ 2.Om・

第244表  F34号掘立柱建物址

皇∞ ⊆⊃ 廻Q旦

q  (標高69!764m)  Pm

ξ稗 :帥鶴絢梅

撃
1

Q
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第313図  F34号掘立柱建物址
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―も 員輻琶圭層til彎 :チみ}:樫憎密含。

q  (標高69101m)  子m

第314図  F35号掘立柱建物址

1.2m、 南列が 2m、 梁間が2.5mである。柱はP4を 除 く6基で確認 され、直径15～ 22cmで あっ

た。PittE方 は一部分が清掘りされ、長径80～ 330cm、 短径60～ 100cm、 深度50～90cmで ある。

遺物一土師器の郭が1点出土している。内面放射暗文、外面箆削り調整が施される。

F37号掘立桂建物址 (第316図 、図版九十二)

遺構―XIあ 10グ リットで検出された。H153号住居址を切る。東西長、南北長共に2.5mの 方

形の平面プランを呈し、6。 12ポ の平面積を有する。南北を主軸とするならば、N-5° 一Eに主

軸方位をとる。P3を 除き確認 されたP■は 3本全てが直径20cmで あった。Pit掘方は長径56～80

450

◎

Ｐ２

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

２

．

一

５

．

内一放射暗文。

外一箆磨き。

第245表  F36号掘立柱建物址出土遺物観察表
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∞ 熙
旦

頓 至 )2
P3

01

l

0                 10Cln
q  (標高694860■)  ?m

古員う意亮景皇1唇 t悧学寺12:』避多獣子多含。/5m以下石粒含む。

i庚輩腱圭層til予寺!チ】!:足獲訂含。

第315図  F36号掘立柱建物址

cm、 短径50～ 60cm、 深度38～50cmで あった。出土遺物は皆無である。

F38号掘立柱建物址 (第317図 、図版九十二・三百九)

遺構―XⅡ こ2グ リットで検出された。H144号・H185号住居址を切る。東西長7.lm、 南北

長5。 lm、 面積36.21ド の長方形の平面プランを呈 し、N-90° 一Wに長軸方位をとる。桁行 4間、

梁間 3間の側柱の掘立柱建物址である。柱間は桁行の北列が1.7m、 南列が西から2.Om。 1.4m

⊂⊃風Φ
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ｄ

①

Ｐ．
P4

古薫粥藉評}層 t認学寺:チ謝:器饂据態財螢 ♀ 嚇Ч刊車m),m

第316図  F37号掘立棧建物址

蝸

有する長胴のもので、内面ナデ、外面箆削り調整が施 される。凹石は片面に 2ケの凹がつけられ

ている。

第246表  F38号掘立柱建物址出土遺物観察表

F39号掘立柱建物址 (第318図 、図版九十三 )

遺構―Xう 4グ リッ トで検出された。 H165号住居址 を切 る。南北長3.Om、 東西長2.8m、 面

積8.4ド の方形の平面プランを呈 し、N-25° 一 Eに長軸方位をとる。桁行 2間 、梁問 2間の側

柱の掘立柱建物址である。柱間は桁行が1.5m、 梁間が1.3mで ある。柱は確認 されず、Pitの 掘

方は梁間が溝掘 りされる。規模的には長径120～ 327cm、 短径70～ 107cm、 深度32～66cmで あ る。

出土遺物は皆無であった。

F40号掘立柱建物址 (第319図 、図版九十二)

遺構―Ⅸえ10グ リットで検出された。H176号住居址を切り、F18号掘立柱建物址に切られる。

452

。1,7m、  1.7m、  梁 FHEが

1.7mで ある。 4本 が確認

された柱の直径は15～ 21cm

であった。Pitの 掘方 は部

分的に溝掘りされ、長径80

～670cm、 短径60～ 105cm、

深度50～95cmであった。

遺物―土師器の邪 (1)、

甕 (2)、 凹 石 (3)が 出

上している。IThは「有 段

回縁lTh」 で、内面箆磨 き、

外面箆削り調整が施 され

る。甕は口縁部に最大径を

挿図番号 器   種 法   量 成   形・調   整 備 考

-1
土師器

邪

120 内一箆磨き。

外―箆削り。
有段口縁邪。

-2
上師器

小型斐

14.4 内一ナデ。

外―箆削り。

-3 凹石
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Ｐ ４

ｑ

2 掘建柱建物址

寺鰤斗mnザ鶏

:岳套侯昌電g三層蛯格酬:帯駅揺三ぢ邑

第317図  F38号掘立柱建物址
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q  (標高691764m)  ?m

1 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。 10YR6/6粒 子少含、/5 1ma以 下パミスを含む。

調査区域外に延びるた

め規模形状は不明である。

P5に おいて確認された

柱は直径17cmで あった。

H明方の規模 も判然 と

しないが、深度は35～46

cmを 波!る 。

遺物―須恵器の郷蓋が

1点出土している。扁平

な擬宝珠つまみが付けら

れている。

F41号掘立柱建物址

(第320図 、図版九十四)

遺構―Xこ 7グ リット

で検出された。調査区域

内での他遺構との重複関

係はない。調査 区域外

に延びるため規模・形状

等は不明である。P2・

P3おいて確認された柱

第318図  F39号掘立柱建物址

第247表  F40号掘立柱建物址出土遺物観察表

は直径15cmで あった。Pi明方は部分的に溝掘 りされ、規模的には長径80～ 150cm、 短径54～ 55cm、

深度35～48cmであった。出土遺物は皆無であった。

F42号掘立柱建物址 (第321図 、図版九十四)

遺構―XIあ 10グ リットで検出された。H153号住居址を切り、H139号住居址に切られる。H

139号住居址との重複、及び調査区域外に延びるため規模・形状等は判然としない。 7基のPitに

454

汗

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
器

蓋

恵

邦



2 掘建柱建物址

より構成される南北 2間、東西 2間の部分が調査区域内において検出された。東西長は不明であ

るが、南北長は3.5mで あ

る。側柱式の掘立柱建物址

で、柱間は南北1.75m、 東

西は西から1.5m、  1.2mで

安定している。柱は確認さ

れなかった。Pitの 掘方 は

長径55～ 72cm、 短径45～60

cm、 深度13～ 18cmで あった。

出土遺物は皆無である。

F43号掘立柱建物址 (第322

図、図版三百九)

遺構―Xき 3グ リットで

検出 された。H141号 。H

192号住居址に切 られる。

H186号住居址を切 る。東

西長6。 9m、 南北長5,Om、

面積34.5∬ の長方形の平面

プランを呈する、側柱式の

掘立柱建物址である。長軸

P5

2  B

F28

:巽襲紳士讐継雛の螂   需好子と「撻哲τと伝を農
°

1  
で、桁行きの柱間が東から

第319図  F40号掘立柱建物址           2.3m・ 1.8m。 1.4m・ 2.0

m、 梁 間が1.5mで あ る。

確認 された柱の直径は15～

30cmで あった。Pit掘方は溝掘 りされる部分が多く、規模的には、長径90～ 280cm、 短径70～ 140

cm、 深度25～ 107cmで ある。

遺物―土師器の邪 (1)、 甕 (2)が 出上している。不は半球状を呈するもので、内面ナデ、

外面箆削り調整が施される。甕は回縁部が「く」字に強く外反するもので、内外面にナデ調整が

施される。

比  (標高69!860m) I〕 鶏

D
調

A
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調査区域外

Ｑ

． Q6

旦照τ功比二

◎
Ｐ４

Ｄ
一調
査
区
域
外

蒻珍易フラフラフ  !  (標高69+060m)  Pm

にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。 10YR6/6粒 子、砂粒を含む。

第321図  F42号掘立柱建物址

屠警層朧焼鬱博哲坪
° q  (標高094600m)  ,m

第320図  F41号掘立柱建物址

F44号掘立柱建物址

(第323図 、

図版九十五・三百九)

遺構―Ⅶう10グ リットで

検出された。H194号住居

址を切る。 1間 1間の掘立

柱建物址と 1間 3間の掘立

柱建物址がP9を接点に接

続 したような変則的な形態

を呈す るが、Pit覆 土の観

察等から別遺構として分離

できなかったため 1棟の掘

立柱建物址として取り扱う。

南北長4.6m、 東西長5。 92

mで長軸方位をN-85° 一

Wに とる。柱間は東西が1.5m、 南北が2.Om

を基本とするようである。P2・ P3・ P5
。P9に おいて確認された柱は直径13～ 17cm

であった。Pitの 掘方は1カ 所だけが濤掘 り

される。規模的には、長径40～ 220cm、 短径

35～ 67cm、 深度15～ 57cmで あった。

遺物―土師器甕の回縁部が 1点出上してい

る。内外面にナデ調整が施される。

F45号掘立柱建物址 (第324図 )

遺構―Xく 5グ リットで検出された。H187

号住居址を切 り、H138号住居址に切 られる。

東西長・南北長共に1.5mの方形の平面プラ

ンを呈する。P2・ P3に おいて確認された

柱は直径12～ 15cmで あった。Pit掘方の規模

は長径48～ 60cm、 短径45～ 55cm、 深度40～53

cmで あった。出土遺物は皆無である。
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第248表  F43号掘立柱建物址出土遺物観察表

Q《
重 重

=⊃

徹
鱗
Ｑ
ぱ

１
２
３
４
５
６
請

ハ
少含。多含、含む。　
　
　
Ｆ４

鋤勲熱抑

岬嘘咄醐　胞柱痕。

た
μ
ハ
潟
ん
″
″

咄隅ＯＹＲ６０ＹＲ４阻隅阻

層
層
層
層
層
層
層

弾韓韓弾弾韓韓

に
灰
明
に
に
黒
黒

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

郷

12.3 内一ナデ。

外一箆削り。

-2
上師器

甕

生

一　

一

内外―ナデ。
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

甕

２

，

一
　

一

内外―ナデ。

第249表  F44号掘立柱建物址出土遺物観察表
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一
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Ｐ

Ｏ
Ｐ７
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⊆◎ @鰹8∈薯め2

１
２
ド
・
撞鴬轄 屠柱1鵡繰麟た是子全鍮

第323図  F44号掘立柱建物址
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七ξ♯目暑:こ:1常導塗|せぜ疼雑享を斑
第324図  F45号掘立柱建物址

第 3節 土

Dl号土坑 (第325'326図、図版三百十 )

遺構― Iけ 5グ リットで検出された。H4号住居址を切る。東西4.03m×南北3.16mの楕円形

の平面プランを呈し、N-82° 一Wに長軸方位をとる。深度は1.05mを 測り、逆台形の断面形状

である。覆土は人為埋土であり、比較的多量に出土 した土器の多くは底面から出土 している。

遺物―弥生土器と縄文土器が出土 している。弥生土器には奏 (1・ 2・ 4)、 台付甕 (3)、 高

杯 (6・ 7)、 壷 (5。 8～■)カベ認められる。甕は 3点共に斜走文が施文され、体部片の 2は

不明であるが、 1は頸部に廉状文が、 4は櫛歯状工具による条線が施される。斜走文は 1が横位

の羽状、 2・ 4が縦位の羽状である。台付甕 3は日唇部に縄文、受口を呈する口縁部には櫛は状

工具による波状文が巡らされ、体部には箆状工具による連続「コ」字文が施されている。高杯 6

は内面が赤彩され、 7は外面に赤彩が施 される。重には赤彩される9～Hと 赤彩されない 5'8

が存在する。 8は頸部に縄文、9,Hは頸部に廉状文、10は受口口縁の端部に 1条の櫛描波状文

が施される。縄文土器12・ 13は後期の所産である。 8と 共に混入遺物である。

(標 高690764m)  2距

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備    考

-1 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、他は斜走文。

-2 変

14,4 内一箆磨き。

外―斜走文。

第250表 Dl号土坑出土遺物観察表 (1)
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第325図  Dl号土坑 (1)
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第326図  Dl号土坑 (2)



挿図番号 器  種 法 二
塁 成   形・調 整 備 考

-3 台付甕

11,4 内一箆磨き。

外一口唇部 :縄 文、日縁部 :櫛 描波状文、体部 :連 続
「コJ字文。

-4 奏

31.3 内一ナデ。

外―顕部 :廉状文、他は斜走文。

-5 質 65 内外―箆磨き。

-6 高邪

185 内一赤彩。

外―箆削り。

-7 高不 15 7

内一箆ナデ、箆削り。

外―赤彩。

-8 9.6

内一ナデ・刷毛目。

外―顕部 :縄文。

-9 士霊

30 2 内一赤彩。

外一赤彩。頸部 :廉状文。

-10 壼

内一箆磨き。

外―赤彩。口縁端部に 1条のlaF描 波状文。

― H 壷

内一ナデ・用」毛目。

外―赤彩。頸部 :廉状文。

-12 縄文上器

深鉢

内一ナデ。

外一日縁部 :刻 目が施される隆帯、体部 :磨消縄文。

-13 縄文上器

深鉢

内一ナデ。

外一口縁部 :刻 目が施される隆帯。

第251表 Dl号土坑出土遺物観察表 (2)

第Ⅱ章 遺構と遺物

D2号土坑 (第327図 )

遺構一Ⅱけ 2グ リットで検出された。H29号住居址に切られる。全容が不明な為、規模・形状

等は判然とはしない。深度は0.17mを測る。覆土は単層で自然堆積であった。

遺物一弥生土器の甕が 2点出土している。 1は受口口縁を呈し、口唇部に縄文、口縁部に箆状

工具による波状文が施される。 2は頸部に櫛歯状工具による「T」 字文が巡り、体部には櫛歯状

工具による波状文が施される。

挿図番号 器  種 法 成   形・調 整 備 考

-1 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :櫛描波状文。

-2 甕

内一箆磨き。

外―頸部 :「T」 字文、体部 :櫛描波状文。

第252表  D2号土坑出土遺物観察表
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q  (標高68♀ 070m)  ?m

l 黒掲色土層 (10YR3/2)。 10YR6/6粒 子、プロツク少含。

惣

第327図 D2号土坑

QI∞
|

D3号土坑 (第328図 )

遺構一Ⅱう1グ リットで検出された。

他遺構との重複関係は有さない。楕円形

の平面プランを呈 し、南北1.68m× 東西

0.54m×深度0.3mの 規模を有する。N

-0° 一Eに長軸方位をとる。覆土は単

層で自然堆積である。出土遺物は皆無で

あった。

D4号土坑 (第329図 )

遺構一Ⅲく6グ リットで検出された。

H34号住居址に切られる。楕円形の平面

プランを呈するものと思われる。H34号住居址との重

複により規模は不明である。0,47mの深度を有する。

2層から成る覆土は自然堆積である。出土遺物は皆無

であった。

D5号土坑 (第330図 、図版九十七・三百十一)

遺構一XⅢ あ 9グ リットで検出された。攪乱に切ら

れる。円形の平面プランを呈し、南北長3.07m×東西

長2.8m×深度1.5mの規模を有する。N-40° 一Wに

!   |   10CH

υ

判

＼
＼

≦

q  (標高69♀ 270m)  ?m

l 灰貢褐色土層 (10YR4/2)。 1046/6粒子多含、石粒 パミス少含。

第328図 D3号土坑

!  (標高69♀ 470m)  子m

」曇掲琶圭匡til穏】チ:;:(i島う麟 。

第329図 D4号土坑
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長軸方位をとる。断面は逆台形を呈 し、 5層から成る覆土は人為埋土の可能性が高い。

遺物―須恵器、土師器、輸の羽国が出上した。須恵器には邪 (1・ 2)、 郷蓋 (3・ 4)、 重 (5

'6)が認められる。郭は 2点共に底部箆切 りである。邪蓋 4は「かえり」を有する。壷は破片

であるため形状は不明である。土師器甕は広口 。短頸で内面ナデ、外面には箆削り調整が施され

る。輔の羽回は土製で小振りである。

W弓 /筵ヱ

8

第330図 D5号土坑

q  (標高60+106m)  ?m

%鑓 1瀞士承拿ユ喜碧
物多含



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 須恵器

邦
箆切り。

-2 須恵器

不

５

．

３

．

一

箆切り。

-3
須恵器

郭蓋
内外―飽磨き。

-4
須恵器

不蓋

16.0

外―天丼部飽削り。

-5
須恵器

重

９

．

一
　

一

外一天丼部箆削り。

-6
須恵器

壷

一

６

．

一

-7
土師器

甕

20.7 内一ナデ。

外一箆削り。

-8
土製

輔の羽口
210g

3 土坑

第253表  D5号土坑出土遺物観察表

D6号土坑 (第331図 )

遺構―Vけ 5グ リットで検出

された。H46・ H69号住居址に

切られる。楕円形の平面プラン

を呈 し、南北長1.08m、深度0.67

mの規模を有し、N-90° 一E

に長軸方位をとる。 3層から成

る覆土は自然堆積で出土遺物は

皆無であった。
(標高691040m)  2m

D7号上坑 (第332図 )

第331図  D6号土坑
遺構―Xく 3グ リットで検出

された。H141号住居址、F32

号掘立柱建物址に切られる。深度0。 3m以外は規模・形状共に不明である。覆土は自然堆積で、

出土遺物は皆無であった。

壱鰍 謂‖解能祭受i召建暮畿
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!  (標高691370m)  Pm

l 灰黄褐色土層 (10YR4/2)。 パ ミス少含。

第333図 D8号土坑

D8号土坑 (第333図 )

遺構一Ⅲく8グ リットで検出された。楕円形の平面プランを呈 し、南北長1.lm×東西長1.75

m×深度0.25mの規模を有する。N-75° ―Wに長軸方位をとる。内部には礫を多合しており、

覆土は人為埋土であった。焼土は存在せず、礫に熟変化は認められないことから炉址とは考えら

れない。出土遺物は皆無であった。

D9号土坑 (第334図 )

遺構一XIい 10グ リットで検出された。H133号・

H143号住居址に切られる。南北長1.85m×東西長1.6

m×深度0.14mの長方形の平面プランを呈する。N―

10° ―Eに長軸方位をとる。底面の北西コーナー～中

央部分にかけて礫が散乱 していたが、骨等は確認され

なかった。 2層から成る覆土は自然堆積で、出土遺物

も皆無であった。

D10号土坑 (第335図 、図版九十七・三百十一)

遺構―Ⅸい10グ リットで検出された。H153号・H

174号住居址を切る。南北長3,7m× 東西長3.4m× 深

度1,95mを測る円形の平面プランを呈する。N-40°

一Wに長軸方位をとる。断面は 2段落ちの形状を呈 し、

底面は平坦である。 4層からなる覆土は人為埋土の可

能性が高い。

466

q  (標高69♀ 906m)  Pm

ら員維鍵 仕I畿】緻 楔鞠擁 。
醜・軸鈴。

第334図  D9号土坑



3 土坑

遺物―比較的多量の須恵器が出土 している。器種 としては、郷 (1～ 5)、 邪蓋 (6)、 奏

(7)、 重 (8。 9)が認められる。不のロクロからの切 り離 し方法及びその後の調整は、 1・

2が底部箆切り～手持箆削り、 3・ 4が回転ヘラ切り、 5が箆切りである。 6のイ蓋は内面に叩

き成形時の当具痕が認められる。甕 7は叩き成形時の叩痕と、当具痕が看取される。重 8は有台

の広口壼で、回転箆削りの後高台が付けられている。 9は超頸壼の口縁部である。

4  (標高69!964n) プ鞘

操娑看管警層til学能チ謝:

竜報象と層i認学解畑:

/5」 ldl以 下石粒・パ ミス多含。
/5ma以下石粒・パ ミス少含。

認寺認究撻子雀a粒の滋 土。

尊
重

第335図  D10号土坑



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
須恵器

邦
箆切り→手持箆削。

-2
須恵器

邪
箆切り→手持箆削。

-3
須恵器

不
回転箆切り。

-4
須恵器

郷
回転箆切り。

-5
須恵器

不
箆切り。

-6
須恵器
lTN蓋

一
　

一

２

．

内面に叩目。

-7
須恵器

甕

一

α

一

内一当具痕。

外―叩目。

-8
須恵器

壷
回転箆削→付高台。

-9 須恵器

壼

７

．

一
　

一

ロクロナデ。

第254表  D10号土坑出土遺物観察表

第Ⅲ章 遺構と遺物

Dll号土坑 (第336図 )

遺構―Xえ 2グ リットで検出された。D12号土坑を切る。楕円形の平面形状を呈 し、東西長

1.8m×南北長1.3m×深度0.5mの規模を有する。N-70° 一Wに長軸方位をとる。覆土は 3層

からなるが、その堆積が人為的なものか否かは不明である。

遺物―須恵器の不 (1)と邪蓋 (2)力式出土 している。邦は底部に方向不明の糸切痕が認めら

れる。

!祷曇電魯三暑1韓織影air静鍵恥鍵鯵酷灘領狭少含。

こ 生 ===■ 一 一 一
ど ヽ 2

0            10cll

第336図  Dll号土坑



3 土坑

第255表  Dll号土坑出上遺物観察表

D12号土坑 (第337図 )

遺構―Xえ 2グ リットで検出された。D ll号 土坑に

切れる。楕円形の平面形状を呈 し、東西長1.85m× 南

北長1.35m×深度0.4mの 規模を有する。 3層からな

る覆上の堆積が確認されたが、人為的なものか否かは

不明である。また、本址とD ll号 土坑については住居

址の建替のような関係も想起されるが、判然とはしな

い。

出土遺物は皆無であった。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
須恵器

郭

13.5

78
4.1

方向不明回転糸切り。

-2
須恵器

邦蓋

８

．

一
　

一

q  (標高69!764■)  ,m

禦警襲構1灘′引:‖鵡チ}:岳盈Э絶子少含。
第337図  D12号上坑

第 4節 溝 址

Ml号溝址 (第338～ 341図 、図版九十五 。三百十二～三百十五)

遺構一Iこ 7グ リットからⅢい 2グ リットにかけて検出された。 Iか 7グ リット付近で「く」

字状に緩やかに屈折する。この屈折部分で重複関係を有するM2号溝址が人為的に埋設され、こ

の部分以北のMl号溝址が新たに掘削されている。弥生時代の住居址は全て本址により切られて

おり、且つ平安時代の住居址であるH8号住居址には本址が切られる。出土遺物の大半が古墳時

代中期の土器であることから本址は古墳時代中期の所産である可能性が強い。規模的には幅は 3

m～ 3.5mでほぼ一定している。深度は北端で lm、 南端では1.7mと 南に向かい漸次深くなって

いる。底面は流水による浸食を受け、砂が雄積していたが、恒常的に水が流れていた様子は認め

られなかった。断面は逆「梯形」を呈 している。自然流路ではなく人工の溝址である。

遺物―土師器、須恵器、弥生土器、石器、鉄器が出土 している。土師器には有台皿 (1)、 郭

(5～ 7)、 高杯 (8～ 21)、 壼 (22～ 24)、 甕 (25)、 ミニチュア土器 (26)が認められる。 1の

有台皿は内面黒色処理され、回転糸切りの後高台が付されている。郭は 3点共に半球状の体部か
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ら口縁部が短く外反するもので、内面には放射暗文状の箆磨き、外面は箆削り調整後ナデや箆磨

き調整が施される。高杯はlTX部 に稜を有 し、脚が外屈 して広がるもので、口縁端部が直立気味に

立ち上がるものも多い。また脚部に円孔が穿たれるもの (17)も存在する。内画面共に放射状の

箆磨き調整が施されている。壷22は小型で丸底を有するものと思われる。内外面に箆磨き調整が

施されている。23は有段口縁の壷で、砂粒を多合する胎土で、内外面共にナデ調整が施されてい

る。241よ 「く」字状に強く外反する口縁部を有している。甕25は疎らな箆磨き調整が施されてい

る。ミニチュア土器26は高杯を模倣 したもので、手握である。

須恵器は 3点の邪が出土している。 2は丸底を呈するもので、外面には箆削り調整が施されて

いる。 3は有台で、回転箆削り調整後に高台が付されている。 4は内画面共にロクロナデが施さ

れる。

弥生土器には高杯 (27～ 29)、 甕 (30～ 38)、 壼 (39～ 49)が認められる。高杯は全て赤彩され

る。甕は頸部に廉状文、口縁部と体部上半には櫛歯状工具による波状文が施される35～38の よう

なものと、受口口縁で回縁部に箆や櫛歯状工具による波状が施される30,31や 、口唇部に縄文が

施され、口縁部の文様帯を有さない32・ 33、 連続「コ」字文が施される34な どが存在する。重は

39・ 40・ 42の ような受口口縁のものや、口縁端部や回唇部に施文される45～48の ようなもの、ま

た、頸部文様帯に施文が集約され、赤彩が施される49な どが存在する。

石器は51・ 52の ような磨製石鏃や、53の石包丁、54の打製石斧、55の 打製石鏃、56の スクレイ

パー、57の磨石が出上している。

鉄器は50の角釘が出土 している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

有台皿

内面黒色処理。

回転糸切り→付高台。

-2
須恵器

邦
底部回転箆削り。

-3 須恵器

邦

一

７

．

一

右回転糸切り→付高台。

-3 須恵器

邪

14.6

-5
土師器

郭

16.0

60

内一放射状箆磨き。

外一飽削り。

-6
土師器

邪

14.6

77

内一放射状箆磨き。

外―箆削り→放射状箆磨き。

-7
土師器

邪

14 7 内一放射状箆磨き。

外―箆削り→放射状箆磨き。

第256表  Ml号溝址出土遺物観察表 (1)



4 溝址

18

第338図 Ml号 溝址出土遺物 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-3
土師器

高不

15.7

内外―放射状箆磨き。

-9 靭訪

ａ

一　

一

内外一放射状箆磨き。

-10 珊訪

199
内外―放射状箆磨き。

-11

土師器

高不

19,0

内外―放射状箆磨き。

-12 鰯訪
23.0

内外―放射状箆磨き。

-13 朗訪
22.7

内外一放射状箆磨き。

-14 鰯訪
内一放射状箆磨き、脚 :箆ナデ・箆削り。

外―放射状箆磨き、脚 :箆削り。箆磨き。

-15 土師器

高lTN

内一箆ナデ。

外一箆磨き。

-16 土師器

邦
15.6

内一箆ナデ。

外―箆磨き。

-17 靭訪
内一銘ナデ。

外一箆磨き。

脚に円孔。

-18 土師器

高不
11,6

内一箆ナデ。

外―箆磨き。

-19 那訪
14.9

内一箆ナデ。

外―箆磨き。

―-20 靭訪
15.0

内一箆ナデ。

外―箆磨き。

-21 土師器

高郭

一

舒

一

内一箆ナデ。

外一箆磨き。

―-22 土師器

壷

76

内外一箆磨き。

―-23 土師器

壷

19,0

内外―ナデ。 有段口縁。

-24 土師器

重

19.1 内一ナデ。

外一箆削り。

―-25 土師器

奏

５

．

一
　

一

内一箆磨き。

外―箆ナデ・箆磨き。

-26 土師器
ミニチュア

2.4 手捏。

第257表 Ml号溝址出土遺物観察表 (2)
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Ⅷ
21        22

24

機 畿 731

期 33

|17M

第339図 Ml号清址出土遺物 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-27 弥生上器

高lTN

５

．

一
　

一

内外赤彩。

-28 弥生土器

高不

24.5

内外赤彩。

-29 弥生土器

高不

一

９

．

一

内一刷毛目。

外一赤彩。

-30 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、口縁 :縄文十箆描波状文。

-31 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一日唇 !刻 日、口縁 :櫛描波状文。

-32 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、頸部 :廉状文。

-33 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、体部 :純描波状文。

-34 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一連続「コ」字文十円形貼付文。

-35 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一櫛描波状文。

-36 弥生土器

奏

17.0 内一箆磨き。

外―頸部廉状文、他は櫛描き波状文。

-37 弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一頸部廉状文、他は櫛描き波状文。

-38 弥生土器

甕

29.6 内一箆磨き。

外―頸部廉状文、他は櫛描き波状文。

―-39 弥生土器

壼

24.6 内一箆磨き。

外一口唇 :縄文、口縁 :縄文+箆描波状文、体部 :縄文

十箆描平行沈線・波状文。

-40 弥生土器

壷

内一ナデ。

外一口唇 :縄文、日縁 :縄文十箆描波状文。

-41 弥生土器

霊

内一ナデ。

外―箆描平行沈線・波状文。

-42 弥生土器

壷

内一ナデ。

外一口唇 :縄文、日縁 :縄文十飽描波状文、体部 :縄文

十箆描平行沈線。

-43 弥生土器

童

内一ナデ。

外一箆描平行沈線十刺突列。

-44 弥生土器

壷

内一ナデ・刷毛目。

外―赤彩、体部 :縦位波状文。

-45 弥生上器

芝

内一ナデ。

外一口縁部櫛描波状文。

第258表 Ml号溝址出土遺物観察表 (3)
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第340図  Ml号 溝址出土遺物 (3)
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◇
５
寸

５
原

λ

Ｍ

円

――‐

脚

リ

一

56
原寸

|

第341図 Ml号溝址出土遺物 (4)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-46 弥生土器

霊

内一ナデ。

外―赤彩十日縁部波状文。

-47 弥生土器

壷

内一ナデ。

外一口唇 :縄文。

-48 弥生土器

霊

内一ナデ。

外一赤彩、日唇 :櫛歯状工具による斜位条線。

-49 弥生土器

霊

16.0 内一口縁部 :赤彩、他はナデ。

外―赤彩、顕部 :櫛描横位条線。

―-50 角釘 6.4g

-51 磨製石鏃

3.5

22
0.2

3.Og

-52 磨製石鏃

第259表 Ml号溝址出土遺物観察表 (4)



挿図番号 器  種 法   量 成   形 調   整 備   考

-53 石包丁

4.1

37
05

―-54 打製石斧
砥石として再利用

160g

-55 打製石鏃

41
11
05

20g

-56
スクレイパ

-57 磨石 1440g

第260表  Ml号溝址出土遺物観察表 (5)

4 濤址

′
1剛》

4

3

第342図 M2号溝址出土遺物

M2号溝址 (第342図 、図版二百十五)

遺構一Iこ 8グ リットからMl号清址に切られるIか 7グ リットにかけて検出された。人為的

に埋め戻 されている。規模的には幅1.5m～ 3m、 深度 2mである。断面は逆「梯形」を呈 し、

北から南に向かって傾斜 している。人工の溝址と思われる。

遺物―弥生土器が出上している。甕 (1～ 7)、 壼 (8・ 9)、 高杯 (10,11)が 出上している。
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甕は 1～ 3のような櫛歯状工具による波状文が施されるものと、 4～ 6の ような連続「コ」字文

が施されるものが存在する。 1は口唇部に刻目が、 2・ 5は頸部に廉状文が、 4は円形貼付文が

付加されている。 7は底部片である。壺 8は頸部に横走する刺突列や沈線を巡らし、これらによ

り区画された横位文様帯内に縄文が施文される。 9は受口口縁で口唇部に縄文、回縁部に 1本の

箆状工具による波状文が巡らされる。高杯は 2点共に脚部片である。外面赤彩、内面にはナデや

刷毛目調整が施されている。

M3号溝址 (第343図 、図版三百十五)

遺構―Ⅲえ4グ リットから北西にのび ,Ⅲ か 6グ リットに至り約30° 屈折 して西方向に進路を

変えⅢお10グ リットにおいて調査区域に入る。検出面下10cmほ どで貼床状の平坦で堅固な面が存

在 し、更に10cmほ ど掘り下げると地山に達する。重複する全ての遺構を切る。現代の地図上の農

道・馬入れ等と重なることから、本址は道の痕と思われるが時期は不明である。

遺物―弥生の甕片が 3点出土 している。混入遺物である。

478

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1 弥生土器

甕

内一箆磨。

外一口唇 :刻 目、口縁 i櫛描波状文。

-2
弥生土器

甕

内一箆磨。

外―頸部 :廉状文、体 :櫛描波状文。

-3 弥生土器

甕

内一箆磨。

外一体部 :櫛描波状文。

-4 弥生土器

甕

内一赤彩。

外一連続「コJ字文十円形貼付文。

-5
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外―頸部 :廉状文、体部 :連続「コ」字文。

-6
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外一連続「コ」字文。

-7 弥生土器

甕

一

７

．

一

内一ナデ。

外―箆磨き。

-8
弥生土器

壷

内一ナデ。

外―刺突列・箆描平行沈線・縄文。

-9
弥生土器

壼

20.3 内一ナデ。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :箆描波状文。

-10 弥生上器

高不

一

９

．

一

内一赤彩、脚内 :箆ナデ。

外;赤彩。

― ■
弥生土器

高不
11.5

内一刷毛目。

外―赤彩。

第261表 M2号溝址出土遺物観察表



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
弥生上器

甕

α

一　

一

内一箆磨。

外一口唇 :縄文、体部 :斜走文。

-2
弥生土器

甕

12.5 内一飽磨。

外一口唇部 :押捺。

-3
弥生土器

甕

内一ナデ。

外―縄文。

第262表  M3号溝址出土遺物観察表

4 濤址

W
第343図 M3号溝址出土遺物

M4号溝址

遺構一Ⅲく6グ リットからⅢき8グ リットにかけて検出された。幅0.3m～ 0.4m、 深度 8 cm～

30cmの溝址である。F3・ 5'6の掘立柱建物址に伴うものかもしれないが性格 。時期共に不明

である。人工の溝址である。出土遺物は皆無である。

M5・ 6号溝址 (第344・ 345図 、図版三百十五・三百十六)

遺構―Ⅲえ 1グ リットからⅥえ 1グ リットにかけて検出された。最初 1条であったものが造中

で 2条の清に分かれている。本址もM3号溝址と同様に検出面下約10cmに貼床状の堅固な面が存

在し更に40～ 50cm掘 り下げると地山に達する。断面は丸みを帯びた「W」 字状を呈しているが、

貼床状の堅固な面を使用面とするならば逆「梯形」を呈している。幅は 2条を一組と考えるなら

ば 3m～ 6mで あるが、別固に捉えると、M5が 1.7m～ 3m、 M6が 2m前後となる。M3同

様に本址も重複する全ての遺構を切り、現代の地図上の農道 。馬入れ等と重なることから、道の

痕と思われるが時期は不明である。

遺物一M5か らは上師器、須恵器、弥生土器、土製品、石製品、石器が出土している。土師器

には郷 (1～ 4)、 甑 (5)が、須恵器は壷の肩部片 (6)が、弥生土器は甕 (7)。 壷 (8～

10)が、土製品は11の土錘、石製品は12の紡錘車、石器は13の打製石斧と14の磨製石斧が認めら

れる。



M6か らは土師器郭 (1)と 、鋼製の帯の飾金具である銘尾が 1点出土 している。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不
6.0

内一黒色処理。

外―右回転糸切り。

-2
土師器

邦

16.3

内一黒色処理。

-3
土師器

邦

内一黒色処理。

外一箆磨き。

-4
土師器

不

■

一

盈

内外―箆磨き。

-5
上師器

甑

163
内外―ナデ。

-6 須恵器

甕
箆描沈線文。

-7
弥生上器

甕

128 箆磨き。

外一日唇部 :縄文、体部 :櫛描波状文。

-8 弥生上器

笙

内一赤彩。

外―赤彩、口縁端部に櫛描斜位条線。

-9 弥生土器

室

内一刷毛目。

外―刺突によるU字区画内に櫛描条線。

-10 弥生土器

高邪

内一刷毛目。

外―箆描平行沈線間に縄文。

-11 土錘

-12 石製紡錘車

-13 打製石斧 82.4g

―-14 磨製石斧

第263表 M5号溝址出土遺物観察表

第Ⅱ章 遺構と遺物

第264表 M6号溝址出土遺物観察表

M7号溝址 (第346図 、図版三百十六 )

遺構―Vお 5グ リットを中心に検出された。 H70号住居址、F10号掘立柱建物址、M6号溝址

480

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

内一黒色処理。

外―箆削り。

-2 巡方 15.Og



4 溝址

静 6
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=E) 13

第344図 M5号溝址出土遺物

]D廻
第345図 M6号溝址出上遺物

に切 られる。幅0.5m～ 0.8m、 深度10cm～ 20cmの 溝が直径7.6mの 円形に掘 り込まれていた。清

の内側には施設は存在 しない。また、溝の掘り込み方もかなり粗雑であった。本址と形態に近い

ものとしては円形周溝墓、平地式住居と呼ばれる遺構等が存在するが、本址はこれらとは性格の

異なる遺構と思われる。

遺物―内面箆磨き、外面箆削り調整が施される土師器の甕が 1点出上している。

ヽ
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挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
土師器

甕

６

．

一　

一

内一箆磨き。

外―箆削り。

第265表  M7号溝址出上遺物観察表
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第346図 M7号溝址出土遺物

M8号溝l■ (第 347～ 353図 、図版九十六・三百十七～三百三十三)

遺構一Xあ 1グ リットからⅧき8グ リットにかけて検

出された。幅 lm前後、深度0,9m前後の断面「V」 字

型を呈する人工の溝址である。弥生時代の遺物 しか出土

しないことから該期の所産と考えられる。水が流れた痕

跡はないが、底面は東南から北西に僅かではあるが傾斜

している。極めて多量の土器が出上した。

遺物―土器は弥生土器であった。器種的には甕 (1～ 48・ 50・ 51)、 台郭甕 (49・ 53～ 60)、 重 (61～

105)、 鉢 (52・ 106～ 111・ 114・ 116。 118)、 高 杯 (112・ 113)、 甑 (115。 117)、 蓋 (119)、 剣 型 石 製 品

(120)、 軽石製石製品 (121)な どが認められる。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 甕

内一箆磨。

外一口唇 :縄文、口縁 :縄文十箆描波状文、顕部 :廉状

文、体部 :斜走文。

-2 甕

内一箆磨。

外一口唇 :刻 目、口縁部 :箆描波状文、体部 :斜走文。

-3 甕

６

．

一
　

一

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文、体部 :

斜走文。

-4 甕

14.8 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文、頸部 :

廉状文。

-5 甕

内一箆磨。

外一日唇部 :縄文、口縁部 :縄文十箆描波状文。

-6 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文十箆描波状文。

-7 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文。

-8 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文+銘描波状文。

-9 甕

内一銘磨。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文。

-10 奏

16.8 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、

体部 :縦位波状文・横位条線。

― ■ 甕

25.6 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文十箆描波状文、頸部 :

廉状文、体部 i斜走文。

-12 甕

内一箆磨。

外一櫛描波状文。

-13 甕

内一箆磨

外一口唇・口縁部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 !櫛描波

状文。

第266表 M8号溝址出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-14 奏

25.4 内一箆磨。

外一口唇・口縁 :縄文、体部 :1条の櫛描波状文・斜走

文。

-15 甕

内一銘磨。
外一口縁部 :櫛描波状文、頸部下 :櫛描波状文2条、体

部 :斜走文。

-16 甕

19,0

7.4

20.2

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、

体部 :斜走文。

-17 甕

０

，

一
　

一

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、

体部 :斜走文。

-18 甕

13.0 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、

体部 :斜走文。

-19 奏

■.5 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文、

体部 :斜走文。

―-20 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-21 奏

12.0 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-22 甕

13.2 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-23 姿

内一箆磨。

外一口唇部 :刻 目、頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-24 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

-25 甕

15 0 内一箆磨。

外一口唇部 :刻 日、頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

―-26 甕

内一箆磨。

外一頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-27 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :刻 日、頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

―-28 甕

内一箆磨。

外一日唇部 :縄文、頸部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

―-29 甕

23.6 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

―-30 甕

内一箆磨。

外一日唇部 :縄文、体部 :櫛描波状文。

-3ユ 甕

内一箆磨。

外一日唇部 :縄文、体都 :櫛描波状文。

-32 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、体部 :櫛描波状文。

第267表 M8号溝址出土遺物観察表 (2)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-33 甕

18.3 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、体部 :斜走文。

-34 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、口縁端部 :押捺、体部 :斜走文。

-35 甕

157 内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、体部 :櫛描波状文。

―-36 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :刻 日、体部 :斜走文。

-37 甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :刻 日、体部 :斜走文。

-38 甕

内一刷毛目。

外一口唇部 :刻 目。

-39 甕

15.2

6.0

17.2

内一用J毛 目・箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :1条の櫛描波状文、体部 :斜

走文。

-40 甕

内一箆磨。

外一口唇部 :刻 日、体部 :斜走文。

-4 甕

３

．

一
　

一

内一箆磨。

外一頸部 :廉状文、体部 :櫛描波状文。

―-42 甕

内一箆磨。

外―斜走文。

―-43 甕

16.8 内一刷毛目。

外―頸部 :1条の櫛描波状文、体部 :斜走文。

-44 奏

内一箆磨。

外一口唇部・口縁端部 :縄文。

-45 密

一

６

．

一

内一箆磨。

外一斜走文。

-46 甕

内一箆磨。

外―斜走文。

-47 甕

１

．

一
　

一

内一刷毛目・箆磨。

外―櫛描波状文。

-48 甕

２

．

一
　

一

内一刷毛目。

外一口唇部 :縄文、体部 :櫛摘波状文。

-49 台付甕

２

．

一
　

一

内一体部上半赤彩。

外一口唇・口縁部 :縄文、体部 :櫛描波状文。

―-50 賢

内一箆磨。

外一口唇・口縁部 :縄文、頸部 :廉状文、体部 :縦位条

線・櫛描波状文。

-51 甕

一

２

．

一

内外―箆磨。

第268表 M8号溝址出土遺物観察表 (3)
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挿図番号 器  種 法 里
墨 成   形・調 整 備 考

―-52 鉢

20 3

内外―赤彩。

-53 台付甕

13.4 内一箆磨。

外一日唇 :縄文、日縁部 :縄文+2条の箆描波状文、体

部 :連続「コ」字文十円形貼付文。

-54 台付奏

内一箆磨。
外一口唇・口縁部 :縄文体部 :連続「コ」字文十円形貼

付文。

-55 台付甕

内一箆磨き。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :箆描波状文、体部 :円形貼

付文。

-56 台付甕 7.1

内一箆ナデ。

外―刷毛日・箆磨き。

-57 台付奏 7.5 内外―ナデ。

―-58 台付甕 7.5 内外―刷毛目。

―-59 台付甕 7.0 内外―ナデ。

-60 台付甕 6.7 内外―ナデ。

-61 壷

一　

一　

一

内一刷毛目。

外―箆描平行沈線・波状文・弧文・縄文・赤彩。

-62 一霊

一　

一　

一

内一ナデ。

外一赤彩、箆描平行沈線・鋸歯文。

-63 壷

内一ナデ。

外―驚描平行沈線・縦位垂下刺突列・波状文・条線・縄

文。

-64 壼

一　

一　

一

内一刷毛目。

外―平行沈線・条線・刺突列。

-65 壷

内一用J毛 目。

外―赤彩・刺突列。

-66 重

内一刷毛目。

外―平行沈線・刺突列・弧文・縄文。

―-67 壷

一　

一　

一

内一ナデ。

外一口唇部 :縄文。

-68 童

内一赤彩。

外一赤彩、口唇部 :縄文、口縁端部 :押捺。

―-69 豆

14.5 内一ナデ。

外一口唇部 :縄文。

―-70 一璽

169 内一ナデ。

外一口唇部 :縄文。

第269表 M8号溝址出土遺物観察表 (4)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-71 重

15.2 内一刷毛目・ナデ。

外一口唇部 :縄文、頸部 !箆描平行沈線間に縄文。

-72 重

」

一　

一

内一刷毛目・箆磨。

外一日唇部・頸部 :縄文。

-73 豆

132 内一ナデ・刷毛目。

外一口唇部 :縄文。

―-74 士望

９

。

一
　

一

内一刷毛目・ナデ。

外一口唇部 :縄文、頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

―-75 壷
Ｗ
７．４・

内一刷毛目・ナデ。

外一口唇部 :縄文、頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

-76 重

」

一　

一

内一刷毛日・ナデ・箆磨き。

外―頸部 :箆描平行沈線、日縁部～頸部 :縄文。

―-77 壷

８

．

一
　

一

内一ナデ・箆磨き。

外一回唇部 :縄文、体部 :箆描波状文・縄文。

-78 壷

２

，

一
　

一

内一ナデ。

外―頸部 :箆描平行沈線。

―-79 壷

10.6 内一刷毛目・ナデ。

外一口唇部 :縄文、顕部 :箆描平行沈線間に縄文。

-80 重

＆

一　

一

内一刷毛目・ナデ。

外一口唇部 :縄文、頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

-81 士霊

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外一口唇部 :刻 日、頸部 :箆描平行沈線間に波状文・縄

文。

-32 壷

５

．

一
　

一

内一刷毛目・ナデ。

外―頸部 :箆描平行沈線・波状文・縄文。

-83 豆

内一ナデ。

外一頸部 :箆描平行沈線間に縄文。

-84 重

内一ナデ。

外一頸部 :箆描平行沈線間に縄文・波状文。

-35 壷

内一ナデ。

外一日縁部 :縄文+箆描波状文。

-86 壺

内一ナデ。

外―頸部微隆起帯に縄文。

-87 壺

＾̈一・、　一一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

内外―赤彩、頸部に 2孔。

―-88 壷

上

一　

一

内一ナデ・刷毛目。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文十範描波状文、頸部 :

平行沈線間に縄文。

-89 重

内一ナデ。

外―頸部 :平行沈線間に波状文・縄文。

第270表 M8号溝址出上遺物観察表 (5)



4 溝址

83         84
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第351図  M8号溝址出土遺物 (5)
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第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-90 重

20.6 内一ナデ・刷毛目。

外一口唇部 :縄文、日縁部 :縄文+箆枯波状文、頸部 :

平行沈線間に縄文。

-91 ÷霊

６

．

一
　

一

内一ナデ・刷毛目。

外一日唇部 :縄文、日縁部 :縄文+箆描波状文、顕部 :

平行沈線間に縄文。

-92 壷

一

生

一

内一ナデ。

外―刷毛目。

―-93 壷

内一ナデ・属」毛目。

外―頸部 :平行沈線間に縄文。

-94 壷 5.6

内一ナデ・刷毛目。

外―頸部 :平行沈線間に縄文。

-95 壷

内一銘磨き。

外一顕部 :平行沈線。

-96 立

内一ナデ。

外一平行条線、縄文。

-97 壷

内一ナデ・刷毛目。

外―頸部 :平行沈線間に縄文。

―-98 室

内一箆磨き。

外一頸部 :平行沈線。

-99 士霊

一

８

．

一

内一ナデ・刷毛目。

外―頸部 :平行沈線間に縄文。

―-100 壷

内一刷毛目・箆磨。

外―赤彩、頸部 :平行沈線間に波状文。

-101 重 11.0

内一ナデ・刷毛目。

外―頸部 :縄文。

―-102 壺

一

凱

一

内一刷毛目。

外―頸部 :平行沈線間に波状文・縄文。

-103 重

一

８

．

一

内一刷毛目。

外一箆磨。

―-104 壷 85
内一刷毛目。

外一刷毛目→箆磨。

-105 重

一

６

。

一

内一ナデ。

外―箆磨。

―-106 鉢

15.2

内外―赤彩、口縁に2孔。

-107 鉢

15,9

内外一赤彩。

-108 鉢

21.0

内外―赤彩。

第271表 M8号溝址出土遺物観察表 (6)



4 溝址

ЛⅧ
Ⅷ

第352図 M8号溝址出土遺物 (6)
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三=夏■塾
峯 婁 ≡

105

第353図 M8号溝址出土遺物 (7)



4 溝址

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-109 鉢 内外一赤彩、把手。

-110 鉢 内外―赤彩、把手。

―■ 1 鉢 内外―赤彩、突起。

-112 高不

一

盈

一

脚内一刷毛日、他は赤彩。

一■3 高邪

一

＆

一

脚内一刷毛日、他は赤彩。

-114 鉢

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆磨。

-115 甑

３

．

一
　

一

内外一刷毛目。

-116 鉢 内外―刷毛目。

-117 甑

内一刷毛目。

外―箆削→刷毛目。
単孔。

―■8 鉢

一

６

．

一

内外―赤彩。

一■9 蓋

一

８

，

一

内外―ナデ。
縁に対となる4ヶ

の円孔。

-120 剣型石製品 82 0g

-121 軽石製石製
630g

第272表 M8号溝址出土遺物観察表 (7)

M9号溝址 (第355図 、図版九十六 。三百二十三)

遺構―Ⅶう4グ リットを中心に検出された。H83号・H85号住居址に切られる。幅0。 3m～ 0.4

m、 深度10cm～ 20omの溝が直径 5mの 円形に掘 り込まれていた。溝の内側には施設は存在しない。

また、溝の掘り込み方もかなり粗雑であった。本址と形態に近いものとしては円形周溝墓、平地

式住居と呼ばれる遺構等が存在するが、M7号溝址同様に本址はこれらとは異なる性格の遺構と

思われる。

遺物一土師器の甕片が 2点 (1,2)、 弥生土器の甕片が 1点 (3)出土 している。土師器の

甕は 2点共に内外面にナデ調整が施されている。弥生土器の甕は肥厚した回唇部に刻目を施し、

体部には櫛歯状工具による斜走文が施文される。

495



第Ⅲ章 遺構と遺物

占″ 制 g
110

115

凸こ1痢

109

◆
120

第354図 M8号溝址出土遺物 (8)

第273表 M9号溝址出土遺物観察表

了

尽
　
ヽ
く

一コ

≧
フ

ヽ
ご

避

§
　

‐ヽ
　
ヽ
．

挿図番号 器  種 法   量 成  形 ,調   整 備   考

-1 土師器
甕

７

．

一
　

一

内外―ナデも

-2
土師器
甕

・̈^
¨̈一一一二

　　　　　　　　　　　　一

内外―ナデ。

-3 弥生土器

奏

∝

一　
一

内一驚磨。

外i口唇部 :刻 日、体部 :斜走文。

第355図 M9号溝址出土遺物



5 Pit

M10号溝址

遺構―XⅢ お 7グ リットを中心に検出された。幅1.lm～ 1.6m、 深度13cm～ 30cmの規模を有す

る。出土遺物は皆無であった。

Mll号溝址

遺構―Ⅸい10グ リットからXう 7グ リットにかけて検出された。幅1.8m～ 2.9m、 深度30cm～

50cmの規模を有 し、鍋底状の断面形状を呈する。H156号・H165号・H176号住居址等の重複す

る全ての遺構に切られている。人工の濤址と考えられる。出土遺物は皆無であった。

第 5節 PК

いくつかのピットにより構成される遺構、例えば掘立柱建物址のような遺構を構成するである

うが調査範囲の制約等により判断しかねるPitや 、単独で機能を有 したであるうPitも 含め、今回

の調査において346基のP■が検出された。本来ならばその個々についての記述が成されるべきあ

るうが、本報告書においては割愛する。Pitか ら出土した図示可能な遺物については以下に図と

表を掲載する。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
製

具

鉄

金

61
43
1.7

馬具木鎧の頭部に

接続する逆「U」

字状金具。300g

第274表  PiM2出 土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 磨製石鏃
1.8g

未製品。

第275表  Pit55出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 凹石 150g

第276表  P■74出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
弥生土器

甕

内一箆磨。

外一口唇 :押捺・縄文、体部 :斜走文。

-2 珊部
一
調
一

内外―ヘラナデ。

-3
弥生土器

壷

内一ナデ。

外―箆描平行沈線間に縄文。

第277表  P■179出土遺物観察表



出土遺物

毒電鷺鷺意息:;旨雪目巨氏(♀ 1

∞
P→ t74出土壇

第Ⅲ章 遺構と遺物

1

P� t42出 土遺物

ヽ

ゾ

／

Pit296出 上遺物 5

Pit326出 土遺物Pit320出 土遺物

第356図  Ph出土遺物

P■ 182出 土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 須恵器

甕

24.3

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

12.3

5.5

内一箆磨→黒色処理。

外―箆削。

第279表  P■320出土遺物観察表



6 遺構外出上の遺物

挿図番号 器  種 法 三塁 成   形・調 整 備 考

-1
弥生土器

重

生

一　

一

内一銘磨。

外一口唇・口縁部・頸部 :縄文。

第280表  PX326出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法 三
塁 成   形・調 整 備 考

-1 弥生上器

甕

内一箆磨。

外一体部 :撲位櫛描波状文を縦位条線で区画。

-2 弥生土器

甕

内一箆磨。

外一日唇 :縄文、頸部下 :櫛描波状文。

-3
弥生土器

重

内一ナデ。

外―刺突列による区画内に縦位条線、平行箆描沈線間に

縄文。

-4
弥生土器

霊

一　

一　

一

内一ナデ。

外一銘描平行沈線間に縄文・刺突列。

-5
弥生土器

鉢

13.0

内外一赤彩。

第281表  P■296出土遺物観察表

第 6節 遺構外出上の遺物

挿図番号 器  種 法 三
塁 成   形・調 整 備 考

-1 縄文土器

鉢
後期前半。

-2
縄文土器

鉢

一　

一　

一

後期前半。

-3
弥生上器

甕

一　

一　

一

内一箆磨。

外一口唇 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文、頸部 :波

状文。

-4 弥生上器

甕

内一箆磨。

外一日唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文、頸部 :

廉状文。

-5
弥生上器

甕

一　

一　

一

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文。

-6
弥生土器

甕

３

．

一
　

一

内一箆磨。

外一日唇部 :縄文、顕部 :廉状文、体部 :箆描斜走文。

-7
弥生土器

奏

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、顕部 :条線、体部 :縦位条線十櫛描

波状文。

-8
弥生土器

甕

一　

一　

一

内一箆磨。

外一口縁・体部 :銘糖波状、頸部 :廉状文。

-9
弥生土器

甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、頸部 :廉状文。

第282表 遺構外出土遺物観察表 (1)
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6 遺構外出土の遺物
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第358図 遺構外出土遺物 (2)
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6 遺構外出土の遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-10 弥生土器

甕

箆磨。

外―箆描平行沈線。

-11

弥生土器

甕

内一覚磨。

外一口唇 :縄文、頸部 :櫛描波状文、体部 :斜走文。

-12 弥生土器

密

内一箆磨。

外一口縁瑞部 :1条の櫛描波状、頸部 :廉状文。

-13 弥生上器

甕

内一箆磨。

外一口縁端部 :櫛描波状文、顕部 :廉状文、体部 :斜走
文。

-14 弥生土器

奏

内一箆磨。

外―櫛描波状文。

-15 弥生土器

甕

160 内一箆磨。

外―櫛描波状文。

-16 弥生土器

甕

内一箆磨。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-17 弥生土器

甕

７

．

一
　

一

内一箆磨。

外一口縁 体部 :櫛描波状文、頸部 :廉状文。

-18 弥生土器

甕

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、体部 :連続「コ」字文十円形貼付文。

-19 弥生上器

台付甕

内一箆磨。

外一連続「コ」字文。

-20 弥生土器

霊
内外―赤彩、日唇部に刺突。

-21 弥生上器

霊

内一箆磨。

外一口唇 :縄文。

-22 弥生土器
gE

内一刷毛目。

外一縦位箆描波状文・沈線・条線。

-23 弥生上器

壷

内一ナデ。

外―刺突列・波状文・条線。

―-24 弥生土器

霊

内一刷毛目。

外―弧文・縄文。

-25 弥生土器

霊

内一刷毛目。

外一箆描平行沈線間に縄文。

-26 弥生土器

壷

８

．

一
　

一

内一刷毛目。

外―刺突列。

-27 弥生土器

壷

内一刷毛目。

外―箆描平行沈線間に波状文・縄文。

―-28 弥生土器

霊

内一ナデ。

外―箆描平行沈線間に縄文。

―-29 弥生土器

186 内一刷毛目。

外一日唇部 :縄文、日縁部 :縄文+箆描波状文、頸部 :

箆描平行沈線間に縄文。

第283表 遺構外出土遣物観察表 (2)



第I章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備    考

-30 弥生土器

童

内一刷毛目。

外―箆描平行沈線間に縄文。

-31 弥生土器

tE

内一ナデ。

外一箆描平行沈線間に縄文、その下に鋸歯文。

-32 弥生土器

壷

内一刷毛目。

外―箆描平行沈線間に条線、その下に鋸歯文。

-33 弥生土器

壷

内一ナデ。

外―箆描平行沈線間に縄文十波状文。

-34 弥生土器

壷

一

５

．

一

内一箆磨。

外―赤彩。

―-35 弥生土器

甑

内一刷毛日・箆磨。

外一口縁部 :縄文。

―-36 弥生土器

鉢
内外一赤彩、口縁端部に 1条の波状文。

-37 弥生土器

高杯
内外―赤彩、脚内ナデ。

―-38 土師器

杯

３

．

一
　

一

内外―箆磨。

―-39 土師器

杯

３

．

一
　

一

内外―箆磨。

-40 土師器

杯

５
，
生

一

内外―箆磨。

-41 土師器

杯

22.7 内一黒色処理。

外―箆磨。

―-42 土師器

杯

生

一　

一

内一黒色処理。

外―箆磨。

―-43 土師器

杯

生

一　

一

内一ナデ。

外―箆削。

-44 土師器

杯

18.0

7.1

内一黒色処理。

外―箆削。

-45 土師器

杯

２

，

一
　

一

内一黒色処理。

外一箆削。

-46 上師器

杯

生

一　

一

内一黒色処理。

外―箆削。

-47 土師器

鉢

３

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆磨。

-48 土師器

小型甕

５

．

一
　

一

内一ナデ。

外―銘削。

-49 土師器

甑

一

６

．

一

内外―箆削。

第284表 遣構外出土遺物観察表 (3)



挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-50 上師器

甕

18.2

内外―ナデ。

-51
土師器

甕

16.0

内外―ナデ。

-52 土師器

甕

20 8 内一ナデ。

外―銘削。

-53 上師器

壷

19.6

内外―箆磨。

-54
土師器

壷

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆肖J。

-55 上師器

邦

一

７
．

８

・

右回転糸切り。

-56 土師器

邪

13.2

黒色処理。

-57 土師器

有台邪
77

内一黒色処理。

外一方向不明回転糸切り→回転箆削り→付け高台。

-58 上師器

甕

22.8

内外―ナデ。

―-59 上師器

甕

186 内一刷毛目・ナデ。

外―箆削。

-60 須恵器

杯蓋
13.2

田辺陶邑編年
TK43号窯式。

-6ユ
須恵器

有台杯

18.8

-62 須恵器

杯
方向不明回転糸切り。

―-63 須恵器

杯

12 7

-64 須恵器

甕

19,8

-65 須恵器

甕

18.5

-66 杯釉陶器
碗

10.0 光ヶ丘 1号窯式。

-67 杯釉陶器

碗

．
８
．

０

．

大原 2号窯式。

-68 鉄製紡錘車 30g

-69 打製石鏃
09g
黒曜石製。

6 遺構外出土の遺物

第285表 遺構外出土遺物観察表 (4)
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Ⅲ

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ

円

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

円

Ｗ

υ

　

　

　

　

Ｏ

寸

一　

　

　

　

晨

一

第 Ⅱ章 遺構 と遺物

66

67

1道⊂)、 亀

68

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-70 打製石鏃

-71 磨製石斧

第286表 遣構外出土遺物観察表 (5)



7 Ⅱ次調査における出土遺物

第 7節  I次調査における出土遺物

下水道工事に伴い実施されたⅡ次調査の調査範囲は、今回の道路建設工事が予定さていた道路

敷内に設定されていたため、Ⅱ次調査の範囲を完全に包括するかたちで今回の調査がなされた。

その結果、 2次調査において検出された遺構・遺物と今回の調査において出土した遺構・遺物の

多くが接合関係を有する結果となった。また、1995年 に刊行された「西一本柳遺跡Ⅱ・中西ノ久

保遺跡 I」 報告書においては、出土遺物が掲載されていないため、接合関係にある遺構の遺物は

Ⅱ次調査分も含め本書に掲載 した。しかし、接合関係を有さない遺構もⅡ次調査分に存在するた

め、本節でこれらの遺物を取り上げる。

第287表  Ⅱ次調査Hl号住居址出土遺物観察表

第288表  I次調査H3号住居址出土遺物観察表 (1)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

不

３
．

一

生

内一黒色処理。

外一箆磨。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
土師器

邦

上

一

６
．

内一箆磨。

外―箆削→箆磨。

-2
上師器

邪

上

一

７
．

内一ナデ→箆磨。

外一箆削→箆磨。

-3
土師器

郵

内一ナデ。

外―箆削。

-4
上師器

不

２

．

一

６

．

内一箆磨。

外―箆削→飽磨。

-5
上師器

邪

生

一

６
．

内一箆磨。

外―箆磨。

-6
上師器

イ

内一箆磨。

外一箆削→箆磨。

-7
土師器
イ

内一箆磨。

外―銘削→箆磨。
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1

Hl号住居址出土遺物

第361図 第 I次調査Hl,3号 住居址出土遺物



7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-8
上師器

不

‐４

．

０

一

７

．

０

内外―箆磨。

-9 朗諦

179
内外一箆磨。

-10 鰯訪

19,0 内一箆磨。

外―箆削→箆磨。

-11 期諦

18,9 内一ナデ。

外一箆削→ナデ。

-12 珊部

９

．

一
　

一

内外一箆磨。

-13
土師器

高杯

21.4

内外一箆磨。

-14 上師器

高不

内一箆磨、脚内 :ヘ ラナデ・箆削。

外一箆削→箆磨。

-15 珊諦
内一箆磨、脚内 :ヘ ラナデ・範削。

外―箆削→箆磨。

-16 上師器

高杯

21.8

17.5

17 5

内一箆磨、脚内 :ヘ ラナデ・箆削。

外―箆削→健磨。

-17 珊蔀

193
内外一箆磨。

-18 珊諦

９

，

一
　

一

内外―箆磨。

-19 朗訪
7.8

28
45

内一箆磨、脚内 :ヘ ラナデ・箆肖1。

外―箆削→箆磨。

-20 珊訪
内一箆磨、脚内 :ヘ ラナデ・箆削。

外―箆磨。

脚に円孔。

-21 靭諦
内一箆磨、脚内 :ヘ ラナデ・箆削。

外一箆磨。

脚に円孔。

-22 靭訪
一

２

一

内一ヘラナデ・箆削。

外一箆磨。

-23 珊諦
14.4

内一ヘラナデ・飽磨。

外―箆磨。

-24
土師器

霊

７

．

一

３

．

内一ナデ。

外一箆削。

-25 土師器

壷

内一ナデ。

外―箆磨。

第289表  I次調査H3号住居址出土遺物観察表 (2)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
弥生土器

甕

内一箆磨。

外一口縁部 :櫛描波状文、頸部廉状文。

第290表  Ⅱ次調査H5号住居址出土遺物観察表 (1)
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7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形 。調   整 備   考

-2
弥生土器

霊

一　

一　

一

内一ナデ・刷毛目。

外一赤彩、「T」 字文。

-3
弥生上器

壼

一

凱

一

内一ナデ。

外一体部 :赤彩、他は箆磨。

-4
弥生土器

芝

一

生

一

内外―ナデ。

第291表  工次調査H5号住居址出土遺物観察表 (2)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

一

７

．

一

内面黒色処理。

底部箆削。

-2
須恵器

郭
回転糸切。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器
イ

５
。

一

生

内一箆磨。

外―箆Hll→ 箆磨。

-2
土師器

甕

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外一箆肖1。

-3 軽石製円盤 15,2g

第293表  I次調査H8号住居址出土遺物観察表

第292表  工次調査H7号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

郭

内一黒色処理。

外―ナデ。

-2
土師器

邪

生

一　

一

内一ナデ。

外―飽削。

-3
土師器

不

２

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削。

-4 鰯暗

上

一　

一

外一天丼部箆肖1。

-5
上師器

鉢

内一黒色処理。

外―銘削。

-6
土師器

鉢

７

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆磨。

-7
上師器

鉢

一

５

．

一

内一黒色処理。

外一第削。

-8
土師器

甕

18.5 内一ナデ。

外―箆削。

第294表  工次調査H9号住居址出土遺物観察表 (1)
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7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-9
土師器

甕

22.8 内一ナデ。

外―箆削。

武蔵甕。

-10 土師器

甕

22 8 内一ナデ。

外―箆削。

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調 整 備   考

-1
上師器

邪

内一黒色処理。

外―箆削。

有段口縁不。

-2
土師器

邦

２
．

一

生

内一ナデ。

外一箆削。

-3
須恵器

不
右回転糸切。

-4
上師器

霊

∝

一　

一

内一ナデ。

外一箆削。

-5
土師器

甕

α

一　

一

内一ナデ。

外―箆削。

-6
土師器

甕

一

５

．

一

内一ナデ。

外―箆削。

第295表  I次調査H9号住居址出土遺物観察表 (2)

第296表  I次調査 H10号住居址出土遺物観察表

第297表  Ⅱ次調査 Hll号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調 整 備   考

-1
土師器

甕

欲

一　

一

内一ナデ。

外―箆削。

武蔵甕。

-2
土師器

甕

19.5 デ

　

削

ナ

　

箆

二内

　

外

武蔵甕。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邪

上

一

３
．

内一ナデ。

外―箆削。

橙色陶質。

-2
土師器

邦

２

．

一

５

．

内一ナデ。

外―箆削。

-3
土師器

不

２

．

一　

５

．

内一ナデ。

外―箆削。

-4
上師器

郷

13.0

4.4

内一ナデ。

外一箆削。

-5
土師器

JTN

０

．

一

３

．

内一ナデ。

外―箆削。

橙色陶質。

-6
土師器

邦

＆

一

４

内一ナデ、放射暗文。

外―箆削。

有段口縁不。

第298表  I次調査 H12号住居址出土遺物観察表 (1)
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7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備    考

-7
土師器

不

13.6

4.0

内一ナデ。

外―箆削。

有段口縁不。

-8
土師器

邪

15,6 内一ナデ。

外一銘肖1。

有段口縁不。

-9
上師器

杯

12.0

4.2

内一ナデ。

外―箆削。

-10 土師器

杯

上

一

生

内一ナデ。

外―箆削。

-11

土師器

杯

14.0 内一黒色処理。

外―箆削。

-12 土師器

杯

116

3.6

内一ナデ。

外一箆削。

-13
上師器

杯

生

一　

一

内一黒色処理。

外一箆削。

―-14 土師器

不

15,3

3.8

内一黒色処理。

外―箆削。

-15
土師器

杯

■.0

5.5

内一ナデ、放射暗文。

外―箆削。

-16 上師器

杯

10.7

8.1

内一黒色処理。

外―箆削。

-17 土師器
高杯

内一黒色処理。

外一箆削。

-18
土師器

高杯

内一ヘラナデ・箆削。

外―箆磨。

-19
器

重

師

頸

土

無

内一黒色処理。

外―箆削。

一-20 上師器

密

４

一　

一

内一ナデ。

外―箆削。

―-21 土師器

寮

214 内一刷毛目。

外―銘削。

-22
土師器

甕
4.9

内一刷毛目。

外―箆削。

-23 土師器

壷

21.6 内一ヘラナデ。

外―刷毛目。

-24
上師器

宝

18.2 内一ナデ・箆磨。

外一箆削。

-25 土師器

壷
5.5 内外―箆削。

―-26 上師器

童
7.7

内一箆磨。

外―箆削。

第299表  I次調査 H12号住居址出土遺物観察表 (2)
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7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-27 磨製石斧 440g

第300表  I次調査 H12号住居址出土遺物観察表 (3)

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

郷

14.8

内面黒色処理。

-2
土師器

lTh

Ｌ

一　

一

-3
土師器

不

12.6

70
3.5

方向不明回転糸切。

-4
器

邪

師

台

土

有

内面黒色処理。

方向不明回転糸切→付高台。

-5
須恵器

奏

６

。

一
　

一

外―叩目。

第301表  I次調査 H18号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

奏

一

６

．

一

内一ナデ。

外―箆削。

第302表  I次調査 H19号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

不

生

一　

一

内面黒色処理。

-2
土師器

不

一

５

，

一

内面黒色処理。

方向不明回転糸切。

-3
土師器

不

一

５

．

一

内面黒色処理。

右回転糸切。

-4
灰釉陶器

碗

つけがけ施釉。

重焼痕。

大原 2号窯式。

第303表  Ⅱ次調査H21号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器

邪

２

．

一

３

．

デ

　

削

ナ

　

箆

二内

　

外

-2
土師器

lTh

５

。

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削。

-3
土師器

不

Ｚ

一

生

―ナデ。

外―箆削・刷毛目。

-4 鰯嬬

上

一　

一

田辺陶邑編年

創租0号窯式 ?

第304表  I次調査H23号住居址出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-5
上師器

甕

３

．

一
　

一

内外―刷毛目。

-6
土師器

甕

９

．

一
　

一

内一ナデ。

外一箆削。

-7
土師器

甕

一

９

．

一

内一ナデ。

外―箆削。

-8
上師器

甕

一

７

．

一

内一刷毛目。

外一箆削。

第305表  I次調査 H23号住居址出土遺物観察表 (2)

第308表  Ⅱ次調査 H47号住居址出土遺物観察表

7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
弥生上器

甕

内一箆磨。

外一斜走文。

-2
弥生上器

甕

一

６

．

一

内一ナデ。

外―箆削。

第306表  I次調査H26号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
弥生土器

密

９

．

一
　

一

内一範磨。

外一口唇部 :縄文、口縁部 :縄文+箆描波状文、体部 :

横位櫛描波状文を 2本の縦位箆描波状文で区画する。

-2
弥生土器

甕

内一刷毛目。

外―頸部 :箆描平行沈線。

-3 弥生土器

壼

一

８

．

一

内一ナデ。

外一箆描平行沈線・波状文・鋸函文・刺突列・縄文円形

貼付文。

-4 凹 石 3.4kg

第307表  I次調査 H30号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 須恵器

有台不
回転糸切→回転箆削→付高台。

-2 須恵器

有台郭
回転箆削→付高台。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

邦

10,7

4.5

内一ナデ。

外一箆削。

-2
土師器

郷

３
．

一

生

内一ナデ、回縁部に凹線。

外一箆削。

-3 土師器

不

Ｚ

一

＆

内一ナデ、口縁部に凹線。

外―箆削。

第309表  I次調査 H49号住居址出土遺物観察表 (1)
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7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法 且塁 成 形・調   整 備 考

-4
土師器

邪

131

47

内一箆磨。

外―箆削。

-5
土師器

不

124 内一放射暗文。

外一箆磨。

-6
土師器

甕

20 4 内一刷毛目。

外一刷毛目・箆削。

第310表  正次調査 H49号住居址出土遺物観察表 (2)

挿図番号 器  種 法 旦塁 成   形・調   整 備 考

-1
上師器

不

14.1

36

内一箆磨。

外一箆削。

-2
上師器

郷

144

45

内一箆磨。

外一銘削。

-3
上師器

杯

14.9 内一ナデ。

外―箆削。

-4
土師器

杯

14.4 内一黒色処理。

外―箆削。

-5
上師器

杯

14.0 内一ナデ。

外―箆削。

-6
土師器

杯

14.0 内一ナデ。

外―箆削。

-7
土師器

杯

15.3

内外―箆磨→黒色処理。

-8
土師器

不

11.3

7.0

内一放射暗文。

外―箆削。

-9
土師器

鉢

14.8

12_0

内一ナデ。

外―箆磨。

-10 土師器

鉢

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆削。

― ■
土師器

鉢

H.8
内外―箆磨。

-12 土師器

鉢

110 内一ナデ。

外一箆削。

-13 上師器

甕

22.0

51
内一ナデ。

外―箆削。

-14 土師器

甑

内一刷毛目。

外―刷毛目・箆削。

底部全面開口。

-15 土師器

霊

12.8 内一ナデ。

外―箆磨。

-16 土師器

壷
9,0

内一ナデ。

外―箆削。

第311表  I次調査 H50号住居址出土遺物観察表 (1)
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挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-17 土師器
甑

７

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削。

-18 上師器
甑

内一ナデ。

外―箆削。
単孔。

-19 上師器
甑

18.5

46
12,0

内一ナデ。

外―箆削・刷毛目。
多孔。

―-20 滑石製
臼玉

-21 滑石製
臼玉

-22 滑石製
臼玉

2.lg

第312表  I次調査 H50号住居址出土遺物観察表 (2)

7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

― ユ
須恵器

rTN
底部箆削。

-2 土師器
甕

３

．

一
　

一

内一ナデ。

外―箆削。
武蔵甕。

-3 滑石製
臼玉

0.2g

-4 刀 子 6.3g

第313表  I次調査 H51号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 弥生土器
高杯 ?

０

，

一　

一

内一箆磨、日唇部 :縄文、口縁部 :2ヶ の円孔。

外―箆削。

第314表  I次調査 H57号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器
甕

5,7
内一ナデ。

外―箆削。
武蔵甕。

第315表  I次調査 H58号住居址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

一 l
弥生土器

甕

内一箆磨。

外―頸部 :廉状文、体部 :斜走文。

-2 弥生土器
甕

囚 毘 暦

外一縄文。

-3 弥生上器
重

内 ― ナ ア

外一箆描平行沈線。

-4
弥生上器

奏

一

６

。

一

内外―ナデ。

第316表  I次調査 H59号住居址出土遺物観察表 (1)
523
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D8号土坑出上遺物

M5号溝址出土遺物

D10号 土坑出土遺物

◆

Pit8出 土遺物
１
尉1

M15号 溝址出土遺物

Pitl出 土遺物

Pit83出 土遺物

1

Pit143出 土遺物

Pit9出 土遺物

M16号溝址出土違物

Pit305出 土遺

Pit312出 土遺物 1

第369図 第 I次調査土坑 。溝址・P止出土遺物

Pit308出 上遺 物

0 10cnl



7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 打製石鏃 製８ｇ廟
上
黒

第317表  I次調査 H59号住居址出土遺物観察表 (2)

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備    考

-1 土師器
lTN

３
．
一
生

内一箆磨。

外―箆削。

-2
土師器

不

３

．

一
　

一

内一黒色処理。

外―箆削。
有段口縁不。

-3
上師器

杯

生

一　

一

内一ナデ。

外一箆削。
有段口縁不。

-4
土師器

杯

翫

一　

一

内一ナデ。

外一箆削。

-5 上師器
甕

内一ナデ・刷毛目。

外―箆削。

-6 土師器
台付甕

一

９

，

一

内一ナデ・刷毛目。

外一箆削。

-7 磨製石鏃 0.8g

-8 磨製石斧 7.3g

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
弥生上器

高杯

内一ナデ。

外―脚とJTNの 境に隆帝。

第319表  I次調査D8号土坑出土遺物観察表

第318表  I次調査 H64号住居址出土遺物観察表

第320表  I次調査D10号土坑出土遺物観察表

第322表  工次調査 D31号土坑出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1 須恵器
甕

９

．

一
　

一

内一当具痕、箆削、ナデ。

外一口縁部 :2条の櫛描波状文、叩目。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備 考

-1 鉄鏃 14.9g

第321表  I次調査 D ll号土坑出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 土師器
有台邦

一

７

．

一

内一黒色処理。

外一方向不明糸切→付高台。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
弥生土器

童

生

一　

一

内一箆磨。

外一口唇部 :縄文、顕部 :箆描平行沈線間に縄文。

第323表  I次調査M5号溝址出土遺物観察表
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7 Ⅱ次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
土師器
蓋

一
生

一

内一ナデ。

外―箆Hll。

第324表  Ⅱ次調査M15号浦址出上遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1
上師器

奏

18.8

7.5

34 0

内一ナデ。

外一箆削。

第325表  Ⅱ次調査M16号溝址出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 打製石斧 81.2g

第326表  I次調査P■ 1出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 打製石鏃

第327表  I次調査Pit8出 土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

二
1

土師器
邪

６

．

一　

一

内一ナデ。

外一箆削。
有段口縁不。

第328表  I次調査Pit9出 土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調 整 備   考

-1
土師器
甕

∝

一　

一

内一刷毛目。

外一刷毛目・箆削。

第329表  Ⅱ次調査P i t83出 土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

一 ユ
土師器

邦

０

・

一　

一

内一ナデ。

外―飽削。

橙色陶質。

第330表  I次調査P■126出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形 .調   整 備   考

-1
土師器

不

生

一　

一

内一ナデ。

外―箆磨。

-2 須恵器
不

生

一　

一

-3 瑠曙

３

。

一

３

．

天丼部箆削。

第331表  I次調査P■ 132出 土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調   整 備   考

-1 弥生土器
甕

０

・

一
　

一

内一箆磨。

外一縄文。

第332表  I次調査P■143出 土遺物観察表
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7 亜次調査における出土遺物

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 鶴略
天丼部箆削。

第333表  Ⅱ次調査P■263出土遺物観察表

挿図番号 器   種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1
須恵器
不蓋

６

．

一
　

一

天丼部箆削。

-2 須恵器
不蓋

18.8

天丼部箆削。

第334表  Ⅱ次調査P■305出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法   量 成 形・調   整 備   考

-1
須恵器
イ蓋

５

。

一
　

一

天丼部箆削。

第335表  I次調査PX308出土遺物観察表

第336表  I次調査P止312出土遺物観察表

挿図番号 器  種 法    量 成   形・調   整 備   考

-1 鰯嬬
天丼部箆削。

挿図番号 器  種 法   量 成   形・調 整 備   考

-1 弥生上器
甕

内一赤彩。

外一口縁・体部 :櫛描波状文、体部 :縦位櫛描条線。

-2 弥生土器
奏

内一箆磨。
外一口唇部 :刻 目、日縁・体部 :櫛描波状文、体部 :縦

位櫛描条線

-3
弥生土器

甕

内一箆磨き。

外―頸部 :櫛描平行条線、体部 :斜走文。

-4
弥生上器

重

内一ナデ・刷毛目。

外一頸部 :平行沈線、箆磨。

-5 弥生上器
壼

内一刷毛目。

外―赤彩

-6 弥生土器
壷

内一ナデ。刷毛目。

外―頸部 :箆描平行沈線間に波状文。

-7 弥生土器
霊

内一ナデ。

外一箆描平行沈線間の縄文。

-8
土師器

邪

Ｚ

一
生

内一黒色処理。

外―箆削、箆磨。

-9 土師器
界

３

．

一

５

．

内一箆磨。

外一箆削、箆磨。

-10 土師器
高杯

一

■

一

内一ヘラナデ・箆削。

外―箆磨。

-11

土師器
高杯

一
分

一

内一ヘラナデ 箆削。

外一箆磨。

第337表  I次調査遺構外出土遺物観察表 (1)



第Ⅱ章 遺構と遺物

挿図番号 器  種 法 量 成 形 ,調   整 備 考

-12
土師器

壷

12.4 内一箆磨。

外―箆削・箆磨。

-13 上師器

小型奏

13.0 内一ナデ。

外―箆削。

-14 土師器

茎

110
内外―ナデ。

-15 土師器

鉢

16.0

内外一箆磨。

-16
器

甕

師

型

土

小

10.5

内外―ナデ。

―X7
土師器

小型甕

12 0

内外―ナデ。

-18 土師器

甕
6.0

内一ナデ。

外一箆削。

-19 上師器

奏
4.2

内一ナデ。

外一箆削。

-20 上師器

壷

24 3 内一ナデ。

外―箆削。

-21 土師器

甕

20 0

内外―箆磨。

-22 土師器

杯
5。 4

内一黒色処理。

外―右回転糸切。

―-23 灰釉陶器

碗

15,9

―-24 磨製石鏃
9.7g

未製品。

-25 砥 石 32 1g

―-26
ス ク レ イ

パー
6.5g

―-27 打製石鏃 56.5g

―-28 磨製石斧
670g

磨石に転用。

-29 磨製石斧 3,9g

-30 鉄器
1,6g

器種不明。

第338表  I次調査遺構外出土遺物観察表 (2)
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第Ⅲ章 総

第 1節 弥生時代

1 土器様相

今回の調査で検出された弥生時代の上器について、下記の項目による

分類を行い、その後当遺跡における遺構間の重複関係と、今日までの該

期土器の研究成果をもとに編年的位置付けを試みたい。

土器分類の基準項目

1.器種。

2.口縁部の形態。

3,文様帯の有無、組み合わせ。

4.文様帯に施される文様の組み合わせ。

器種は壷、甕、台付甕、鉢、高イが認められる。以下壺・甕について

分類を行う。

○重一口縁部の形態は以下に大別する。 (第372図 )

A―受口口縁

B―受回気味の口縁

C一端部が面取りされる単純口縁

D一端部が丸みを帯ぴる単純回縁

文様帯は第373図のように分類する。

文様帯に施 される文様は第374図 の要素の単独あ

るいは組み合わせを第339表 に示 した。

以上により、今回の調査で検出された住居址出土

の壷形土器を分類した。その結果、回縁部Aの土器

は文様帯 1に a、 2に は a tt d横 が施文されること

が明らかになった。また、直接に組み合わせが確認

できる個体は少ないものの、A口縁の上器が出上 し

ている住居址の、文様帯 3・ 4。 5が確認できる個

1 弥生時代

π
A

W
C

D

第372図 壷口縁部の分類

１

２

　

３

第373図 壷の文様帯
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第374図 文様帯と文様

体では、文様帯 3に はa,c横・ d横が顕著であり、文様帯 4・ 5を有するものも他に比べ多い。

B回縁のものは文様帯 4・ 5は有さず、文様帯 2に O、 文様帯 3に はn+oの組み合わせが施文

される。C口縁のものは、A口縁と同一住居内で共伴する割合が極めて高く、文様帯 1には a、

文様帯 2は有さず、文様帯 3に は a o c横・ d横が施される。 4・ 5文様帯については判然とし

ないが、C口縁しか存在 しない住居址から4・ 5文様帯を有する破片が出上していることから、

伴う個体も存在するものと推測される。D口縁は他の全ての口縁部と共伴する。また、D口縁だ

けが認められる住居址も存在し、文様帯 1は有するものと有さないものが存在し、有する場合は

bが施文される。文様帯 2も 文様帯 1同様に、有するものと有さないものが存在し、有する場合、

a・ I斜 。oが施文されるが、 と斜が施文される個体が多い。文様帯 3に は a・ c横・ c斜・ n

,O・ p・ tな どが施文される。 4・ 5文様帯は有さない。赤彩については全てにおいて確認で

きるが、D口縁の個体が最も多い。

○策一回縁部の形態は以下に大別する。(第375図 )

A―受回口縁

B―短い単純口縁が「く」字に外反するもの

C一口縁端部が受口気味立ち上がるもの

D一外反する単純口縁

文様帯は第376図 のように分類する。

文様帯に施される文様は第377図 の要素の単独あるいは組み合わせを第340表 に示 した。
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1 弥生時代

第339表 弥生時代住居址出土壷の文様帯と施文
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第375図 甕口縁部の分類

・菱・斜が施される。D口縁のものは基本的には文

様帯 1を有さないが、 bが施文されるものが存在す

る。文様帯 2に は ,多 が施文されるものがほとんど

であるが、 h横・斜や ilが施文される場合もある。

文様帯 3に は iだ けが施文される。文様帯 4は分割

されるものも存在するが、多くは分割されず j多 が

施文されるが、 h横・斜が施文される場合もある。

また分割される場合には aに は ,多 、 bに はh斜が

施文される。

赤彩は基本的に施されない。

以上により、今回の調査で検出された住居址出上の甕形土器を分

類した。その結果、国縁部Aの上器は、文様帯 1に a、 2に は a

十 d、 3に i、 4に は f、 g縦十 i多 、 h縦、 i多が施文される。

文様帯 4が a・ bに分割されるものは存在しない。B口縁のもの

は文様帯 1に aが施文される比率が高い、しかし、 bや Iも B口

縁に集中的に施文されている。基本的に文様帯 2は有さないが、

縄文が施文される事が希にある。文様帯 3に は g横、 i、 ilな

どが施文される。国縁部A同様に、文様帯 4が分割されることは

なく、 a、 f tt k、 g縦十 i多 、 h縦・斜・菱などが施文される

が、頻度的には h縦が高い。C口縁は文様帯 1は基本的に有さな

いが、希に、 a、 b、 1が施文される。文様帯 2に は i多 が施文

される頻度が極めて高く、 h横・ h斜、 ilな ども施文される。

文様帯 4は分割される場合とされない場合が認められる。されな

い場合が多く、ほとんどの場合 ,多 が施文されるが、 h斜、 il、

kな ども認められる。分割される場合は aに i多 ・ 1、 bに h横

第376図 養の文様帯
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第377図 髪の文様帯と文様



第340表 弥生時代住居址出土密の文様帯と施文

1 弥生時代

○住居址の重複関係―今回の調査におい

て弥生時代の住居址間で重複関係が確認

された事例は以下のとおりである。

Hl→ H3

Dl→ H4→ H14

H6→ H30

H39← H38→ H23

H27→ H28

H41→ H44

H60→ H61

H64→ H82

H97→ H106

これらの内、土器の出土量が双方とも

に比較対象として十分な住居址同士の重

複関係はDl→ H4→ H14、 H41→ H44、

H60→ H61である。これらの住居址から

出上 した壺と甕の変遷を捉えるために

個々に前項の分類により記号化し、各重

複関係毎に表としたのが第341表 ～343表

である。

重は回縁部AoCが古い形態でBを介

在してDに至る変化が推測される。必然

的に文様帯 1や 2は口縁部形態の変化に

伴い消失へ向かう。文様帯 4は、ここで

取り扱ったH14・ 44・ 61出土の資料には

認められないことからこれらよりも古い

要素と推測される。文様帯 5については

H4・ 14で認められるだけであることか

ら古い要素と推測される。反面文様帯 3

は普遍的に存在 し、文様帯が 3に収束 し

ていく変化が推測される。文様は縄文・

箆状工具による施文から、櫛歯状工具へ
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の変化が推測される。赤彩については新しくなるほど盛興する。密の口縁部形態はA・ B～ C・

Dへの変遷が推測され、更にCよ りはDの方が新しい形態と推測される。壼同様に回縁部形態の

第342表  H41・ 44出土壷・養の比較

第343表  H60・ 61出土壷 ,甕の比較

変化に伴い文様帯 1は消失に向かう、文様帯 2は古い口縁部形態であるBの場合有さないことが

多いがC・ Dに変化すると有するものが大勢を占める。文様帯 3も A・ Bの場合有さない場合が

あるが、C・ Dにおいては有することが普遍化する。文様帯 4については全てにおいて有するこ

とが基本である。希に上下に分割されることがあるが、Dには認められない。文様は壼同様に縄

文・範状工具によるものから、櫛歯状工具によるものに変化する。

O編年的位置付け―現時点における唯―の佐久地方の弥生土器編年である小山岳夫の土器編年の

中核となっている北西の久保遺跡は、当遺跡と地続きの台地上に存在する遺跡である。当然なが

ら今回の調査において出土した該期の土器群と比較するにはこれ以上にない対象である。

536

重 甕

Dl 魏
D―□ ,2h積・ 31・ 4h横
D―□ '2離・3g僚 ,4醜

H4
A-la
?― ク

7-? ｋ鵡
ト

醸
跡
？．

称
【・ト

A-la・ 2a■d,31・ ,多

A-la・ 2a■d・ si・ h縦
?一 ?・ ?・ ?・ 4f

H14

A-la・ 2a■d横
C-la・ □・ ?

C-lb・ □ ,?
?― ?。 ?・ ?・ □ 。5a■鹸 十醸 +i

第341表 Dl・ H4・ H14出土壷・甕の比較

豆 甕

H41

B―□・ 2o・ 3n横+o。 □・□
B―□ ,2眸

|・ ?

D―□ ,□ '3n横十o

?― ?・ ?・ 3σ僚+ェ横十o・ □ 。□
?― ?・ ?・ 3c横 +o。 □ 。□
?― ?・ ?・ 3o。 □・□
?一 ?・ ?・ 3藤横十o■i・ ?

A一口・211,3.1・ 4,多

C―□ 。2,1・ 3i・ 4苅多・4 bh斜

C一口・ 2,1.3i,4,多
C―□・口・3i14,多
C―□・ 2,多・ 3.i・ 41多

D―□ 。2子多・ 3i,4,多
C―□・□・ 3i・ 4h斜
C―□ 。211・ 3i・ 4珂 1・ 4 bh斜

Ci□ 。□・ 31・ 4h斜
C―□・ 2h斜十k,3i・ 4,多十k
?― ?・ ?・ 3i・ 4衛多・4 bh菱

H44

A-la・ 2a■d横・ ?

A-la。 2a■d横 ,3d横十 ?

D―□・2o・ 3o横十 ?

C-lal□ ,3at横十d横十j・ ?

D―□・□ 。3a■c横十□十□
乞日::11♂ 乳群

・4b翻

B―■a・ □・311,4h縦

重 甕

H60

□
□
□

一　
一　
一

Ｄ
Ｄ
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2h斜・ 3i,4j多
2,多 。

31・ 4,多

2,多・ 3i・ 4j多

H61

C-la・ □・ 8a■c横・回 A―
B―
B一
B―
B―
B一

a・ 2a■d・ 3i! 4h縦
a・ 2a・ 回・ 4翔縦
a・ 2a・ 3,4醜
a・ □・ 3,1・ ?

at□・ 3Ⅲ 41多

a,□ ,3鹸 ,4醜



1 弥生時代

出土した土器の分類から、A・ Cの回縁部形態の壷とA・ Bの回縁部形態の甕を主体に構成 さ

れるであろう土器セットが、今回の調査で検出された土器の中で古いものであることが明らかと

なった。これを小山編年に比定すると北西の久保 Ⅱ期=中期後半新相にあたるものと思われる。

しかし、小山編年における基本的な時期区分は了解できるのであるが、各時期の該当資料にお

いては疑間を感 じる部分が存在する。その大きな原因のひとつは、重における文様帯 4の文様帯

の方向と消長の軽視、太頸壼の消長の重視にあるように思われる。

文様帯 4は横位展開と縦位展開の 2系統が存在する。横位展開の土器は基本的に中期後半古相

の特徴であり、中期後半中相には残存 しない要素と考える。縦位展開の上器との時間的な関係は

不明であるが、横位展開の上器の区画のひとつが拡大し、本来波状文か山形文、鋸歯文であった

ものが縦に伸長 し変化したと推測するならば、横位展開の土器の方が先に存在したことになる。

現時点では中期後半古相には両者共に存在 し、横位展開の土器は中期後半中相には残存 しないが

縦位展開の土器は中期後半新相まで残存 し、消滅すると考える。また、小山編年では太頸壼 と細

口重の 2系統の壺のうち、弥生時代後期に向かい漸次太頸壷が主体になり、細回壷が消滅すると

考えているが、筆者は細口壷のプロポーションが漸次変化 して後期的な重が誕生すると考える。

無論、太頸壺は存在するプロポーションではあるし、中期後半のある相において量的に増加する

かも知れないが、主体とはなっていない。また、これらの壼と共伴する甕において文様帯 4に認

められる縦位の区画条線と、箆状工具や櫛歯状工具による刻目や刺突列は新相にも残存するが、

古相や中相に主体的な古い施文と認識する。

以上から、下記の住居址出土資料については ( )内に記した理由により位置付けを変更 した

方が良いように思う。

中期後半首相―北西の久保 Y13号住居址を中期後半中相から引き上げる。

(壼の文様帯 5に認められる工字文)

北西の久保 Y71号住居址を北西の久保 I期 =中期後半中相から引き上げる。

(壷の文様帯 4の横位展開と工字文)

北西の久保 Y78号住居址を中期後半新相から引き上げる。

(重の文様帯 4の横位展開、太頸壷の認識変化 )

中期後半中相一北西の久保 Y69号住居址を中期後半新相から引き上げる。

(壼の文様帯 4・ 5の存在と量、太頸壷の認識変化)

北西の久保 Y126号住居址を中期後半新相から引き上げる。

(甕 8の文様帯 4の縦位区画条線、甕 9の文様帯 4の刻日)

次に、口縁部B,D形態の壼と回縁部C,D形態の甕により構成されるであろう土器セッ トは

後期前半古相に、D形態の重とC・ D形態の甕に構成されるであろう土器セットは後期前半中相
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に比定されるものと思われる。

後期前半古相の資料は小山編年 (=1990年 7月刊行「赤い土器を追う」第 3章 土器の移 り変

わり (編年))イこおいては良好な資料が乏 しく、その内容が不明瞭であった部分であると解釈す

る。今回の調査では良好な資料が出上 している。

具体的には、国縁部B形態の壼は文様帯 1・ 4・ 5は有 さず、文様帯 2に は O、 文様帯 3に n

横とOは施文される。共伴するD口縁のものは、文様帯 2に 1斜が施文されるものが存在 し、文

様帯 3に は c横 。i。 1横・m・ n横・ o・ pが単独あるいは組み合わされて施文され、文様帯

1・ 4・ 5は基本的に有さない。赤彩の頻度は中期後半新相に比べ高くなる。甕は口縁部形態 C

'Dで、文様帯 1に a・ b・ 1が施文されるものも存在する。文様帯 2は有さないものも存在す

るが、多くは ,多・ jlが施文される。 h横・斜 も少数ながら存在する。文様帯 3は iが基本で

ある。文様帯 4が分割されるのも特徴のひとつである。この場合 4aに は ,多や jlが 4bに は

h維や h斜が施文される。しかし多くは分割されず、 j多が施文される。 h縦・ h斜 も認められ

るが少数である。

後期前半中相の資料では、壷の口縁部形態はDであり、文様帯 1・ 2・ 4・ 5は有さない。文

様帯は 3に集約され、 c横・ c斜・ i。 1横・ pが単独あるいは組み合わされて施文され る。プ

ロポーション的には最大径を有する体部が腰高に位置する。赤彩は更に頻度が高 くなる。甕 はC
・Dの回縁部形態で文様帯 1は有さない。文様帯 2に は ,多 が施されるが、 h斜も認められ る。

文様帯 3は ,が施文され、文様帯 4は分割されることはなく、 i多が施文される。

今回調査においては 1軒だけであるが、後期前半新相に比定される住居が存在する。甕は不明

であるが、重の最大の変化は体部下半が屈折するプロポーションの出現である。

以上の各相に、今回の調査で検出された住居址を該当させたものが第345表である。

中期後半新相 後期前半古相 後期前半中相 後期後半新相 不   明

H2H3
H 4 H 6
H14 H20
H26 H30
H33 H36
H44H61
H64 H68
H72 H82
H86 H87
H89 H95
H100 H102
H103 H106
HH3 H■ 8

H120 H121
H139 H153
H168 H191
H196

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

H15
H28
H41
H109

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

H37 H16
H32
H34
H39
H97
H123
H200

第345表 西一本柳遺跡出土住居址の時期別分類



2 古墳時代

住居址以外ではM8号溝址が中期後半新相に、Dl号土坑が後期前半新相にに該当するものと

思われる。

弥生時代中期後半新相

弥生時代後期前半首相

_弥 生時代後期前半新相

弥生時代後期前半中相

第378図 各相における弥生時代住居址の分布

第 2節 古墳時代

1 土器様相

土師器邪を以下の26形態に分類し、住居の切合い関係、伴出する須恵器の年代、今日までの古

墳時代土器の研究成果を援用して編年的位置付けを試みる。

○土師器邦の分類

Al―丸底の底部から体部が内湾 しながら立ち上がり、短い口縁部が強く外反する。
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第379図
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盲墳時代土師器邦の分類
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E4

マ 1勒 F2ジ !3Ψ イ4(説

A2-Alの 回縁部がやや長く、緩やかに外反する。

B 一Alに共伴する高杯の脚部が省略された形態。

C ―A2の口縁部が更に長くなり、口縁部と体部の境に稜を形成 して外反するもの。

Dl― Cの底部が半球状に丸く、深くなったもの。口縁部と体部の境の稜は調整による

段や、凹に変化する。

D2-Dlの 体部下が浅いもの。

D3-D2の 口縁部と体部の境の、段や凹が省略されたもの。Dl'D2に 施されてい

た箆磨き調整も省略化される。

D4-D3に おいて僅かに名残を止めていた、口縁部と体部の屈曲がなくなり、浅い半

球状を呈するもの。内面の底部と体部の境に段を有する。

El―須恵器郷蓋の模倣、あるいは模倣を原形とするものの内、体部と口縁部の境の段

を有するもの。

E2-須恵器郭蓋の模倣を原形とするものの内、体部と口縁部の境の段を有さず、稜

を有するもの。

E3-所謂有段口縁郭。

E4-El同 様の形態を呈し、橙色で陶質と表現できるような焼成が施されたもの。概

して、小型で、器壁が薄い特徴を有する。



2 古墳時代

Fl―須恵器杯身の模倣、あるいは郭身の模倣を原形とするもので回縁部と体部の境に

段を有するもので、国縁部が直立するもの。

F2-須恵器郷身の模倣を原形とするものの内、体部と口縁部との境に段を有さず、稜

を有するもので、口縁部が直立するもの。

F3-Flの 回縁部が内傾するもの。

F4-F2の 口縁部が内傾するもの。

F5-Flの 体部が平底から内湾する形態のもの。

Gl―半球状で、回縁部が素直に開くもの。

G2-半球状で、口縁部が外反するもの。

G3-半球状で、口縁部が直立するもの。

G4-半球状で、日縁部が内湾するもの。

G5-半球状で、口縁部が弱く内傾するもので、口縁部と体部の境が明瞭なもの。E4

と同質な橙色陶質なものを含む。

H 一丸みを帯びた平底から回縁部が直立するもの。

I ―平底から体部が内湾 して立ち上がり、回縁部に至るもの。

」 ―深い丸底の底部から、内湾気味に立ち上がった体部から、日縁部が緩やかに外反

するもの。体部と口縁部の境に稜を有する。

KI―平底から口縁部が外傾 して開くもの。

ィに〕‐
骨歩だ ヶゞ:: .ム、||   ィi

O邦形態あ推移

Al・ 2形態の上器が、C形態からDl・ D2に 、更にD3・ D4に変化したと推浪1で きる。

E・ F系統の上器は須恵器の不身・不蓋の模倣形態であるから須恵器の形態変化をある程度反映

していると推測される。G形態の系統の土器はA形態と同様に古墳時代中期に出現する形態であ

り、以降も連綿と受け継がれるため、形態の変化をたどるには適さない。

以上から、郷A→ C→ Dの変化を前提に、これらの不を出上した住居の邪形態の構成をみると

次のようになる。

郭Al・ A2を 出土する住居址の内、H143は Elを 、H194は F2を共伴することから他の住

居址よりは新しい様相を呈する。

不Cは G系の郭との共伴関係が顕著である。

郭Dlと D2は共伴する場合と、しない場合が認められる。いずれの場合もDlが出土する場

合のみ、郭Elは出土し、D2だけが出土する場合はE2し か共伴しない。さらに、D3と D2

の共伴関係はH144に存在するが、Dlと D3の共伴関係は認められない。



H 5

H124 B

H143 El Gl

H173 A

H185
H194 F2 G4
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邦Aを 出土した住居址 算 Cを 出上した住居址

lThD l・ D2を 出上 した住居址

邦D3を出上した住居址

邦D4を出土した住居址

H43 D4

H80 D4 El E2 E3 G5
H184 D4 E3 E4 Gl
H195 D4 El E2 E3

lTh D 3は 郭E2と は共伴するが、Elと は共伴 しない。また、D4と の共伴はD3だけに認め

られ (H70)、 Dl・ D2に は認められない。

lTh D 4は E系の郭との共伴が顕著である。

以上を整理すると下記のような関係が捉えられる。

卿

―

‐ μ 十 一 開

―

貶 <::

不 G

E3
E4

次に共伴する須恵器との関係を見ていく。須恵器を出土した住居址はH22・ H25・ H31・ H55

・H80・ H140。 H143・ H167・ H195である。厳密にはH167出 上の高杯は須恵器ではなく模倣

品であるが、忠実に模倣されていることから、資料的には問題ないものと判断した。これらを田

辺陶邑編年や猿投窯編年に対比させると以下のようになる。

542

E2El

H22 C G3
H31 C E3 F2 Gl
H167 C G2

H71 Dl El E2 K

H94 Dl D2
H96 D2 Gl
日 D2 E2 F〕 F4 G4
日 D2 Dl& E2 F4 G3
日 D2 Gl

日 Dl D2 Fユ F2 G4

H55 D3 E2

H70 19世■ 爾 E2 Gl G2

H122 D3 F4

H183 D3 E2 F3



2 古墳時代

住 居 址 邦 身 邦 蓋 一局 不 そ の 他 年 代

H 22 T K10 6C第 2四半期

H 25 M T85～ T K43 6C後半

H 31 T K10 6C第 2四半期

H 55 T K43 T K43 6C後半

H 80 T K43 6C後半

H140 I 17(平瓶 ) 7C後半

H143 T K208 T K 208 5C後半

H167 M T15 6C第 1四半期

H195 T K 209 T K 209 6C末～ 7C初頭

H143が 最も古く5世紀後半に上限が位置付けられる。H167・ H22・ H31が 6世紀前半代に、

H25・ H55・ H80が 6世紀後半代、H195が 6世紀末～ 7世紀初頭、H140が 7世紀後半に上限が

設定できることとなる。これはH143が 土師器郭Alを、H167・ H22・ H31が土師器郭Cを 、H

25・ H55・ H80が土師器郭D3・ D4・ El・ E2・ E3・ G5を 、H195が 土師器邪D4・ E

l・ E2・ E3を伴出することから、類推 した土師器の変遷過程とも矛盾 しない結果となる。

また、これらの住居址間の重複関係を古墳時代に限って見てみると、H22は H10に 切られてお

り、H10は土師器不E3・ G3を 出土している。H22は土師器郭 Cを 出土することから、矛盾は

認められない。同じく土師器郭Cを 出土するH167は土師器邪Elを出土するH107に 切られるが、

この関係にも矛盾は認められない。土師器邦D4・ El・ E2・ E3を 出土するH80は土師器杯

El・ Gl・ Hを 出土するH96に切られるが、この関係にも矛盾は認められない。

以上のように土師器郭の変遷は、「Al・ 2形態の郭が、C形態からDl・ D2に 、更にD3
・D4に変化した。」という当初の過程が適切であることが土師器郷の共伴関係、伴出須恵器の

編年、住居の重複関係から検証された。これに、A・ C・ D系の邪が出上しない住居においては

郭Eが El～ E2に変化することが、A・ C・ D系の郭の形態変化を検証する過程で確認されて

いることから、これらと前述した伴出須恵器の年代、遺構間の重複関係等を基準に古墳時代の住

居址を分類すると第346表 のようになる。各期は更に細分が可能である。偶然に各期毎に 3区分

される結果となったが、時間幅が均等なわけではない。実年代を想定するならば I期が 5世紀後

半～ 6世紀初頭、Ⅱ期が 6世紀前葉～中葉、Ⅲ期が 6世紀中葉～ 7世紀初頭、Ⅳ期が 7世紀代に

比定されよう。また、各期の土器様相は以下のように捉えられる。

I期―lThA l・ B・ G系、有段口縁壼、小型の丸底壼、邪の底部と体部の境に稜を有する高杯な
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どで構成される中期の上器様相から、T K208号 窯式期の須恵器や、須恵器の邪身模倣のF形態、

郭蓋模倣のE形態の土師器邦が組成に加わり、郭Alが A2に変化、甕の長胴化など後期的な土

器様相への変化が認められる。カマ ドは全ての住居址に存在 している。

Ⅱ期―イA2が C→ Dl→ D2に変化、有段口縁不E3が組成にに加わり、有段口縁壼は存在 し

ない。甕は長胴化が進み、体部の中央付近に最大径を有する。M T15や T K10号窯式期の須恵器

が伴出する。小型の丸底壷は本期で消滅するようである。

Ⅲ期―不D系 はD3・ D4に変化し、E・ F系のイが増加する。橙色陶質のE4や G5も組成に

加わる。高杯は長脚化の後短脚に転じる。邪部は稜を有するものと半球状のものが存在する。甕

は本期の当初において顕著な刷毛目調整、弥生後期の壼のように体部下半で内屈するものが存在

する。胎上を含め異質な土器群である。これら以外の甕は最大径を回縁部に有するようになる。

甑は多孔のものが出現する。共伴する須恵器はM T85・ T K43・ T K209号 窯式期のものである。

Ⅳ期―D系の郭は姿を消 しE系やG系のイが主体となる。新たにK形態が認められる。高杯は短

脚で半球状の郭部を有 し、小型化するようである。甕は卵形の体部を呈するものが一時期認めら

れ、また武蔵甕の祖形が出現する。

I期

I15 ・ 13, 124・

H143

H49・ 91 ・ 194

Ⅱ期

H167

H10・ 22・ 31

H56 ・ 71 , 94

Ⅲ期

H70,75' 122・  148。 163・ 183

H25・ 55・ 80。 96・ 138・ 144。 180。 181 ・ 182

H18,43・ 53・ 65。 67・ 141 ・ 159。 176・ 184。 193・ 195

Ⅳ期

H52・ 69,79。 92・ 107・ 152・ 162・ 186

H81 , 128 , 136 ・ 150。 161 ・ 166。 172, 179

H48・ 50・ 62・ 63・ 140

不 明 101 119・ ラ
イ

，
ｒ

第346表 古墳時代住居址の時期区分
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第 3節 奈良・平安時代

1 土器 様 相

奈良・平安時代の土器様相については、堤 隆の鋳師屋遺跡群での編年を踏襲している。その

理由は、同一遺跡群内の豊富な資料をもとにしていること、方法論が明確であること、問題点が

現在までのところ認められないことによる。また、共通の土器編年を基に遺跡単位で土器様相を

把握 していくことが、地域編年確立の基本と考えるからである。なお、平安時代については、高

村博文の莉沢遺跡報告書の佐久地方の平安時代土器編年試論も援用している。

今回の調査で検出された奈良・平安時代の住居址は I～ Ⅷの 8期に区分される。これらは堤編

年に準拠 しており、当遺跡の I～ V期 は堤の I～ V期に該当する。Ⅵ期は堤のⅥ・Ⅶ期が、Ⅶ期

はⅧ期が該当するものと思われる。当遺跡のⅧ期についてはⅦ期との間に時間差が存在する。具

体的に各期に該当する住居址は以下のようである。

I期―H24,78。 85'145'147・ 165・ 199

Ⅱ期―H ll・ 12・ 66。 133・ 142・ 154

Ⅲ期一H83,93・ 105・ 114・ 156・ 157

Ⅳ期―H45。 104・ H5。 125'135'197

V期―H8・ 58・ 59・ 76・ 84。 98。 149・ 171・ 192

Ⅵ期一H19,46・ 127・ 146。 147・ 174・ 175。 198

Ⅶ期一H130・ 134

Ⅷ期一H132

不明―H35。 126・ 131・ 160。 169

また、その年代は I期-8世紀第 I四半期、Ⅱ鋼-8世紀第Ⅱ四半期、Ⅲ期-8世紀第Ⅲ四半

期、Ⅳ期-8世紀第Ⅳ四半期～ 9世紀初頭、V期 -9世紀前半、Ⅵ期-9世紀後半、Ⅶ期-10世

紀前半、Ⅷ期―H世紀後半が比定される。

2 墨 書・ 刻 書 土器

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ次の調査により出土した墨書・刻書土器は24点である。これらの文字が記される土

器は内黒の上師器邪がそのほとんどを占めている。時期的には上期―H199、 Ш期―H93、

Ⅳ期一H45、 V期一H8。 149・ 192、 Ⅵ期一H127・ 146・ 147・ 174・ 198、 Ⅶ期―H130と なり、Ⅵ

期 (9世紀後半)に集中する傾向が窺える。具体的に記された文字で判読可能なものは、 1の

「上」、 2・ 3の「告」、 6の 「刑」 ?、も7の 「命」、10の 「東」、12の 「井」などである。この内

548
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3 奈良・平安時代

注目すべきものとして12の 「井」がある。中野市清水山窯跡S W01(灰原)か ら出上した「佐玖

郡」の刻書が記された須恵器無頸重と伴に、「井」と刻書された製品が窯跡・灰原から多量に出

土している。当遺跡のH198号住居址出土の須恵器郭蓋と同形態のものが清水山窯跡には存在し

ない点、胎土分析を実施していない点などの問題も存在するが、「佐玖郡」の刻書無頸壷の存在

とともに、律令下の千曲川流域さらには信濃国における須恵器生産と供給の体制を考える重要な

資料となる可能性を秘めている。

配。
12

団

第385図 墨書・刻書土器
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付  録

付 編

西一本柳遺跡出上の獣骨

群馬県立大間々高等学校

教諭    宮崎 重雄

本遺跡は佐久市岩村田に所在 し、弥生時代の日本鹿を多出する。

1. H14号住居址 (弥生時代 )

歯冠部の完存 したウシの右下顎第 3後臼歯で、近遠心径40.51Mll、 頬舌径16.Ollull、 歯冠高36.OllHll

である。発掘資料としての弥生時代のウシはきわめて数少なく貴重である。

2.H41号住居址 (弥生時代 )

(1)ニ ホンジカ

この住居址からは 4個体以上のニホンジカが出土する。右顎骨が 4個検出されていることでそ

れが分かる。このうち 3個体は成獣で、うち検出面で出土した 1個体は咬耗が著しく老獣である。

残り1個体は乳臼歯の生えている幼獣である。この幼獣のものと思われる骨端部の離脱 した大腿

骨や椎骨も存在する。

本住居址でのニホンジカの出土部位は頭蓋 。椎骨・助骨・前肢・後肢など体の各部に及び全身

が住居内に持ち込まれていたことがわかる。幼獣のものは別として、各部位がどの個体のもので

あるかはわからない。

出土骨のなかにはごく僅かながら焼骨片も含まれている。シカ肉を焼いて食べたのであろう。

鹿角は 3本検出されている。沌47標本は第 2枝付きの角幹で、近位面は切断面となっている。角

幹表面は人工的に平滑に削られている。h65標本は左の落角で、野外で拾ったものを持ち込んで

いる。角座・角座直上の角幹それぞれの径は50.0× 44.lllllll・ 41.1× 30.7111111で、第 1分岐部の高さ

は49,Ollllllで ある。第 1枝は切断されている。

(2)イ ノシシ

イノシシの犬歯を素材にした骨鏃が出上 している。骨鏃の幅は10.51ndll、 長さは31.5111111で ある。

(3)巻き貝

同じ種類の巻き貝が 7個出土 している。種の鑑定はなされていない。

3. H50号住居址 (古墳時代 )

Ⅲ区からイノシシの左下顎第 3後臼歯が検出されている。歯冠部が完存 し、近遠心径37.911ull、

頬舌径17.81111n、 歯冠高14.3111111で ある。

4.H78号住居址 (奈良時代 )
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付  録

覆土からウマの上顎臼歯片が出土している。舌側歯冠高は23.Ollllllで、壮年期後期から老年期の

個体である。

5, H79号住居址 (古墳時代 )

カマ ドからニホンジカの左上腕骨遠位部が出土している。遠位端幅は41.8111111を 計測する。

6.H130号住居址 (平安時代 )

床面からウシと思われる図片が出土している。

7.H143号住居址 (古墳時代 )

検出面からニホンジカの左下顎第 2前臼歯が出土している。

8. H158号住居址 (古墳時代)

Ⅲ区掘方からニホンジカの左踵骨が出土している。
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1966 陶邑古窯址群 I

1978 陶邑Ⅲ

1983 弥生土器 I・ I
1984 北西の久保 -1次 調査―

1986 弥生文化の研究 3

1987 弥生文化の研究 4

1987 北西の久保 -2次 調査―

1987 前田遺跡

1987 長野吉田高校グランド遺跡

1987 長野県考古学会誌 55・ 56号

1988 十二遺跡

1988 莉沢・蔦石
1988 長野県史 考古資料編 遺構・遺物
1988 長野県埋蔵文化財センター 紀要 2

1989 前田遺跡

1989 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 3

塩尻市内その 2 吉田川西遺跡

1989 根岸遺跡

1989 宮の上 Ⅱ

1990 松本市県町遺跡
1990 研究入関 須恵器
1990 佐久考古 6号 赤い土器を追 う

1990 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4

松本市内その 1 総論編

長野県考古学会誌63

石附窯址群Ⅲ

松原遺跡

国道141号線関係遺跡

松原遺跡Ⅲ

本村東沖遺跡

東下原・大下原・竹花・舟窪・大塚原

西一本柳 I

出川南遺跡Ⅳ・平田里古墳群

西一本柳遺跡 Ⅱ 。中西ノ久保遺跡 I

曽根新城遺跡 I・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ

上久保田向遺跡 I・ Ⅱ・V・ Ⅵ・Ⅶ

西曽根遺跡 1・ Ⅲ

東国土器研究 4号
長野県考古学会誌75

長野県考古学会誌79

寺添遺跡

出土 した古代の土器

長野県埋蔵文化財センター 紀要 3

円正坊 Ⅱ

上信越自動車道埋蔵文化財調査報告書13

小布施町・中野市内その 1。 その 2

1998 根々井芝宮遺跡

1998 御代田町誌 歴史編上
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平安学園考古学クラブ

(財)大阪文化財センター
ニューサイエンス社
佐久市教育委員会
雄山閣

雄山閣

佐久埋蔵文化財調査センター

御代田町教育委員会
長野市教育委員会
長野市遺跡調査会
長野県考古学会
御代田町教育委員会
佐久埋蔵文化財調査センター

長野県史刊行会

(財)長野県埋蔵文化財センター

佐久市教育委員会
日本道路公団名古屋建設局
長野県教育委員会

(財)長野県埋蔵文化財センター

御代田町荻育委員会
佐久埋蔵文化財調査センター

松本市教育委員会

柏書房

佐久考古学会
日本道路公団名古屋建設局
長野県教育委員会
(財)長野県埋蔵文化財センター

長野県考古学会

佐久市教育委員会
長野市教育委員会
佐久市教育委員会
長野市教育委員会
長野市教育委員会
小諸市教育委員会

佐久市教育委員会
松本市教育委員会

佐久市教育委員会

佐久市教育委員会

東国土器研究会
長野県考古学会
長野県考古学会
佐久市教育委員会
群馬県埋蔵文化財調査センター

(財)長野県埋蔵文化財センター

佐久市教育委員会
日本道路公団名古屋建設局

長野県教育委員会

(財)長野県埋蔵文化財センター

佐久市教育委員会
御代田町誌刊行会
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図版国次

Hl号住居址、H2号住居址

H3号住居址、H4号住居址
H5'9号 住居址、H6号住居址

H7号住居址

H8号住居址、H10号住居址
H ll号 住居址、H12号住居址

H10号住居址カマ ド、H12号住居址カマ ド、H13号住居址
H8・ 15号住居址、H14号住居址、H16号住居址
H17号住居址、H18号住居址カマ ド

H19号住居址、H34号住居址炉、H20・ 34号住居址
H21号住居址、H22号住居址、H23・ 38号住居址
H24号住居址

H25号住居址、H26号住居址、H29号住居址
H30号住居址、H31号住居址、H32号住居址
H25'33号 住居址、H34号住居址、H36号住居址
H37号住居址、H39号住居址
H10号住居址、H40号住居址
H36号住居址、H40号住居址、H44号住居址
H41号住居址

H34号住居址、H42号住居址
H44号住居址、H45号住居址

H46号住居址、H47号住居址
H50号住居址、H52号住居址

H53号住居址、H54号住居址
H55号住居址、H56号住居址
H57号住居址、H58号住居址

H60号住居址、H61号住居址
H62号住居址、H64号住居址
H63号住居址、H65号住居址

H66号住居址、H69号住居址
H67号住居址

H67号住居址カマ ド、H70号住居址カマ ド

H70号住居址、H74号住居址
H77号住居址、H78号住居址

H79号住居址、H80号住居址
H79号住居址カマ ド、H80号住居址カマ ド、H81・ 84号住居址
H82号住居址、H83号住居址
H85号住居址、H87号住居址、H89号住居址
H90号住居址、H91号住居址

H92号住居址、H94号住居址、H96号住居址
H98・ 110号住居址、H99号住居址、H100号住居址
H102号住居址、H104号住居址
H105号住居址、H107号住居址、H109号住居址、H lll号住居址
H l14号住居址

H l15号住居址、H H6号住居址
H l17号住居址、H l19号住居址

四

五

六

七

ブ(

九

十

十一

十二

十二

十四

十五

十六

十七

十人

十九

二十

二十一

二十二

二十二

二十四

二十五

二十六

二十七

二十八

二十九

二十

二十一

二十二

三十二

二十四

二十五

二十六

二十七

二十八

二十九

四十

四十一

四十二

四十三

四十四

四十五

四十六



四十七

四十人

四十九

五十

五十一

五十二

五十二

五十四

五十五

五十六

五十七

五十人

五十九

六十

六十一

六十二

六十二

六十四

六十五

六十六

六十七

六十八

六十九

七十

七十一

七十二

七十三

七十四

七十五

七十六

七十七

七十人

七十九

八十

八十一

人十二

人十三

八十四

人十五

八十六

人十七

八十人

八十九

九十

九十一

九十二

九十二

H120号住居址、H121号住居址

H101号住居址、H124号住居址

H125号住居址

H126号住居址、H127号住居址

H128号住居址、H129号住居址、H130号住居址カマ ド

H130号住居址、H131号住居址

H132号住居址、H133号住居址

H134号住居址

H135号住居址、H136号住居址

H140号住居址、H141号住居址

H144号住居址、H145号住居址

H143号住居址、H146号住居址

H147号住居址、H148号住居址

H149号住居址

H150号住居址、H152号住居址

H154号住居址、H155号住居址

H156号住居址、H157号住居址

H158号住居址、H159号住居址

H160号住居址、H162号住居JL

H165号住居址、H166号住居址

H167号住居址

H171号住居址、H172号住居址

H174号住居址、H175号住居址

H176号住居址、H177号住居址

H178号住居址

H179号住居址、H180号住居址

H181号住居址、H182号住居址

H183号住居址、H190号住居址

H191号住居址、H192号住居址

H193号住居址、H194号住居址

H195号住居址

H196号住居址、H197号住居址、H188・ 198号住居址

H197号住居l■、H201号住居址

Fl号掘立柱建物址、F2号掘立柱建物址

F5号掘立柱建物址、F6号掘立柱建物址

F7号掘立柱建物址、F8号掘立柱建物址

F10号掘立柱建物址、F ll号 掘立柱建物址

F12号掘立柱建物址、F14号掘立柱建物址

F15号掘立柱建物址、F16号掘立柱建物址、

F17号掘立柱建物址、F18号掘立柱建物址

F22号掘立柱建物址、F23号掘立柱建物址

F26号掘立柱建物址、F27号掘立柱建物址

F13号掘立柱建物址、F27号掘立柱建物址、F29号掘立柱建物址

F28号掘立柱建物址、F31号掘立柱建物址

F33号掘立柱建物址、F34号掘立柱建物址

F35号掘立柱建物址、F86号掘立柱建物址

F37号掘立柱建物址、F38号掘立柱建物址

F39号掘立柱建物址、F40号掘立柱建物址



九十四

九十五

九十六

九十七

九■人

九十九

百

百一

百三

百三

百四

百五

百六

百七

百八

百九

百十

百十一

百十二

百十三

百十四

百十五

百十六

百十七

百十人

百十九

百二十

百二十一

百二十二

百二十三

百二十四

百二十五

百二十六

百二十七

百二十八

百二十九

百三十

百三十一

百三十二

百三十三

百三十四

百三十五

百三十六

百三十七

百三十人

百三十九

百四十

百四十一

F41号掘立柱建物址、F42号掘立柱建物址
F44号掘立柱建物址、Ml号溝址
M8号溝址、M9号濤址
D5号土坑、D10号土坑
D5号土坑
Hl号・H2号・H3号住居址出土遺物
H4号住居址出土遺物
H5号・H6号住居址出土遺物
H6号 。H7号・H8号住居址出土遺物
H8,H9・ H10,HH号住居址
H12号住居址出土遺物
H13号・H14号出土遺物
H15号・H16号出土遺物
H17号・H18号住居址出土遺物
H18号住居址出土遺物
H19号・H20号住居址出土遺物
H20号 。21号・H22号・H23号住居址出土遺物
H24号・H25号・H26号住居址出土遺物
H26号住居址出土遺物
H26号・H27号・H28号出土遺物
H30号・H31号・H32号・H33号住居址出土遺物
H35号・H36号・H37号住居址出土遺物
H38号・H40号住居址出土遺物
H41号住居址出土遺物
H41号住居址出土遺物
H41号住居址出土遺物
H41号住居址出土遺物
H41号住居址出土遺物
H41号・H42号住居址出土遺物
H42号・H43号住居址出土遺物
H43号住居址出土遺物
H44号住居址出土遺物
H45号住居址出土遺物
H45号・H46号住居址出土遺物
H47号・H48号 。H49号住居址出土遺物
H49号・H50号住居址出土遺物
H52号 。H53号住居址出土遺物
H53号住居址出土遺物
H54号・H55号住居址出土遺物
H55号・H56号・H57号出土遺物
H58号・H59号住居址出土遺物
H59号・H60号住居址出土遺物
H60号・H61号住居址出土遺物
H61号・H62号住居址出土遺物
H62号住居址出土遺物
H62号・H63号・H64号住居址出土遺物
H64号・H65号住居址出土遺物
H65号・H66号住居址出土遺物



百四十二

百四十二

百四十四

百四十五

百四十六

百四十七

百四十八

百四十九

百五十

百五十一

百五十二

百五十二

百五十四

百五十五

百五十六

百五十七

百五十人

百五十九

百六十

百六十一

百六十二

百六十二

百六十四

百六十五

百六十六

百六十七

百六十人

百六十九

百七十

百七十一

百七十二

百七十三

百七十四

百七十五

百七十六

百七十七

百七十八

百七十九

百八十

百八十一

百八十二

百八十三

百八十四

百八十五

百八十六

百八十七

モ了ノ( rノ(

百八十九

H67号・H68号住居址出土遺物

H69号・H70号住居址出土遺物

H70号住居址出上遺物

H70号・H71号住居址出土遺物

H72号・H73号・H74号・H75号住居址出土遺物

H76号・H77号・H78号住居址出土遺物

H78号 。H79号住居址出土遺物

H79号・H80号住居址出土遺物

H80号・H81号住居址出土遺物

H81号・H82号・H83号住居址出土遺物

H84号・H85号住居址出土遺物

H85号・H86号・H87号住居址出土遺物

H87号・H88号・H89号 。H90号住居址出土遺物

H91号住居址出土遺物

H91・ H92・ H93・ H94号住居址出土遺物

H94号・H95号住居址出土遺物

H95号住居址出土遺物

H96号・H97号住居址出土遺物

H98号・H99号住居址出土遺物

H100号・H101号・H102号住居址出土遺物

H103号・H104号・H105号住居址出土遺物

H106号・H107号住居址出土遺物

H109号・ H l10号 。H l13号・Hl14号住居址出土遺物

H l14号・ H l15号住居址出土遺物

Hl15号・ H l16号住居址出土遺物

Hl17号住居址出土遺物

H l17号・H H8号 。H H9号・H120号住居址出土遺物

H120号・H121号 。H122号 。H123号 。H124号住居址出土遺物

H124号出土遺物

H125号・H126号・H127号住居址出土遺物

H127号・H128号・H130号住居址出土遺物

H130号 。H131号・H132号・H133号住居址出土遺物

H134号出土遺物

H134号・H135号・H136号出土遺物

H136号・H138号・H139号出土遺物

H140号・H141号出土遺物

H141号住居址出土遺物

H141号・H142号・H143号住居址出土遺物

144号住居址出土遺物

H144号 。H145号・H146号住居址出土遺物

H146号住居址出土遺物

H147号・H148号・H149号住居址出土遺物

H149号・ H150号住居址出土遺物

H150号・ H151号・H152号住居址出土遺物

H153号 。H154号住居址出土遺物

H156号・H157号住居址出土遺物

H158号・H159号住居址出土遺物

H160号 。H161号・H162号・H163号住居址出土遺物



百九十

百九十一

百九十二

百九十三

百九十四

百九十五

百九十六

百九十七

百九十人

百九十九

二百

三百一

三百三

二百三

二百四

三百五

三百六

二百七

三百八

三百九

二百十

三百十一

三百十二

二百十二

三百十四

三百十五

二百十六

三百十七

三百十八

三百十九

二百三十

二百二十一

三百二十二

二百二十二

三百二十四

三百二十五

三百二十六

三百二十七

二百二十八

三百二十九

二百三十

三百三十一

三百三十二

三百三十二

三百三十四

二百三十五

三百三十六

H163号・H165号・H166号住居址出土遺物

H166号住居址出土遺物
H167号住居址出土遺物

H167号・H168号・H171号・H172号住居址出土遺物

H172号・ H173号・H174号住居址出土遺物
H174号 。H175号・H176号住居址出土遺物

H177号・H178号・H179号住居址出土遺物

H179号・H180号・H181号住居址出土遺物
H182号・H183号 。H184号住居址出土遺物

H185号・H186号 。H187号・H189号・H191号住居址出土遺物

H192号住居址出土遺物

H193号・H194号住居址出土遺物

H194号住居址出土遺物
H195号住居址出土遺物

H195号住居址出土遺物
H195号住居址出土遺物
H195号・H196号住居址出土遺物

H197号 ,H198号・H199号住居址出土遺物

H199号・H200号・H201号住居址出土遺物

F3・ 7・ 8・ 13・ 32・ 33・ 34・ 36。 38・ 43・ 44号掘立柱建物址出土遺物

Dl号土坑出土遺物
D5号 。10号土坑出土遺物
Ml号溝址出土遺物

Ml号溝址出土遺物
Ml号溝址出土遺物
Ml号 。M2号 。M3号・M5号溝址出土遺物

M5号 ,M6号・M7号 ,M8号溝址出土遺物

M8号溝址出土遺物

M8号溝址出土遺物
M8号溝址出土遺物
M8号溝址出土遺物
M8号溝址出土遺物
M8号清址出土遺物
M8号・M9号溝址出土遺物

P42・ 55'74・ 179。 182・ 296。 320。 326出土遺物

遺構外出土遺物

遺構外出土遺物

遺構外出土遺物

遺構外出土遺物

第Ⅱ次調査分Hl号・H3号住居址出土遺物

第Ⅱ次調査分H3号・H5号 。H7号住居址出土遺物

第Ⅱ次調査分H8号・H9号 。H10号・H■号住居址出土遺物

第Ⅱ次調査分H12号住居址出土遺物

第Ⅱ次調査分 H18号・H19号・ H21号・H23号・H26号・H30号住居址出土遺物

第Ⅱ次調査分H41号・H47号・ H49号・H50号住居址出土遺物

第Ⅱ次調査分 H50号・H51号・H57号 。H58号住居址出土遺物

第Ⅲ次調査分H59号・H64号住居址、D8'10'11・ 31号土坑、M5。 15。 16号溝

址、P8,9。 26出土遺物



二百三十七 第Ⅲ次調査分Pl・ 83・ 132・ 143・ 263・ 305。 308'312、 遺構外出土遺物
二百三十人 第Ⅱ次調査分遺構外出土遺物
三百三十九 第Ⅲ次調査分遺構外出土遺物
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←Hl号住居址
(西から)

H2号住居址→

(西から)

手前はMl号溝址
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←H3号住居址 (北から)

手前はHl号住居址
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H4号住居址→

炉址

(東から)

↓H4号住居址 (北から)
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←H5。 9号住居址
(】ヒから)

西壁の張り出した部分
がH9号住居址、中央
部分がH5号住居址。

↓H6号住居址
(西から)
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H7号住居址は、一回り広い家に拡張されていた事が床下の調査から判明した。
下段の写真内側のラインがIFi住 居、上段の写真が新住居である。
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←H ll号住居址
(南から)

H12号住居址→

(】ヒから)
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↑H8・ 15号住居址 (東から)

向かって右から後方にかけてがH15号住居址。

H16号住居址 (南から)→
向かって右はMl号溝址。

←H14号住居址 (商から)

向かって左がMl号溝址。



↑H17号住居址 (南から)

H18号住居址カマ ド→

←H17号住居址 (南から)

遺物の出土状況
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H34号住居址炉址→

←H20・ 34号住居址 (南から)
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H24号住居址カマ ドと須恵器出土状況

H24号住居址カマ ド→

芯材構築状況



←H25号住居址
(】ヒから)

向かって下がH19
号住居址。
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↑H29号住居址
(南から)

←H26号住居址 (南から)

向かって右はMl号溝llL

左がM3号溝址。
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向かって左はH6号住居址。

H31号住居址 (南東から)

向かって上はH ll号住居址
↓

← H32号住居址 (東から)



H25'33号住居址 (北から)→
向かって上がH33号
手前がH25号住居IIL。

H36号住居址 (南から)→

←34号住居址 (南から)

向かって右はMl号溝址。
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H61号住居址 (東から)中 央をH43号 に、向かって左側をH60号 に切られている。
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←H63号住居址
(】ヒから)

本址はH65号住居址の
中央やや南よりで重複
し、H65号 を切ってい
る

H65号住居址は北壁中央に設けられた
カマ ド→の西脇の壁下に甕などの土器が
当時の位置を保ったまま放置されていた。
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← H70号住居址カマ ド脇の上器

↓H70号住居址カマド
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↑H90号住居址 (西から)

H91号住居址カマ ド

←H91号住居址 (南 から)
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← H92号住居址

H94号住居址→

↓H96号住居址
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↑H98号 (手前)住居址
H l10号 (奥の遺物が集中している部分)住居址

←H99号住居址 (向かって右をH52号 に

左をH79号住居址に切られている)

↓H100号住居址 (向かって手前をH66号・H
80号に、奥をH62号 に切られている。
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H102号住居残L。 耕作等による破票により、壁は存在 しなかった。

H104号住居均ヒ。向かって右側に展開しているのはF15号掘 上柱建物 lll。



←H105号住居址
自線の範囲が本址のプランである。
大半の部分はH76号住居址により
破壊されている。

図
版
　
四
十
三

↑H107号住居址
INPⅡ 調査後の下水道
工事の際、工事範囲外に
及んだ違法な掘削による
撹乱により大半は消滅し
ていた。

←H109号住居址
中央をH91号住居址によ
り切られている。

H lll号 住居址
かすかに残存した壁と床→

Pi鹸出された。
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H l14号 住居址→

(南 から)

H l14号 住居址カマ ド→
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↑H l15号 住居址カマ ド

↑H l15号 住居址 (南から)

H l16号 住居址 炉→

←H l16号 住居址 (北東から)
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↑H125号住居址 (南西から)

↓H125号住居址カマド (支脚石を2本有する)
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†H132号住居址 (南から)東南隅にカマドを有する。H133号住居址 (南から)

H133号 住居址 (南から)
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H141号住居址カマ ド→

H141号住居址 (西から)↓

←H140号住居址 (北西から)
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